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表紙説明
太陽観測ロケット実験CLASP2とひので衛星による共同観測から明らかになった、太陽表面から
彩層最上部に至る磁束管の様子。CLASP2は、紫外線の円偏光スペクトルから彩層底部、中部、最
上部、3つの高さの磁場の計測に成功した。

クレジット：国立天文台 , IAC, NASA/MSFC, IAS



はじめに 台長　常田佐久

I 研究ハイライト 001

II 各研究分野の研究成果・活動状況
1 ハワイ観測所 044
2 野辺山宇宙電波観測所 048
3 水沢VLBI観測所 051
4 太陽観測科学プロジェクト 056
5 アルマプロジェクト・チリ観測所・ASTEプロジェクト 059
6 天文シミュレーションプロジェクト 062
7 重力波プロジェクト 065
8 TMTプロジェクト 067
9 JASMINEプロジェクト 070

10 RISE月惑星探査プロジェクト 072
11 SOLAR-Cプロジェクト 073
12 すばる超広視野多天体分光器プロジェクト 074
13 すばる広視野補償光学プロジェクト 075
14 天文データセンター 077
15 先端技術センター 079
16 天文情報センター 085
17 科学研究部 093
18 国際連携室 095

III 組織 096

IV 財務 117

V 研究助成事業 118

VI 研究連携 122

VII 大学院教育 138

VIII 公開事業 144

IX 海外渡航 148

X 社会貢献 149

XI 受賞 152

XII 図書・出版 153

XIII 年間記録 154

XIV 文献
1 欧文報告（査読あり） 157
2 国立天文台欧文報告 177
3 国立天文台報 177
4 欧文報告（研究会集録，査読なし等） 177
5 欧文報告（著書・出版） 184
6 欧文報告（国際会議講演等） 184
7 和文報告（査読あり） 194
8 和文報告（研究会集録，査読なし等） 194
9 和文報告（著書・出版） 196

10 和文報告（学会発表等） 196

国立天文台年次報告 第 33 冊 2020 年度



国立天文台長
常田佐久

は じ め に

　2020年は、新型コロナウィルスにより人々の生活が大き
な影響を受けました。すばる望遠鏡およびアルマ望遠鏡
は、感染拡大防止の観点から共同利用観測の一時的な停止
を余儀なくされましたが、それぞれが立地する米国ハワイ
州およびチリの規制に従い、時々刻々と変化する状況に対
応しながら運用を再開しています。野辺山宇宙電波観測所
の45 m電波鏡、水沢VLBI観測所の電波干渉計VERA及び
ハワイ観測所岡山分室が担当する京都大学せいめい望遠鏡
は、通常通り共同利用観測を実施しました。

　こうした中、明るいニュースもありました。2020年の
ノーベル物理学賞が、ブラックホールに関する研究を行っ
た英独米の3氏に与えられました。国立天文台でも以前
から、ブラックホール研究が活発に進められています。
1990年代には野辺山宇宙電波観測所の45 m電波望遠鏡が、
M106銀河の中心に超大質量ブラックホールの存在を立証
する重要な観測成果を挙げました。今回の受賞対象となっ
た天の川銀河中心の巨大ブラックホールの存在確認の研究
は、国立天文台の研究者も参加するイベント・ホライズ
ン・テレスコープ（EHT）プロジェクトがブラックホール
の撮影を目指すきっかけとなりました。

　こうした成果の裏には、新しい技術開発や新しい研究手
法の開拓があります。国立天文台は干渉計重力波アンテ
ナTAMA300の施設を用いて、重力波望遠鏡の感度を上げ
る新たな技術（周波数依存スクィージング）を世界で初め
て開発し、その実証に成功しました。この技術が、日本の
重力波望遠鏡KAGRAのみならず、米国のLIGO、欧州の
Virgoといった世界中の重力波望遠鏡の次期アップグレー
ドで採用されることを期待しています。
　また、京都大学が率いる日本のチームが、天文シミュ
レーションプロジェクト（CfCA）のスーパーコンピュー
ター「アテルイⅡ」による大規模シミュレーションで作っ
た模擬宇宙から、米国のチームが独立した解析方法によっ
て宇宙論パラメータを導き出す実験的な研究も行われまし
た。これは、すばる望遠鏡等による観測結果をもとに精密

宇宙論を展開するための予備的研究であり、観測とシミュ
レーションの有機的組み合わせで研究手法を磨き上げてい
くものといえます。「アテルイⅡ」では、2020年度175編の
論文が出版されました。
　さらに、望遠鏡や観測装置の大型化・高精度化に伴う観
測データ量の爆発的増大により喫緊の課題となっている

「天文統計学」・「天文情報学」などの融合分野研究を発展さ
せるため、テニュアトラック助教2名を採用し、統計数理研
究所へ5年間の予定で派遣しました。

　国立天文台は、地元との関係も重視しています。ハワイ
観測所では地元医療機関にマスク等の個人用防護具を提供
するなど、コロナ禍にある地域の医療へささやかな貢献を
しました。また、三鷹市との学術的知識・資源の市民への
普及や文化的事業の展開をはじめ、国立天文台周辺地域の
魅力あるまちづくりでも各地の関係機関と連携し、総合的
な「ひとづくり」および「まちづくり」の推進に向けて相
互に協力しています。

　このほか、コロナ禍において学びの機会を提供するため
にオンライン講座を多数開講したほか、国立天文台三鷹地
区や野辺山宇宙電波観測所の特別公開をオンラインで開催
するなど、変化する状況下でも国立天文台は社会とともに
あります。ハワイ観測所岡山分室の188 cm反射望遠鏡で
は、浅口市と協力して初めての一般向け貸し切り共同利用
を行うなど、研究者にしか使うことのできなかった望遠鏡
を一般の方にも使っていただく機会を作りました。

　近年、宇宙の民間利用が活発化しており、多数の人工衛
星を打ち上げて運用する衛星コンステレーション計画が、
いくつも立案・実行されています。人工衛星は太陽光を反
射して輝くため、天体観測への影響が危惧されています。
石垣島天文台のむりかぶし望遠鏡を用いて、人工衛星が天
体観測に及ぼす影響を評価する研究も進めています。今後
もさまざまな対策を講ずることで、宇宙利用と天文学が共
存する未来に向けた取り組みを続けていきます。



　以下では、国立天文台の主なプロジェクトの2020年度の
状況について、概観していきます。2020年度は、コロナ禍
により、すばる望遠鏡の観測が2か月近く停止し、共同利用
に大きな影響が出ただけでなく、本年度中に完了を目指し
ていた超広視野主焦点カメラ（HSC）を用いたすばる望遠
鏡戦略枠プログラム（HSC-SSP）も遅延を余儀なくされま
した。しかし、HSC-SSPからは、近傍宇宙で形成途上にあ
る銀河の発見、120億光年以上かなたでの複数の原始銀河
団の発見、遠方宇宙での二重クエーサーの大量同定など、
近傍宇宙から遠方宇宙に至るまで、数多くの科学成果が得
られました。2020年中にすばる望遠鏡の観測によって得ら
れた169編の科学論文のおよそ3分の1がHSC-SSPから得ら
れたものであり、HSCによる広視野観測の重要性はますま
す高まっています。また、2020年度は、HSCと JAXAのは
やぶさ2計画、NASAのNew Horizons計画との共同観測を
実施し、太陽系探査にも貢献をしました。
　超広視野多天体分光器（PFS）の開発も、コロナ禍の影響
を受け、一部遅延を生じていますが、各国の開発チームの
努力によって、2020年度には、4本敷設予定の光ファイバー
ケーブルの最初の1本が、試験用の小型望遠鏡と共に、すば
る望遠鏡に搭載されました。これらは、すばるに搭載済の
分光器と結合され、マウナケアの夜空のスペクトルを得る
ことに成功しました。PFSのファイバーポジショナー、光
ファイバー、分光器、検出器は、それぞれ、台湾、ブラジ
ル、フランス、米国で製作が進んでおり、2021年度にはす
ばる望遠鏡を用いた最初のエンジニアリング試験観測が行
われる見込みです。
　近赤外線ドップラー分光装置（IRD）による地球型惑星
を探査するすばる望遠鏡戦略枠プログラム（IRD-SSP）も
順調に進展しています。2020年度は、太陽系外にあるいく
つかの地球型惑星について、その軌道面を明らかにするな
どの成果が得られています。近赤外線高コントラスト面分
光装置（CHARIS）は、新たな褐色矮星を発見するととも
に、その大気のスペクトルを得ることに成功しました。こ
れらの装置の開発・保守・運用は、自然科学研究機構のア
ストロバイオロジーセンターとハワイ観測所等が協力して
進めています。
　国立天文台では、HSC、PFS、そして計画中の地表層補
償光学（GLAO）を用いた広視野高解像赤外線観測装置

（ULTIMATE）を主たる観測装置として、すばる望遠鏡の大
幅な機能強化を行う「すばる2」計画を策定し、2022年度よ
り開始すべく準備を進めています。すばる2は、現行のす
ばる望遠鏡に対し、可視光分光観測において視野50倍・同
時分光天体数20倍、赤外線観測において視野10倍・解像度
2倍を達成する予定です。本計画は、文部科学省のロード
マップ2020に採択されました。施設設備の老朽化対策は、
現在のすばる望遠鏡の大きな課題であり、今後の安定運用
のために必須となっています。

　アルマ望遠鏡は、チリでの新型コロナウイルス感染拡大
を受け、2020年3月から約1年にわたって観測の休止を余儀
なくされましたが、2021年3月から科学観測を再開してい
ます。観測休止中も、アルマ東アジア地域センター（三鷹
本部）を中心に取得済みデータの処理をはじめとするユー
ザ支援を継続し、共同利用を推進しました。アルマ望遠鏡
のデータをもとに出版された論文の総数は2020年度までの
約9年半で 2,264編に達し、日本からの論文数は米国に次い
で第2位と健闘を続けています。
　2020年度も、アルマ望遠鏡は多彩な科学成果を生み出し
ました。かつてない規模の深宇宙探査により、遠方の小さ
な銀河まで観測を行い星の原材料となる分子ガス量を明ら
かにしました。また、太陽系の海王星では、赤道に横たわ
るシアン化水素の帯を発見しました。さらに、アルマ望遠
鏡モリタアレイを使って、おうし座の星形成領域にある高
密度のガス雲を多数観測することで、「星の卵の国勢調査」
を行い、星が生まれるまでの時間を明らかにしました。お
うし座における星形成は、日本の研究者たちが野辺山45 m
望遠鏡や名古屋大学4 m電波望遠鏡を使って1990年代から
研究してきたテーマであり、アルマ望遠鏡によりさらに研
究が進展しています。
　アルマ望遠鏡の観測装置開発では、台湾中央研究院天文
及天文物理研究所を中心に開発が進んでいるバンド1受信
機（観測周波数帯：35–50 GHz）のファーストライトに向
けた準備を進めました。また、大阪府立大学と共同で、現
在のアルマ望遠鏡に比べて4倍以上広い中間周波数帯域を
持つ受信機を大阪府立大学1.85 m電波望遠鏡に搭載し、星
間分子の広帯域同時受信に成功しました。これは、アルマ
望遠鏡の機能強化を目指す「アルマ2」計画に向けた重要な
マイルストーンです。アルマ2計画は、文部科学省のロー
ドマップ2020に採択されました。

　TMT（Thirty Meter Telescope）計画は、日本・米国・カ
ナダ・インド・中国の5か国の協力で進められている口径
30 mの超大型望遠鏡の建設計画です。国立天文台は、計画
の中枢部分である望遠鏡本体や主鏡の製作、ファーストラ
イトに使用する観測装置の開発などを担当しています。ハ
ワイ現地における反対運動により現在工事が中断していま
すが、TMT国際天文台評議員会は、本部を段階的に米本土
パサデナからハワイに移し、地元コミュニティとの信頼関
係の構築により、状況の改善を図っています。
　TMTの建設工事は中断していますが、各国の担当部分の
開発が進行しています。望遠鏡本体構造の製造に向けて、
潜在的リスクのある技術課題の解決を進めました。主鏡
分割鏡は、鏡材の全数を日本が製作し、非球面研磨は4か
国で分担する計画ですが、大量の分割鏡の製造をリスクフ
リーとするための準備を継続しました。先端技術センター
では、近赤外分光撮像装置（IRIS）及び 視野撮像分光装置



（WFOS）の設計・試験が、進展しました。また、第一期観
測装置の1つで、太陽系外惑星の研究を主目的とする近赤
外線高分散分光器（MODHIS）については、パサデナに赴
任している国立天文台職員がプロジェクトマネージャとし
て、開発をリードしています。
　さらに、TMT代替建設地として選定ずみのスペイン ラ
パルマ島の観測環境について、国内の大学研究者の協力を
得て改めて詳細な検討を行い、TMTに期待される科学的課
題の多くについて必要な条件を満たしていることを確認し
ました。この結果を含めて、TMT計画の状況について天
文学コミュニティへオンライン説明会を行うと共に、光赤
外線分野のみならず電波・高エネルギー・理論・太陽など
の天文学分野のシンポジウム等でも説明を行い、研究者コ
ミュニティとの情報共有・意見交換に努めています。

　東京大学宇宙線研究所、国立天文台、高エネルギー加速
器研究機構の3機関連携のもとで推進している大型低温重
力波望遠鏡KAGRAは、国際共同観測（O4, 2022年9月以降
を予定）での重力波の初検出を目指して、2020年後半から
装置の改修と調整を行っています。
　水沢VLBI観測所はVERAプロジェクト20年の成果をま
とめ、太陽系から天の川銀河の中心までの距離（銀河中心
距離）を25,800光年、銀河回転速度が太陽系の位置において
毎秒227 kmと高精度で決定しました。また、野辺山45 m電波
望遠鏡やアルマ望遠鏡は、宇宙空間に漂うガス雲同士の衝
突が、星団が誕生する主要なメカニズムであることを新た
に発見するなど、引き続き科学成果を挙げています。水沢
VLBI観測所と野辺山宇宙電波観測所は将来の運用の効率
化をさらに進める取り組みを進めるとともに、それぞれの
観測所の今後の運用について活発な議論が進んでいます。
　水沢VLBI観測所の原点ともいえる臨時緯度観測所眼視
天頂儀及び関連建築物が、2020年度（第3回）日本天文遺産
に認定されました。数多くの訪問者が訪れる野辺山宇宙電
波観測所では、オンライン特別公開を実施しました。メイ
ンイベントの特別講演会は、同時視聴者数が800件を超え、
その後の1か月で12,000件に達しました。

　ハワイ観測所岡山分室による、京都大学岡山天文台せい
めい望遠鏡の全国共同利用では、最大級の太陽フレアの約
20倍のエネルギーを持つ恒星フレアの分光観測に成功する
等、成果を挙げています。東京工業大学を中心に運用の進
む188 cm反射望遠鏡では、系外惑星の自動探索や特徴づけ
観測等で273日の利用を数えました。

　NASA等と協力して紫外線で高精度偏光観測を開拓する
CLASP2ロケット実験（2019年フライト）では、太陽彩層
最上部の磁場情報を世界で初めて得ることに成功し、2021
年に再フライト（CLASP2.1）を米国ホワイトサンズで行

う準備を進めています。高解像度かつ高精度の偏光観測を
口径1mの光学望遠鏡で行うSUNRISE気球実験では、2022
年のフライト（SUNRISE-3）に向けて近赤外線偏光分光装
置SCIPの国内開発が完了し、マックスプランク太陽圏研
究所で望遠鏡との結合試験が開始されようとしています。
X線の集光撮像分光観測を行うNASAのFOXSIロケット実
験では、2018年フライト（FOXSI-3）の成功を受けて、フ
レア観測を狙うFOXSI-4を2024年に計画しており、CMOS
軟X線用高速度カメラなど観測の鍵を握る装置を日本から
提供します。

　先端技術センター（ATC）では、昨年度後半に導入した最
先端の機械加工設備となる5軸マシニングセンタおよび金
属3次元プリンタの本格的な運用を開始し、TMTの最初の
観測装置となる IRIS用構造部品の試作やアルマ バンド1受
信機搭載用コルゲートホーンの開発製造を進めました。今
後、これらの設備が、台内外の観測装置開発の主力となる
ことを期待しています。検出器分野では、可視光用大型高
速CMOSおよび近赤外線イメージセンサーの開発が進み、
高い性能が確認されました。ATCを国際的な先端的観測
装置の拠点とするための、組織改編の検討も進めました。
これにより、地上と衛星など飛翔体に搭載する観測装置の
両方に、一層貢献していきます。

　国立天文台構成員を著者に含む2016～2020年に出版され
た論文3,374本について、被引用数Top 10 %論文の割合は
15.4 %、同Top 1 %論文の割合は3.3 %、国際共著率は76.3 % 
と、成果を挙げています（2021年8月 InCites による）。国
際天文学連合 IAUの日本人会員数は、2021年8月時点で会
員全体の5.5 %（672名；米国の約4分の1）ですが、天文学
分野における2020年に出版された日本の論文数の世界シェ
アは、9.3 %を占めており、大分類22分野の中で、物理学

（7.5 %）を超えて第一位を維持しています。また、2020年
度には、女性准教授が3名増えました。2021年4月1日にお
ける台内研究者（研究教育職員及び特任教員）の女性比率
は、8.9 %（昨年度は7.4 %）となっています。

　以上が、2020年度の国立天文台の研究活動や成果、及び
状況等の概要となります。詳細は本報告をご高覧いただけ
ますと幸いです。
　皆様の引き続きのご支援、ご協力を心よりお願い申し上
げます。



001

Ⅰ 研究ハイライト
　（2020.04 ～ 2021.03）

01 ヒクソンコンパクト銀河群の銀河光度関数に現れた−12等の凹み 山野井 瞳、他 003

02 フェニックス銀河団中心に電波ジェットを発見 赤堀卓也、他 004

03 すばる望遠鏡の高コントラスト面分光装置CHARISを用いた原始惑星景円盤
HD34700観測 鵜山太智、他 005

04 オリオンKL電波源 Iにおける磁場構造 廣田朋也、他 006

05 大質量原始星降着バーストにおける水メーザーの時間変動：VERAとALMAを用い
たS255 NIRS 3の観測的研究 廣田朋也、他 007

06 VERA位置天文カタログ第1版 廣田朋也、他 008

07 VERAによるW48 A core H-2a（G35.20–01.74）の位置天文観測：メーザーで観測され
たコンパクトなディスク -アウトフローシステム CHIBUEZE, James O.、他 009

08 ミラ型変光星AP Lyncis, V837 Herculis, BX Camelopardalisの位置天文観測と赤外線観測 CHIBUEZE, James O.、他 010

09 VEDA: VLBI位置天文観測用データ解析ソフトウェア 永山 匠、他 011

10 10マイクロ秒角位置天文観測におけるVERAの性能評価 永山 匠、他 012

11 カリフォルニア分子雲に付随するL1482フィラメントの星形成率 面高俊宏、他 013

12 O-richミラ型変光星OZ Gem（IRAS 07308+3037）の年周視差計測：大マゼラン雲と
銀河系の周期光度関係の比較 浦郷 陸、他 014

13 NGC1068中心核の超巨大ブラックホール周囲の逆回転する高密度分子ガストーラス 今西昌俊、他 015

14 ALMAによる合体赤外線銀河Superantennaeからのミリ波帯183 GHz H2Oメーザー放
射の発見 今西昌俊、他 016

15 ガンマ線で明るい重力レンズクエーサーB0218+357のミリ波VLBI検出とイメージング 秦 和弘、他 017

16 渦状銀河のスピン異方性 III：SDSS銀河のスピン軸分布の双極子異方性測定とその有
意性の検証 家 正則、他 018

17 あかり北黄極領域における可視光線で「見えない」赤外線銀河の探査 鳥羽儀樹、他 019

18 太陽系の軌道移動と渦状腕遭遇による全球凍結への示唆 馬場淳一、辻本拓司 020

19 オリオン座「もうすぐ星が生まれる場所」目録完成
―「謎の二つ目玉」原始星の発見― 立松健一 021

20 太陽偏光観測のためのH2RG近赤外線カメラの開発 花岡庸一郎、他 022

21 Fe I 1564.8 nm吸収線での太陽全面画像で見た internetwork磁場 花岡庸一郎、桜井 隆 023

22 太陽フレア望遠鏡での宇宙天気研究のための太陽全面監視観測 花岡庸一郎、他 024

23 広吸収線の短時間変動を示したクェーサーのアウトフローの変動と物理量の相関 堀内貴史、他 025

24 むりかぶし望遠鏡によるスターリンク衛星・Darksatの等級測定 堀内貴史、他 026

25 すばるHSC-SSPデータを用いた極金属欠乏銀河探査 . I 機械学習選択法の確立と銀河
金属量最小記録の更新 小島崇史、他 027

26 酸素禁制線からジャコビニ・ツィナー彗星の形成環境を探る 新中善晴、他 028

27 すばる望遠鏡HSC SSP Transient SurveyによるRapidly Evolving Transientsの統計的解析 反保雄介、他 029

28 すばる /HSCとALMAで探る z > 6銀河の星間物質の物理的性質 播金優一、他 030

29 ニュートリノ磁気モーメントによるクランプ星のリチウム存在量の増大 森 寛治、他 031

30 電子捕獲反応に対する電子遮蔽と Ia型超新星の元素合成 森 寛治、他 032

31 AGNと明るい銀河の強い相関の起源 白崎裕治、他 033

32 非変光OH/IR星の長期近赤外線増光の発見 上塚貴史、他 034
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33 年齢2,200万年の若い系外惑星の軌道傾斜角と大気散逸に対する制限 平野照幸、他 035

34 はやぶさ2搭載レーザ高度計のアライメント推定 野田寛大、他 036

35 リチウムの極端な増加を示す赤色巨星の進化段階を解明 YAN, Hong-Liang、他 037

36 開口能率の因子分解：ビーム結合と2種類のスピルオーバー 永井 誠、他 038

37 電波望遠鏡の光学設計と収差論 今田大皓、永井 誠 039

38 低赤方偏移クエーサーと星形成銀河における銀河中心核周円盤のガス質量の差異に
ついて 泉 拓磨、他 040

39 激変する超巨大ブラックホール周辺環境–ALMAが捉えた星間分子破壊の現場– 泉 拓磨、他 041

40 最遠方レッドクエーサーの母銀河の高解像度ALMA観測 泉 拓磨、他 042

41 赤方偏移 3 < z < 3.7における極めて強い輝線を示す銀河種族の広帯域フィルターを用
いた選択手法およびその分光学的同定、そして物理的性質についての研究 小野寺仁人、他 043
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ヒクソンコンパクト銀河群の銀河光度関数に現れた−12等の凹み
山野井 瞳 1、八木雅文 2/3、小宮山 裕 2/4、幸田 仁 5

1: 成蹊大学，2: 国立天文台，3: 法政大学，4: 総合研究大学院大学，5: ストーニーブルック大学

　銀河光度関数は、銀河の形成や進化を考察する際、環境
による効果を探る手がかりとして非常に有効である。銀河
団における光度関数には、M ~ −18を境に暗い銀河の増加
が見られることが知られており、この形状は巨大銀河から
矮小銀河への優勢種族の入れ替わりを示している。しかし
光度関数のさらに暗い等級範囲（M > −12）での形状につい
てはまだあまりよくわかっていない。これまでの限られた
研究結果から光度関数の−12等付近に特徴的な凹みを持つ
銀河団が存在することが示されているが [1,2]、この凹みの
要因を探るためには、さまざまな環境下での光度関数を比
較することが重要である。
　本研究では、すばる望遠鏡のHyper Suprime-Camの撮像
データにより、新しい光度関数のサンプルとして4つのヒ
クソンコンパクト銀河群の光度関数を求めた。図1に各銀
河群のgバンドの光度関数を示す。Mg ~ −9まで及ぶ暗い側
まで光度関数を求め、すべての銀河群において−13 < Mg < 
−12付近に凹みが現れることを発見した。この凹みは銀河
の形成進化過程における重要な意味を持つ可能性を秘めて
いるため、他の環境下で得られた光度関数との比較を行っ
た。図2に、今回得られたコンパクト銀河群 [3]と、かみの
け座銀河団 [2]、ケンタウルス座銀河団 [1]、そしてフィー
ルド環境下 [4]での光度関数を示す。コンパクト銀河群と2
つの銀河団では−12等付近にはっきりとした凹みが現れる
が、フィールド環境では現れない。
　銀河群と銀河団双方に凹みが現れたことから、凹みは銀
河団や銀河群質量には依存しないことが示唆される。また、
銀河群環境では重力ポテンシャルが浅く、銀河団に比べて
ラム圧や潮汐相互作用の効果は小さいことから、凹みの出
現は、銀河の密集領域で頻繁に起きる銀河同士の相互作用
に起因し、M ~ −18で見られたような銀河の優勢種族の遷
移がM ~ −12でも起きている可能性が考えられる。要因の
さらなる検証と定量化のため、より多くのサンプルを研究
していく必要がある。

参考文献
[1] Chiboucas, K., et al.: 2006, AJ, 132, 347.
[2] Yamanoi, H., et al.: 2012, AJ, 144, 40.
[3] Yamanoi, H., et al.: 2020, AJ, 160, 87.
[4] Trentham, N., et al.: 2005, MNRAS, 357, 783.

図1．HCG44，HCG59，HCG68，HCG79における g バンドの光度関数．
縦の点線は各領域における90 %の検出限界を示している．矢印は−12等
付近の凹みを示す．

図2．4つの銀河群を足し合わせた光度関数と他の領域での光度関数を重
ねたもの．縦軸は任意のスケールに調整し，横軸はgバンド等級にシフ
トさせている．銀河群と銀河団では−12等付近に凹みが現れる．
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　銀河の分布は一様ではなく、数十個から数千個が集まり
銀河団を形成している。銀河団は1千万度を超える高温の
銀河団ガスで満たされているが、やがてこのガスが冷えて
銀河団の中心にある巨大銀河に降り積もると、たくさんの
星が作られると予想されている。しかし、私たちの近くに
ある銀河団の場合は、中心の銀河に存在する超大質量ブ
ラックホールからジェットが噴き出し、そのジェットのエ
ネルギーのために銀河団中心部のガスが冷えないと考えら
れてきた。
　我々は、以前のALMAによるSZ効果の観測によって、
フェニックス（ほうおう座）銀河団（赤方偏移0.596）の
中心部で大量のガスが例外的に冷えていることを突き止め
た [1]。このガスの冷却が、銀河団の中心で観測されてい
る爆発的な星形成の種ではないかと推定した。では、フェ
ニックス銀河団の中心の銀河にはジェットが存在しないの
だろうか？　これまでの観測では、解像度や感度が足りず、
ジェットの確かな証拠は見つかっていなかった。
　そこで我々は、過去最高の分解能でフェニックス銀河団
のAGNジェットを探すために、オーストラリアの電波干
渉計ATCAに観測提案をした。我々は、一般に電波ローブ
の全体像の観測のために採用される周波数よりも高い周波
数の電波（18 GHz）を長時間にわたって観測し、高感度・
高解像度のデータの取得を実現した [2]。
　その結果、我々は中心の銀河に付随した電波成分の検出
に成功し、世界で初めてその空間分解を達成した（図1）。
このようなコンパクトで強い電波構造は、ジェットと考え
るのが自然である。さらに、ATCAで見つかった構造は低
密度ガスが成すX線キャビティ構造と非常によく対応して
おり、中心銀河のAGNから打ち上げられた対のジェット
のペアであることを示した。ゆえに、我々は、激しい銀河
団ガスの冷却とAGNジェットが同時に存在する初めての
例を、遠方の宇宙で見つけたのである。
　ジェットの年齢は誕生から数百万年と、銀河団の進化の
時間スケールに比べてずっと若いことが分かった。また
電波のパワーはジェットの力学的なパワーより5桁程度小
さい、非常に放射非効率なジェットであると分かった。こ
れらは、ガス冷却とAGNジェットが共存する（あるいは
AGNジェットがガス冷却を食い止めていないとする）ヒン
トになるかもしれない。
　今後は建設が始まる超大型電波望遠鏡SKA（エスケー
エー）を用いて、さらに高感度かつ高解像度でこの天体を
観測することを計画している。より詳しい観測で、近傍で

見られる銀河団との違いがなぜ生じているのか、明らかに
していきたい。

フェニックス銀河団中心に電波ジェットを発見
赤堀卓也 1、北山 哲 2、上田周太朗 3、泉 拓磨 1、李 建鋒 4、

川邊良平 1/4/5、河野孝太郎 4、大栗真宗 4/6、滝沢元和 7

1: 国立天文台、2: 東邦大学、3: ASIAA、4: 東京大学、5: 総合研究大学院大学、6: カブリ数物連携宇宙研究機構、7: 山形大学

図1．ほうおう座銀河団の中心で観測された電波ジェット．左図はデータ
から得られた画像で，右図はその画像から中心のAGNコアC1を点源と
して取り除いた残差イメージ．

参考文献
[1] Kitayaka, T., Ueda, S., Akahori, T., et al.: 2020, PASJ, 72, 33.
[2] Akahori, T., Kitayama T., Ueda, S., et al.: 2020, PASJ, 72, 62.
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すばる望遠鏡の高コントラスト面分光装置CHARISを用いた
原始惑星景円盤HD34700観測

鵜山太智 1/2/3、CURRIE, Thayne4/5/6、CHRISTIAENS, Valentin7、BAE, Jaehan8/9、武藤恭之 10、
高橋実道 3、田崎 亮 10、YGOUF, Marie1、KASDIN, Jeremy N.11、GROFF, Tyler12、BRANDT, Timothy D.13、

CHILCOTE, Jeffrey14、林 正彦 3、MCELWAIN, Michael W.12、GUYON, Olivier5/15/16、LOZI, Julien5、
JOVANOVIC, Nemanja17、MARTINACHE, Frantz18、工藤智幸 5、田村元秀 19/16/3、秋山永治 20、

BEICHMAN, Charles A.2/1、GRADY, Carol A.12/6/21、KNAPP, Gillian R.11、KWON, Jungmi19、
SITKO, Michael22、高見道弘 23、WAGNER, Kevin R.15/24、WISNIEWSKI, John P.25、YANG, Yi19

1: Caltech/Infrared Processing and Analysis Center, 2: NASA Exoplanet Science Institute, 3: 国立天文台，4: NASA-Ames Research Center, 
5: Subaru Telescope, 6: Eureka Scientific, 7: Monash University, 8: Carnegie Institution for Science, 9: NHFP Sagan Fellow, 10: 工学院大
学，11: Princeton University, 12: NASA-Goddard Space Flight Center, 13: University of California-Santa Barbara, 14: University of Notre 
Dame, 15: Steward Observatory, University of Arizona, 16: アストロバイオロジーセンター，17: Caltech, 18: Université Côte d’Azur, 
Observatoire de la Côte d’Azur, CNRS, 19: 東京大学，20: 新潟工科大学，21: Goddard Center for Astrobiology, 22: Space Science Institute, 
23: Academia Sinica, 24: NASA NExSS Earths in Other Solar Systems Team, 25: University of Oklahoma

　星が形成した直後の非常に若い天体（1000万年以下）に
は惑星の材料となる原始惑星系円盤が存在する事が多く、
惑星形成・円盤進化のメカニズムを理解する上で非常に有
用なターゲットとなる。高空間分解能観測により、これま
でに惑星形成との繋がりが示唆される様々な原始惑星系円
盤の構造（例 : 溝、リング、スパイラル等）が報告されて
きた [1]。HD 34700は原始惑星系円盤内部において大きな
穴構造と複数のスパイラルを持っており、これまでに観測
された天体の中でも最も興味深いものの1つである [2]。
　本研究では、すばる望遠鏡の超補償光学装置SCExAOと
コロナグラフ面分光装置CHARISを組み合わせ、HD 34700
の高コントラスト観測を行った。詳細な観測、データ解
析・分析、その後の議論は Uyama et al. (2020) [3] に紹介
されている。具体的には、CHARIS の broadband モード

（1.16–2.37 μm、スペクトル分解能R ~ 19、ピクセルスケー
ル0.0162″ pixel−1）とLyotコロナグラフ（半径113ミリ角度
秒）を使用した。また、点拡がり関数（point spread function; 
PSF）の参照用にHD 2466を観測した。
　得られた観測生データはCHARISデータ解析パイプライン
[4]を用いて（ダーク減算、波長較正後の）面分光データキュー
ブに変換した。このデータキューブは22の均一な波長チャ
ンネルを持つ画像の集まりからなる。さらに、星のPSFと
装置由来のスペックルノイズを取り除くために2つのデー
タ解析手法（差分撮像）を採用した。1つ目は reference-star 
differential imagingというPSF参照星を用いた差分撮像の方
法であり [5]、円盤のリング構造を詳細に調べる事が可能
となる。2つ目はangular differential imaging（ADI）と spectral 
differential imaging（SDI）を組み合わせ [6]、得られた結果
は外側の暗い構造、スパイラルの検出や惑星探査の議論に
用いる。どちらの解析手法もCurrie et al. (2018, 2019) [6,5]
で採用されているパイプラインを使用している。
　差分撮像の結果、両方の解析手法においてリング構造を
確認、またADI+SDIのデータ解析結果においては複数の

スパイラル構造を確認した（図1参照）。さらに先行研究と
比較することで、新たに円盤表面上における暗い構造が新
たに確認できた（図1矢印）。これらは主星のごく近傍に存
在すると思われる円盤や外側のスパイラル構造、または円
盤表面のダストの特性による散乱光の変化によるものと考
えられる。しかし、今回の観測では惑星と思われる天体を
検出することはできなかった。Monnier et al. (2019) [3]にお
いてHD 34700の円盤構造は50木星質量程度の天体が存在
することによって形成されたという示唆がなされていたが、
想定される明るさの偽天体を予測されている位置に人工的
に埋め込み、再度解析した結果と比較したところ、実際の
CHARIS観測でこの50木星質量の存在に大きく制限を与え
られている事がわかった。

参考文献
[1] Andrews, S. M., et al.: 2018, ApJL, 869, L41.
[2] Monnier, J. D., et al.: 2019, ApJ, 872, 122.
[3] Uyama, T., et al.: 2020, ApJ, 900, 135.
[4] Brandt, T. D., et al.: 2017, J. Astron. Telesc. Instrum. Syst., 3, 

048002.
[5] Currie, T., et al.: 2019, ApJL, 877, L3.
[6] Currie, T., et al.: 2018, AJ, 156, 291.

図1．CHARISを用いたHD 34700の直接撮像結果：RDIを利用したデータ
解析（左）とADI+SDIを利用したデータ解析（右）．
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オリオンKL電波源 Iにおける磁場構造
廣田朋也、松下祐子、BURNS, Ross A.、本間希樹

（国立天文台）

PLAMBECK, Richard L.、WRIGHT, Melvyn C. H.   町田正博
            （University of California, Berkeley）      （九州大学）

　「オリオンKL電波源 I」は太陽系から最も近い大質量原
始星候補天体（400 pc）であり、これまでのVERAによる
SiOメーザーの観測やALMAを用いたサブミリ波SiO輝線
の観測によって、大質量原始星周囲の回転円盤からアウト
フローが回転しながら駆動されている様子が検出されてい
る。アウトフローの3次元速度構造や物理的特徴は、磁気
遠心力風モデルのシミュレーションとよく合っており、ア
ウトフローが角運動量を降着物質から取り除く働きをして
いることが示唆されている。
　本研究では、オリオンKL電波源 Iにおけるアウトフロー
駆動機構と磁場の役割を検証するため、ALMAと JVLAを
用いたSiOメーザーの偏波観測を行った [1]。ALMAでは
SiO J = 2–1遷移（86 GHz）をバンド3で、JVLAではSiO J = 
1–0遷移（43 GHz）をQバンドで観測した。ALMA、JVLA
ともに最長基線を含む配列による高空間分解能50ミリ秒角

（mas、または20天文単位）を達成した。観測の結果、J = 
1–0の振動基底状態（v = 0）、J = 2–1の振動基底状態（v = 0）
輝線ともに北東 -南西方向に800天文単位程度まで広がっ
たアウトフローに分布していることが明らかになった（図
1）。どちらも輝度温度は50,000 Kを超える高い値を示して
おり、メーザー放射を起こしていることが確認された。偏
波データから、J = 1–0の遷移で概ね50–70 %、J = 2–1輝線で
も20–50 %という高い偏波率が得られた。これは、非等方
的な輻射場によるメーザー励起かメーザーの飽和によって
起こされると理論的に提唱されている。
　SiOメーザーの直線偏波は、J = 1–0とJ = 2–1の偏波角に
有意な違いの見られる領域もあるものの、概ねほぼ揃った
偏波構造をしていることがわかった。偏波ベクトルの微小
なばらつきから、星間塵熱放射の偏波マップと同じ手法で
磁場強度を見積もると30ミリガウス程度という値が得られ
た。オリオンKL電波源 Iでは、向きの揃った磁場構造がア
ウトフロー駆動において重要な役割を果たしていることが
示唆される。

参考文献
[1] Hirota, T., et al.: 2020, ApJ, 896, 157.

図1．オリオンKL電波源 Iにおける偏波マップ．（a）JVLAによるSiO v = 
0 J = 1–0 輝線（等高線）と43 GHz 連続波（カラー）強度．（b）ALMAに
よるSiO v = 0 J = 2–1輝線（等高線）と96 GHz 連続波（カラー）強度．
どちらも −10–20 km s−1の速度範囲を積分したもので，0.1秒角の分解能
でスムージング．水色の等高線が偏波強度で，ノイズレベル（J = 1–0は
108 mJy beam−1 km s−1，J = 2–0は26 mJy beam−1 km s−1） の4，8，16，32，
64，128の間隔でプロット．白い線が直線偏波の向きで線の長さは偏波強
度に比例．
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　2015年に起こった6.7 GHzメタノールメーザーの突発的
増光「フレア」によって、短期間の急激な質量降着現象

「降着バースト」が大質量原始星S255 NIRS 3で確認された。
本研究では、S255 NIRS 3におけるVERAや JVLAを用いた
22 GHz水メーザーの位置天文観測とモニター観測、およ
びALMA Cycle 5でのBand 7サブミリ波連続波と321 GHz水
メーザーの観測を行い、降着バーストにおけるジェット生
成や原始星周囲の物理的環境変化、およびメーザー励起・
増光機構について検証を行った [1]。
　VERA による観測、ALMA による観測は、ともにメタ
ノールメーザーフレアから1年あまり経った2017年に行わ
れた。VERA による高解像度イメージにより、22 GHz 水
メーザーはS255 NIRS 3から噴き出す北東 -南西方向のアウ
トフローに付随しており、南西方向の「バウショック」構
造は2005年と2010年に観測されたものとほぼ一致していた

（図1）。バウショックに付随する水メーザーの固有運動か
ら、アウトフローの力学的タイムスケールは60年と見積も
られ、今回の降着バーストによるジェットやショック形成
とは異なる起源であることが明らかになった。
　一方、2016–2018年の単一鏡モニター観測では緩やかな
増光は確認されたものの、メタノールメーザーや他の大質
量星形成領域NGC 6334I-MM1における22 GHz水メーザー
とは異なり、フレアのような急激な増光は起こらなかった。
また、S255 NIRS 3で観測された緩やかに増光する水メー
ザーは、南西のバウショックではなく、2016年にセンチ波
電波の増光によって確認された電波ジェットに付随する北
東の成分であることも明らかになった。さらに、VLBIと
単一鏡による水メーザースペクトルを JVLAによる観測結
果と比較したところ、メーザーの増光が JVLAでも分解さ
れる空間的に広がった成分で起こっていることも確認され
た。これらのことは、降着バーストに伴う水メーザーの励
起と緩やかな増光が、中心星からの輻射に影響されている
可能性を示唆している。
　ALMAによる観測では、大質量原始星では4例目となる
321 GHz水メーザーのイメージングに成功した。321 GHz
水メーザーは22 GHzの水メーザーと同様にアウトフロー
をトレースするが、2輝線の分布や強度比は空間的に異
なっている（図1）。これは、メーザー放射領域の密度や温
度の違いを反映しているためと考えられる。

大質量原始星降着バーストにおける水メーザーの時間変動：
VERAとALMAを用いたS255 NIRS 3の観測的研究

廣田朋也、BURNS, Ross A.、KIM, Jungha、砂田和良
（国立天文台）

CESARONI, Riccardo、MOSCADELLI, Luca   杉山孝一郎   米倉覚則
    （INAF）             （NARIT）                （茨城大学）

参考文献
[1] Hirota, T., Cesaroni, R., Moscadelli, L., et al.: 2021, A&A, 647, 

A23.

図1．S255 NIRS 3におけるVERAで観測された22 GHz水メーザー（小さ
い X で示された位置と視線速度），ALMA で観測された321 GHz 水メー
ザー（大きい+で示された位置と視線速度，グレースケールの積分強度
図），JVLAで観測された22 GHz 連続波（等高線で示された強度）の分
布．22 GHz，321 GHzの水メーザーの色は視線速度を示す．等高線は，
321 GHz水メーザー積分強度図がノイズレベル32 mJy nbeam−1 km s−1の4，
8，16，...倍，22 GHz連続波強度図がノイズレベル0.13 mJy beam−1の4，8，
16，...倍でプロット．
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　国立天文台水沢VLBI観測所と鹿児島大学理工学研究科
を中心とする研究チームは、2000年から電波による位置
天文観測プロジェクト VERA（VLBI Exploration of Radio 
Astrometry）を推進している。VERAは岩手県奥州市、鹿
児島県薩摩川内市、東京都小笠原村、沖縄県石垣市に配
置した直径20 mの電波望遠鏡を用いた超長基線電波干渉
計VLBIである。VERAの目的は、メーザーと呼ばれる天
の川銀河にある強い電波源の年周視差と固有運動を計測し、
天の川銀河の3次元地図を作成することにある。本研究で
は、これまでにVERAで観測された99のメーザー天体の位
置天文観測データ全てを取りまとめ、VERAカタログ第1
版として発表した [1]。このうち、21天体は今回の論文が
初の公開となっている。
　欧米の研究グループによる観測 [2]と合わせると、合計
で224天体のVLBI位置天文観測データがこれまでに発表
されており、その約半数がVERAによる計測結果となって
いる。VERAによる位置天文観測では10 kpc（32,600光年）
遠方の距離計測まで成功し、銀河の中心かららせんを描く
ように伸びる複数の腕に沿って天体が分布していることが
わかり、天の川銀河の姿をよりはっきりと捉えられるよう
になってきた（図1）。
　これまでに VLBI 位置天文観測が行われた天体のう
ち、天の川銀河の腕に沿って銀河回転運動をしていると
考えられる189天体のデータを用いて、モデル計算により
天の川銀河の基本的な尺度を推定した。その結果、太陽
系から天の川銀河の中心までの距離（銀河中心距離）は
25,800±1,100光年、銀河回転速度は太陽系の位置において
毎秒227±11 kmと高い精度で決定することが可能となった。
今回得られた太陽系から銀河中心までの距離は、従来考え
られてきた1985年の国際天文学連合の推奨値（27,700光年）
より小さくなっている。より重要な意義は、それぞれの尺
度が誤差5 %程度と高い精度で決定できたという点にある。
一方、今回の結果は、天の川銀河中心にある超巨大ブラッ
クホールいて座A* 周囲の天体の軌道解析により2019年に
発表された推定値25,800–26,600光年とはよく一致している。
これは、超巨大ブラックホールいて座A* が銀河回転の力
学的な中心に位置することを示唆する。

　また、天の川銀河の回転運動を調べてみると、太陽系よ
りも銀河中心から遠方（外側）にある天体でも場所によら
ずほぼ一定の速度で回転していることが確認された。この
ことは他の銀河と同様に、天の川銀河の外側にも大量の
ダークマターが存在するという既知の知見を肯定する結果
となっている。
　今後、VERAでは天の川銀河中心のいて座A*についても
精密なVLBI位置天文観測を行い、銀河系基本尺度のより
高精度な推定を行なっていく計画である。また、天文学上
重要となる天体を中心に、さらなる高精度な位置天文観測
を進め、また東アジアVLBIネットワーク（EAVN: East Asia 
VLBI Network）などへの拡張も見据えさまざまな天体や研
究テーマを対象とした新たな観測計画への発展をめざす計
画である。

VERA位置天文カタログ第1版
VERA 共同研究チーム、廣田朋也 1、永山 匠 1、本間希樹 1、足立裕樹 1、BURNS, Ross A.1、蜂須賀一也 1、秦 和弘 1、
平野 賢 1、石川利昭 1、寺家孝明 1、亀谷 收 1、KIM, Jungha1、KIM, Mi Kyoung1、小林秀行 1、河野裕介 1、小山友明 1、

酒井大裕 1、柴田克典 1、清水上 誠 1、砂田和良 1、鈴木駿策 1、高橋 賢 1、田村良明 1、田崎文得 1、上野祐治 1、
山下一芳 1、山内 彩 1、濱田翔太 2、半田利弘 2、橋本真雄 2、平田優志 2、市川貴教 2、今井 裕 2、稲永大地 2、

加世田 大地 2、松野雅子 2、守田篤史 2、村瀬 建 2、中川亜紀治 2、中西裕之 2、西 潤弥 2、面高俊宏 2、親泊美哉子 2、
須藤順平 2、宇野友理 2、浦郷 陸 2、和田晃司 2、山下佑斗 2、湯田晶斗 2、KIM, Jeong Sook3、OH, Chung Sik3、坂井伸行 3、

元木業人 4、新沼浩太郎 4、澤田 -佐藤聡子 4、CHIBUEZE, James O.5/6、CHOI, Yoon Kyung7、萩原喜昭 8、
倉山智春 9、杉山孝一郎 10、WU, Yuan Wei11

1: 国立天文台，2: 鹿児島大学，3: KASI，4: 山口大学，5: North-West University，6: University of Nigeria，7: MPIfR，8: 東洋大学，9: 帝京科学大学，
10: NARIT，11: National Time Service Center

参考文献
[1] VERA collaboration, Hirota, T., et al.: 2020, PASJ, 72, 50.
[2] Reid, M. J., et al.: 2019, ApJ, 885, 131.

図1．天の川銀河の想像図とVERAや欧米のVLBI位置天文観測によって
得られた224個のメーザー天体の分布．黒い実線は欧米の VLBI 観測に
よって提唱された天の川銀河の渦巻構造 [2]，矢印は各メーザー天体の運
動の向きと大きさを示している．



I Scientific Highlights 009

　W 48 A core H-2aは星形成領域W48にある大質量原始星
である。VLBI Exploration of Radio Astrometry（VERA）を用
いてW 48 A core H-2aの水メーザーの位置天文観測を実施
した。Chibueze et al. (2020) [1]で出版された本研究の概要
を報告する。
　W 48 A core H-2a の 年 周 視 差 を0.433±0.026ミ リ 秒 角

（mas）と測定することに成功した。この視差は太陽系か
ら の 距 離 2.31 kpc に相当する。今回測定された視
差は過去にVLBAのメタノールメーザーで測定された視
差0.412±0.014 mas [2] と一致する。W 48 A core H-2a の系
統的な固有運動と視線速度をそれぞれ、(μα cos δ, μδ) = 
(0.26±0.73, −3.87±0.33) mas yr−1 と vLSR = 41.9±0.9 km s−1 と
求めた。 距離計測からW 48 A core H-2aがSagittarius spiral 
armに付随し、固有運動・視線速度計測から特異運動 (Us, 
Vs, Ws) = (1±4, 5±6, −15±5) km s−1が得られ、概ね銀河回転
に則していることがわかった。
　W 48 A core H-2a の水メーザーは70 mas×80 mas（距離
2.31 kpcで160 au×180 au）に広がっており、内部固有運動計
測から東西方向の双極流に付随することがわかった。位相
補償に基づく絶対位置計測によりミリ秒角精度でメタノー
ルメーザーの分布との重ね合わせを行った。図2に重ね合
わせた水メーザーとメタノールメーザーのマップを示す。
水メーザーの双極流の方向とメタノールメーザーの楕円状
分布の長軸は概ね直行しており、W 48 A core H-2a内にメー
ザーがトレースするディスク -アウトフローシステムが存
在することが示唆される。
　W 48 A core H-2aの spectral energy distribution（SED）解析
ではこれまで光度8000±1000 L⊙ と質量170±30 M⊙ と推定
されていたが、今回得られた距離により、3100±388 L⊙と
9±1 M⊙へ改定された。この質量はメタノールメーザーの
円盤の回転から推定される質量8 M⊙と良く一致した。

VERAによるW48 A core H-2a（G35.20–01.74）の位置天文観測：
メーザーで観測されたコンパクトな

ディスク -アウトフローシステム
CHIBUEZE, James O.1/2、永山 匠 3、面高俊宏 4、永野将之 4、和田光司 4、平野 賢 3

1: North-West University、2: University of Nigeria、3: 国立天文台、4: 鹿児島大学

参考文献
[1] Chibueze, J. O., Nagayama, T., Omodaka, T., et al: 2020, PASJ, 

72, 54.
[2] Wu, Y. W., Reid, M. J., Sakai, N., et al.: 2019, ApJ, 874, 94.
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図1．W48 A core H-2aの年周視差，固有運動フィッテイング．紫，緑，
青は視線速度が46.4，43.9，42.0のメーザースポットを表す．左：天球面
上の位置変化．右：時間に対する位置変化．直線の固有運動を差し引き
年周視差のみを表示．

図2．水メーザーの分布と内部運動（矢印付きの塗りつぶされた丸）．2 
mas yr−1は距離2.31 kpcで22 km s−1に相当する．中抜けの丸，三角，四角
は JVN，EVN，BeSSeLで観測されたメタノールメーザーを分布を表す．
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　長周期ミラ型変光星星 AP Lyn、V837 Her、BX Cam を
VERAと鹿児島大学1 m赤外線望遠鏡で観測し、銀河系の
ミラ型変光星の周期光度関係を調べた。本研究はChibueze 
et al. (2020) [1]にまとめられおり、今回は概要を報告する。
　VERA を用いて AP Lyn と V837 Her に付随する水メー
ザーの位置天文観測を実施した。AP Lyn、V837 Herの年周
視差をそれぞれ2.008±0.038ミリ秒角（mas）、1.090±0.014 
mas と測定した。これらはそれぞれ距離で498±10 pc、
917±12 pc に相当する。図1に測定された AP Lyn と V837 
Herの年周視差を示す。
　鹿児島大学1 m 望遠鏡を用いて AP Lyn、V837 Her、同
じく長周期ミラ型変光星でMatsuno et al. (2020) [2]が距離
578±10 pcを測定済みのBX Cam を加えた3天体を赤外線 J、
H、Kバンドで観測した。KバンドからAP Lyn、V837 Her、
BX Camの平均実視等級を0.60±0.01 mag、1.68±0.03 mag、
1.21±0.11 mag、変光周期を433±1日、520±1日、458±1日と
求めた。
　年周視差で得られた距離と赤外線Kバンドで得られた
実視等級から絶対等級を求め、図2に示すようにNakagawa 
et al. (2016) [3]のミラ型変光星の周期光度関係（MK–log P 
relation）と比較した。図2にはAP Lyn、V837 Her、BX Cam
に加え、同じくVERAと1 m鏡で観測されたOZ Gem [4]の
計4天体を示している。4天体は系統的に暗い方へずれてい
ることがわかる。これは星周減光によるdimming効果のた
めと考えられる。また4天体は大マゼラン雲のO-rich星よ
りもdimmingしているように見える。これは銀河系の高い
金属量がミラ型変光星周囲の光学的厚みと質量放出を増加
させていることを示唆する。

ミラ型変光星AP Lyncis, V837 Herculis, BX Camelopardalisの
位置天文観測と赤外線観測

CHIBUEZE, James O.1/2、浦郷 陸 3、面高俊宏 3、森川雄斗 3、藤本正行 4、
中川亜紀治 3、永山貴宏 3、永山 匠 5、平野 賢 5

1: North-West University, 2: University of Nigeria, 3: 鹿児島大学，4: 北海道大学，5: 国立天文台

参考文献
[1] Chibueze, J. O., et al.: 2020, PASJ, 72, 59.
[2] Matsuno, M., et al.: 2020, PASJ, 72, 56.
[3] Nakagawa, A., et al.: 2016, PASJ, 68, 78.
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　VLBI位置天文観測と年周視差計測のための解析ソフト
ウェアVEDA（VEra Data Analyzer）を開発し、VEDAの解
析フロー、機能、性能評価についての論文を出版した [1]。
VLBI Exploration of Radio Astrometry（VERA）プロジェクト
は10マイクロ秒角（μas）の高精度位置天文カタログを提供
している [2]。この精度に達するためには、地球大気の位
相変動、装置の位相変動、天体の構造効果の高精度なキャ
リブレーションが必要とされる。VEDAはこれらのキャリ
ブレーションを含む位相補償に特化した解析ソフトである。
　VERA で観測した水メーザー天体 W3(OH) と Orion KL
のデータ解析を通じて、VEDA の性能をデモンストレー
ションした。図1に解析により得られた年周視差を示す。
W3(OH) と Orion KL の年周視差をそれぞれ0.527±0.016ミ
リ 秒 角（mas）（ 距 離 で 1.90±0.06 kpc）、 2.459±0.029 mas 

（407±5 pc）と測定することに成功した。これらはこれまで
にVLBIとGaiaで得られた年周視差と一致する。
　VERAアーカイブデータの水メーザー源14天体をVEDA
と Astronomical Image Processing System（AIPS） の 2 つ の
ソフトで独立に解析し、両者の年周視差を比較した。図
2に比較結果を示す。VEDA と AIPS は10 μas レベルで良
く一致した。図2に示す直線の傾きは0.990±0.010、切片
は0.001±0.011 mas で誤差範囲内でそれぞれ1と0であり、
VEDAとAIPSの間に有意な系統差が無いことがわかった。
より基礎的な基線毎の位相でもVEDAとAIPSを比較した。
両者で得られた位相は2度以内（合成ビームサイズ1–2 mas
の場合、位置精度5–10 μasに相当）で一致し、同じ解が得
られることを確認した。VEDAは銀河系メーザー天体の高
精度視差計測に使用可能と言える。
　VEDA は年周視差計測のみならず、メーザーの広視野
マッピングにも対応する。VLBIでは星形成領域や晩期型
星のメーザーの内部運動を測定するが、特に星形成領域の
場合、メーザーの分布が数秒角から数十秒角まで広範囲に
わたり、どう効率的かつ正確にデータ処理するかが課題
となる。本論文 [1]ではW3OHとOrion KLの解析を通じて
VEDAの広視野マッピングの解析方法も紹介している。

VEDA: VLBI位置天文観測用データ解析ソフトウェア
永山 匠 1、廣田朋也 1/2、本間希樹 1/2、倉山智春 3、足立祐樹 1、田村良明 1/2、官谷幸利 4

1: 国立天文台，2: 総合研究大学院大学，3: 帝京科学大学，4: 小笠原レオニド株式会社

参考文献
[1] Nagayama, T., et al.: 2020, PASJ, 72, 51.
[2] VERA Collaboration, Hirota, T., Nagayama, T., et al.: 2020, 

PASJ, 72, 50.
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　位相補償技術を用いた Very Long Baseline Interferometry 
（VLBI）位置天文観測では、年周視差の精度10マイクロ秒
角を達成するための観測条件を定量的に明らかにすること
が課題であった。この課題を解決するため、天体は離角
が小さく（0.5°–1.3°）、仰角が高い（ ≥ 50°）、観測条件の
良い遠距離の星形成領域5天体を選択し、それらの視差測
定を通じてVLBI Exploration of Radio Astrometry（VERA）
の性能評価を行った。この性能評価の論文はNagayama et 
al. (2020) [1] として VERA ファーストカタログ [2] を含む
VERA PASJ特集号で出版された。今回、論文 [1]の概要を
報告する。
　VERA で水メーザー天体 G135.28+02.80、G137.07+03.00、
G200.08−01.63、G037.50+00.53、G037.82+00.41を観測し、
年周視差を89–200マイクロ秒角と測定した。これらは距
離5–11 kpcに相当する。各天体の視差測定の精度は11–20
マイクロ秒角で、VERAが目標とした視差精度10マイクロ
秒角を概ね達成した。図1にもっとも高い精度が得られた
G135.28+02.80の視差を示す。1年周期の年周視差のサイン
カーブが明確に見て取れる。
　さらに、図2に示すようにVLBI位置天文測定のエラー
バジェットを作成し、誤差について詳細に調べた。VLBI
位置天文の誤差要因となる湿潤大気、電離層、アンテナ局
位置、装置、熱雑音の誤差が天体位置測定へどう伝播する
かを定量的に推定した。結果、湿潤大気がもっとも大きい
誤差要因と判明した。また天体位置測定の誤差はターゲッ
ト天体と参照電波天体間のΔ sec Z（ここでZは天頂角）に
比例して大きくなることがわかった。この関係からΔ sec Z
が0.01以下の離角が小さく仰角が高い（例えば、離角0.5度
以下で仰角50度以上）の天体ペアでは、2年間10回の典型的
なモニター観測で視差精度10マイクロ秒角が達成可能とい
う定量的な観測条件が明らかとなった。

10マイクロ秒角位置天文観測におけるVERAの性能評価
永山 匠 1、小林秀行 1/2、廣田朋也 1/2、本間希樹 1/2、寺家孝明 1/2、金 美京 1、

中川亜紀治 3、面高俊宏 3、小山友明 1、酒井大裕 1、柴田克典 1/2、田村良明 1/2

1: 国立天文台，2: 総合研究大学院大学，3: 鹿児島大学
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[1] Nagayama, T., Kobayashi, H., Hirota, T., et al.: 2020, PASJ, 72, 
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[2] VERA Collaboration, Hirota, T., Nagayama, T., et al.: 2020, 

PASJ, 72, 50.
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　VLBI Exploration of Radio Astrometry（VERA）を用いて 
L1482に付随する水メーザーの年周視差を測定した [1]。
L1482はカリフォルニア分子雲内にある大質量星LkHα 101
周囲に南北に伸びたフィラメントである。測定された年周
視差は1.879±0.096ミリ秒角で（図1参照）、距離532±28 pc
に相当する。この年周視差は近年 Gaia DR2 [2] により測
定されたLkHα 101の視差と一致した。これまでL 1482と
LkHα 101は同じ距離か、奥行き方向に違いがあるか、が不
明であったが、VERAとGaiaの距離測定から、2天体が同じ
距離にある（距離の差は3±30 pc）ことがわかった。
　野辺山45 m電波望遠鏡を用いてL1482の12CO J = 1–0と
13CO J = 1–0のマッピング観測を実施した。12CO からは
LkHα 101の南西で紫外線加熱による高励起温度領域（60–
70 K）が確認された。この高温領域はLkHαのHII領域に沿っ
たアークの形状をしており、紫外線による加熱が示唆され
る。13COからは local thermodynamic equilibrium（LTE）を仮
定し、分子雲の柱密度を求めた。
　13COデータからDendrogam法を用いて、337個の高密度
コアを同定した（図2参照）。各コアについて速度幅からビ
リアル質量、柱密度からLTE質量と2通りの方法で質量を
推定した。ビリアル質量 /LTE質量の比が1.5以下の重力的
に束縛されたコアと若い原始星は先に述べた高励起温度領
域に集中していた。また、この高温領域の柱密度は周囲の
低温領域より5–6倍高いこともわかった。高温領域では分
子雲コアが高密度に圧縮され、星形成が活発になったこと
が示唆される。一方、北側の低温領域ではコアは重力的に
束縛されておらず、これが星形成が不活発な理由と考えら
れる。カリフォルニア分子雲はフィラメント状構造が多く
存在するオリオン分子雲よりも星形成率が低い。カリフォ
ルニア分子雲は重力束縛されていないコアが多く、平均密
度も大質量星を形成できるほど高くないことがわかった。
これが低い星形成率の主要因と考えられる。

カリフォルニア分子雲に付随するL1482フィラメントの星形成率
面高俊宏 1、永山 匠 2、土橋一仁 3、CHIBUEZE, James O.4/5、山日彬史 3、

島尻芳人 2、井上伸之介 1、濱田翔太 1、砂田和良 2、上野祐治 2

1: 鹿児島大学，2: 国立天文台，3: 東京学芸大学，4: North-West University，5: University of Nigeria
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A&A, 616, A1.
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　OZ Geminorum（OZ Gem）は銀河系のミラ型変光星であ
る。VLBI Exploration of Radio Astrometry（VERA）を用い
てOZ Gemに付随する水メーザーの位置天文観測を実施し、
年周視差π = 0.806±0.039ミリ秒角（距離でD = 1.24±0.06 
kpc）を測定することに成功した [1]。
　また、鹿児島大学の1 m 望遠鏡による赤外線モニタリ
ング観測から、OZ Gem の J バンド、H バンド、K’ バンド
の平均等級を、それぞれ、5.75±0.47 mag、4.00±0.16 mag、
2.65±0.16 mag と 決 定 し た。 さ ら に、K’ バ ン ド の ラ イ
トカーブから、OZ Gem の脈動周期を592±1日と決定し
た。大マゼラン雲の周期光度関係と近赤外線2色図から、
OZ Gemの性質は、炭素に富むミラ変光星（炭素星）の一
つであることを示唆している。しかし、我々が行った光
学分光観測では、複数の酸化チタンの吸収線が検出され、
OZ Gemが酸素に富むミラ星であることが確認された。
　このことから、OZ Gemは低質量の星が大きな質量放出
とダスト形成をともなったOH/IR星に進化したものと考え
られる。AGB星が炭素星となるための初期質量の下限が、
高金属環境下である天の川銀河ではLMCよりも大きくな
ると予測される。OZ Gemはこれを証明する最初の観測例
である。今回の結果は、さらに天の川銀河の周期光度関係
を高い精度で導き出すことの必要性を強調するものである。

O-richミラ型変光星OZ Gem（IRAS 07308+3037）の年周視差計測：
大マゼラン雲と銀河系の周期光度関係の比較

浦郷 陸 1、山口凌平 1、面高俊宏 1、永山 匠 2、CHIBUEZE, James O.3/4、藤本正行 5、
永山貴宏 1、中川亜紀治 1、上野祐治 2、川端美穂 6/7、中岡竜也 7、高木健吾 7、山中雅之 6/7、川端弘治 7

1: 鹿児島大学，2: 国立天文台，3: North-West University，4: University of Nigeria，5: 北海道大学，6: 京都大学，7: 広島大学
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68, 78.
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　銀河の中心部が非常に明るく輝く活動銀河中心核（AGN）
は、質量降着する超巨大ブラックホールをエネルギー源と
する。その周囲にドーナツ状に軸対称に分布する塵や高密
度分子ガス、いわゆるトーラスが存在すれば、AGNの多
くの観測事実を自然に説明できる（AGNの統一モデル）
ものの、トーラスはサイズ的に小さいため（約10 pc以下；
15 Mpcの距離で0.15秒角以下）、観測的理解は充分に進ん
で来なかった。 高空間分解能が可能なALMAによって、大
きな進展が見られつつある。
　NGC 1068（z = 0.0037、距離約14 Mpc）は、上記のAGN
の統一モデルが提唱される基になった、近傍のよく観測さ
れているAGNである。ALMAを用いて、高密度分子ガス
の指標であるHCN J = 3–2、HCO+ J = 3–2輝線で、0.04秒角
×0.07秒角という高空間分解能でNGC 1068を観測し、トー
ラスに期待されるほぼ東西方向に分布、回転する高密度分
子ガス放射が見つかった [1]。しかしながら、回転速度は
理論的に予想されているケプラー運動よりもはるかに遅く、
また、以前のセンチ波のVLBI観測で見つかっていた、よ
り内側のH2Oメーザー放射と逆回転しているという、非常
に奇妙で複雑な観測結果が得られていた [1]。
　我々は、0.02秒角というより高い空間分解能で新たな観
測を行い、2 pcより内側の高密度分子ガスはH2Oメーザー
と同じ回転方向であり、外側の分子ガスはそれらと逆回転
していることを見出した（図1）。またトーラス分子ガス放
射は、東西で大きく非対称であり、従来の古典的なトーラ
スの描像とは大きく異なることが明らかになった。我々は、
トーラスの西側にかつて向こう側からコンパクトなガス雲
が落ち込み、トーラス外側の分子ガスを逆回転させたと考
えている（図2）。このような逆回転トーラスでは角運動量
は大きく抜き取られ、より内側の超巨大ブラックホールに
物質が効率的に落ち込み、NGC 1068が明るいAGNとして
観測されている事実を自然に説明できる [2]。このような
逆回転トーラスは不安定で、短い時間スケールで一方向の
回転に変わると考えられるため、我々はNGC 1068において、
非常に過渡的な状態を見ているのかも知れない。

NGC1068中心核の超巨大ブラックホール周囲の
逆回転する高密度分子ガストーラス

今西昌俊 1、NGUYEN, D. Dieu1、井口 聖 1、泉 拓磨 1、中西康一郎 1、
和田桂一 2、萩原喜昭 3、川勝 望 4、大西響子 5

1: 国立天文台，2: 鹿児島大学，3: 東洋大学，4: 呉高専，5: Chalmers University of Technology

参考文献
[1] Imanishi, M., et al.: 2018, ApJL, 853, L25.
[2] Imanishi, M., et al.: 2020, ApJ, 902, 99.

図1．ALMAによる0.02秒角（約1 pcに相当）でのHCN J = 3–2輝線の観測
から明らかになった高密度分子ガスの運動．西側のトーラスは，内側が
赤（赤方偏移）で外側が青（青方偏移），東側のトーラスは，内側が青
で外側が赤と，逆回転成分の存在が示唆された [2]．+が超巨大ブラック
ホールの位置．

図2．NGC 1068トーラスの現存の全観測事実を自然に説明できるシナリ
オ．元々は西側が赤（赤方偏移），東側が青（青方偏移）の回転をして
いたが，高密度でコンパクトな10万太陽質量程度の分子雲の塊が西側の
トーラスの向こう側から衝突し，トーラス外側の回転を逆向きに変えた．
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　水（H2O）は宇宙に多く存在する分子であり、その回転
エネルギー準位は他の単純な分子（COやHCNなど）に比
べて複雑である。活動的な超巨大ブラックホールをエネル
ギー源とする活動銀河中心核（AGN）周囲の高温で高密度
の分子ガスでは、H2Oのいくつかの遷移で逆転分布が発生
し、メーザー増幅によって非常に明るい輝線放射が生じる
ことが理論的に予想されている。実際、センチ波の22 GHz

（1.4 cm）のH2Oメーザー放射は、塵やガスに隠された多く
のAGNで見つかっている。それが充分明るければ、VLBI
の高空間分解能の観測からメーザー放射源の運動学を求め、
中心の超巨大ブラックホールの質量を精密に測定すること
ができる。実際、宇宙に超巨大ブラックホールが存在する
という最初の非常に強い証拠は、この方法で得られた [1]。
　H2Oメーザー放射は、22 GHz以外の他の遷移でも生じる
と予想されており、励起温度の異なる複数のH2Oメーザー
輝線を比較すれば、AGN近傍の分子ガスの物理状態をよ
り深く理解できると期待されていた。最近になって、（サ
ブ）ミリ波（波長0.8–2 mm）にあるH2Oメーザー放射が検
出されるようになってきたが、非常に近傍（距離< 20 Mpc）
の3個のAGNに限られていた。
　我々は、塵に隠されたAGNを持つ、合体中で赤外線で明
るい銀河Superantennae（赤方偏移0.06）をALMAで観測し、
非常に高光度（> 104太陽光度）の183 GHz H2O放射を見つ
けた。高密度分子ガスをトレースするHCN、HCO+、HNC 
J=2–1輝線に比べてもはるかに明るく（図1）、空間的にもコ
ンパクトな領域から来ていることがわかった（図2）。これ
らの観測事実は、AGNごく近傍の高温、高密度分子ガスで
逆転分布が生じ、メーザー放射によって183 GHz H2O輝線
が明るくなっているとする説で自然に説明できる [2]。高
感度のALMAを用いれば、ミリ波の183 GHz H2Oメーザー
放射を、距離270 Mpc というこれまでより一桁以上遠い
AGNでも検出できることが実証された。

ALMAによる合体赤外線銀河Superantennaeからの
ミリ波帯183 GHz H2Oメーザー放射の発見

今西昌俊 1、中西康一郎 1、泉 拓磨 1、萩原喜昭 2、堀内真司 3

1: 国立天文台，2: 東洋大学，3: オーストラリア連邦科学産業研究機構

参考文献
[1] Miyoshi, M., et al.: 1995, Nature, 373, 127.
[2] Imanishi, M., et al.: 2021, MNRAS, 502, L79.

図1．ALMAによって取得された合体赤外線銀河Spuerantennaeの170 GHz
（1.8 mm）付近のスペクトル [2]．横軸は観測周波数（GHz），縦軸は光量
（mJy/beam）．183 GHz H2O輝線が，他の高密度分子ガスをトレースする
明るい輝線HCN，HCO+，HNC J=2–1に比べて有意に光度が大きいこと
がわかる．

図2．積分強度図（上），回転速度図（下）．左が183 GHz H2O，右がHCN 
J=2–1．上図でHCN J=2–1放射は> 500 pcに広がっているのに対し（図b），
H2O放射は< 200 pcのコンパクトな領域から来ていることがわかった（図
a）．図 aの縦の白棒の長さが1 kpcに相当．下図でHCN J=2–1輝線は，北
西（右上）が赤，南東（左下）が青の回転運動を示し，空間分解されて
いることがわかるが（図d），H2O輝線はそのようなパターンは見られず

（図c），非常にコンパクトで空間分解されていないことがわかる [2]．+が
超巨大ブラックホールの位置．
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　重力レンズ効果とは、背景の天体から発せられた光が観
測者との間に位置する銀河などの重力源によって直進せず
曲げられるもので、観測者からは背景の天体が歪んだり、
複数に分離して観測される現象である。重力レンズ効果は
すばる望遠鏡などでも数多く確認されており、遠くの暗
い天体もこの重力レンズ効果によって集光されることから、
通常では観測が難しい遠方宇宙の天体を調べる強力な手段
でもある。
　B0218+357は z = 0.944に位置する有名な重力レンズク
エーサーの1つであり、クエーサーの手前にある銀河の重
力レンズ効果によって像が2つに分離して観測されている

（図1）。過去には高エネルギーガンマ線で激しい爆発現象
が観測されるなど、このクエーサーの中心には極めて激し
い活動性を持つ巨大ブラックホールの存在が示唆されてお
り、電波やVLBIを用いた高解像度観測もこれまで行われ
てきた。しかしながら、これらの観測は波長の長い電波で
行われていたため、手前の銀河中のガスによる吸収や散乱
の影響を受け易く、像がぼやけており、クエーサー中心部
の正確な姿を捉えることができていなかった。
　我々は今回KaVA 13ミリ、7ミリ、及びKVN 3ミリ帯の
3バンドを用いて、B0218+357の詳細な電波観測を行った。
その結果、両方のレンズ像において、巨大ブラックホール
から噴出するジェットの様子を鮮明に撮影することに成功
した（図2）。データからミリ波スペクトルを測定し、ミリ
波帯では手前の銀河による吸収や散乱の影響を受けていな
いこともわかった。さらに2つに分離した像から重力レン
ズモデルを当てはめ、クエーサー本来の形状を割り出し
たところ、巨大ブラックホールから噴出したジェットが
約600光年にわたって広がっていることも明らかになった。
本結果は未だ謎の多い宇宙遠方における巨大ブラックホー
ルの活動メカニズム解明に手がかりを与えるものである。
　我々は現在KaVAに加え可視光、X線、ガンマ線などを
含む世界中の望遠鏡と協力してこのクエーサーのモニター
観測を行っており、ジェットの運動やブラックホールの性
質についてさらなる調査を継続中である。

ガンマ線で明るい重力レンズクエーサー B0218+357の
ミリ波VLBI検出とイメージング

秦 和弘 1、新沼浩太郎 2、SITAREK, Julian3、SPINGOLA, Cristiana4、平野あゆみ 2

1: 国立天文台，2: 山口大学，3: Lodz 大学，4: INAF-IRA

参考文献
[1] Hada, K., et al.: 2020, ApJ, 901, 2.

図1．（上図）HSTによるB0218+357の二重像（NASA/ESA and the Hubble 
Legacy Archive）．（下図）KaVA 7ミリ帯で今回撮影したレンズ像A（右），
B（左）．

図2．KaVA/KVN による B0218+357の VLBI イメージング [1]．（上段）
KaVA 13ミリ画像．（中段）KaVA 7ミリ画像．（下段）KVN 3ミリ画像．
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　宇宙背景放射分布と近傍宇宙での銀河分布の観測は、宇
宙の構造と進化の理解を格段に進歩させた。これらスカ
ラー量の分布観測に対して、銀河スピンベクトル場につい
ては諸説（図1）があったが、観測的検証は予備的研究 [1]
以降データが増えず、進展が滞っていた。

　銀河の渦巻構造が天球面上でS字型かZ字型かは銀河ス
ピンベクトルの視線方向成分の符号判定の信頼できる指標
となることが確かめられた [2]。この事実を用いて大規模
銀河画像データライブラリを用いた新たな研究が始まって
いる。理論的にはΛCDM標準モデルの枠組みの中で潮汐
力によるスピンアップ説が主流で異方性は存在しないとの
考えが一般的である。
　大量の銀河画像データの公開を受け、Shamir (2017) が
近年一連の論文で有意な異方性の存在を主張 [3]している。
Galaxy Zooによる解析結果とは矛盾するが、追認されれば
宇宙論に大きな挑戦課題をつきつけることになるので、こ
の問題を独立に検証することとした。
　仮想双極子をP(lP, bP)とし、hi = ±1を i番目の銀河のヘリ
シティ、θ i を i-番目の銀河の方向ベクトルとPがなす角と
したとき、内積

(1)

が最大になる方向が最大双極子ベクトルDmaxとなる。

　我々はN個の渦巻き銀河のS/Zパリティ分布がランダム
な場合、その集団のスピンベクトル和の分布は3次元ラン
ダムウォーク問題に帰着することに気付いた。Dmax は平
均ゼロの周りに有限の振幅を持ち、その絶対値は期待値が
式（1）、標準偏差が式（2）で与えられるχ分布になる。こ
のことから、実際に観測される Dmax が有意な異方性を示
すかを統計的に判定することができる。

(2)

(3)

　この評価法を用いて、スローン・ディジタル・スカイ
サーベイでのスピンベクトル分布の偏りの有無をShamir 
(2017)の作成したカタログを用いて評価したところ、0.01 
≤ z ≤ 0.1の111,867個の渦巻き銀河のS/Z分布の双極子強度
はDmax = 0.00773 となり、5万回のモンテカルロシミュレー
ションでの期待値0.00276±0.00126に比べると 4.00σに相当
する異方性の存在を示唆する驚くべき結果となることを確
認した。
　しかしながら、Shamirが公開しているS/Z判定カタログ
そのものを詳しく吟味したところ、同一銀河の複数回登録
という初歩的なミスがあることが判明した。重複を除去
後、データ件数は48,089個と46 %に減少した。このクリー
ンなデータを用いた解析結果はDmax = 0.00468で、期待値  
0.00414±0.00188に対して、0.29σの偏りでしかないことが
判明し、有意な大局的対称性の破れの存在ではないことを
確認した [4]。
　SDSS、PanSTARRS、DES及びすばるHSCによる大量の
銀河画像データが利用できるようになってきており、こ
れら画像をAI判定して [5]、探査領域と銀河数を増やして、
宇宙での渦度ベクトル分布に大局的対称性の破れが無いか
を検証する計画を平行して進めている。

渦状銀河のスピン異方性 III：SDSS銀河のスピン軸分布の
双極子異方性測定とその有意性の検証

家 正則 1、八木雅文 1、福本英也 2

1: 国立天文台，2: 放送大学

参考文献
[1] Sugai, H., Iye, M.: 1995, MNRAS, 276, 327.
[2] Iye, M., Tadaki, K., Fukumoto, H.: 2019, ApJ, 886, 133.
[3] Shamir, L.: 2017, PASA, 34, e011.
[4] Iye, M., Yagi, M., Fukumoto, H.: 2021, ApJ, 907, 123.
[5] Tadaki, K., et al.: 2020, MNRAS, 496, 4276.

図1．銀河スピン起源諸説 [1]: （a）原初渦，（b）衝撃波，（c）潮汐トルク．
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　近年、可視光線では「見えない」（検出できない）が、赤外
線やサブミリ波などでは明るく輝く赤外線銀河（optically 
dark IR galaxies）が銀河進化における重要天体として注目
を集めている。しかし、これまでの研究は探査面積が狭
く発見数が限られていた。そこで我々は日本の赤外線天
文衛星「あかり」が重点的に観測した、あかり北黄極領域 

（AKARI-NEP: [1]）に着目し、optically-dark 赤外線銀河の系
統的探査を行なった。2014–2015年のすばる共同利用枠観
測で取得したHyper Suprime-Cam（HSC）の深い可視光撮像
データ [2]でも検出できないが、Spitzerや あかりなどの赤
外線データ [3]では明るく輝くoptically dark 赤外線銀河の
候補を583天体発見することに成功した [4]（図1）。

　次に、これらの天体の距離（撮像赤方偏移）や物理量を
調べるために、可視光線から遠赤外線までの多波長デー
タを集めた上でスペクトルエネルギー分布 (SED) fittingを
実施した。AKARI-NEP で見つかった可視光線で明るい

（HSCで検出可能な）赤外線銀河 [5]と同じパラメータセッ
トで SED fittingを実施することで、可視光線で見える赤外
線銀河（optically visible IR glaxies）と 本研究で発見された
optically dark IR galaxiesの物理的性質の違いを調べた。その
結果、optically dark IR galaxiesはoptically visible IR galaxies
に比べて（i）高赤方偏移に存在し、（ii）星間物質（ISM）の

dust attenuation、（iii）星質量（M*）、（iv）活動銀河核（AGN）
の活動度（LIR(AGN)/LIR）、および（v）星生成率（SFR）が
系統的に大きいことが分かった。一部はマルムキストバイ
アスの影響を受けているものの、これらの結果はこれまで
の可視光線探査では見落とされてきたような種族の重要性
を示唆している。

あかり北黄極領域における
可視光線で「見えない」赤外線銀河の探査

鳥羽儀樹 1/2/3、後藤友嗣 4、大井 渚 5、WANG, Ting-Wen4、KIM, Seong Jin4、HO, Simon4、
BURGARELLA, Denis6、橋本哲也 4、HSIEH, Bau-Ching2、HUANG, Ting-Chi7、HWANG, Ho Seong8、
池田浩之 9、KIM, Helen10, KIM, Seongjae8、LEE, Dongseob11、MALKAN, Matthew10、松原英雄 12、
宮地崇光 13、百瀬莉恵子 14、大山陽一 2、大薮進喜 15、PEARSON, Chris16、SANTOS, Daryl Joe4、

SHIM, Hyunjin11、高木俊暢 17、上田佳宏 1、内海洋輔 18、和田武彦 12

1: 京都大学，2: 中央研究院 天文及天文物理研究所（ASIAA），3: 愛媛大学，4: 国立清華大学（NTHU），5: 東京理科大学，6: 
Laboratoire d'Astrophysique de Marseille（LAM），7: 総合研究大学院大学，8: 韓国天文研究院（KASI），9: 国立天文台，10: カリフォ
ルニア大学ロサンゼルス校（UCLA），11: 慶北大学校（KNU），12: ISAS/JAXA, 13: メキシコ国立自治大学（UNAM），14: 東京大学，
15: 徳島大学，16: RAL Space, STFC, 17: 日本宇宙フォーラム（JSF），18: Kavli Institute for Particle Astrophysics and Cosmology（KIPAC）

参考文献
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[2] Oi, N., et al.: 2021, MNRAS, 500, 5024.
[3] Kim, S. J., et al.: 2021, MNRAS, 500,4078.
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図1．本研究で見つかった可視光線で「見えない」赤外線銀河の多波長観
測画像の例．図の白丸はあかりカタログ天体の座標．

図2．可視光線で見える赤外線銀河（青色：[5]）と可視光線で見えない赤
外線銀河（赤色：本研究）の（a）赤方偏移とAGN赤外線光度（LIR(AGN)），

（b）星質量で揃えたサンプルにおける ISM dust attenuation，（c）星質量
（M*），（d）AGN fraction（LIR(AGN)/LIR），および（e）星生成率（SFR）
の比較．
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　我々の太陽系は、天の川銀河のどこで誕生し、どのよう
に軌道変化して現在の位置までたどり着いたのか。また、
太陽系の軌道移動に伴う周辺環境変動は地球表層環境にど
のような影響を与えるのか。本研究では、これらの「我々
の起源」に関わる根源的な問いに答えるため、太陽系の誕
生半径とその後の軌道移動を化学進化計算と軌道計算によ
り調べた [1]。
　まず太陽系の誕生位置を推定するため、天の川銀河の化
学進化計算 [2]から46億年前に鉄を含めた化学組成が太陽
値となる半径を調べた。その結果、太陽系の誕生半径は銀
河中心距離Rbirth < 5 kpcとの結論を得た。これは現在の棒
状構造の端の周辺であり、銀河系円盤の最内縁部に相当す
る領域である。次に、このようにして銀河系円盤の最内縁
部で誕生した太陽系が、どのようにして現在の位置まで移
動してきたのかを調べるために、天の川銀河の棒状構造と
渦状腕構造による太陽系の軌道変化の数値計算を行った。
その結果、渦状腕構造が近年のN体シミュレーションから
支持される「動的渦状腕」[3]であることが本質的に重要で
あることが示された。さらに、この軌道運動に伴う太陽系
周辺環境の変化を解析し、準周期的に渦状腕に遭遇する可
能性を示唆した（図1）。渦状腕との遭遇は次のような点か
ら、地球環境に大きな影響を与える可能性がある。渦状腕
領域は多くの分子雲が存在するため、太陽系は高密度分子
雲と衝突し、太陽圏が地球軌道スケールまで収縮する可能
性がある。さらに、渦状腕領域では超新星爆発も頻繁に起
きているため、太陽系は強い銀河宇宙線の影響を受ける可
能性がある。これらの効果で地球表層環境は強い銀河宇宙
線の照射を受け、多量の雲が形成され [4]、長期的な寒冷化

（全球凍結 [5,6]; 図1の青い帯の領域）を経験する可能性が
ある。
　このように太陽系の軌道移動、さらに地球環境変動史は
天の川銀河の棒状構造・渦状腕の動力学進化と密接に関
連している可能性がある。今後、位置天文観測衛星Gaia

（ESA）や JASMINE（国立天文台）による銀河化学動力学
研究のさらなる進展が期待される。

太陽系の軌道移動と渦状腕遭遇による全球凍結への示唆
馬場淳一、辻本拓司

（国立天文台）

参考文献
[1] Tsujimoto, T., Baba, J.: 2020, ApJ, 904, 137.
[2] Tsujimoto, T., Bekki, K.: 2012, ApJ, 747, 125.
[3] Baba, J., et al.: 2013, ApJ, 763, 46.
[4] Svensmark, H.: 2007, Astron. Geophys., 48, 18.
[5] Kirschvink, J. L.: 1992, in The Proterozoic biosphere: a 

multidisciplinary study, New York: Cambridge Univ. Press, 51.
[6] Hoffman, P. F., et al.: 1998, Science, 281, 1342.

図1．太陽系の平均軌道半径（上）と周辺星密度超過（下）の時間変化の
2例．0.7 Gyr前と2.4 Gyr前の青い帯領域は，地質学調査で知られている
全球凍結の時期を表している．
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　星々の誕生している場所は「分子雲」と呼ばれ、宇宙空
間において分子ガスが集まっているところである。分子雲
の中でも特に密度が濃くなっているところは「分子雲コ
ア」と呼ばれており、星の誕生する現場にあたる。そして、
分子雲コアの中心部が、自分の重力によってさらに収縮し
ていくことにより、原始星と呼ばれる生まれたばかりの星
になると考えられている。しかしながら、すべての分子雲
コアで星が誕生するとは限らない。また、どの分子雲コア
からもうすぐ星が誕生しそうかを特定することはとても困
難であった。我々は、重水素という特殊な水素に着目し、
重水素の割合が星の誕生時に最大になることを利用して星
の誕生の現場を探し出した。
　まず、野辺山45 m電波望遠鏡を使って、オリオン座分子
雲にある「分子雲コア」の重水素の測定を一つ一つ実施し
て、オリオン座における「もうすぐ星が生まれる場所」目
録を完成させた。
　次に、星の誕生の直前・直後と判明した場所を、南米チ
リにある最高の性能を持つアルマ望遠鏡のモリタアレイに
よって詳細な観測を実施した。その結果、星の誕生の直前
の場所では周囲のガスが集まる「体重増加」運動が観測さ
れ、星の誕生直後の場所では「謎の二つ目玉」構造が発見
された。これらの結果は、分子雲コアが星の誕生のプロセ
スをどのように開始するのか、そして、星の誕生のプロセ
スはどうなっているのかという謎に大きなヒントを与える
ものである。
　星の誕生直後の場所で発見された「謎の二つ目玉」構造
では、原始星に対称に重水素を含むガスが分布している。
この構造がどのようにできたのか、また星の誕生に普遍的
なことなのかは、今後の観測によって明らかになってくる
であろう。重水素を指標とする観測は、星の誕生の現場を
探り出す重要なツールとなる。このような観測によって、
分子雲コアから原始星に至るプロセスの解明が進むことが
期待される。

オリオン座「もうすぐ星が生まれる場所」目録完成
―「謎の二つ目玉」原始星の発見―

立松健一
（国立天文台）

参考文献
[1] Tatematsu, K., Liu, T., Kim, G., et al.: 2020, ApJ, 895, 119.
[2] Kim, G., Tatematsu, K., Liu, T., et al.: 2020, ApJS, 249, 33.

図1．オリオン座の写真と野辺山45 m電波望遠鏡，アルマ望遠鏡のモリ
タアレイの観測結果．右下が謎の2つ目玉構造．中段は45 m電波望遠鏡
で観測された分子雲コアの「水素を含む分子」の分布を示し，下段はア
ルマ望遠鏡によって「重水素を含む分子」で撮影された拡大図である．
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　太陽の偏光観測は、太陽大気の諸現象を支配する磁場を
測定するために不可欠である。その中でも太陽表面のフィ
ラメントの偏光観測は、フィラメントが時にコロナ質量放
出の一部として惑星間空間へ噴出してフラックスロープと
なり、それが地球に到達して磁気嵐の原因となることから、
その磁場情報を磁気嵐の予報へとつなげることが期待され
るため、特に注目される。このような偏光観測、特にフィ
ラメント磁場を必要水準の精度で偏光計測するためには、
高速で大フォーマットの近赤外線検出器を利用することが
求められる。しかしながら、これは従来困難であった。
　そこで我々は、科研費新学術領域研究「太陽地球圏環境
予測」にて、HAWAII-2RG（H2RG）検出器を使用した先進
的な太陽偏光観測を実現すべく、開発を行った [1]。H2RG
は2048×2048画素の大フォーマット検出器で、高速読み出
しモードでは、全画素読み出しで毎秒約33フレームという
高フレームレートを実現している。我々が観測対象とする
波長1.0–1.6 μmで使用可能であり、その性能は先進的な太
陽偏光観測用として適していると言える。しかしながら、
偏光観測には不可欠な、外部デバイス（偏光変調装置な
ど）の動作とH2RGの読み出しを同期することが、これま
では高速読み出しモードでは実現できていなかった。我々
はこの問題を、Markury Scientificによる新開発のインター
フェースボードであるMACIEと、やはり新開発のH2RG
制御プログラムを導入することによって、解決した。これ
により、H2RGを使用して、偏光変調装置との同期をとり
つつ、典型的には毎秒29–117フレーム（全画面～1/4幅読み
出し）の高速で画像を読み出せるカメラシステムを開発す
ることができた。
　実際の太陽偏光観測での機能実証のため、本カメラを
京都大学飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡に取り付け、
データ取得の実験を行った。図1（a）がカメラを望遠鏡の
分光器に設置した様子である。このときは太陽活動静穏
期であり顕著な偏光を示す対象は無かったが、小さなプ
ラージュ領域（NOAA12727）の測定を行うことができた
ので、その結果を図1（b）に示した。Si I 1082.7 nm及びHe 
I 1083.0 nm吸収線の偏光がとらえられており、偏光観測装
置としての機能を示すことができている。
　我々が実現した、H2RGで高速動作をさせつつ偏光観測
を行うための同期動作は、既存のH2RG カメラにも実装
可能である。従来のインターフェースボードの代わりに
MACIEカードとH2RG制御プログラムを導入し、偏光変調
装置との同期読み出しを行えばよいので、高額の検出器は
そのまま使って先進的な偏光観測が可能になる。したがっ

て今回の開発は近赤外域での太陽偏光観測に広く応用可能
である。

太陽偏光観測のためのH2RG近赤外線カメラの開発
花岡庸一郎 1、勝川行雄 1、森田 諭 1、鎌田有紀子 1、石塚典義 1/2

1: 国立天文台，2: 東京大学

参考文献
[1] Hanaoka, Y., et al.: 2020, Earth, Planets and Space, 72, 181.

Outgoing Spectrum

Incident Light

Dewar

Cryocooler
Vertical Spectrograph
Housing

Stokes I       Stokes V 
spectra 

Si I 10827 

He I 10830 Stokes V
map 

Si 10827)

(a)

(b)

図1．（a）ドームレス太陽望遠鏡における H2RGカメラシステム設置の
様子．垂直分光器のスリット部に偏光変調装置（回転波長板），スペク
トル像位置にカメラを設置している．（b）2018年11月20日に得られた偏
光観測データの例．小さなプラージュ領域にスリットを当てている．ス
ペクトルではStokes I（輝度）とStokes V/I（円偏光）を示しており，Si I 
1082.7 nm及びHe I 1083.0 nm吸収線での偏光が見えている．スリットを
2″毎に動かして26点で得たデータから作成したSi I 1082.7 nmのStokes V/I 
マップも示した．視野は3′.7×52″で，太陽の北が上から6°反時計回りに
回転している．白黒のパターンがN極，S極の磁場分布に対応している．
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　太陽表面は磁場に満ちている。活動領域と超粒状斑境界
では特に磁場が強く、表面磁場の主要な要素となってい
る。一方、超粒状斑内部のいわゆる internetworkにも弱い
磁場があり、太陽全面にわたって分布している。我々はこ
の internetwork磁場を、特にZeeman分離が大きく弱い磁場
の導出に適しているFe I 1564.8 nm吸収線での太陽全面偏
光観測のデータを用いて調べた [1]。データは国立天文台
の太陽フレア望遠鏡の定常太陽全面観測で得られたもので
ある。
　internetwork磁場は既に多数の研究がなされているが、そ
の多くで使われている大型の望遠鏡での狭視野精密観測と
は異なり、我々はそれほど高くない空間分解能・波長分解
能ながら太陽全面をとらえたデータを用いている。また、
データは2010–2019年に継続的に得られたものを使用して
おり、大型望遠鏡で特定の期間だけデータを得る観測とは
この点でも異なっている。さらに、通常用いられる線輪郭
から磁場を求める手法ではなく、大量のデータを使って統
計的に円偏光がピークとなる波長（Zeeman分離に対応し
ている）を調べる方法を取った。この方法は、線輪郭から
の磁場計算と異なり、観測誤差の影響を受けにくい。この
ように、我々の解析は internetwork磁場を従来とは大きく
異なる視点から調べようとするものである。
　Fe I 1564.8 nmの太陽全面偏光観測で見た磁場分布の例
を図1に示した。図は視線方向磁場成分に対応するStokes 
V/I（円偏光）を示している。図1（a）（b）は吸収線中心か
ら37.7–40.3 pm離れたところでのStokes V/Iマップで、2014
年5月10日と2019年8月10日、すなわち太陽活動極大と極
小に近い時期のものを示している。Fe I 1564.8 nm吸収線
では、37.7–40.3 pmのオフセット（値が異なるのは、光学
系の交換により波長サンプリングが若干変わったことに
よる）は約1 kGの磁場のZeeman分離に対応しており、実
際、図1（a）（b）では強い磁場がある活動領域と超粒状斑
境界に顕著な偏光信号が見られる。一方、図1（c）（d）は
12.6–13.4 pm離れたところでのStokes V/Iマップで、これ
は300–400 Gないしそれ以下のZeeman分離に対応している。
こちらのマップに見える円偏光信号はkG磁場のものとは
大きく異なっていて、太陽全面に細かな粒状の磁場が分布
していることを示しており、kG磁場とは別の弱い磁場成
分が存在することがわかる。よく見るとこの粒状磁場成分
はディスクセンター付近では弱くなっており、太陽表面に
平行な磁場成分が卓越していることを示している。
　このように、internetworkには正負の細かい磁場が分布
しており、その強さは300–400 Gないしそれ以下で、水平

成分が卓越している、という結果が得られた。今回の結果
は比較的多くの先行研究と一致するものであるが、従来の
internetwork磁場の解析結果には異なる結果を示すものも
あった。特に今回と同じFe I 1564.8 nm吸収線での解析は、
今まではしばしば他の吸収線と異なる結果を提示していた。
しかし、今回は、従来とは大きく異なる視点からの解析に
よっても、internetwork磁場に特徴的な性質を確認すること
ができた。
　 さ ら に2010–2019年 と い う 第24太 陽 活 動 周 期 を ほ
ぼカバーする期間のデータを解析したことによって、
internetwork磁場の性質に太陽活動の活発さによる違いが
見られないという結果も得られた。internetwork磁場の生
成メカニズムは、太陽活動にはよらないということになる。

Fe I 1564.8 nm吸収線での太陽全面画像で見た internetwork磁場
花岡庸一郎、桜井 隆 

（国立天文台）

参考文献
[1] Hanaoka, Y., Sakurai, T.: 2020, ApJ, 904, 63.
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図1．2014年5月10日と2019年8月10日，すなわち太陽活動極大と極小付近
で得られた，Fe I 1564.8 nmでのStokes V/I（円偏光）マップ．天球の北
が上である．（a）（b）は吸収線中心から（a）37.7 /（b）40.3 pmのオフセッ
トのところでのStokes V/Iマップ，（c）（d）は吸収線中心から（c）12.6 / 

（d）13.4 pmのオフセットのところでのStokes V/Iマップである．太陽活
動の程度によらず，2つの波長オフセット（異なる磁場のZeeman分離に
相当する）での視線方向磁場成分が大きく異なっていることがわかる．
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　国立天文台の太陽グループでは、近年太陽フレア望遠鏡
の装置を入れ替え、先進的な太陽全面観測を行っている
[1]。その内容は、Hα線でのオフバンドを含めた彩層の撮
像・ドップラー観測、彩層をとらえるCa K線・光球上部を
とらえるGバンド（430 nm）・光球をとらえる連続光での撮
像、近赤外のHe I 1083.0 nm（彩層）・Si I 1082.7 nm（光球）
及びFe I 1564.8 nm（光球）吸収線での偏光分光観測である。
これらのデータにより、太陽の光球・彩層の輝度分布・速
度場、そして磁場を算出するための偏光の情報が得られる。
そのデータの例を図1に示した。
　これらは、フレアや噴出現象そのものをとらえるのにと
どまらず、それらを起こすに至る太陽表面の磁場の変化の
追跡と、さらにはコロナ質量放出（CME）の源泉域の磁
場構造を知ることを可能にするものである。たとえばHα
では、噴出現象における3次元的な速度分布の追跡により、
CME初期段階でのプラズマ運動を知ることができ、地球
に影響するものかどうかの判断を早期に行う一助とするこ
とができる。彩層・光球磁場の情報は、様々な現象の原因
となる磁場進化の追跡を可能にするものであり、さらに噴
出現象の核となるフィラメントの磁場を噴出前から追跡す
ることにより、噴出後のフラックスロープの磁場の推定に
つなげることができる。したがって、太陽フレア望遠鏡で
得られているデータは、従来の太陽監視にとどまらず、地
球に影響するCMEを、その発生前の磁場情報や発生初期
段階でのプラズマ運動という形でとらえることで、宇宙天
気現象を早期に予測することに貢献するものと言える。
　太陽フレア望遠鏡のこのような機能はその宇宙天気研究
における利点を示すものであるが、これは多くの太陽監視
望遠鏡でいまだ実現できていないものである。その理由は、
彩層・フィラメント磁場の定常ベクトル磁場観測の困難さ
にある。このような観測に最も適した吸収線はHe I 1083.0 
nmであるが、近赤外域にあるため、高精度を実現するため
の装置構成が容易ではなく、従来は大きな望遠鏡での観測
装置として実現されるにとどまっていた。これを太陽全面
をとらえる定常観測装置として実現したのは、太陽フレア
望遠鏡の「赤外マグネトグラフ」が初めてである。
　現在、宇宙天気研究に軸足を置いた次世代の太陽全面監
視観測装置が、欧米で議論されている。これらの計画では
いずれも、まさに宇宙天気現象の早期予報を目指して、こ
のような近赤外での光球・彩層定常ベクトル磁場観測を行
うことが想定されている。フレア望遠鏡は装置としては小
型でその性能には様々な制限があるが、空間・波長分解能
を向上させればより詳細な磁場情報を得ることができ、ま

た時間分解能を向上させれば噴出現象初期の磁場進化を追
跡することができる。このようなより高い水準の観測は、
噴出現象予報に大きく貢献することが期待される。世界各
国が目指す太陽観測の次世代計画はそのような装置の実現
を目指しており、太陽フレア望遠鏡はその先駆となってい
る。我々自身も、より効率よく偏光データを得て磁場進化
を追跡するため、大フォーマットの赤外カメラの開発を
行っているところである。

太陽フレア望遠鏡での宇宙天気研究のための太陽全面監視観測
花岡庸一郎 1、桜井 隆 1、大辻賢一 2、鈴木 勲 3、森田 諭 1

1: 国立天文台，2: 情報通信研究機構，3: 文京学院大学

参考文献
[1] Hanaoka, Y., et al.: 2020, J. Space Weather and Space Climate, 

226, 1421.

(a) H� (b) H� (Doppler)

(c) Ca K (d) G-Band

(e) Continuum (f) Fe I 1564.8 Stokes V/I

図1．太陽フレア望遠鏡の太陽全面監視観測で得られたデータの例．2015
年10月19日の太陽像である．（a）（b）はHα線の撮像観測で得られたHα
中心波長の輝度・Hα±0.5 Åの速度場分布，（c）–（e）はCa K，Gバンド，
連続光の画像である．（f）は Fe I 1564.8 nm での円偏光（Stokes V/I，
±0.2 %の範囲を表示）の分布で，視線方向磁場に対応している．
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　クェーサーの降着円盤より放出されるガス、アウトフ
ローは次の様な重要な役割があると考えられている：（1）
降着円盤から角運動量を取り去って新たなガスの降着を促
進する、（2）豊富な金属・エネルギーを放出し、ホスト銀
河や銀河間空間の化学組成や星形成活動に影響を与える。
アウトフローはクェーサー のスペクトル中に吸収線とし
て検出されるが、幅が2000 km/sを超えるものは広吸収線

（broad absorption lines; BALs）という。BALはその深さ、幅、
速度が数ヶ月から数年の時間スケールで変動することが知
られている。しかしながら近年の研究では、Sloan Digital 
Sky Survey Reverberation Mapping project（SDSS-RM）で頻
繁に観測された27個のBALクェーサーのうち14個（55 %）
で10日以内のBAL変動が検出されている [1]。
　BALの時間変動の原因については現在も議論が続いて
いるが、クェーサー の光度変動がアウトフローの電離状
態に影響を与えた結果、アウトフロー中のイオンの存在比
が変化するという描像（以下、電離状態変動シナリオ）が
有力である。本研究では先行研究 [1]で取り扱った27個の
BALクェーサーのうち、短期間でBALの変動したもの（以
後S1）とそうでないもの（以後S2）とで電離状態変動シ
ナリオの正当性を検証すべく、それぞれで光度変動とBAL
の等価幅の変動の相関を調べた。また、光度とエディント
ン比が（ブラックホール質量が）大きいほど光度変動幅が
小さくなる（大きくなる）というクェーサーの性質に着目
すると、光度変動幅の大きな傾向にある、すなわち比較的
暗くエディントン比の小さい（ブラックホール質量の大き
い）クェーサーほどBALの変動幅が大きいことが期待され
る。さらに、降着円盤を特徴付ける重要な物理量の一つに
最高温度TAD が挙げられ、光度Lbol、ブラックホール質量
MBHと以下の関係で結びついている。

(1)

本研究では上記のクェーサーの性質に着目し、BALの等価
幅の変動率と物理量（光度、ブラックホール質量、エディ
ントン比、降着円盤温度）との関係も探った。
　結果として、S1とS2とで光度変動幅の大きな差異は確
認されなかったが、その一方で光度変動とBALの変動傾
向に中程度あるいは強い相関が確認された。また、これら
のクェーサーサンプルでBALの変動幅とエディントン比

（図1）または降着円盤温度（ブラックホール質量）との間
に強い反相関（中程度の相関）関係があることがわかった。
これらの結果はアウトフローの電離状態シナリオをサポー

トし、クェーサーの物理量と密接に関係することを示唆す
る（本成果 [2]はAstronomical Journalに出版した）。しかし
ながら、電離状態シナリオには降着円盤内縁に存在するX
線遮蔽ガスの変動という補助的機構が提唱されている。こ
の補助機構は遮蔽ガスの厚さなどの変動とともに、アウト
フローに注がれる強力な電離光子の量が調節され、下流の
アウトフローが変動するというシナリオである。遮蔽ガス
の候補はX線観測で検出されるwarm absorber [3]であるが、
可視・X線同時観測によってアウトフローとwarm absorber
の変動をモニターすることが重要である。

広吸収線の短時間変動を示したクェーサーの
アウトフローの変動と物理量の相関
堀内貴史 1、諸隈智貴 2、三澤 透 3、花山秀和 1、川口俊宏 4

1: 国立天文台，2: 東京大学，3: 信州大学，4: 尾道市立大学
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図1．クェーサーのエディントン比（横軸）とBALの等価幅変動率（縦軸）
の関係．データ点の色が赤いほどBALの観測時間の間隔が大きいことを
表す．白抜き（塗りつぶし）のシンボルはS1（S2）のデータ点である．
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　近年、巨大衛星通信網（衛星メガコンステレーション）
による高速インターネット通信サービスの計画が進められ
ている。とりわけ、アメリカ合衆国のスペースX社は、全
世界をカバーするインターネット通信サービスの提供を
目的に、2020年代半ばまでに12,000機のスターリンク衛星
の打ち上げを行う計画を立てている。さらに2019年10月中
旬には、30,000機を追加する計画も発表され、その総計は
42,000機になっている。スターリンク衛星は2019年5月に
最初の60 機が打ち上げられ、2020年1月以降は毎月120機程
度のペースで打ち上げられている。42,000機が打ち上げら
れれば、夜空に700機程度が常に見えることになる。その
一方、これらの衛星が天文観測へ及ぼす光害（衛星による
太陽光反射）に対する懸念が国立天文台をはじめとする世
界の天文台で共有されており、2019年6月に国際天文学連
合（IAU）は天文観測や景観への影響を懸念する声明を発
表した。
　この声明を受けてスペースX社は光害の影響を軽減する
ことを目的に、衛星表面に黒色塗装を施した通称Darksat
を1機開発し、2020年1月に試験的に打ち上げた。すでに先
行研究によってDarksatと通常（無塗装）のスターリンク
衛星の明るさの測定が行われており、g′バンドフィルター
による測定ではDarksatの方が通常の衛星に比べて0.8等級
程度暗いこと、直接スターリンク衛星の姿を目視するのは
難しいが、天文観測への影響は無視できないことなどが結
論づけられている [1]。しかしながら、衛星表面の反射率
やどの波長にどれだけの影響が及ぶかなどを明らかにする
ために必要となる、より多数のバンドでの詳細な衛星の明
るさの測定については研究論文として報告がされていない。
そこで本研究では、九州・沖縄地方最大の光学反射望遠
鏡、105 cmむりかぶし /MITSuMEを用い　Darksat及び無塗
装スターリンク衛星1機の3バンド同時撮像（g′、Rc、Ic、図
1）及び等級の測定を4回（Darksat 3回、無塗装スターリン
ク1回）行った。
　Darksatおよび無塗装スターリンク衛星に対する解析の
結果、波長の長いバンドほど衛星がより明るく観測される
傾向があること（図2）、明確な位相角（太陽 -衛星 -観測者
のなす角）を示さないこと、Darksatは無塗装のスターリン
ク衛星に比べて太陽光の反射率が半分程度であることなど
がより詳細にわかった。Darksatの見かけの等級については、
7等程度と目視での確認は難しいものの天文観測への影響
は十分に出ることも改めてわかった [2]。SpaceXはDarksat
とは別に、太陽光反射を軽減すべく機体本体に庇を取り付
けたVisorsatを複数機開発し打ち上げを行っている。今後

は近赤外なども含めた多色で複数回の観測によって庇の太
陽光反射抑制の効果や、より詳細な位相角依存性を検証す
ることが肝要である。

むりかぶし望遠鏡によるスターリンク衛星・Darksatの等級測定
堀内貴史 1、花山秀和 1、大石雅寿 1/2

1: 国立天文台，2: 総合研究大学院大学
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図1．Darksatの航跡の擬似カラー合成画像（©NAOJ）．

図2．Darksat及び無塗装スターリンク衛星の等級の位相角依存性．緑，
マゼンタ，赤はそれぞれg′，Rc，Icのデータ点を表す．
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　赤方偏移 z > 10の初期宇宙に存在した星形成銀河の大多
数は、低金属量（~0.1–1 % Z⊙）で小星質量（~104–106 M⊙）の
若い銀河であったと予想されている [1]。しかし、z > 10に
おける銀河の検出は困難であり、検出例はほとんど存在し
ない。一方、z ~ 0の近傍宇宙では、極金属欠乏銀河と呼ば
れる星質量が小さく金属量の低い銀河が発見され始め（[2]
など）、これらは銀河進化の最初期を調査する鍵になると
考えられている。従来研究では、Sloan Digital Sky Survey 

（SDSS）の測光・分光データを用いて選択されていたが、測
光データが浅いため（ilimit ~ 21 mag）、z > 10における星形成
銀河で予想されているような、低金属量（~0.1–1 % Z⊙）か
つ小星質量（~104–106 M⊙）の範囲にまで迫ることはできて
いなかった（[3]など）。
　そこで我々は、SDSSよりも1/100程度暗い天体も検出可
能な、HSC すばる戦略枠プログラム（HSC-SSP）の広領
域深撮像データ（ilimit ~ 26 mag）を用いて、極金属欠乏銀
河の探査を始めることにした。SDSSのような分光データ
がない場合、単純な色選択だけでは多量の偽候補が混入す
ることが判明したため、機械学習を用いた新選択手法を開
発した。機械学習では、極金属欠乏銀河、星、QSO、一
般的星形成銀河のモデルスペクトルをそれぞれ30,000通り
ずつ作成し、これらを教師データとして分類器に学習させ
た。こうして作成した分類器を約500平方度のHSC-SSP測
光データに適用し、27個の極金属欠乏銀河候補を得ること
ができた。そして、このうち4個の候補天体に対して、す
ばる望遠鏡 /FOCAS、Magellan望遠鏡 /LDSS3+MagE、Keck
望遠鏡 /DEIMOSによる可視分光観測を実施した。分光観
測の結果、4個とも本物の低金属量銀河であり、中でも
HSC J1631+4426と名付けた銀河（図1）は、1.6 % Z⊙という
極めて小さい金属量を持つことが分かった。この値はこれ
まで報告されていた最小記録の1.9 % Z⊙ [4]を下回るもの
であり、我々は銀河金属量の最小記録を破ることに成功し
た。また、このHSC J1631+4426の星質量は105.89 M⊙と、銀
河系内部にある星団と同程度という極めて小さい星質量で
あった。HSC J1631+4426は、本研究が目的としてきたよう
な低金属量で小星質量の若い星形成銀河と言えることが分
かった。

　本論文 [5] は ApJ で出版された。HSC J1631+4426の詳細
解析 [6]や、残る候補天体の分光観測も進行中である。

すばるHSC-SSPデータを用いた極金属欠乏銀河探査 . I 
機械学習選択法の確立と銀河金属量最小記録の更新
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Keck/DEIMOSで得られたHSC J1631+4426の可視光スペクトル．
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　ジャコビニ・ツィナー彗星（comet 21P/Giacobini-Zinner）
は、周期6.6年の短周期彗星で、10月りゅう座流星群（旧称
ジャコビニ流星群）の母天体として知られている。この彗
星は、炭素を含む分子やNH2、COのような揮発性分子な
どの多くの分子が欠乏しており、さらに、可視光連続光成
分の偏光度が負の傾き を持ち（一般的な彗星は正の傾きを
示す）、複雑な有機物を豊富に含むことが報告されていた。
彗星の分光学的分類でも、全彗星の約6 %しか存在しない
ジャコビニ・ツィナー型に分類されており、揮発性分子も
ダストも共に非常に特異な性質を持つ彗星であることが
知られている。これらの先行研究から、ジャコビニ・ツィ
ナー彗星は，原始太陽系円盤中で、他の彗星とは異なる特
殊な環境で形成された可能性が指摘されてきたが、具体的
な形成場所については議論が続いている。
　我々は、彗星氷において最も豊富なH2Oと次に豊富な
CO2の昇華温度の違いに注目し、彗星のCO2：H2Oの存在
量比から、彗星核の形成温度の推定を目指した。CO2は地
球大気にも豊富に存在することから、従来は宇宙望遠鏡を
用いて観測がなされてきた。一方、我々は、彗星コマ中
のH2OやCO2の太陽紫外線による光解離生成物である酸素
原子から発光される3本の禁制線（波長557.7 nm、630.0 nm、
636.4 nm）に着目した。これら3本の禁制線について、地上
からの高分散分光によって地上大気成分の影響を除去する
ことができれば、光解離のエネルギー分配からH2OとCO2

から作られた酸素原子は発光しやすい禁制線が異なるため、
輝線強度比からCO2：H2Oの存在量比を推定できる。
　ジャコビニ・ツィナー彗星の観測は、2018年10月にす
ばる望遠鏡の高分散分光器HDSで実施した。得られたス
ペクトルから、彗星由来の3本の酸素禁制線の強度を測定
し（図1）、これらの強度比からCO2/H2O比を推定した（図
2）。その結果、同彗星はこれまでに観測された彗星の中で
も、特にCO2の存在量比が小さい彗星であることが判明し
た（CO2/H2O ~ 1 %、通常の彗星はCO2/H2O ~数 %–30 %程
度）。この結果は、同彗星の先行研究での報告（低いCO/
H2O比、高温環境で形成される複雑な有機物を豊富に含む
など）と整合的である。同彗星は、比較的高温度環境で形
成された可能性が高い。今回の観測により得られた少ない 
CO2の存在量比とCO2の真空中での昇華温度から、同彗星
は~70 K–150 Kの温度環境で形成されたと考えられる [1]。

酸素禁制線からジャコビニ・ツィナー彗星の形成環境を探る
新中善晴、河北秀世   田實晃人

            （京都産業大学）      （国立天文台）
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図1．ジャコビニ・ツィナー彗星の酸素禁制線のスペクトル．各輝線の左
側にある地球の惑星記号は地球大気の酸素の禁制線による発光であり，
地球－彗星間のドップラーシフト分（観測時は約10.5 km s−1）ずれて発光
している．すばる望遠鏡に搭載されたHDSの高い波長分解能により彗星
の成分を分離して観測できた．

 0

 10

 20

 30

 40

 0.5  1  1.5  2  2.5

C
O 2

/H
2O

 ra
tio

 (%
)

rH (au)

21P/GZ (This work, case A)
9P (G18b)
19P (O12)
22P (O12)
64P (O12)
67P (O12, B16)
81P (O12)
88P (O12)
103P (Co99, Cr99, W94, A11, M13)
116P (O12)
118P (O12)
144P (O12)
157P (O12)
290P (M16)
C/2007 N3 (O12)
C/2008 Q3 (O12)
C/2009 P1 (M15, G18a)
C/2012 K1 (M16)
C/2012 K5 (M16)

 0

 10

 20

 30

 40

 0.5  1  1.5  2  2.5

図2．2.5 au以内で測定された彗星のCO2/H2O存在量比．赤丸が今回我々
が測定したジャコビニ・ツィナー彗星を示す．彗星のCO2/H2O比は大き
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された彗星の中でもCO2の存在量が低い彗星であることがわかる．
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　近年、時間軸サーベイ観測の発達によって、通常の超新
星爆発と比較して、同程度の明るさでありながら、より短
いタイムスケールで進化する rapidly evolving transientと呼
ばれる天体が約100天体報告されている [1]。この短いタイ
ムスケールは、通常の超新星爆発のシナリオである56Niの
放射性崩壊では説明することができず、その物理的な起源
は定まっていない。
　本研究では、すばる望遠鏡HSC SSP Transient Surveyに
よって得られた深いサーベイデータを用いて、1824の突発
天体候補 [2]から、光度曲線のタイムスケールを評価する
統計的探査を実施した。その結果、5天体の rapidly evolving 
transient を新たに発見した（図1；[3]）。突発天体のタイ
ムスケールを評価する際には、実際の HSC SSP Transient 
Surveyの観測スケジュール、観測状況に則って、熱核暴走
型超新星や重力崩壊型超新星の模擬観測を実施した。こ
の結果を元に、通常の超新星爆発から予想されるタイム
スケールの下限を決定し、下限値よりも短いタイムス
ケールを持つ天体を抽出した。本研究で発見された rapidly 
evolving transientは、赤方偏移の分布が0.3 ≤ z ≤ 1.5で、ピー
ク等級が−17 ≥ Mi ≥ −20程度と、これまでに発見されている
rapidly evolving transientと同様の特徴を持つ光度曲線を示
すことを確認した （図2）。先行研究 [1]と比較すると、我々
の観測では、より遠方に存在する rapidly evolving transient
を効率よく発見できている。
　我々は、各天体のピークに対して半分の光度からピーク
に至るまでに要した時間と iバンドがピーク時の光度を用
いて、得られた rapidly evolving trasientsの爆発シナリオに
ついて調査した。その結果、複数の天体では、56Niの放射
性崩壊のみでは短いタイムスケールと明るいピーク時の
光度を同時に説明することができず、他の熱源が必要で
あることが示された。さらに、観測された rapidly evolving 
transientの発生率を見積もると~ 4,000 events yr−1 Gpc−3（重
力崩壊型超新星爆発のおよそ1 %）であることが分かり、こ
のような天体現象が宇宙で比較的頻繁に起きていることが
明らかになった。

すばる望遠鏡HSC SSP Transient Surveyによる
Rapidly Evolving Transientsの統計的解析

反保雄介 1、田中雅臣 2、前田啓一 1、安田直樹 3、冨永 望 4、姜 継安 3、守屋 尭 5/6、
諸隈智貴 7、鈴木尚孝 3、高橋一郎 2、小久保 充 8、川名好史朗 7

1: 京都大学，2: 東北大学，3: Kavli IPMU，4: 甲南大学，5: 国立天文台，6: モナッシュ大学，7: 東京大学，8: プリンストン大学
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図1．本研究で新たに発見された5つの rapidly evolving transients．

図2．本研究で発見された rapidly evolving transient（HSC17bhyl）のマル
チバンド絶対光度曲線．赤の曲線は典型的な Ia型超新星爆発の光度曲線
である．
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　本研究 [1]では、z=6.0293–6.2037にあるLyman break 銀河
3天体について、[OIII] 88 μm、[CII] 158 μm、[NII] 122 μm輝
線とダスト連続光を狙ったALMA観測の結果を報告する。
ターゲットとなる銀河は、すばる望遠鏡 /Hyper Suprime-
Cam（HSC）サーベイで同定され、SHELLQsプロジェクト
の中ですばる望遠鏡 /FOCASを用いてLyαで分光確認され
た3天体である [2]。この3つの銀河について、ALMA cycle 5
においてバンド6、7、8で、[CII] 158 μm、[NII] 122 μm、[OIII] 
88 μm を狙った観測を行った（ID: #2017.1.00508.S, PI: Y. 
Harikane）。その結果、すべての銀河から [OIII]と [CII]の輝
線が4.3–11.8σレベルで検出され（図1の上段）、3つの銀河
のうち2つの銀河では複数バンドにおいてダスト連続光が
確認された。
　 図1の 下 段 は、[OIII]/[CII] の 輝 線 比 と 星 形 成 率（star 
formation rate: SFR）の関係を示している。過去に ALMA
で観測された z>6の6つの銀河と合わせると、z=6–9の9
つのすべての銀河で、[OIII]/[CII] 比が L[OIII]/L[CII] ~ 3–20で
あり、z~0の銀河に比べて~10倍ほど高いことがわかった。
Cloudy [3]を用いて z=6–9での高い [OIII]/[CII]比の物理的な
起源を調べたところ、高密度の星間物質、低いC/O元素比、
CMBの attenuationは観測された高い [OIII]/[CII]比の一部し
か説明できないことがわかった。その代わり、観測され
た高い [OIII]/[CII]比は、ionization parameterが10–100倍高い
か、光解離領域（photo-dissociation region: PDR）のcovering 
fractionが0–10 %と低いことで説明できる。これらのシナ
リオはどちらも我々の [NII]の観測結果と一致する。さら
に後者のシナリオは、PDR deficit を持つ density bounded 
nebulaで再現することができる。このシナリオではLyα、
Lyman continuum、C+ の電離光子は銀河から脱出しやすく
なり、我々が発見した [OIII]/[CII]-Lyα EW相関と一致する。

すばる /HSCとALMAで探る z>6銀河の星間物質の物理的性質
播金優一1/2、大内正己1/3、井上昭雄4、松岡良樹5、田村陽一6、BAKX, Tom6/1、藤本征史4/1、

森脇可奈3、小野宜昭3、長尾 透5、但木謙一1、小島崇史3、澁谷隆俊7、EGAMI, Eiichi8、
FERRARA, Andrea9、GALLERANI, Simona9、橋本拓也4、河野孝太郎3、
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図1．（上段）赤いコントアは [OIII]，[CII]，[NII]輝線を表しており，±2σ
から±5σまで1σ間隔で描かれている．実線と破線はそれぞれ正と負のコ
ンタアである．背景は Subaru/HSCの zバンド画像．（下段）[OIII]/[CII]比
とSFRの関係．赤ダイヤ印は z~6の我々のターゲット，赤丸は過去の研
究の z=6–9の銀河の結果．赤の破線は z=6–9の銀河に対するフィッティ
ング関数（[1]参照）．灰色の四角印と丸印は z~0の銀河を示す．青と緑
の線は，それぞれ z~0の低金属量dwarf銀河（“low-Z dwarf”）とスターバー
スト銀河（“local SB”）の関係を示している．
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　太陽質量程度の小質量星のうち、中心部でヘリウム燃焼
が起きている進化段階の星をクランプ星と呼ぶ。近年の
サーベイ観測によって、クランプ星表面のリチウム存在量
が、理論予測に比べて平均でおよそ40倍大きいことが明ら
かにされた [1]。この観測的事実は、小質量星の標準的な
理論モデルが不十分であることを示している。
　観測によると、クランプ星のほぼすべてにおいて、リチ
ウム存在量の過剰がみられる。そのため著者らは、すべ
ての恒星に対して働くような普遍的な物理過程が、標準
恒星モデルに欠けているのではないかと考えた。今回の
研究 [2]では、ニュートリノの磁気モーメントに注目した。
ニュートリノは電気的に中性な素粒子であるが、理論的に
は磁気モーメントを持ちうる。たとえば、素粒子物理の標
準模型では、10−19 μB 程度の大きさの磁気モーメントが予
言される [3]（ここでμB はボーア磁子である）。ところが、
標準模型を超える素粒子モデルにおいては、はるかに大き
な値の磁気モーメントを予言するものもある。本研究では、
そのような巨大なニュートリノ磁気モーメントが、クラン
プ星のリチウム存在量に与える影響を調べた。
　図1は、恒星進化コードにニュートリノ磁気モーメント
の効果を組み入れて計算した、1 M⊙の恒星のモデルである。
縦軸は恒星の光度、横軸は表面のリチウム存在量であり、

(1)

と定義されている。実線は標準的なモデル、点線はニュー
トリノ磁気モーメントを考慮したモデルであり、μ12は
ニュートリノ磁気モーメントを10－12 μB で規格化したもの
である。点は観測データであり、特に赤色の点はクランプ
星を表す。この図より、ニュートリノ磁気モーメントを考
慮すると、ヘリウム・フラッシュ直前に表面リチウム量が
増大し、観測結果と理論予言の齟齬が緩和されていること
が分かる。
　ニュートリノの磁気モーメントの効果によってリチウム
量が増大するメカニズムは以下の通りである。ニュートリ
ノが10–12 μB を超える大きさの磁気モーメントをもつ場合、
標準的な場合に比べて恒星の中心核でニュートリノがより
多く生成される。このニュートリノは星から逃げ去り、エ
ネルギーを持ち去っていく。このため、ヘリウム・フラッ

シュ直前のヘリウム中心核の質量が、標準的なモデルより
大きくなる [4]。すると、水素燃焼殻の密度が通常より小
さくなり、この領域での熱塩混合の効率が高くなる。水
素燃焼殻で生成された7Beは、この混合によって対流外層
へと運ばれる。7Beはやがて電子捕獲によって7Liに崩壊し、
結果としてヘリウム・フラッシュ直前の恒星表面のリチウ
ム存在量が上昇する [5]。

ニュートリノ磁気モーメントによる
クランプ星のリチウム存在量の増大

森 寛治*1、日下部元彦 2、BALANTEKIN, A. Baha3、梶野敏貴†2、FAMIANO, Michael A.4
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図1．1 M⊙ の恒星の進化を表す．縦軸は恒星の光度，横軸はリチウム存
在量である．実線は標準的な恒星モデル，点線はニュートリノの磁気
モーメントを考慮したモデルである．点は観測データである．
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　Ia型超新星は白色矮星の熱核爆発であると考えられてい
るが、その親星の性質はよく分かっていない。親星の理論
モデルは、以下の2つのタイプに大別される。一つはnear-
Chandrasekhal mass（near-Mch）モデルと呼ばれ、チャンド
ラセカール質量に近い重い白色矮星が爆発を起こす。もう
一方は sub-Chandrasekhal mass（sub-Mch）モデルと呼ばれ、
チャンドラセカール質量より軽い白色矮星に何らかの理由
で熱核反応が点火され、超新星爆発に至る。
　この2つのモデルの違いの一つは、中心部の密度である。
near-Mch モデルでは中心部の密度は109 g/cm3を超えるが、
sub-Mchモデルはそれより数桁小さい密度を示す。near-Mch

モデルの中心部のような高密度環境では、原子核の電子捕
獲反応により中性子過剰な原子核が生成される。したがっ
て、中性子過剰核の生成量は、Ia型超新星の親星の性質を
探るプローブとなる可能性がある。
　Ia型超新星における中性子過剰核の生成量を正確に予言
するためには、精密な電子捕獲反応率を用いて元素合成計
算を行う必要がある。物質中で起こる電子捕獲率は、プラ
ズマ中に存在する電子の影響を受け、実験室における値よ
り小さくなることが知られている。図1は56Niの電子捕獲
率の計算結果であり、確かに電子遮蔽効果によって反応率
が抑制されていることが分かる。
　重力崩壊型超新星に対するこの電子遮蔽効果の影響は先
行研究 [1]によって調べられたが、Ia型超新星に対しては
詳しく調べられてこなかった。そこで本研究 [2]では、電
子遮蔽効果を取り入れた新しい電子捕獲率を用いて、Ia型
超新星の元素合成計算を行った。図2は、電子遮蔽効果を
考慮した場合と考慮しない場合の、原子核生成量の比を計
算した結果である。この図を見ると、50Tiや54Crといった
中性子を多く含む原子核の生成量が、電子遮蔽効果によっ
て抑制されていることが分かる。

電子捕獲反応に対する電子遮蔽と Ia型超新星の元素合成
森 寛治*1、鈴木俊夫 2、本間道雄 3、FAMIANO, Michael A.4、
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参考文献
[1] Juodagalvis, A., et al.: 2010, Nuclear Physics A, 848, 454.
[2] Mori, K., et al.: 2021, ApJ, 904, 29.

*論文発表時は東京大学所属
†論文発表時は国立天文台所属

図1．56Niの電子捕獲率 [2]．実線は電子遮蔽効果を考慮した反応率，点
線は遮蔽効果を考慮しない反応率である．

図2．合成された原子核の生成量の比 [2]．電子遮蔽効果を考慮した場合
の結果と，考慮しない場合の結果を比較している．
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　大部分の銀河の中心には太陽質量の100万倍を越える超
大質量ブラックホール（Super Massive Black Hole: SMBH）
が存在することが明らかになってきている。そうした
SMBHがどのように形成されたのかについては諸説あり、
銀河同士の合体により銀河中心への質量降着が誘発されブ
ラックホールの質量が増加したとするモデルの他、銀河円
盤の重力不安定性を起源とするモデル、銀河を取り巻く高
温ガスの降着モデルなどが考えられている。
　我々研究グループは、過去の研究においてSMBHの成長
と周辺銀河の分布の間に相関があるかを調べ、銀河同士の
合体等の外的要因がSMBHの成長に寄与しているのかを
観測的に調査した。その結果、SMBHが急激に成長する過
程にあるAGN（Active Galactic Nucleus）を有する銀河の周
辺では、明るい銀河の存在確率が極めて高くなっているこ
とが確認された [1]。このようなAGNと明るい銀河の強い
相関関係がどういった原因より生じているのかを調べるた
めに、AGNと明るい銀河が観測されている領域とそうで
はない領域とでその周辺の銀河分布の比較を行った [2]。
　利用したデータは赤方偏移が測定されている AGN を 
MILLIQUAS catalogから選択し、対照サンプルとして一般
銀河を6種の赤方偏移サーベイカタログ（SDSS, WiggleZ, 
DEEP2, VVDS, VIPERS, PRIMUS）から選択した。明るい
銀河の基準は絶対等級Mλ310（静止系での波長310 nmにお
ける等級）で−21以下とし、この基準を満たす銀河が射影
距離で4 Mpc 以内に検出されている AGN を AGN-LG サン
プルと定義した。また、比較対照用のサンプルとして一般
的なAGNサンプルと青い銀河サンプル（D = Mλ270 − Mλ380 
< 1.4 Mλ310 ≥ −21）も構築した。そして、それらサンプル
に対して周辺銀河との相互相関距離 r0を求めた。周辺銀河
サンプルはHSC-SSP S18aカタログから選択した。その結
果、図1に示したように、AGN-LGサンプルの場合 r0 = 9.0 ± 
0.4 h−1 Mpcともっとも大きな値となったのに対し、一般的
なAGNサンプルの場合7.2 ± 0.2 h−1 Mpc、青い銀河サンプ
ルの場合3.8 ± 0.3 h−1 Mpcであった。このことは、AGNと
明るい銀河の強い相関は周辺銀河数密度が特別高くなって
いることに関係があることを示唆している。
　銀河は互いに寄り集まり銀河団を形成し、さらにそれら
はフィラメント状に連なる構造を形成していることが知ら
れている。銀河とSMBHの進化も、それらが銀河団スケー
ルでの環境から影響を受けているのであれば、そうしたよ
り大きな構造形成のダイナミクスと関連することが期待さ
れる。そこで、各サンプルについてその周辺における銀河
団の分布を調べることにした [2]。図2に各サンプルに対す

るその周辺で検出された銀河団の平均個数の測定結果を示
す。AGN-LGサンプルの場合に平均個数が1.94 ± 0.12と最
も高く、一般的なAGNサンプルの場合1.58 ± 0.03、青い銀
河の場合1.60 ± 0.03であった。このことはAGNと明るい銀
河の強相関は銀河団が互いに寄り集まっていることに起因
していることを示唆する。このことから、銀河団同士の相
互作用により銀河中心へのガス流入が促され、AGNや星
形成活動が引き起こされためにそうした強相関が発生する、
とするモデルが一つのシナリオとして考えられる。

AGNと明るい銀河の強い相関の起源
白崎裕治 1/2、秋山正幸 3、鳥羽儀樹 4/5/6、何 晩秋 1、後藤友嗣 7
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図1．明るい銀河が近傍（< 4 Mpc）に存在する AGN（AGN-LG）と周
辺銀河との相互相関距離と一般的な AGN（AGN）と青い銀河（blue 
galaxy）の場合の相互相関距離の比較．

図2．明るい銀河が近傍（< 4 Mpc）に存在するAGN（AGN-LG）の周辺
に検出された銀河団の平均個数と一般的なAGN（AGN）と青い銀河（blue 
galaxy）の場合の平均個数の比較．
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　小・中質量（M ~ 1–10 M⊙）の星々は、主系列段階を終え
た後、赤色巨星分枝段階、ヘリウム核燃焼段階を経て、漸
近巨星分枝星（AGB星）へ進化する。AGB星は活発な質
量放出を示し、十分に質量を放出し終えると次の進化段階
であるpost-AGB、さらには惑星状星雲の中心星へと進化し
ていく。このAGB段階からpost-AGB段階にかけて（特に
その遷移に関して）、どのような進化をたどるかはよくわ
かっておらず、恒星進化モデルごとに様々な仮定を置いて
扱われている。この進化段階の恒星進化を正しく理解する
ことは、恒星進化の理解のみならず、宇宙の化学進化にお
けるAGB星の寄与の理解にもつながるもので、基本的で
あるが重要な課題である。
　このAGB段階からpost-AGB段階にあると考えられる天
体が OH/IR 星である。OH/IR 星は1612 MHz に特徴的なプ
ロファイルを持ったOHメーザー輝線を示し、かつ強い赤
外線放射を示す天体である。通常このOHメーザーは長周
期変光を示し、これは中心星の長周期脈動変光に起因する
と考えられている。しかし、一部の天体は長周期変光を示
さず、これらは非変光OH/IR星と呼ばれている。AGB段
階を終えると恒星の脈動変光も停止すると考えられており、
これにともないOHメーザーの変光も停止すると考えられ
るため、非変光OH/IR星はAGB段階からpost-AGB段階へ
遷移しつつある天体と考えられ、特にその進化が不明な遷
移段階を理解するために重要な天体と考えられるが、その
描像は必ずしも確立していない。
　非変光OH/IR星の従来の描像では、AGB段階の質量放出
が停止して間もない天体と考えられるため、質量放出によ
り形成された星周ダストが徐々に晴れ上がっていくと考え
られている。このような変化が実際に起きているとすると、
近赤外線において星周ダストによる減光・赤化が緩和し、
青く明るくなると考えられる。実際にこのような現象が起
きているかどうかを、2MASS・UKIDSS・OAOWFC の近
赤外線観測データを用いて検証した。その結果、16天体の
非変光OH/IR星の中で6天体について、最長20年近い期間
の時間変動データを取得することができ、6天体すべてに
おいて増光を確認した（例：図1）。また、一天体について
は増光率が非常に大きく、星周ダストの拡散では説明する
ことが難しいことがわかった。さらに、3天体については
近赤外線カラーの時間変化を調べることができ（例：図2）、
その結果、青くなった天体はなく、むしろ赤くなった天体
を発見した。以上の結果から、非変光OH/IR星は星周ダス
トの拡散だけでは説明できない時間変化を起こしていると

いうことがわかった。これらを説明するためには、星の温
度変化、もしくは星周ダストの増加などが考えられ、この
現象の要因をより詳しく調べることにより、非変光OH/IR
星の素性、もしくはAGB-post-AGB遷移における恒星進化
について新たな知見が得られると期待される。
　以上の結果を、国立天文台出版費の論文投稿料補助をう
け、Kamizuka et al. 2020としてAstrophysical Journal紙にて
出版した [1]。

非変光OH/IR星の長期近赤外線増光の発見
上塚貴史 1、中田好一 1、大澤 亮 1、三戸洋之 1、浅野健太朗 1、宮田隆志 1、

柳澤顕史 2、泉浦秀行 2、板 由房 3、小野里宏樹 4、植田稔也 5

1: 東京大学，2: 国立天文台，3: 東北大学，4: 兵庫県立大学，5: デンバー大学

参考文献
[1] Kamizuka, T., et al.: 2020, ApJ, 897, 42.

図1．2MASS・UKIDSS・OAOWFCで得られた非変光OH/IR星OH 25.1–0.3
のKバンド光度曲線 [1]．黒い点がOH 25.1–0.3のデータ，灰色の点が近傍
天域の比較星のデータである．

図2．2MASS・UKIDSS によって得られた非変光 OH/IR 星 OH 53.6–0.2の
J−Kカラーの時間変化 [1]．
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　近年、主にK2ミッションやTESSミッションを中心とし
た宇宙からのトランジット系外惑星探査により、散開星団
や星形成領域に属する若い恒星のまわりで短周期のトラン
ジット惑星が見つかってきている。こうした若い惑星系は、
惑星の形成進化過程を観測的に検証する上で貴重な対象と
なる。これは、若い惑星が形成直後の原始的な情報を保持
しており、その分布や特徴を調べ、主系列星のまわりで見
つかっている通常の年齢の惑星との比較を行うことで惑星
形成の境界条件、形成後の時間進化を直に追うことが可能
となるためである。特に、惑星が恒星の前を周期的に通過
するトランジット惑星系では、トランジット中に分光観測
を行って恒星の特有の視線速度変化（ロシター効果）を詳
しく調べることで惑星の軌道傾斜角（ここでは軌道公転軸
と中心星の自転軸がなす角度）を制限可能である [1]。また、
トンラジット前後のスペクトルを比較して恒星スペクトル
の超過吸収を調べることで系外惑星の大気を制限すること
も可能である（透過光分光）。
　我々はこうした若い恒星まわりの惑星の軌道や大気等の
性質を調べるため、年齢約2,200万年のM型星けんびきょ
う座 AU 星（AU Mic）に着目した。AU Mic は、がか座 β
星運動星団と呼ばれる若い恒星群に所属する太陽系近傍の
M型星であるが、以前から残骸円盤を持つことが知られて
いた。最近、TESSミッションによるトランジット惑星探
査により周期約8.5日の海王星サイズの惑星AU Mic bが発
見された [2]。そこで我々はすばる望遠鏡に搭載された近
赤外高分散分光器 IRDを用いたトランジット分光観測を実
施し、惑星のロシター効果の観測による軌道傾斜角の測定
と透過光分光による惑星大気の制限を試みた。
　図1は IRDで測定された、トランジット周辺の視線速度
変化を表している。観測された視線速度データは、天体高
度の関係でトランジット開始直後のデータが欠けているが、
トランジット前半で赤方偏移（恒星が遠ざかって見える）、
後半で青方偏移（近づいて見える）というパターンが見ら
れ、理論モデルでフィットしてみたところ惑星公転軸と中
心星自転軸はほぼ揃っていることが明らかになった。この
結果はトランジット前後のスペクトル線の変化（惑星に
よって恒星面の一部が隠されることによって起こるスペク
トル線中での惑星の影）を直接トレースすることでも確認
され（ドップラーシャドー法）、射影軌道傾斜角λ = −4.7

度という強い制限が得られた [3]。このように惑星の公転
軸と中心星の自転軸が揃っているという特徴は系外惑星系
のおよそ3分の2程度の系で確認されているが、それらのほ
とんどが年齢が10億年以上の壮年期の惑星系であった。今
回若い惑星に対してこうした小さな軌道傾斜角が確認され
たことで、これまで壮年期に見られていた小さな軌道傾斜
角が惑星と恒星との潮汐相互作用などの惑星形成後の過程
で得られたものではなく、形成直後から保持されている系
が一定数存在することが明らかになった。
　一方、我々はトランジット前後に取得された同じ IRDス
ペクトルを比較することでAU Mic bの惑星大気による超
過吸収についても調査した。特に惑星の外層大気の調査の
ためYバンド（≈ 1083 nm）に存在するヘリウム吸収線のト
ランジット前後の変化を調べたが、有意な変動は確認され
なかった。ただし、超過吸収の欠如によりAU Mic b大気の
ヘリウム散逸率に対して強い制限を得た。

年齢2,200万年の若い系外惑星の軌道傾斜角と大気散逸に対する制限
平野照幸 1/2、小谷隆行 1/2、田村元秀 1/2/3、原川紘季 1/2、工藤智幸 1/2、黒川隆志 1/4、葛原昌幸 1/2、

西川 淳 1/2、大宮正士 1/2、上田暁俊 2、VIEVARD, Sebastien1/2、KRISHNAMURTHY, Vigneshwaran5、
GAIDOS, Eric6、FLEWELLING, Heather6、HODAPP, Claus6、JACOBSON, Shane6、MANN, Andrew W.7、

成田憲保 3、石塚将斗 3、PLAVCHAN, Peter8、小西美穂子 9、芹沢琢磨 4

1: アストロバイオロジーセンター，2: 国立天文台，3: 東京大学，4: 東京農工大学，5: 東京工業大学，6: ハワイ大学，7: ノースカ
ロライナ大学，8: ジョージ・メイソン大学，9: 大分大学

参考文献
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[2] Plavchan, P., et al.: 2020, Nature, 582, 497.
[3] Hirano, T., et al.: 2020, ApJL, 899, L13.+6.8
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図1．AU Mic bのトランジット周辺の視線速度変化（[3]の図を一部改変）．
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　日本の小惑星探査機「はやぶさ2」は2014年に打ち上げ
られ、2018年から2019年にかけて小惑星リュウグウを探査
した。探査機には小惑星に対する探査機の位置を正確に決
める事と、表面地形を観測する事を主な目的としてレーザ
高度計（LIDAR）が搭載されている。レーザ高度計はレー
ザを照射し、天体表面で反射された光を受光望遠鏡で検出
して光の飛行時間から距離を測定する観測装置である。探
査機に搭載される光学機器は打ち上げの衝撃などで視野の
方向がずれる可能性がある。その結果、小惑星上のLIDAR
の観測点が予測と異なる場所である可能性があり、探査機
の位置決定に直接影響が出る。そのため、我々は小惑星観
測期間中に得られたONC-Tと呼ばれるカメラの画像デー
タとレーザ高度計による地形データを比較し、カメラと
レーザ高度計の相対的な視野方向を求め、探査機に対する
レーザ高度計の受光望遠鏡の視野方向を決定した [1]。
　我々はまず、ほぼ一定の高度で得られた147枚のカメラ
画像と、同時刻に得られたLIDARによる地形データを比
較して画像の中のLIDARの視野中心を推定した。さらに、
より低高度で得られたデータで確認した。図に低高度で得

られた地形とカメラ画像の比較例を示す。はやぶさ2探査
機は小惑星から高度がほぼ一定の地点に滞在するため、小
惑星の自転により、ほぼ同じ緯度を図の右から左に視野が
移動する。探査機位置が時間的になめらかに変化すること
を仮定して、観測された距離を地形の高度に変換したもの
が上図である。地形を反映した時間的に変化する凹凸が見
える。下の図はこの期間中に撮影された2枚の画像を合成
したものである。複数の岩（ボルダー）がレーザ高度計の
視野方向と考えられる場所に分布している。カメラ画像が
時間的に連続して得られていた時間帯（図中の2と3）、お
よび短時間にレーザ高度計の高度が急激に変化した時間帯

（図中の9）に特に着目して事前に行ったボアサイト位置が
正しいことを確認した。
　更に、小惑星近傍観測の1年半の間は小惑星の太陽から
の距離に応じて温度環境が変わったため、その間も望遠鏡
アライメントは変化しなかった事を地形と画像の比較、探
査機温度分布をもとに考察した。最後に、推定したアライ
メント方向の誤差を主に画像情報の読み取り誤差に起因す
ると仮定して見積もった。最終的にレーザ高度計のアライ

メント推定誤差に対応する、視線
方向に垂直な探査機位置誤差を高
度1 km、5 km、20 kmでそれぞれ0.4 
m、2.1 m、8.6 mと推定した。本研
究で用いた手法はボルダー等の特
徴的な地形があれば、簡易なレー
ザ高度計に対しても容易に行える
ため、火星衛星探査計画（MMX）
等の近い将来の探査計画でも有効
であろう。

はやぶさ2搭載レーザ高度計のアライメント推定
野田寛大 1、千秋博紀 2、松本晃治 1、竝木則行 1、水野貴秀 3、杉田精司 4、阿部新助 5、荒木博志 1、浅利一善 1、
長勇一郎 4、藤井 淳 3、早川雅彦 3、樋口有理可 6、平田直之 7、平田 成 8、本田親寿 8、本田理恵 9、石原吉明 3、
亀田真吾 10、菊地翔太 3、神山 徹 11、松岡 萌 3、三桝裕也 3、諸田智克 4、中澤 暁 3、小川和律 3、尾川順子 3、
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図1．レーザ高度計の距離から求めた地形
（上）とカメラによる画像の比較（下）．
小惑星の自転により，観測点は図の右か
ら左に移動する．論文 [1]から引用．
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リチウムの極端な増加を示す赤色巨星の進化段階を解明
YAN, Hong-Liang1、ZHOU, Yu-Tao1、ZHANG, Xianfei2、LI, Yaguang1、GAO, Qi1、SHI, Jian-Rong1、

ZHAO, Gang1、青木和光 3/4、松野允郁 4/5、LI, Yan6、XU, Xiao-Dong1、LI, Haining1、
WU, Ya-Qian1、JIN, Meng-Qi2、MOSSER, Benoit7、BI, Shao-Lan2、FU, Jian-Ning2、PAN, Kaike8、

須田拓馬 9、LIU, Yu-Juan1、 ZHAO, Jing-Kun1、LIANG, Xi-Long1

1: 中国国家天文台，2: Beijing Normal University，3: 国立天文台，4: 総合研究大学院大学，5: University of Groningen，6: Yunnan 
Astronomical Observatory，7: LESIA, Observatoire de Paris，8: Apache Point Observatory，9: 放送大学

　太陽のような比較的軽い星が進化した段階である赤色巨
星のなかにはリチウムを異常に多く含む星が見つかってお
り、その形成メカニズムが大きな謎となっている。我々は
分光探査によって多数の赤色巨星を調べ、表面組成と内部
構造の測定により、極端に高いリチウム組成を持つ星は中
心部でヘリウムの核融合を起こしている進化段階（クラン
プ星）にあることを明らかにした [1]。
　太陽程度の質量の星は、核融合によって中心部の水素が
ヘリウムにかわってしまうと、ヘリウムを主成分とする中
心部の周辺で起こる水素の核融合が星を支える赤色巨星の
段階に移行する。この際に星の表面付近の対流が活発にな
り、内部の物質と表面物質がよく混ざった状態となる。リ
チウムは250万度以上になると壊れてしまう元素であるた
め、高温となる星の内部では定常的には存在せず、対流の
活発な赤色巨星においては表面でもリチウムの量が少なく
なることが知られている。ところが一部の赤色巨星ではリ
チウムの量が予想よりも何桁も多くなっていることが知ら
れている。この研究で対象としているような明確なリチウ
ム過剰星は、赤色巨星のなかで1パーセント程度存在して
いると見積もられている。
　最近の観測で、この異常なリチウムの増加を示すのは、
赤色巨星のなかでも中心部でヘリウムが核融合を起こして
いる段階の星（クランプ星）であることを示唆する結果が
得られている。しかし、色と明るさではクランプ星と赤色
巨星（中心部の周辺で水素が核融合を起こしている段階の
星）の進化段階を見分けるのは容易ではなく、決定的な結
論が得られていなかった。これを見分けるには、星の表面
の振動を測定することによって内部構造を調べる星震学が
有効であり、宇宙望遠鏡による長期にわたる精密な測光観
測によってこれが可能となってきている。
　我々は中国の分光探査望遠鏡LAMOSTの観測でリチウ
ムの多い赤色巨星を多数発見し（図1）、そのうち 134天体
について、ケプラー衛星のデータに基づいた星震学の手法
によって進化段階を特定した。その結果、その多くが中心
部でヘリウムの核融合を起こしているクランプ星であるこ
と、そのなかでも、リチウム組成が極端に高い星はクラン
プ星に集中的に現れることが明らかになった。さらに、す
ばる望遠鏡高分散分光器を用いて26天体について精度の高
い分光観測を行い、信頼性の高いリチウム組成を得て上記

の結果を裏付けた（図1）。なお、最近の別の研究でも赤色
巨星におけるリチウム組成が大規模に調べられ、クランプ
星で一般的にリチウム組成が高くなっているという結果が
報告されている [2]。
　進化の進んだ段階におけるリチウムの異常な増加は、星
の構造や進化を理解するうえで基本的な問題が依然として
残されていることを示している。赤色巨星の最終段階であ
るAGB星を除き、進化の進んだ段階におけるリチウム増
加のメカニズムには今のところ有力な説明がない状況であ
るが、多くの星がクランプ星であることがわかったことは
強い観測的制約となる。

参考文献
[1] Yan, H.-L., et al.: 2021, Nature Astron., 5, 86.
[2] Kumar, Y. B., et al.: 2020, Nature Astron., 4, 1059.

図1．リチウムのスペクトル線の例（上が LAMOST，下がすばる望遠鏡
によるデータ）．リチウム過剰な星（下側）と普通の星を比較している．
LAMOSTではLi過剰な進化の進んだ星を455天体検出し，うち134天体に
ついて星震学で進化段階を特定でき，そのうち86 %がクランプ星である
ことが明かになった．
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開口能率の因子分解：ビーム結合と2種類のスピルオーバー
永井 誠 1、今田大皓 1、奥村大志 2

1: 国立天文台，2: 筑波大学

　開口能率は、電波望遠鏡の性能評価に使われる重要な特
性の1つである。入射する一様平面波と給電部のガウス型
ビームが円形開口において理想的に結合する場合の開口能
率はよく知られているが、広視野化・高周波数化・広帯域
化していく次世代電波望遠鏡の開発においては、より一般
の状況で開口能率の振る舞いを理解し設計に反映させてい
くことが望まれる。この動機の下に我々は、一般の開口ア
ンテナの開口能率が、受信スピルオーバー能率・ビーム結
合能率・送信スピルオーバー能率の3つの幾何学的因子と
損失の因子の積で与えられることを導出した [1]。
　電波望遠鏡の多くは高指向性の反射鏡アンテナとして作
られていて、主鏡と副鏡を持つ。さらに下流にビーム伝送
系を持つものも多いが、このような複数の反射鏡から成る
電波望遠鏡は、図1のような2つの開口を直列に持つアンテ
ナとしてモデル化できる。この系の開口能率ηantを1）、第1
の開口でのビーム結合として計算すると、よく知られてい
るように、テーパー能率とスピルオーバー能率ηspの2つの
因子の積となる。より一般に、ビームが開口に対して垂直
から少しずれて入射する場合なども含めて、これを次のよ
うに書くことができる。

(1)

ここで、θ はビーム入射角、ηbcp,1は第1開口における振
幅・位相・偏波を含めたビーム結合の効率である。これに、
ビーム伝送系上でビームの結合が保たれるというビーム結
合定理を適用すると、開口能率ηantを、第2の開口でのビー
ム結合として表すこともできる。

(2)

ここで、ηsp,1→2は第1開口から入射した電力のうち第2開口
を通過する割合、ηbcp,2は第2開口におけるビーム結合能率、
ηsp,2←tx は第2開口までで生じるスピルオーバーである。最
初の因子ηsp,1→2は従来の議論では現れてこなかったものだ
が、受信するべき電力の取りこぼしに相当するので、受
信スピルオーバー能率と呼ぶことができる。これに対し
てηsp,2←tx は送信スピルオーバー能率と呼ぶことができる。
この因子分解は具体的な系を使った物理光学シミュレー
ションでも裏付けられた。
　受信スピルオーバーは、図2のようなカセグレン式アン
テナでは、主鏡で反射した入射光線のうち、副鏡から逸れ

てしまうものに対応していると解釈できる。
　開口能率の因子分解は、望遠鏡の瞳で考えるのが最も自
然である。瞳においてこれらの因子を考えると、光学系の
収差の影響が及ぶのはビーム結合能率であることがはっき
りする。これを押し進めて、ビーム結合能率を収差と受信
機ビーム形状によって書き下すことができる [2]。これら
の成果は、アンテナの開口能率の理論的な扱いをより完全
なものにするだけでなく、電波望遠鏡の設計において強力
な基盤となる。

参考文献
[1] Nagai, M., Imada, H., Okumura, T.: 2020, IEEE Trans. Antennas 

Propag. (Early access), DOI: 10.1109/TAP.2020.3044381.
[2] Imada, H., Nagai, M.: 2020, Optics Express, 28, 23075.

1）開口能率が IEEE標準では“antenna efficiency”と呼ばれているため，[1]
ではこのように表記している．

図1．2つの開口を直列に持つアンテナ．1つ目の開口が主鏡，2つ目の開
口が副鏡に対応する．

図2．副鏡が絞りになっているカセグレン式アンテナ．（a）カセグレン焦
点までの光線の経路．（b）光線の経路を上流から下流へ描いたもの．天
体側からは，主鏡に映った副鏡が瞳として見える．
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電波望遠鏡の光学設計と収差論
今田大皓、永井 誠

（国立天文台）

　電波望遠鏡の観測効率の向上を目指して、広視野化や多
素子化が求められている。広視野の可視赤外線望遠鏡の光
学設計と同様、電波望遠鏡の広視野化にとっても幾何光学
が有用であることは経験的にわかっているが、幾何光学で
得られる物理量を電波望遠鏡の設計に活かしきれていない。
受信機（または受光素子）の性質の違いに起因して可視赤
外線望遠鏡と電波望遠鏡の性能指標が異なるためである。
結果、幾何光学を使いこなせないことで収差の相殺などの
見通しが難しくなり、高コストなビーム伝播の数値計算頼
みになっている。
　電波望遠鏡に搭載される受信機はCCDなどと異なり、
等方的な感度を持たず特定の方向に強く感度を持つ。この
ような受信機の性質を加味した性能指標の一つに開口能率
が挙げられる。これは、入射光のうち受信機に入るパワー
の割合を説明するテーパー能率1）と、受信機の広がった感
度分布のうち天体からの信号の入力に使われる部分の割合
であるスピルオーバー能率の積である。一方で、幾何光学
により評価できるのは各光線の光路長のばらつき、いわゆ
る収差である。我々は収差と開口能率を理論的に結びつけ
ることに成功した [1]。収差の影響が現れるのはテーパー
能率であり2）、受信機の感度分布と収差の関数として開口
能率を解析的に書き下した。その結果、基本モードのガウ
シアンビームで受信機の感度分布を近似できる場合、軸対
称光学系における最低次3）の球面収差とコマ収差を相殺す
る条件を導くことができた。興味深いことに、この条件は
幾何光学で知られているものと定性的に同じでも、受信機
の感度分布を考慮したことで定量的に異なる。
　図1に、球面鏡に平面波が入射角1°で入射し、ガウス型
の感度分布が鏡面上にできる場合の開口能率を示す。横軸
に感度分布の広がりの幅を取り、右にいくほど鏡に対して
感度分布は細くなり鏡の中心に集中している。この系では、
球面収差、コマ収差、非点収差が発生しており、青は光線
追跡で用いられるストレール比が最大になるよう受信機位
置を調整した場合、緑は開口能率が最大になるように受信
機位置を調整した場合を示す（赤は比較のために描いた無
収差の場合、紫はガウス像点に受信機を置いた場合の開口
能率である）。緑の例では、導出した収差の打ち消しの条
件を適用している。実線は [1]で構築した理論曲線、点は
電磁界シミュレーションによる計算結果である。青と緑の

曲線と点の差は0.1 %のオーダーであり、収差が小さい場
合に構築した理論が極めてよく機能していることがわかる。
また、図1の示す通り、ストレール比の最大化は開口能率の
最大化を必ずしも保証しない。
　受信機の感度分布はガウシアンビームの基本モードの場
合で例示したが、定式化はZernike多項式4）で展開すること
で行なっているから、展開係数さえ求められれば任意の場
合に計算できる。今後の展望として、実際的な受信機の感
度分布を計算に取り込み、光学設計を行なうのはもちろん
のこと、ビームパターンや偏光特性の予測に使えるように
拡張していきたい。

参考文献
[1] Imada, H., Nagai, M.: 2020, Optics Express, 28, 23075.
[2] Nagai, M., Imada, H., Okumura, T.: 2020, IEEE Trans. Antennas 

Propag. (Early access), DOI: 10.1109/TAP.2020.3044381.

1）開口照射能率（aperture illumination efficiency）など様々な呼び名がある．
2）より正確には、テーパー能率は入射光のスピルオーバー能率と，入射

光と受信機ビームの結合能率の二つに分解され [2]，収差の効果はビー
ム間の結合能率に現れる．

3）いわゆる，ザイデル収差である．
4）正規直交多項式である．

図1．開口能率の理論曲線と電磁界シミュレーションの結果（点）．横軸
は感度分布の広がりの幅である．
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　活動銀河中心核（AGN）は超巨大ブラックホール
（SMBH）への質量降着により輝く天体だと考えられており、
その中でも特に明るく、母銀河の星の光をかき消すほどの
ものはクエーサーと呼ばれる。クエーサーは SMBHの重
要な成長段階であると同時に、放射やアウトフローといっ
た様々な形で母銀河の星形成活動に影響を与えると予想さ
れており、銀河とブラックホールの「共進化」を考える上
でも重要な研究対象である [1]。
　では、こうしたクエーサーは、どういう条件下で発現す
るのだろうか？　有力なモデルには銀河同士の合体が駆動
する天体進化モデルが挙げられる [2]。これはガスに富む
銀河同士が合体することで効率良く角運動量を引き抜き、
中心SMBHへの質量降着を促進するモデルになっている。
これ以外にも、より静的な過程で銀河中心へガスを流入さ
せることも提案されている。いずれにせよ、鍵となるのは
銀河中心部に大量のガスが存在するか、より具体的に言う
と、銀河中心部のガス円盤（circumnuclear disk = CND）が
重力的に不安定になっているかどうかだと考えられている。
　そこで我々は、z ~ 0.06に存在するクエーサーと、赤方偏
移・星形成率・星質量でマッチした銀河（比較サンプル）
を4ペア用意し、ALMAを用いて観測した [3]。得た空間分
解能は数百パーセク程度で、これはCNDの典型的な大き
さに相当する。観測した輝線はCO(2–1)線で、銀河中心部
のガス質量の大半を担う低温分子ガスの測定に適している。
観測天体はSDSSカタログから選定した（図1）。
　結果、分子ガス質量の面密度を反映すると期待された
CO(2–1)の輝度分布には、クエーサーにおける「有意な強
度超過」は確認されなかった上に、むしろ星形成銀河に比
べて強度が低い傾向が発見された（図2）。ただし、この結
果を持って理論モデルが誤りであると結論するのは早計で
ある。たとえばクエーサーがもたらすアウトフローや、星
形成活動とクエーサーの発現の時差、さらにクエーサー
周りで期待される強力なX線による分子ガスの解離現象等、
CO輝線強度をクエーサーで低下させる可能性がいくつか
ある。今後さらなる観測を通じて、これらの可能性の切り
分けを試みる。

低赤方偏移クエーサーと星形成銀河における銀河中心核周円盤の
ガス質量の差異について

泉 拓磨 1/2、SCHULZE, Andreas1、SILVERMAN, John D.3、JAHNKE, Knud4、CEN, Renyue5、
SCHRAMM, Malte6、長尾 透 7、WISOTZKI, Lutz8、RUJOPAKARN, Wiphu9

1: 国立天文台，2: 総合研究大学院大学，3: 東京大学，4: Max Planck Institute for Astronomy，5: Princeton University，6: 埼玉大学，7: 
愛媛大学，8: Leibniz-Institute for Astrophysics，9: Chulalongkorn University

参考文献
[1] Kormendy, J., Ho, L. C.: 2013, Annu. Rev. Astron. Astrophys., 

51, 511.
[2] Hopkins, P. H., et al.: 2008, ApJS, 175, 356.
[3] Izumi, T., et al.: 2020, ApJ, 898, 61.

図1．観測対象天体．上段がクエーサー，下段がペア（赤方偏移，星質量，
星形成率で選定）となる通常の銀河．

図2．CO(2--1)輝線強度の半径方向の分布．赤線がクエーサー，青線がペ
ア銀河を表す．4ペア中でクエーサーの方が中心部のCO強度超過が見ら
れたのは1ペアだけであった．
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　活動銀河中心核（AGN）は超巨大ブラックホール
（SMBH）への質量降着により輝く天体だと考えられており、
その詳細な形成・成長過程の解明は現代天文学の重要課題
の一つである。その有力な形成シナリオに銀河同士の合体
が挙げられる [1]。しかし、このモデルに則ると、成長初期
段階のブラックホールは合体銀河が持っていた大量の星間
物質に埋もれてしまっていて静止系紫外線や可視光線では
発見することが困難であり、成長初期段階のSMBH探査の
大きな障壁となっていた。
　そこで我々は、ALMAを用いて遮蔽体となる星間物質そ
のものに刻印されたAGNの兆候を調べることにした。注
目するべき観測事実は、AGNは星形成活動に比べて遥か
に効率よくX線を放つという点である。近年の化学組成モ
デル計算では、X線照射下にある分子雲には、紫外線環境
下に比べて著しく異なる物理的・化学的性質が発現するこ
とが予言されている [2]。たとえば、CO分子はX線でより
効率良く解離や電離され、C原子やC+イオンの存在量が著
しく増加するだろう。
　この仮説を検証するため、我々はALMAを用いて近傍宇
宙のAGNであるNGC 7469に対し、高解像度（~100 pc）の
CO分子とC原子輝線の観測を実施した。ここで、CO分子
輝線は、12COの J = 1–0, 2–1, 3–2輝線に加えて、より光学
的に薄い13CO(2–1)輝線も含む。この結果、CO輝線強度は
銀河中心の核周ガス円盤（circumnuclear disk = CND）とそ
れを円環上に取り囲む星形成領域の双方から放射されてい
る一方で、C原子輝線は明らかにCNDに集中して存在して
いることが分かった。単一鏡観測に基づく他のAGN銀河
や星形成銀河の結果と輝線強度比を比較すると、このNGC 
7469-CND（AGN位置）での強度比超過は極めて著しいこ
とが分かる（図1）。得られた輝線比を非局所熱平衡条件下
での輻射輸送計算に基づくモデリングしたところ、AGN
周りでは、星形成領域に比べてC/CO存在量比が10倍程度、
さらにガス温度も数倍程度には上昇していることが判明し
た。これはX線照射により系の特性が大きく変えられてい
ると解釈でき、X-ray dominated region（XDR）のAGNにお
ける初の確定的な証拠だと言える [3]。この特性を逆手に
利用することで、星間物質に「埋もれた」AGNの発掘を進
めることができると期待している。

激変する超巨大ブラックホール周辺環境
—ALMAが捉えた星間分子破壊の現場—

泉 拓磨 1、NGUYEN, Dieu D.1、今西昌俊 1、川室太希 1、馬場俊介 1、原田ななせ 1、中西康一郎 1、
河野孝太郎 2、松下聡樹 3、HSIEH, Pei-Ying3、MEIER, David S.4、TURNER, Jean L.5、

道山知成 6、MARTÍN, Sergio7/8、高野秀路 9、WIKLIND, Tommy10、中井直正 11/12

1: 国立天文台，2: 東京大学，3: ASIAA，4: New Mexico Institute of Mining and Technology，5: UCLA，6: 北京大学，7: ESO，8: Joint 
ALMA Observatory，9: 日本大学，10: Catholic University of America，11: 関西学院大学，12: 筑波大学

参考文献
[1] Hopkins, P. H., et al.: 2008, ApJS, 175, 356.
[2] Meijerink, R., Spaans, M.: 2005, A&A, 436, 397
[3] Izumi, T., et al.: 2020, ApJ, 898, 75.

図1．C 原子と CO 分子を用いた輝線強度比の一例．ALMA で観測した
NGC 7469の比に加えて，単一鏡で観測したいくつかのAGNと星形成銀河

（空間分解していない）の例も示す．高空間分解能で選択的にAGN環境
を見たALMAでの測定値が著しく高いことが分かる．
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　活動銀河中心核（AGN）は超巨大ブラックホール
（SMBH）への質量降着により輝く天体であり、その中で
も特に明るく、母銀河の星の光をかき消すほどのものはク
エーサーと呼ばれ、宇宙史における SMBH進化や母銀河
との共進化を論じる上での重要な研究対象である [1]。こ
のクエーサーの発現に関する有力説には銀河同士の合体進
化モデルが挙げられる [2]。このモデルでは、成長最初期
のBHは大量の星間物質に埋もれているが、一度中心核が
点火するとアウトフローでその物質を吹き飛ばし、静止系
紫外線や可視光線で輝く通常のクエーサーに遷移する。こ
の遷移期は残存する星間塵の影響でクエーサーの「青い」
光が赤化しているため、「レッドクエーサー」と呼ばれ、
SMBH進化の重要な段階の一つとして興味深い。
　我々はすばる望遠鏡Hyper Suprime-Cam（HSC）とWISE
赤外線衛星のデータを組み合わせて、z > 6の初期宇宙での
レッドクエーサーを探査し、最遠方記録となる z = 6.72天
体（HSC J1205–0000）の発見に成功した [3]。そしてその
母銀河の星間物質（[CII]輝線と静止系遠赤外線連続波の放
射）の分布をALMAを用いて調査した。結果、J1205–0000
母銀河の [CII] 分布は非常に複雑な形態をしており（図
1）、直近の時代に何らかの活動現象（銀河合体やアウトフ

ロー）が母銀河スケールで発生したことを示唆している。
得られた（空間方向に積分した上での）[CII]スペクトルは
明らかに単一のガウシアンから逸脱しており（図2）、運動
学的にも活動現象が示唆された [4]。ただし、これが意味
するところが銀河合体なのかアウトフローなのかは現時点
では切り分けられていない。今後のさらなるALMAの高
解像度観測や、JWSTを用いた恒星分布の直接測定が重要
である。

最遠方レッドクエーサーの母銀河の高解像度ALMA観測
泉 拓磨 1、今西昌俊 1、川室太希 1、馬場俊介 1、伊王野大介 1、中西康一郎 1、尾上匡房 2、松岡良樹 3、

長尾 透 3、STRAUSS, Michael A.4、藤本征史 5、梅畑豪紀 6、鳥羽儀樹 7、上田佳宏 7、河野孝太郎 8、柏川伸成 8、
播金優一 8、SILVERMAN, John D.8、LEE, Kianhong8、峰崎岳夫 8、稲吉恒平 9、川口俊宏 10、岩沢和志 11、
井上昭雄 12、後藤友嗣 13、SCHRAMM, Malte14、SUH, Hyewon15、橋本拓也 16、橋本康弘 17、五十嵐 創 18、

LEE, Chien-Hsiu19、中野すずか 20、田村陽一 21、TANG, Ji-Jia22

1: 国立天文台，2: Max Planck Institute for Astronomy，3: 愛媛大学，4: Princeton University，5: Cosmic Dawn Center，6: 理科学研究所，
7: 京都大学，8: 東京大学，9: 北京大学，10: 尾道市立大学，11: Universitat de Barcelona，12: 早稲田大学，13: National Tsing Hua 
University，14: 埼玉大学，15: Gemini Observatory，16: 筑波大学，17: National Taiwan Normal University，18: Durham University，19: 
NOIRLab，20: 総合研究大学院大学，21: 名古屋大学，22: Australian National University
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[1] Kormendy, J., Ho, L. C.: 2013, Annu. Rev. Astron. Astrophys., 

51, 511.
[2] Hopkins, P. H., et al.: 2008, ApJS, 175, 356.
[3] Kato, N., et al.: 2020, PASJ, 72, 84.
[4] Izumi, T., et al.: 2021, ApJ, 908, 235.

図1．（上段）[CII]輝線，遠赤外線連続波，HSC yバンドの強度分布．[CII]
輝線分布は明らかに乱雑な形態をしていて , 何らかの活動現象との関連を
示唆する．（下段）上段左の [CII]分布の空間的に広がった箇所で測定され
たスペクトル．各地点で有意な信号が検出されていて , 空間構造の信頼性
を保証している．

図2．空間方向に積分した [CII]スペクトル．明らかに単一ガウシアン（上
段）では形状を再現できず，少なくとも二成分（下段）の放射構造があ
ることが示された．
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　本研究では、宇宙再電離期における星形成銀河の類似種
族として、赤方偏移3<z<3.7における極度に強い輝線を示
す銀河（EELG）の選択手法の開発、分光学的な同定、そ
してそれらの物理的性質の調査をおこなった [1]。サンプ
ルは、観測されたKsバンドフラックスにおける、恒星種族
の連続光のベストフィットモデルからの超過をもちいて選
択した。その結果、COSMOSフィールド内のUltraVISTA-
DR2のultra-deep領域 [2] において、0.3等分の超過量を主た
る基準に、仮に輝線が z>3の銀河の [O III] であった場合の
観測系での等価幅（EW）が~> 1000 Åと見積もられる240個
のEELG候補天体が得られた。続いて、23のEELG候補天
体を対象にSubaru/MOIRCSをもちいてHKバンドにおける
フォローアップ分光観測をおこなった。その結果、19天体
と2天体の候補が、z > 3の天体からの強い [O III]λ5007輝線
と、z ≃ 2にある天体からのHα輝線によるものであること
がそれぞれあきらかになった。これらの分光同定された z 
≃ 3.3のEELGの平均的な性質として、星形成銀河の主系列
よりも高い比星形成率（sSFR）を示すこと、E(B–V) ~< 0.1等
級と低いダスト減光量であること、また [O III]/[O II] 比が

~> 3と高いことがわかった。さらに、これらの z ≃ 3.3にあ
るEELGは、水素電離光子生成効率（ξion）が一般的によく
用いられている値（≃ 1025.2 erg−1 Hz）[3]よりも高くなって
いることから、周囲の星間物質を効率的に電離しているこ
とが示唆された。これらの物理的特性は、EELGが平均的
なSFGよりもイオン化パラメータが高く、紫外スペクトル
が硬い低金属量銀河であることを示唆しており、これはラ
イマン連続光（LyC）が検出されている銀河 [4,5]によく似
ている。EELGの中でも、[O III]/[O II]の値が大きいものは、
LyCの脱出についての調査をおこなうのに最も適した候補
であると考えられる（図1）。

赤方偏移3<z<3.7における極めて強い輝線を示す銀河種族の
広帯域フィルターを用いた選択手法およびその分光学的同定、

そして物理的性質についての研究
小野寺仁人 1/2、小山佑世 1/2、中島王彦 1/2、嶋川里澄 1、田中 壱 1、林 将央 1、

鈴木智子 3、播金優一 4、児玉忠恭 5、澁谷隆俊 6

1: 国立天文台，2: 総合研究大学院大学，3: フローニンゲン大学，4: 東京大学，5: 東北大学，6: 北見工業大学

参考文献
[1] Onodera, M., et al.: 2020, ApJ, 904, 180.
[2] Laigle, C., et al.: 2016, ApJS, 224, 24.
[3] Robertson, B. E., et al.: 2013, ApJ, 768, 71.
[4] Izotov, Y. I., et al.: 2018, MNRAS, 478, 4851.
[5] Nakajima, K., et al.: 2020, ApJ, 889, 161.
[6] Izotov, Y. I., et al.: 2016, Nature, 529, 178.
[7] Vanzella, E., et al.: 2016, ApJ, 825, 41.
[8] Vanzella, E., et al.: 2020, MNRAS, 491, 1093.

図1．EW（[O III]λ5007）と [O III]/[O II] の関係．z ≃ 3.3の EELG を緑丸で
示し，低質量（log M / M⊙ ~< 9）のEELGを四角で囲んである．スタック
したスペクトルから求めた値は，低質量のものは緑の六角形，質量の大
きなものは白抜きの緑の六角形で示した．五角形，菱形，および星印は，
これまでにLyCが検出されている銀河の文献値になっており，LyC脱出
率（fesc）で色付けしてあるが，それぞれ z ≃ 3.1のLyα輝線銀河 [5]，z ≃ 0.3
の低赤方偏移銀河 [4,6]，z = 3.2の高赤方偏移LyC銀河 [7,8] に対応してい
る．白抜きの灰色の五角形は，LyCが検出されなかった z ≃ 3.1のLyα輝
線銀河を示している [5]．
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Ⅱ 各研究分野の研究成果・活動報告

1　ハワイ観測所

1. ハワイ観測所スタッフ

　2020年度末の時点で、ハワイ観測所プロジェクトには、
これを本務とする研究教育職員22名（うち三鷹勤務7名、岡
山勤務2名）、技術職員4名、事務職員3名、特任教員7名（う
ち三鷹勤務4名、岡山勤務1名）、特任研究員9名（三鷹勤務）、
特任専門員17名（うち三鷹勤務12名）、事務支援員8名（う
ち三鷹勤務5名、岡山勤務3名）および、併任とする研究教
育職員17名（うち三鷹勤務14名、パサデナ勤務3名）、技術
職員3名（三鷹勤務1名、野辺山勤務1名、水沢勤務1名）が
所属している。また、ハワイ大学研究公社（R C U H）から
現地雇用職員が67名派遣されており、内訳は、支援科学者、
ソフトウェアや観測装置などを担当するエンジニアや、施
設、機械、車両、実験室の技術者、望遠鏡・装置オペレー
タ、事務職員、科研費雇用による研究者、ポスドク、大学
院生である。これらの職員が力を合わせ、望遠鏡、観測装
置及び観測施設の運用や、共同利用観測の遂行、開発・研
究、広報ならびに教育活動を行っている。

2. 主要な観測成果

　すばる望遠鏡を用いた観測によって、2020年度には以下
の例のような重要な研究成果が論文として発表された。

（1）最近発見された二つの若い惑星系を、近赤外ドップ
ラー分光装置 IRDを用いて精密視線速度測定をすること
により、この惑星系の惑星の公転軸と恒星の自転軸がほ
ぼ揃っていることを突き止めた。年齢2千万年程度の若
い惑星系で公転面の情報が得られたことは世界で初めて
であり、惑星系の進化の解明にとって非常に重要な成果
と言える。

（2）超広視野主焦点カメラHSCで撮影された高感度かつ
大規模な天体画像データと、機械学習に基づく新手法を
組み合わせることにより、現在の宇宙に残る、形成して
間もない銀河を複数発見することに成功した。そのうち

「HSC J1631+4426」と命名された銀河は、酸素含有率が
太陽の1.6パーセントと極めて低く、銀河における酸素含
有率の最低記録を更新した。酸素含有率がこれほど低い
ということは、この銀河にあるほとんどの星がごく最近
作られたことを意味している。

（3）高分散分光器HDSによる星の表面組成と内部構造の測
定により、極端に多くのリチウムを持つ赤色巨星は、中
心部でヘリウムの核融合を起こす進化段階にあることを
明らかにした。星の進化の研究に残された謎の解明に向
け、有力な手がかりとなる研究成果である。

（4）最新の極限補償光学装置SCExAOと高コントラスト
近赤外線面分光装置CHARISを組み合わせることにより、
これまでより効率的に恒星を褐色矮星などの周回する新
天体を発見することを可能にした。両者を組み合わせる
ことによって、これまでにない高いコントラストで天体
を撮像し、同時にそのスペクトルを観測することができ
るようになった。この手法によって、地球から約86光年
離れた太陽類似星を周る褐色矮星HD 33632 Abを発見し
た。我々の太陽系スケールの軌道を持ち、太陽類似星を
周る低質量天体が直接撮像された例はまた数少なく、今
回の発見は、そのリストに新たな天体を加えた。

3. 共同利用

　共同利用事業は、半年ごとに課題を公募して進めている。
公募期間は、上半期 2月1日－7月31日（S20A期）、下半期8
月1日－1月31日（S20B期）とした。公募は国立天文台三鷹
にて申請を受け付け、すばるプログラム小委員会が国内外
のレフェリー評価を参考にして公募課題を審査し採否を決
定する。S20A期53課題（ToO課題13.6夜を含め80.2夜）｛応
募総数145課題（330.93夜）｝、S20B期34課題（ToO課題6夜
を含め63夜）｛応募総数136課題（368.5夜）｝が採択された。
期間をまたぐ継続インテンシブ課題にS20A期11.5夜（4課
題）、S20B期11.5夜（4課題）が割当された。このほか、短
時間課題であるサービス観測枠での観測が9夜実施された。
S20A期およびS20B期において、（ハワイ大学時間を除く）
共同利用に採択された上記課題のうち、7件（S20A期5件、
S20B期2件）は外国人P Iの課題であった。共同研究者を含
む応募者の延べ人数は、国内機関に所属する者2379名に対
して海外機関に所属する者974名、採択課題の研究者延べ
人数は、国内859名に対して海外401名であった。 
　S20A期およびS20B期の共同利用観測者は、延べ389名

（うち外国人58名、三鷹キャンパスからのリモート観測者
169名）であった。国立天文台三鷹では、観測課題公募・
審査、国内の研究者による観測のための出張手続き、旅費
支給事務を行い、ハワイ観測所では、観測スケジュールの



II 各研究分野の研究成果・活動報告 045

作成、ハワイでの観測者の宿泊、交通、観測などの支援を
行っている。S20A期およびS20B期の共同利用観測は、ハ
ワイ大学時間を含めて、天候のファクタ、主鏡蒸着等の予
定されていたメンテナンスによるダウンタイムを除いて、
平均94.5 %の観測可能時間割合を達成した。装置トラブル
により約1.23 %、通信系トラブルにより約0.47 %、望遠鏡
トラブルにより約3.7 %、オペレーショントラブルにより約
0.1 %の望遠鏡時間が失われた。
　S20A期およびS20B期は、コロナウィルス禍のため、ほ
とんどの観測がリモートで行われた。ヒロ山麓施設からの
リモート観測は11.61夜（20課題）行われた。国立天文台三
鷹キャンパスからのリモート観測は山頂観測者に加えてリ
モート側でも観測者が参加する、または、三鷹リモートの
みに参加する形で64夜（HSC・IRD戦略枠課題を含め27課
題）行われた。ほかは基本的に画像会議システムのZoom
を利用し、S20Bからは円滑なリモート観測を支援するた
めのGen2拡張遠隔システム（GERS: Gen2 Extended Remote 
System）を公開し 79夜利用された。
　マウナケア山頂の望遠鏡群の資源を有益に利用するため
に行われているジェミニ望遠鏡およびケック望遠鏡との観
測時間の交換は、ケックとはS20A期7.5夜、S20B期4夜の
相互交換があった。すばる側からのジェミニ側の望遠鏡時
間利用はS20A期5.4夜、S20B期2夜（ファストトラック課
題を除く）であり、ファストトラック課題は、S20AとS20B
期を合わせて24.3時間（2.4夜相当）である。ジェミニ側か
らのすばる側の望遠鏡時間利用は S20A 期4.4夜、S20B期
3.6夜であった。

4. 望遠鏡のメンテナンスと性能向上

　2020年度の主な修理・保守・改修作業を以下に示す。

（1）望遠鏡駆動用電力増幅器の予防保守。
望遠鏡の安定運用を目的とした予防保守作業の一環とし
て、望遠鏡方位軸および高度軸駆動用リニアモータに電力
を供給している電力増幅器の消耗部品の交換を実施した。

（2）望遠鏡方位軸ケーブル巻取機構内の冷却水および静圧
オイル用ホース交換。

望遠鏡の方位軸ケーブル巻取り機構に収められている観
測装置冷却用冷却水ホース配管の一部に液漏れが発見さ
れたため、緊急修理として方位軸ケーブル巻取機構内の
ホース配管の交換を行った。

（3）主鏡アクチュエータ復旧。
すばる望遠鏡の主鏡を支え鏡面形状を制御しているアク
チュエータに問題が発生し停止した。問題となったアク
チュエータの状況は、観測運用に大きな影響が出る状態
にあったが、アクチュエータ構成部品の一部を分解・交

換することで、最小の観測時間損失で復旧を完了した。

（4）他の活動
山頂施設の大型無停電電源装置の更新、ドーム空調設
備の更新などに取り組んでいる。また、新しい観測装置
受け入れ作業、ドーム外壁の補修、望遠鏡・ドームの機
械系および電気系の定期保守や突発的な故障修理などを
行っている。一方で、国立天文台の「望遠鏡メンテナン
スグループ間連携」活動も開始した。この活動は、国立
天文台内の保有する望遠鏡保守に関するノウハウや保守
計画の共有化、観測所間で連携した保守の実行、評価、
改善活動を目的としている。

5. 装置運用・開発 

　2019年度末よりコロナウィルスの影響で休止していた観
測を2020年5月に再開し、2020年度は、以下の観測所機関装
置を共同利用に供した：超広視野主焦点カメラ（HSC）、微
光天体分光撮像装置（FOCAS）、高分散分光器（HDS）、近
赤外線撮像分光装置（IRCS）、冷却中間赤外線撮像分光装
置（COMICS）、多天体赤外撮像分光装置（MOIRCS）、お
よびレーザーガイド星補償光学システム（AO188/LGS）。
また持ち込み装置として、近赤外ドップラー分光装置

（IRD）、極限補償光学装置（SCExAO）、高コントラスト近
赤外線面分光装置（CHARIS）、および偏光瞳マスク干渉計 

（VAMPIRES）が共同利用に供された。上記のうち、レー
ザーガイド星については新しいシステムへのアップグレー
ドのためS19Bより一時的に運用を停止している。
　COMICS については S20A を最後に運用を終了した。
MOIRCSについては、一時（2年間）運用を休止し、類似
の機能を有する東京大学が開発した赤外線分光撮像装置
SWIMSをS21A期より共同利用に供するための準備を行った。
　既存装置のアップグレードとしては、AO188/LGSに使
用するより高出力20Wの新規レーザーシステムの導入が
続けられており、望遠鏡への取り付けに着手した。また、
レーザーガイド星運用のために必要なTBAD（航空機自動
検出システム）の導入については、チャーター飛行機を
使った最終試験を年度末に行う予定だったが、悪天候のた
め2021年度に延期された。MOIRCSの新しい分散素子は試
験観測で高い回折効率が確認され、S20B期には共同利用
観測で使用された。ナスミス赤外焦点の複数の観測装置を
短時間で切り替えたり同時に使用することを可能にする

「ビームスイッチャ―」については、オーストラリアのマッ
コーリ―大学と共同で詳細設計を進めた。

6. 計算機システム
 
　すばる望遠鏡のコンピュータとネットワークシステムは、
コロナウィルス禍への対応のため、管理方法が大きく変化
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した。システムの信頼性は依然として高いレベルを保って
いるが、完全なリモートワークに適応するための試みとし
て、計算機およびデータ管理部門（以下、計算機部門と
略す）はサーバーやサービスのリモート管理、エンドユー
ザーがアクセスする重要なネットワークサービス、エンド
ユーザーの問題に対する高いレベルでのアクセス性の維持
に焦点を移した。コロナウィルス禍によって在宅勤務が推
奨された間、計算機部門は山頂施設のVoIP電話、Microsoft 
365の評価、内部リソースへのエンドユーザーの安全なア
クセス機能の向上、通知によるシステムの監視、コンテン
ツ管理システムの更新、カスタムWebアプリケーションの
移行といったプロジェクトを計画することができた。
　在宅勤務推奨期間中は、観測所外から内部リソースへの
アクセスが計算機およびデータ管理部門の主な関心事と
なった。異なる外部ネットワーク接続にSSL VPNデバイ
スを使用することで、信頼性の高いアクセスを実現した。 
ネットワークへのアクセス性を定義するために利用者の役
割（ロール）と同一の認証ポリシーが適用される範囲（レ
ルム）が作成され、PFSやSCEXAOなどのコラボレーショ
ングループに適用された。計算機部門はこの期間、現在
利用しているGoogle AppsからMitakaが提供するMicrosoft 
365への移行シナリオの評価と計画も行った。完全な移行
は2021年度内に行われる予定である。また、VoIP電話シス
テムの導入がデイクルーのサポートにより完了した。所内
で作業による導入費用の大幅削減をしつつ、サポートの切
れた古い電話システムの更新ができた。
　STN5のレンタルシステムは、すばる望遠鏡のコン
ピューティングとネットワーク環境の中核を担っている。
サブシステムの観測所運用、仮想環境、共通データ解析、
STARSは、安定した信頼性を保っている。計算機部門は、
機器の利用率を上げる方法を常に検討しており、仮想マシ
ンの導入を増やしたり、異なる OS 技術を試したりしてい
る。計算機部門は、2023年に予定されている次のSTNシス
テムを見据えて、現行システムの評価を継続しており、新
しい展開戦略や物理的なサイズを検討している。STN6と
ともに、計算機部門は高速100 Gpbsネットワークの研究と
計画に参加しており、協力している学術機関を通じてハワ
イと日本の間で提供されている100 Gbpsインターネット接
続にもアクセスしている。
　計算機部門は、ヒロと三鷹の担当者と密接に協力しなが
ら、三鷹リモート観測システムとMASTARSのサーバーの
サポートを行っている。三鷹リモート観測システムは、す
ばる望遠鏡やヒロ・リモート観測システムとほぼ同じ観測
制御システムである。ハードウェアのメンテナンスや重要
なソフトウェアの更新、次の観測期間に向けた準備、観
測中の観測者のサポートなど、三鷹、計算機部門、ソフ
トウェア部門の管理者が共同で作業を行った。MASTARS
は、STARSと同一のデータアーカイブとして機能している。
MASTARSのスタッフは、毎週観測フレームの検証を行い、

すべてのデータが正しく複製されていることを確認した。
矛盾があれば報告され、迅速に更新が行われた。ほかにも、
ヒロにあるHSCとPFS解析クラスター、プロポーザル管理
システム（ProMS）、すばる望遠鏡プログラム小委員会と共
同利用プロポーザル審査員のコミュニケーションをサポー
トするウェブベースのシステム（PRORES）、観測所ビジ
ター（観測者、技術者、契約業者など）をサポートするた
めのオンラインビジターフォームなどのカスタムウェブア
プリケーションに対し、他の部門と様々な協力を行ってい
る。すばる望遠鏡では、HSCQ（HSC Queue observation）と 
HSCOBSLOG（HSC Observation Log）というウェブベース
のアプリケーションのサポートを継続している。

7. 大学院・大学教育

　総研大併任でハワイ勤務となっている研究教育職員は9
名であった。ハワイ観測所の教員（併任を含む）が主任指
導教員となっている総研大院生は9名であり、国立天文台
の総研大院生全体26名の1/3以上を占める。そのうちハワ
イ観測所が本務の教員の院生は7名であった。
　2020年度はハワイ観測所として3名の大学院生のヒロで
の長期滞在を受け入れ、そのうち2名は総研大の院生で
あった。このほか、ハワイ観測所三鷹においても大学院生
教育が活発に行われている。日本全国では、すばる望遠鏡
などを用いた研究によって学位を取得した大学院生は修士
が16名、博士が4名であった。そのうちハワイ観測所三鷹
関係者はそれぞれ1名と2名であった。総研大の新入生に対
して、すばる観測実習（10月、2名参加）を、コロナの状況
を勘案して三鷹からリモートで行った。全国の学部学生を
対象としたすばる体験企画実習は、今年度はコロナによる
ハワイ渡航制限等の理由から実施できなかった。また、ハ
ワイ観測所や三鷹では、種々のセミナーを、国立天文台の
他部局や近隣の大学などとも合同で、今年度は主にリモー
トで開催した。

8. 広報・普及活動

　ハワイ観測所では、広報室を設け、2つの基本的な活動を
展開している。
　第1は情報発信である。すばる望遠鏡により得られた科
学的な成果や観測所の活動を広くお知らせするよう、ウェ
ブページを作成し、メディアへの情報提供、記者会見など
の情報公開活動を行っている。2020年度は観測成果発表38
件（和文19件、英文19件）、装置開発を含む観測所の活動
紹介やお知らせ46件（和文22件、英文24件）などのウェブ
ページ掲載を行った。内容に応じて、日本やハワイ島地
元のメディアへの働きかけを行ったほか、アメリカ天文
学会を通じた世界的なネットワークにも情報を流してい
る。多くの結果が、日本の新聞や地元新聞およびウェブで
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のニュースに取り上げられた。2020年度の日本国内での新
聞掲載数は67件であった。また、すばる望遠鏡の一般向け
ウェブサイトを全面的にリニューアルした。ウェブサイト
へのアクセス（ページビュー）数は1日あたり平均19,000件
と、多くの方から閲覧されている。合わせて、近年大幅に
普及しているソーシャルメディアによる発信にも力を入れ
ている。ツイッターのフォロワー（購読者）数は59,000人
を超えた。これに引き続き、2021年3月には一部サイトの
スマートフォン対応化を実施した。さらに、ツイッター・
フェイスブック・ユーチューブによる情報発信と、このた
めの写真・動画などの素材作成にも注力している。取材対
応や報道機関からの問い合わせへの対応（7件）、地元の教育
機関などからの各種の要望や質問への対応も継続している。
　第2は、ハワイ観測所の存在やその活動を地元で理解し
ていただくための広報普及活動である。これは、次世代プ
ロジェクトを含めて、地元に受け入れてもらう、または受
け入れてもらいながら安定的に活動を継続していくために
重要である。これまで、オニズカ・サイエンス・デー＠ハ
ワイ大学（2000年から開催）、アストロデー＠ショッピン
グモール（2001年から開催）、七夕星まつり＠イミロア天
文学センター（ヒロ）（2017年から開催）など小学生、中
学生、高校生などを対象としたワークショップ、展示、ハ
ンズオンなどのアクティビティが、ハワイ島で毎年開催さ
れ、ハワイ観測所も多数の職員を派遣して協力してきた。
2020年度は、残念ながら、コロナウィルス禍のため、こう
した地元イベントの多くが中止になったが、ジャーニー・
スルー・ザ・ユニバース（2006年から開催）はオンライン
で行われた。このイベントは、マウナケア天文台職員が小
学校から高校まで出前授業をオンラインで行うもので、ハ
ワイ観測所からは10人のスタッフが、50余りのクラスに参
加した。日本で開催された「大学共同利用機関シンポジウ
ム」や、ハワイで開催された「ハワイ島キャリア・エキス
ポ」には、ビデオ講演や特設ウェブサイトを使った展示で
参加し、一般参加者から好評を博した。ハワイ日系人連合
協会が主催した「月見の会」では、ハワイ観測所長がすば
る望遠鏡による最新の科学成果などについてオンラインで
講演した。そのほか、子供向けの映像作品の制作・配信な
ども進めた。コロナウィルス禍は、施設見学・訪問にも影
響を与えており、ハワイ州の住民向けに毎年実施してきた、
すばる望遠鏡を含めたマウナケアの観測所群の特別な見学
プログラムや、ハワイ観測所施設の見学・訪問については、
2020年度は中止を余儀なくされた。すばる望遠鏡（山頂施
設）の一般見学プログラムについては、諸般の事情により
2020年度から休止している。
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1. 45 m電波望遠鏡

（1）共同利用
　第39期共同利用観測を、予定通り2020年12月1日から開
始した。採択件数は以下のようであった。「一般」枠は、国
外2件（応募5件）を含む13件（応募25件）、「GTO観測」枠
と「ラージプログラム」枠は応募がなかった。そのほかに、
VLBI共同利用観測が4件（応募8件）採択された。
　リモート観測による共同利用観測を、三鷹、VERA入来
局、VERA水沢局、鹿児島大学、九州大学、大阪府立大学、
京都大学、上越教育大学、名古屋大学、理化学研究所、慶
應義塾大学、芝浦工業大学、北海道大学、ASIAA（台湾）
から実施した。

（2）装置改修・開発

（a）新規の開発項目
　科研費基盤 S 「重水素分子で探る星形成の極初期」（代
表：立松健一）の科学的目標を達成するための次世代の高
感度広帯域受信機（72–116 GHz帯7ビーム3帯域両偏波受信
機）の開発を進めている。

（b）採択されている装置プロポーザル
　現在継続中の案件は以下の5件である。
・3バンド同時受信VLBI（HINOTORI）
・周波数モジュレーション局部発振FMLO
・バンド1（30–50 GHz）受信機
・Millimetric Adaptive Optics: Development of a Wave-front 

Sensor
・MKID を用いた100-GHz 帯109素子電波カメラによる銀

河面掃天観測と銀河の観測的研究

（c）保守、改修
　45 m望遠鏡および搭載する各種装置の保守整備を以下
のように実施した。
・定期保守、予防保守を行った。
・連続波ミリ波校正装置（LD1）の更新を完了した。
・リモート観測のための気象警報システム（雪・強風）を

組み込んだ。
・アルマプロジェクトと共同開発したCASAによるパイプライ

ン・データ解析が完成し、パイプライン処理されたFITSが
Nobeyama-45m Science Data Archiveにて公開された。

・海外からの観測に対応するための観測指示書作成ツール
の開発を進めている。

（3）研究成果
　45 m電波望遠鏡をもとに、2020年度39本の査読論文が出
版された。

（3-1）長期共同利用の成果

（a） 野辺山プランク・プロジェクト（代表：立松健一）
　早期型分子・晩期型分子・重水素を含む分子を観測す
ることにより、星形成がどのように開始するかを調べ
た。観測対象は、オリオン座分子雲、およびその他の様々
な環境の分子雲である。野辺山45 m電波望遠鏡を使って
Planck Galactic Cold Clump 内にある分子雲コアを観測し

（2017–2018年度）、この度、星形成の開始時の化学進化的
指標として有効な分子の重水素割合を用いたカタログを完
成させた。次に、星の誕生に近いと思われる2つの分子雲
コアを、アルマ望遠鏡のモリタアレイで観測した。その結
果、1つの天体で、星の誕生に導くメカニズムとして有力な、
質量降着運動を発見した。2020年度は、本研究から査読論
文を3本出版した（Tatematsu et al. 2020; Ge et al. 2020; Kim et 
al. 2020）。

（b）銀河中心（代表：竹川俊也）
　2019年から、銀河系中心の分子ガス密集領域である
Central Molecular Zone（CMZ）における高密度分子雲や衝
撃波領域の探査を目的として、ミリ波帯の分子スペクトル
線を用いた大規模サーベイ観測を行っている。2020年度の
観測では、SiO J=2–1, H13CN J=1–0, CS J=2–1輝線を用いた
イメージング観測が完了し、CMZ全体にわたる高密度分
子ガスの空間 -速度構造を、かつてないほど詳細に描き出
すことに成功した。この観測により、l=1.3º領域および l = 
−1.2º領域においてSiOが非常に強く検出され、そこには複
数の膨張シェル構造が付随することが明らかとなった。す
なわち、これらの場所において過去に複数の超新星爆発が
起こった可能性があり、埋もれた大質量星団の存在が示唆
された。本研究成果は、9月に行われた「Nobeyama Science 
Workshop 2020」をはじめとした複数の研究会にて報告され、
また、ApJ誌の査読論文（Tsujimoto et al. 2021）として出版
されている。

（3-2）レガシー観測および共同利用一般枠の成果
　Andreaniほかは、近傍銀河を観測し、分子ガス密度の進
化研究に利用できる、分子ガス質量関数を求めた。荒木
ほかは Sagittarius B2(M) 方向の CH3CN の観測を行い、運
動温度などの物理パラメーターを決定した。今井ほかは、
IRAS 18286－0959方向で新しい高速度H2O メーザーを発
見した。木下ほか、河野樹人ほか、西村ほか、下井倉ほ

2　野辺山宇宙電波観測所
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か、坪井ほかは分子雲衝突の証拠を得た。横塚ほかは天の
川銀河系円盤部で、高速度分子ガスの探査を行った。諸隈
-松井ほかは近傍銀河の分子ガスの性質を統計的に研究し
た。祖父江らは、CO-to-H2変換ファクター、電波の弱い超
新星残骸を研究し、また、COシェル・キャビティのカタ
ログを作製した。坪井は銀河系中心ローブの西側を研究し、
その正体を巨大HII領域とした。矢島ほかは、近傍銀河の 
12CO(J = 2–1)/12CO(J = 1–0)を研究し、この比が星形成率、
赤外線カラーと正の相関をし、分子depletion時間とは負
の相関をすることを示した。竹村ほかはCARMAと野辺山
45 mのC18O (J = 1–0)データを結合し、Orion Nebula Cluster
領域で 692個の分子雲コアを同定し、コア質量関数を求め、
現在の恒星初期質量関数を再現するためには、さらなる
質量降着が必要であると結論付けた。 谷口琴美ほかは3つ
の大質量原始星近傍のホット・コア領域において、CCH/
HC5N比に基づき炭素鎖分子に関連する化学反応を、そし
てHC3N の13C同位体比を研究した。

2. 大学の支援

（1）SPART（大阪府立大学）
　金星には紫外線領域に未解明の吸収特性があり、雲の高
度に微生物が残存している可能性も議論されている。地
球型惑星の大気の生命圏環境や主星の活動の影響を理解
する上で、金星大気の物質循環の掌握は急務の課題であ
る。2020年度はSPART（旧野辺山ミリ波干渉計のF号機）
と ALMA を用いて12CO、13CO の200 GHz 帯のスペトル線
の解析から、非質量性同位体分別による13C/12C比の高度
依存性を調べ、紫外線の金星大気への侵襲の影響を調査し
た。また今期、太陽活動のCycle 25で活発化の兆しがみら
れ、SPARTでは、呼応して金星の高度80 kmのCO混合比が
低下する様子を捉え、両者の反相関の変動の傾向が確実な
ものとなった。VEXやあかつき衛星、ALMAのSO2の時空
間変動も考慮し、大気ダイナミクスと塩化物の触媒によっ
て CO+O2+H2O+SO2+photon → CO2+H2SO4などの化学反応
ネットワークが駆動される金星大気の物質循環のモデルを
提言した。 
　太陽活動が金星大気に与える影響を捉えた今季の観測
の成功をもって、SPARTは2021年3月に幕を下ろす運びと
なった。一方で、本研究で確立した惑星大気観測専用の
ヘテロダイン分光の手法・技術は、戦略的火星探査：周
回・探査技術実証機による火星宇宙天気・気候・水環境探
査（MACO）計画（第24期学術の大型研究計画に関するマ
スタープラン、学術大型研究計画 区分 I、計画番号96）や、
NASA、JAXAほかが推進するMars Ice Mapper計画において、
日本の搭載測器の重要な候補として、現在、計画・検討が
進んでいる。本年度は、SPARTに関わる、修士論文が1篇、
天文学会や JPGU-AGUで5件、国立天文台研究集会や ISEE
研究会で2件、43th COSPARで2件の関連講演が行われたほ

か、関連の惑星観測のための偏波分離器の査読論文が1篇
（Hasegawa et al. JIMTW,2021）出版された。夏季の特別公開
では動画配信によるSPART電波望遠鏡の紹介を実施した。

（2）1.85 m電波望遠鏡（大阪府立大学）
　1.85 m電波望遠鏡では、230 GHz帯の一酸化炭素分子同
位体スペクトルによる、銀河面に沿った分子雲の広範な
サーベイを行ってきた。2018年度からは、JSPS（新学術
領域研究）の支援を受け、新たなプロジェクトを開始した。
このプロジェクトでは、望遠鏡を標高2400 mのチリのアタ
カマ高地に移設し、超広帯域受信機（230–345 GHz）を開
発・搭載することにより、南天の銀河面やマゼラン雲など
の大規模な分子雲観測を行う。この移転に備えて、2019–
2020年度は、望遠鏡システムやレドームの更新、NAOJの
ATCと共同での超広帯域受信機の開発・試験などを実施し
た。230 GHz、345 GHz帯の超伝導受信機、およびその周波
数帯域（210–375 GHz）をカバーしたホーン、4–21 GHzをカ
バーする中間周波数（IF）帯回路、を用いて受信機システム
を構築し、それぞれの周波数帯で12CO、13CO、C18Oの合計
6分子輝線の同時観測可能なシステムの実験室実験、およ
び、1.85 m望遠鏡に搭載しての試験観測に成功した。いく
つかの星形成領域で6輝線のマッピング観測に成功してい
る。2020年度には、1.85 m望遠鏡で取得されたアーカイブ
データを用いた査読論文（Großschedl et al. 2021, Enokiya et 
al. 2021）2本と、装置開発や望遠鏡システムに関するSPIE 
Proceeding 5本が発表された。また、試験観測成功に関する
3本の論文（Nishimura et al., Masui et al., Yamazaki et al.）が
PASJに投稿された。

3. 広報

（1）野辺山地区の広報普及活動
　今年度の常時公開における年間の延べ見学者数は25,971
人であった。COVID-19拡大防止のため、公開エリアは屋
外のみとした。また、2020年3月7日より6月17日までの期
間の常時公開を休止した。COVID-19の状況により、現地
での職員による施設見学案内は2件、撮影・取材依頼は17
件に止まった。特に、職場体験学習、SSH等についての依
頼はなかった。取材対応は、研究成果、地元連携事業や

「長野県は宇宙県」の推進、観測所の紹介、経済難の状況
などが取り上げられた。特に、1年にわたる密着取材にて
作成されたテレビ信州のドキュメンタリー番組は、第57回

（2019年度）ギャラクシー賞（テレビ部門）大賞に輝いたこ
とで多くの反響をいただいた。
　常時公開のための施設の状況であるが、自然科学研究機
構野辺山展示室はCOVID-19拡大防止のため、閉館を余儀
なくされている。一方で、屋外見学施設の充実のために、
観測所の活動を紹介した構内パネルの大部分を更新した。
　野辺山特別公開は、COVID-19拡大防止のためオンライ
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ンで実施した。ライブ配信における同時接続数の最大値は
約820名、1か月後時点でのすべてのコンテンツ視聴回数の
合計数は約25,000回となった。
　他方、施設見学やイベント、さらに一般天文に関する内容の
質問電話にも対応しており、今年度は約210件の電話に対応し
た。うち電話取材は30件と例年より多くなっている。

（2）地域連携
　野辺山特別公開は、南牧村と長野県に後援をいただいて
オンラインにて開催した。一方で、野辺山3研究機関主催
の南牧村・川上村民向けイベント「地元感謝デー」、南牧村
観光協会主催の宙ガールイベント「手ぶらde星空観賞会」
は中止となった。その他、南牧村が主催した野辺山キャン
パス敷地内での星空撮影会の開催に協力した。
　2016年度に東京大学木曽観測所などと連携して立ち上げ
た「長野県は宇宙県」連絡協議会では、長野県や地域の施
設や団体などと協力して、COVID-19拡大防止のためオン
ラインイベントとして「『長野県は宇宙県』キーワードラ
リー2021」を開催した。また、2月6日には木曽文化公園で
のオンサイトとオンラインを組み合わせて第5回ミーティ
ングと公開講演会を行った。オンサイトでの参加者は居住
地域を限定した上で実施した。ミーティングには約30人が
参加し、これまでの活動報告と今後の活動について議論を
行った。一方で、公開講演会には木曽地域限定として約
100人の参加があった。さらにオンラインにて157人（ライ
ブ中の同時最大接続数）の参加があった。

（3）自然科学研究機構野辺山展示室
　自然科学研究機構野辺山展示室は機構本部や他の研究所
と協力し通年で開館をしていたが、今年度はCOVID-19拡
大防止のため閉館を余儀なくされた。合わせて展示室内で
の4D2Uシアターも実施することができなかった。一方で、
オンラインで実施する4D2Uシアターについて一般からモ
ニターを募集して3月に2度にわたって試験実施を行った。

4. 教育

　受託院生として、山口大学から修士課程の大学院生1名
を受け入れた。

5. その他の活動、人事異動等

（1）国立天文台と南牧村の相互協力に関する協定に基づく
活動
　国立天文台と南牧村は、国立天文台の研究成果の普及・
活動の促進および南牧村の観光・教育活動の促進のため、
南牧村が国立天文台野辺山宇宙電波観測所の施設を利用す
るにあたり、両者が相互に協力・連携するための協定を
2018年度に締結した。この協定に基づいて、南牧村振興公

社が有料ツアーとして受け入れを実施している。今年度は
商用撮影も含めて21件を受け入れた（申込は新型コロナで
キャンセルになったものを含め総計60件であった）。さら
に、南牧村によって観測所の支援を目的としたクラウド
ファンディング型ふるさと納税などによる募金活動が10月
19日より1月18日までの3か月にわたって実施され、目標金
額300万円の2倍以上の709万8919円が集まった。

（2）採用・転入
髙見　正咲　会計係長　信州大学より

（3）退職・異動
武田　清隆　会計係長　信州大学へ
Kim Gwanjeong　特任研究員　退職
濱田　要　　特任専門員　退職
菊池　剛　　業務支援員　退職　
日向　繁人　業務支援員　退職
藤　　茂　　業務支援員　退職

（4）ユーザーズミーティング
・2021年1月5日–1月7日　オンライン
　FY2020　ALMA/45m/ASTE Users Meeting（世話人：永井
洋、深川美里、伊王野大介、Alvaro Gonzalez、立松健一、鎌
崎剛（国立天文台））

（5）研究会報告
・2020年9月15日–9月16日　オンライン
　野辺山サイエンスワークショップ（世話人：谷口琴美

（学習院大）、竹川俊也（神奈川大）、中村文隆、立松健一、
（国立天文台）、土橋一仁（学芸大）、下井倉ともみ（大妻女
子大）、久野成夫（筑波大））
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　水沢VLBI 観測所は、VLBI（Very Long Baseline Interferometry: 
超長基線干渉計）の観測網を運用して共同利用に供すると
ともに、これらを用いて銀河系構造やメーザー天体、活動
銀河中心核などについて観測的研究を進めている。その主
力装置として4台の20 m電波望遠鏡からなるVERAを鹿児
島大学の協力のもと運用しており、また山口32 m電波望
遠鏡および茨城の日立・高萩32 m電波望遠鏡を、それぞ
れ山口大学と茨城大学と共同して運用し大学VLBI連携の
研究にも貢献している。さらに、VERAの望遠鏡と韓国の
VLBIネットワークであるKVN（Korean VLBI Network）を
結合したKaVA（KVN and VERA Array）や、日中韓の電波
望遠鏡で構成される東アジアVLBI（EAVN: East Asian VLBI 
Network）も定常的に運用し、国際的な共同利用に供してい
る。また、Event Horizon Telescopeプロジェクトのメンバー
機関として、ミリ波VLBIの推進にも貢献している。
　これらのVLBIに関わる活動に加えて、日本の正式な時
刻である中央標準時を決定する保時室や、地球物理の共同
研究に利用されている江刺地球潮汐観測施設などの諸施設
も運営するなど、幅広い役割を果たしている。

1. VERA

（1）運用・共同利用
　VERA 4局の観測運用は水沢にある網運用センター

（AOC）からリモート制御で行われ、2020年度は241回、
1,994時間のVLBI観測を行った。9月のアンテナの故障と
12月から1月の大雪による運用停止、数週間のメンテナン
ス作業等によって7週間ほどの運用停止があり、昨年度
よりも観測時間が約20 %減少している。実施された観測
は、天体までの距離を求めるための年周視差測定を行う
VERAのプロジェクト観測、メーザー天体および参照源候
補の連続波天体のフリンジ検出試験観測、測地観測、大学
連携VLBI観測等である。これに加えて韓国VLBI観測網

（KVN）とVERAの日韓合同VLBIアレイ（KaVA）や東アジ
アVLBI観測網（EAVN）の共同利用観測および試験観測が
行われており、これらについては次項で述べる。KaVAお
よびEAVNを除いたVLBI観測データは水沢相関局で相関
処理が行われ、大学連携VLBI観測については各観測者へ、
プロジェクト観測や測地観測については各解析担当者へ相
関データが提供されている。VERAの共同利用公募は同時
に公募されたEAVNの共同利用観測でVERAの観測モード
がほぼすべてカバーされることになり、EAVNへ提案が移
行されたため、実施していない。

（2）VERA科学成果
　2020年度の水沢VLBI観測所よる科学的成果として、合

計51本の査読論文が発表された。このうち9本は水沢VLBI
観測所員が筆頭著者として出版されている。また、5本の
論文が、鹿児島大学や総合研究大学院大学などの大学院
生が主著者として出版されている。内訳としては、VERA
によるアストロメトリ観測成果の論文が11本、韓国の
VLBI ネットワーク KVN と組み合わせた日韓合同アレイ
KaVAによる観測成果の論文が1本、Event Horizon Telescope

（EHT）関連の論文が9本、その他国内外VLBIによる成果
の論文が7本などとなっている。今年度は、8月に日本天文
学会欧文研究報告（Publications of the Astronomical Society of 
Japan, PASJ）において4回目のVERA特集号として計10本の
論文を発表したことが特筆すべき成果である。VERA特集
号では、2007年の最初のVERAによる位置天文計測成果の
論文以降に出版されたデータ、および新たに計測された21
天体を含め、計99天体の位置天文観測データを初のVERA
カタログとして取りまとめ、これを用いて太陽系から銀
河系中心までの距離を25,800光年、太陽系における銀河回
転速度を毎秒227 kmと決定した。また、VERA特集号では、
VERA観測データ解析のために開発されたソフトウェア
VEDAの開発、太陽系から30,000光年を超える遠方天体の
距離計測を通した精度検証など、銀河系位置天文観測プロ
ジェクトの基礎研究に関する論文も発表されている。また
これら以外に、VERA特集号では銀河系構造に関する論文
1本、星形成研究に関する論文2本、晩期型星に関する論文4
本が発表されており、VERAの目的として掲げられていた
様々な科学的成果が得られている。

2. 大学VLBI 連携観測

　大学VLBI連携観測事業（以下、大学連携）は、国立天
文台と6大学の共同研究として実施されている。日本VLBI 
観測網（JVN）は本事業においてVERAおよび大学・研究機
関（JAXA/ISAS、情報通信研究機構）が運営する電波望遠
鏡を組織化した観測網であり、6.7 GHz・8 GHz・22 GHzの3
バンドが利用可能である。2020年度は合計238時間のVLBI
観測を実施した。研究対象は大質量星形成領域の熱的放射、
ガンマ線放射に関する活動銀河核、メタノール・メーザで
ある。また茨城・山口の各局では単一鏡観測も多く行われ、
茨城局では JVNと連携した単一鏡観測をのべ4,000時間以
上行っている。
　2020年度は JVNが国立天文台のAプロジェクトとして
再定義された2年目にあたる。プロジェクトは3か年計画で、
時間領域VLBI天文学を推進することを目的とし、次の3つ
の研究目標を設定している。（1）メタノール・メーザの周
期的強度変動、（2）星形成直後の極超コンパクトHII領域、

（3）高エネルギー現象の時間領域VLBI天文学。これらの

3　水沢 VLBI 観測所
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研究においては、口径30 m級の大型望遠鏡を用いた少数基
線の観測を重視している。2020年度には星形成直後の極超
コンパクトHII領域を中心とした観測、またガンマ線放射
する活動銀河核の観測を中心に実施した。
　2020年度の1年間に発表された JVNに関連する研究成果
はTsubono et al. (2020)、Okada et al. (2020)であり、このほか
JVNグループ研究者が参加する論文が複数ある。また、国
際研究会13th East-Asian VLBI Workshopで複数の研究紹介
を行ったほか、山口大学 -茨城大学合同研究会など複数の
研究会を開催した。
　開発関連の研究では、今井裕氏（鹿児島大学）および新
沼浩太郎氏（山口大学）が科研費の基盤Aを取得し、野辺
山45 m電波望遠鏡のVLBI観測機能を高める研究を行った。
また茨城大学と山口大学の学生が大阪府立大学に出張して
指導を受け、自ら開発を行っている。これは大学連携が学
生教育にも貢献をしていることの表れといえる。

3. 日韓 VLBI・東アジアVLBI・ミリ波VLBI等の国際
観測

（1）運用 •共同利用
　VERA 4台と KNV 3台の電波望遠鏡からなる日韓 VLBI

（KaVA）と、さらに国内の野辺山45 m、山口および日立・
高萩32 m、中国の天馬局65 m、余山25 m、南昌局26 mが加
わる東アジアVLBI観測網（EAVN）による観測を、共同利
用観測、性能評価観測および試験観測合わせて合計170観
測、計1,135時間実施した。COVID19の世界的流行下にお
いても、参加各局の協力により大きなトラブルなく定常運
用を継続することができた。観測周波数帯は43 GHz帯と
22 GHz帯に加えて、2021年前期（2021A）からは6.7 GHz帯
も共同利用観測にオープンされ、大学VLBI連携で運用さ
れる山口32 m、日立32 mおよび上海天文台余山25 m望遠鏡
もEAVNに参加を始めた。これらの観測データは日韓共同
相関器センター（KJCC）で相関処理が行われている。また
2020年後期（2020B）ならびに2021年前期（2021A）の6.7 
GHz、22 GHz帯、43 GHz 帯でのEAVN共同利用公募が2020
年4月と10月に実施され、合計37件1,287時間の観測提案が
よせられた。これらの観測提案は日本、韓国、そして中国
の関連分野研究者から選出されたレフェリーによる審査を
もとにEAVN Time Allocation Committee で審議され、合計
31件1,119時間が採択された。
　一方、EHTの国際ミリ波VLBI観測については、世界的
な新型コロナ感染症流行のため2020年の観測がキャンセル
になり、新たなデータの取得はなかった。

（2）成果
　共同利用観測開始を開始して約6年が経過し、KaVAを用
いた研究成果は様々な分野でコンスタントに創出されつつ
ある。2020年度はKaVA共同利用観測に基づく査読論文が

5編出版され、その多くで水沢VLBI観測所員が主要な貢献
を果たしている。まず、KaVAによる星形成ラージプログ
ラムの初成果が出版され、大質量星団形成領域G25.82-0.17
における複雑なアウトフロー構造がKaVAとALMAを組み
合わせて解明された（Kim et al. 2020）。本成果は水沢に所
属する大学院生の学位論文のテーマであり、科学的重要度
から国際共同でプレスリリースも行われるなど、KaVAに
よるこれまでの地道な観測データの蓄積が実を結んだ成果
である。また、大質量星形成領域NGC6334I-MM1で起こっ
た大規模バーストに伴う水メーザーの固有運動が測定され
た（Chibueze et al. 2021）。AGN関連では2本の論文が出版
され、うち1つは重力レンズによって二重像に分離した遠
方クエーサーB0218+357をかつてない最高解像度で空間分
解し、遠方クエーサーにも強力なジェットが伴うことを
突き止めた（Hada et al. 2020）。また晩期型星 IRAS 18268-
0959において新たに出現した高速水メーザー成分を発見し、
マッピングすることに成功した（Imai et al. 2020）。
　今後KaVAによる研究はEAVNを用いた研究へと次第に
発展移行していくと見込まれるが、機動性や大量の観測時
間を要するモニター観測などではKaVAは引き続きEAVN
のコアアレイとしてユニークな役割を担っていく。
　EAVNは2018年度後期から共同利用観測がスタートし、
様々なサイエンステーマの観測が精力的に行われていると
ころである。2020年度は共同利用開始前のデータに基づ
き、1件の査読論文が投稿・アクセプトされた（EHT Multi-
wavelength Science WG et al. 2021, ApJL）。本研究は2017年
のM87 EHT観測に合わせて行われた多波長国際合同観測
キャンペーンの成果であり、EAVNはEHT観測時における
ジェット根元の形状や速度、フレアの有無を制限するなど
大変重要な役割を果たした。本成果では世界から700名超
の研究者が参加する国際共同論文にあって水沢VLBI観測
所員及び大学院生が中心的な役割を担った。また試験観
測に基づくEAVNアレイ性能評価論文が投稿された（Cui 
et al. RAA 2021）。さらに、ロシアKVAZARネットワーク
との合同観測や、日中韓による4 Gbpsの広帯域・両偏波イ
メージング試験など、観測網やアレイ性能の拡張試験も進
展した。2021年3月にはオンラインでEAVN Workshop 2021
を開催し、タイ30 m望遠鏡との連携や、グローバルVLBI
に向けた活発な議論が行われた。
　VERAやEAVNから発展した活動銀河中心核の研究とし
て、ミリ波VLBI（EHT）を用いた超巨大ブラックホール
の研究も活発に進められ、今年度はEHTによる初めての偏
波観測から活動銀河中心核M87の超巨大ブラックホール
近傍の磁場構造が観測され、ウェブリリースも行われてメ
ディアでも取り上げられた。

4. 将来計画

　2019年度から、水沢VLBI観測所の下にSKA1検討グルー
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プが組織されている。SKA1検討グループは、プロジェク
ト提案を目指した予備研究およびSKA1計画への現物貢献
を行っている。SKA1検討グループは、SKA1計画の進捗を
フォローし、将来の参加のための交渉を進めている。その
ためにSKAの理事会、評議会準備委員会、評議会などにオ
ブザーバとして出席し、日本のSKA1参加のための予算獲
得手続きやスケジュールについて説明してきた。その結果、
評議会にはオブザーバとして2名が参加できるようになっ
た。SKA1検討グループは、日本の参加のために2022年に
プロジェクトを提案するためのSKA1プロジェクトプラン
の検討を始めた。各項目について作業分解図を作成、内容、
予算、人員、スケジュールについて検討を開始した。2021
年度はこれらの活動のために、国立天文台リーダーシップ
経費から予算を獲得した。そのほかにSKA1計画への参加
も含めて、学術振興会学術変革（A）への応募を、SKA懇
談会と協力して行った。またSKA1検討グループのメンバ
が、SKAの準備研究に関する科学研究費基盤研究費の獲得
に成功している。SKA1検討グループは、日本の天文学コ
ミュニティにおけるSKAに関連する研究活動および研究
の興味の調査を行い、それをもとに日本がSKAに参加し
た場合の研究の優先順位の考え方の検討をSKAコンソー
シアムとともに進め、2021年7月に関連する研究戦略に関
する研究会の開催準備を進めた。SKA1検討グループは、
SKA天文台、SKA評議会、日本SKAコンソーシアムと綿
密な連携を図った。その結果、SKA天文台が、特任研究員
の雇用経費の半分を負担し、SKA天文台と国立天文台のコ
ミュニケーションと協力を強化することになった。SKA1
検討グループは、SKAコンソーシアムの月例の運営会議に
参加し、研究コミュニティとの意思疎通を図り、将来の共
同について議論を深めた。またSKAコンソーシアムが開
催し、100名以上の参加者を得たウェビナーシリーズに協
力し、日本の天文学コミュニティにSKA計画の科学目標、
システム構成、スケジュールを説明し、理解を得た。
　SKA1検討グループは、グループのメンバが、10の科学
分科会の月例会議に出席するなど、 SKAコンソーシアムと
準備研究において共同し、サイエンスユースケースの検討、
日本のキーサイエンスプログラムへの参加、個別のプロ
ポーザル研究の戦略などのサイエンスストラテジーの検討
を行った。2020年は、SKA LOWを用いたVLBI研究に関し
て9件、SKAとALMAのシナジーに関して8件のサイエン
スケースを作った。また科研費基盤研究2件、学術変革研
究1件についての提案においても、キーサイエンスプログ
ラムやサイエンスストラテジーなどの検討をもとに申請を
行った。またSKAコンソーシアムにおける科学白書2020
年版の出版を共同で進めた。SKA地域センターについて
も、SKAコンソーシアムと共同でタスクフォースを組織し、
ユーザの要求要件の洗い出しや日本におけるSKA地域セ
ンターの概念設計を進めた。SKA1検討グループは、2021
年3月8－12日にEoR研究における技術検討の集中検討を

行った。特に、電波干渉の影響低減、前景放射の差し引き
の問題について検討を進めた。この際に、熊本大学大学院
生が国立天文台に来訪し、さらに統計数理研究所の研究者
とオンライン会議なども併用し、電波干渉のフラッギング
の実際やデータからの非ガウス成分の除去のアイデアを共
有することができた。これのためにGPUを搭載したPCを
熊本大学に導入にし、CASA, COTTER, TIPSなどで関連す
るソフトウエアを搭載し、実際のデータ解析を開始してい
る。またSKA1検討グループは、オーストラリアのSKAパ
スファインダーであるMWA計画に参加し、これのデータ
や解析ソフトウエアを用いたSKA LOWにおけるパルサー
研究のリスクアセスメントを行った。2021年2月15－19日
に開催されたSKA科学会議にSKAコンソーシアムの会員
とともに参加し、SKA1検討グループのメンバ1名を含む日
本人研究者3名が口頭講演を行った。
　SKA1検討グループは、SKAのAIV活動に貢献を行った。
具体的には、シドニーで行われているSKA LOW望遠鏡の
プロトタイプ試験に参加し、SKA MID望遠鏡のシステム
統合試験設備の計画検討に加わった。テスト設備の装置の
設計を行い、テストデータは100 Gビットイーサーネット
で伝送されることなどの検討を行った。このためのトラン
シーバは、日本のサーバーでテストされてから現地に送ら
れる。またSKA1検討室は、SKA LOWを用いたVLBI観測
研究の準備研究として、東北大学飯館局のVLBI観測テス
トを行った。8bitの高速AD変換器を導入し、電波干渉の
影響が低減でき、国際VLBI観測が可能であることを実験
で確かめた。またそのために水沢におけるVLBIソフトウ
エア相関器の機能を追加し、VDIFフォーマットに対応する、
32局での相関処理を可能にするなどを行った。また、日本
の国内局でのUHF帯での観測可能性を調査するために電
波干渉の調査を進めた。SKA MIDの将来開発のための予
備研究として大阪府立大と共同で、広帯域のクアトリッジ
フィードと同軸変換機の試作を行い、ほぼ設計値通りの
伝送ロスなどのデータを取得した。SKA1検討グループは、
関 連 す る Future Trends in Radio Astronomy Instrumentation

（2020年9月開催）などの研究会に出席し、SKAコンソーシ
アムにおける技術検討会でも大きな貢献を行い、SKAコン
ソーシアムとの共同開発の検討を進めた。

5. VLBI測地

　VERAネットワークの位置と形状を監視するために、定
常的な測地観測セッションを月に2～3回実施した。K帯を
用いたVERA内部測地観測セッションがKVNとの合同観
測を含めて月に1～2回、IVS（International VLBI Service）
セッションの中の、S/X 帯を用いたアジア・オセアニア
VLBI観測網（AOV）への水沢局の参加が1～2か月に1回
のペースでそれぞれ実施され、新たに IVS-T2Pセッション
にも加わった。VERA内部測地観測では2018年度から開始
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された2 Gbps 記録が定常化された。AOV と IVS-T2P では
OCTAD-OCTADISK2を用いた広帯域観測が定常化された。
　2020年度に、VERA内部測地観測は KVNとの合同観測
を含めて13回、IVSセッションへの参加は7回行われた。局
位置の最終的な推定値はKVNを含めて ITRF2014を基準と
して再構築され、VERAやEAVNで実施している位置天文
解析に供給された。
　VLBIから推定された局位置の中には、2011年東北地方
太平洋沖地震（Mw9.0）以後の水沢局の余効変動として、
東南東向きに58 mmおよび上方へ3 mmの変位が確認され、
徐々に変位量が小さくなっている。また入来、小笠原、石
垣島では変位速度ベクトルの時間的揺らぎが確認された。
　VERAの各局では、座標の短周期の変動の監視と、大気
による電波伝搬遅延の推定のため、GPSの連続観測を実施
している。電波の伝搬遅延は不規則に時間変化する成分で
あり、VERAの精密観測では不可欠な補正量を提供してい
る。入来局では水蒸気ラジオメータによる試験観測が行わ
れ、GPSによる遅延時間の推定結果との比較が行われてい
る。GPSによる水沢局の座標観測からは、測地VLBI観測
と同様に東日本大震災発生後から観測されている東南東向
きの変位が、10年を経過しても依然継続していることが示
されている。石垣島局では、東京大学地震研究所と産総研
地質調査総合センターとの共同で重力変化の観測を継続し、
土壌水の変化の研究にあたっている。江刺地球潮汐観測施
設では、東京大学地震研究所との共同研究協定に基づき、
重力測定の実施のほか、地殻ひずみ変化等の観測データを
関係機関にリアルタイムで配信している。

6. 開発
　
　開発グループでは、現在VERA搭載用両偏波多周波受信

（K,Q）32 Gbps広帯域観測システムの開発を次期EAVN観
測ターミナルに準拠して進めている。2020年度は、各種観
測バンド（Q, K, C, S, L）両偏波16入力4出力のRF、IF統合
スイッチを内製し、入来、石垣局に搭載し、また昨年度搭
載した小笠原局の統合スイッチの改良を実施した。さらに、
上記システムの一環として、K-band左偏波のRFダイレク
トサンプリングを実施可能とするべく、VERA全局の右偏
波用ダウンコンバーターの改良、再搭載を実行した。その
結果入来、小笠原、石垣局にて2ビーム超広帯域（16 Gbps）、
両偏波2周波（K, Q）同時受信観測が可能となった。
　観測可能周波数バンドの拡張として、昨年度導入した
L-band受信機、パッチアンテナの性能評価、向上検討を
行った。その結果パッチアンテナ出力合成方法の改良によ
り、システム雑音温度を半減する性能向上が可能となった。
現在水沢、石垣局用のL-bandパッチアンテナを改修、2021
年度搭載予定である。
　また EAVN、SKA 対応として、水沢相関局で試験運用
中のGPU相関器についてEAVN、SKA-AIV、VLBI対応の

開発を行い、世界標準記録フォーマットであるVDIF対応、
32局までの処理が可能となった。

7. 保時室業務

　天文保時室では、4台のセシウム原子時計と、VERA水
沢観測局の水素メーザー原子時計1台を運用して、中央標
準時を維持している。これらの時計は、国際的な時計比較
を行い、BIPM（Bureau International des Poids et Mesures）
による協定世界時（UTC）の構築に貢献している。本年度
中はセシウム原子時計1台のビーム管交換を行い、システ
ムの安定した運用に努めた。中央標準時の現示サービスと
してNTPサーバを運用し、一般に時刻情報を提供している。
NTP利用者数は、1日当たり2000万件前後に達している。

8. 広報

（1）特別公開
　2020年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、すべての特別公開を中止した。

（2）常時公開
　研究観測施設の見学を通じて、広く一般市民が天文学
への関心を持ち研究への理解が得られるよう、VERA 4局
においては年末年始を除き通年に渡り常時公開している。
2020年度の各局の見学者は以下のとおりである。
① 水沢VLBI観測所　9,995人（「奥州宇宙遊学館」協力に

よる集計）
② VERA入来観測局　1,226人
③ VERA小笠原観測局　4,450人
④ VERA石垣島観測局　2,131人
　なお水沢VLBI観測所においては、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、2020年3月3日より5月12日までの間、
所内の見学を中止した。また木村榮記念館は年度を通じて
休館を継続している。

（3）地域連携
　岩手県ならびに奥州市等、地域の関係団体と協力し、各
種事業を実施した。以下に国立天文台水沢が大きく携わっ
たものについて記述する。
　岩手県県南広域振興局ならびに県南地域の市町が共催し、
図書館を会場とした企画展示や講演会、ワークショップの
開催に協力した。

・企画展示
2020年12月2日（水）～13日（日）　平泉町立図書館
同年12月16日（水）～22日（火）　奥州市立水沢図書館
同年12月25日（金）～2021年1月27日（水）　一関市立図書館
2021年1月15日（金）～21日（木）　　北上市立中央図書館
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同年1月30日（土）～2月7日（日）　金ケ崎町立図書館
同年2月2日（火）～7日（日）　遠野市立図書館 
同年2月12日（木）　～22日（月）　　花巻市立図書館
同年3月3日（水）～7日（日）　西和賀町文化創造館銀河ホール

・講演会・ワークショップ
2021年1月23日（土）　一関市民センター

いちのせきサイエンスカフェ
「岩手からブラックホールへ、銀河鉄道の旅」

同年2月6日（土）　花巻市文化会館
花巻図書館ワークショップ

「～ぎんがゴマをつくろう！～」
同年2月6日（土）　花巻市文化会館

花巻図書館文学講座
「人類が初めて見たブラックホールの姿」

　岩手県の主導でいわてまるごと科学館を実施した。例年
は盛岡ならびに沿岸部の2か所で開催しているが、今年度
は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンラインで
の開催とした。奥州市とは、市内の小中学校を対象とした
出前授業「キラリ☆奥州市天文教室」を例年実施している
が、2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止から中
止とした。

9. 教育

（1）大学院教育・学部教育
　2020年度は、東京大学から博士課程院生を2名、修士課程
院生を2名、総研大から博士課程院生2名を受け入れている。
うち、留学生は東京大学からの修士課程1名、総研大からの
博士課程2名となっている。総研大生1名は同年9月に学位
を取得して博士課程を終了した。そのほかにも、東京大学、
京都大学、東北大学などで観測所員が講義を行っている。

（2）高校生向けの研究体験等
　2020年9月19日から20日に、VERA石垣島観測局と石垣
島天文台において、日本学術振興会（学振）「ひらめき☆
とめきサイエンス」補助事業「美ら星研究探検隊」を開催
した。同年4月から石垣島天文台が天文情報センター所属
となったため、プログラムの実施や広報、講義など、水
沢VLBI観測所と天文情報センターが共同で企画を運営し
た。今年度は、新型コロナウイルス感染症予防のため、初
めてのオンライン開催とし、プログラム内容や日程も縮小
して実施した。オンラインのために全国からの応募者があ
り、北海道から沖縄県までの11都道府県から計22名が参加
した。zoomを用いたオンライン講義や観測所からの中継、
ネット会議での議論を中心にプログラムを実施した。例年
通りの実際の観測はできなかったものの、石垣島現地の国
立天文台スタッフによる観測が行われ、取得したデータの

解析体験や議論も行った。
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4　太陽観測科学プロジェクト

　太陽観測科学プロジェクトは、日本の太陽観測の中核拠
点として科学衛星「ひので」と地上望遠鏡を運用し、多波
長で多角的な太陽観測データを取得することで、最先端の
太陽物理学研究を進めるとともに、次世代の太陽観測を見
据えて観測装置開発を行うプロジェクトである。

1. 「ひので」衛星

　科学衛星「ひので」は、2006年9月23日に宇宙航空研究開
発機構宇宙科学研究所（以後 ISAS/JAXA）が打ち上げた人
工衛星で、「ひのとり」（1981年）、「ようこう」（1991年）に
次いで、わが国3機目の太陽観測衛星である。「ひので」に
は、可視光磁場望遠鏡（SOT）、X線望遠鏡（XRT）、極端
紫外撮像分光装置（EIS）の3つの望遠鏡が搭載され、太陽
光球の高解像磁場および速度場のほか、彩層－コロナの輝
度・速度場の同時観測を行っている。衛星搭載の望遠鏡は、
ISAS/JAXAと国立天文台の連携協力のもと、米国NASAお
よび英国STFCとの国際協力により開発され、その科学運
用には欧州宇宙機関ESAとノルウェー宇宙センターNSC
が加わっている。国立天文台は、観測装置の開発において
中心的な役割を果たし、また飛翔後は衛星の科学運用や
データ解析の推進に大きな貢献をしている。 「ひので」が
取得したデータは、公開用データが準備でき次第、万人に
対して即時公開されている。科学運用とデータ解析の支援
のために、「ひので」国際チームの代表者からなる「Hinode 
Science Working Group」が組織されている。17名で構成さ
れるこの組織のメンバーのうち、当プロジェクトからは4
名（勝川：幹事、末松：SOT-PI、原：EIS-PI、桜井名誉教
授：プロジェクトサイエンティスト）が参加している。ま
た、共同観測実施のために、科学観測スケジュール調整委
員（Science Schedule Coordinator: SSC）が組織され、日本側
委員は当プロジェクトのメンバー（渡邊名誉教授：EIS、関
井：SOT）で構成されている。「ひので」 を使用した観測提
案や、「ひので」と他衛星や地上観測所との共同観測提案は
SSCが窓口となり、世界の太陽研究者との共同観測研究を
推進している。2016年2月に停止した可視光望遠鏡フィル
ター撮像装置を除いて観測機器は順調に観測を続けており、

「ひので」後に打ち上げられたSDO衛星、IRIS衛星、そし
てALMAなどとの共同観測や「ひので」自身の長期観測か
ら、新しい成果が継続して得られている。2020年度の「ひ
ので」関連査読付き論文数は約60編であり、今後も多くの
成果が期待できる。
　2020年度は、第3期運用延長期間（2017–2020年度）の
最終年度にあたる。この期間では、フレア発生領域にお
ける磁場の発展過程や磁気リコネクション域の観測、活
動の下降期の太陽極域における光球一般磁場の長期観測、

ALMA・地上太陽望遠鏡との連携観測に重点が置かれてき
た。2021年度以降の第4期運用延長を ISAS/JAXAへ提案し、
2021-2023年度の運用延長が認められている。第4期運用延
長期間は、活動極大期にむけ上昇しつつある太陽活動を、
極域磁場や太陽全面モザイク観測等の手法を使って継続的
に観測するとともに、Solar Orbiterなど新しい衛星による
内部太陽圏観測と組み合わせた研究や、後述の大型地上望
遠鏡DKISTとの連携観測を推進する計画である。
　旧ひので科学プロジェクトと旧野辺山太陽電波観測所の
共同利用データ解析計算機システムおよび旧太陽観測所の
データアーカイブ・公開システムから発展し、国立天文台
の太陽関連のデータ解析とデータ配布の役割を担った天
文データセンターの太陽データ解析システム（Solar Data 
Analysis System）は、2017年度末に運用を終了し、このシス
テムが担ったデータ解析機能は、天文データセンターの多
波長データ解析システム共同利用に統合され、 太陽データ
のアーカイブと配布の機能に特化した太陽データアーカイ
ブシステム（Solar Data Archive System）が2018年度から稼
働を開始し2020年度も継続している。このアーカイブシス
テムは、当プロジェクトが天文データセンターとともに運
用を行い、太陽データ解析は多波長データ解析システム共
同利用の中で維持されている。 さらに、名古屋大学宇宙地
球環境研究所と共同でひのでサイエンスセンターを運用し
ており、フレアカタログや太陽極域磁場データなどひので
観測データに付加価値を付与したものを整備している。さ
らに、輻射磁気流体数値シミュレーションとひので観測と
の比較研究を行っている。

2. 三鷹太陽地上観測

　三鷹キャンパスの太陽全面観測装置での観測を、太陽研
究の基礎データの取得、および、太陽という地球環境要因
の監視という社会的要請への貢献という両面を目的とし
て、継続している。観測内容として、太陽フレア望遠鏡で
の赤外マグネトグラフ偏光分光観測、太陽全面Hα線・Ca 
K線・連続光・Gバンド太陽全面撮像観測、太陽磁気活動
の長期変動の指標として黒点望遠鏡による黒点相対数計測
を行っている。安定運用のため、老朽部品を順次入れ替え、
またデータの増加に伴いデータサーバーの増強を継続的に
行っている。従来画像のみの公開だったものを、解析し
やすくするためFITSデータを整備している。太陽活動は
2019年に極小期を脱し徐々に活発化しており、活動領域や
フレアなど、科学的に有用なデータが得られつつある。観
測データは、天文データセンターによる共通サーバーと当
プロジェクトのウェブページで公開を行っている。1992年
から太陽フレア望遠鏡で実施されてきた磁場観測では、可
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視域の吸収線で黒点域をカバーする視野サイズで光球面の
ベクトル磁場を取得した。2010年からは、磁場観測の精度
を上げるとともに、光球だけでなく彩層の太陽全面磁場
観測を行うために、近赤外線域（光球磁場は1.565ミクロ
ン、彩層磁場は1.083ミクロン）でストークス偏光分光デー
タを取得する観測へと移行した。近赤外線偏光分光観測で
得た太陽表面磁場の長期変動（2010-2019年）について研
究成果（花岡ら）が得られている。現在の装置で得られる
磁場観測の効率や測定精度を決めている因子に赤外線カメ
ラの画素数や読み出しノイズがある。その大フォーマット
化と低ノイズ化を目指して、科学研究費新学術研究「太陽
地球圏環境予測 （PSTEP）」の中で、H2RG検出器を採用し
た赤外線カメラの開発を進めており偏光観測に適用できる
ことを実証した。 1929年より継続している太陽黒点の観測
は、1998年よりデジタルカメラを使った観測へと引き継が
れており、黒点データはベルギー王立天文台の太陽長期観
測データセンターにも報告している。国立天文台には、そ
の前身である東京天文台時代より取得したフィルム、写真 
乾板、スケッチの長期間の太陽観測データがある。太陽活
動の長期変動研究のため、データのデジタル化を進めてお
り、Ca II K線像の高精度の再デジタル化データを利用した
論文が出版されている。

3. 野辺山太陽電波偏波計観測

　野辺山強度偏波計（Nobeyama Radio Polarimeters: NoRP）
は、太陽全面からのマイクロ波放射、特に1, 2, 3.75, 9.4, 17, 
34, 80 GHzの7つの周波数の強度をモニターするとともに
その円偏波率を測り、太陽周期活動や太陽フレア中の粒子
加速現象を研究するための観測装置である。2014年度末に
野辺山太陽電波観測所は閉所となったが、 半世紀にわたっ
て7つの周波数で取得している太陽電波強度および円偏波
の観測は、太陽活動の長期モニターとして重要とされ観測
を継続している。自動化された観測装置の運用と保守を野
辺山宇宙電波観測所が行い、取得したデータの科学的検証
と較正を当プロジェクトが主導して、大学や情報通信研究
機構の太陽研究者とともに担っている。2019年度より、装
置運用の監督責任は当プロジェクトに移行し、野辺山宇宙
電波観測所の協力のもと運用を継続している。2019年度に
開発した位置決め用原点センサーを本年度順次交換したこ
とで、周期活動研究に重要な1, 2, 3.75, 9.4, 17 GHzの5つの
周波数による太陽観測を2019年度より安定的に継続するこ
とができている。

4. 小規模飛翔体実験

　当プロジェクトでは、次世代太陽観測のための先端技術
開発として、観測ロケットと大気球を用いた小規模飛翔体
による太陽観測を推進している。

　CLASPは、紫外線域での高精度偏光観測を通して太陽の
彩層・遷移層磁場の測定を目指す観測ロケット実験計画で、
水素ライマンアルファ線（波長121.6 nm）を使用した偏光
分光観測（2015年）の成功に続くCLASP2（日本側代表：石
川、2019年飛翔）で電離マグネシウム線（h&k線、波長280 
nm）の高精度偏光分光観測に成功した。電離マグネシウ
ム線で散乱偏光由来の直線偏光に加え、ゼーマン効果によ
る円偏光を活動領域においてとらえ、そこから彩層最上部
の磁場情報を世界で初めて得ることに成功した（石川ら）。
CLASP2観測データは米国の Virtual Solar Observatory にて
公開している。CLASP2の観測装置を利用したさらなる観
測ロケット実験CLASP2再飛翔実験（CLASP2.1）をNASA
に提案し、2021年秋に実施することとなった。スリットス
キャンを行うことで、光球から彩層上部までの磁場の3次
元（空間2次元＋高さ）断層診断を電離マグネシウム線で行
う計画である。
　SUNRISE-3はドイツを中心とした国際共同気球実験
SUNRISEの3回目の観測計画で、2022年夏の飛翔実施を予
定している。当プロジェクトでは、SUNRISE-3に搭載する
近赤外線偏光分光装置SCIPを担当（日本側代表：勝川）し、
先端技術センターや ISAS/JAXAと協力して、装置設計とフ
ライト品開発を進めてきた。2020年度中に光学ユニットの
組立は完了し、要求する空間・波長分解能を達成している
ことを実証した。SCIPの観測制御では、スペインと協同開
発した制御エレキおよびカメラを、国内開発した偏光変調
装置やスキャンミラー機構と同期させる必要があり、その
同期性能も試験で実証した。さらに、フライト時の温度真
空環境を模擬した熱真空試験を行い性能を確認した。国内
で最終試験を行った後、2021年夏にドイツへ輸送し、望遠
鏡と結合し2022年のフライトに備える。SCIP開発を通し
て得られた高精度偏光分光観測のための基礎技術について
国際会議集録等で出版した。装置開発と並行して、彩層の
高精度偏光データを解析するための手法を国内外の研究者
と協力して開発しており、気球観測のみならず大型太陽望
遠鏡DKIST等による彩層観測に適用することも視野にい
れた活動を行っている。
　FOXSIは、太陽コロナから放たれるX線を2次元集光撮
像分光観測する日米共同の観測ロケット実験である。これ
までに3回の飛翔（FOXSI-1～ -3）を成功させ、いずれも世
界初の観測を実現してきた。FOXSI-1とFOXSI-2（2012年
と2014年に打上げ）では硬X線（5 keV～15 keV）の観測を
行い、FOXSI-3（2018年打上げ）では、軟X線帯域（0.5 keV
～5 keV）の撮像分光観測に成功し、データ較正とともに
科学成果の創出に取り組んでいる。さらに2019年にNASA
に提案した4回目の飛翔計画 FOXSI-4 が採択された（日本
側代表：成影）。FOXSI-4は2024年の打上げを予定しており、
太陽フレアを観測ターゲットとし、プラズマ加熱・エネル
ギー輸送・粒子加速の理解を目指す。2020年11月には日米
FOXSIチーム間でキックオフ会合をオンラインで開催し、
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計画が本格的に始動した。

5. SOLAR-Cプロジェクトとの連携

　公募型小型衛星計画Solar-C_EUVST で狙う観測計画を
具体化するため、科学的な到達点と今後の課題を議論する
オンラインセミナーをSolar-C科学タスクチームが主催し、
当プロジェクトメンバー（勝川、松本）も講演を行った。
大気加熱の鍵となるプロセスがどのように分光観測される
かを、数値シミュレーションを用いて模擬観測する研究を
推進しており、SUNRISE-3気球観測で狙う可視・近赤外域
だけでなく、CLASPやSolar-Cで観測する紫外線域のスペ
クトルでも模擬観測を行う研究を進めている。さらに、観
測装置開発におけるクリティカルな技術要素の検討でも連
携している。

6. 教育活動

　当プロジェクトでは、総研大博士課程の学生3名と受託
院生3名（東京大学）を受け入れて指導した。このうち、博
士学位取得者が1名（総研大）あった。総研大サマース
テューデント（夏の体験研究）では学部生1名を受け入れオ
ンラインで指導した。太陽研究最前線ツアー（2021年3月、
オンライン）に参加し、学部生に対して国立天文台におけ
る太陽研究を紹介した。

7. 広報普及活動

　当プロジェクトでは太陽研究の成果を、教育への活用や
一般の人々に還元することを目的として、さまざまな広報
普及活動を行っている。プレスリリース、Webリリースを
通した最新の研究成果や太陽活動状況の発信、 科学館への
展示活動への協力、新聞や科学雑誌等への取材や資料提供
等多岐にわたる。サイエンスZERO（NHK、2020年11月放
送）では、ひので衛星と太陽フレア望遠鏡における太陽観
測の成果に加え、最先端の太陽観測装置の開発現場が取り
上げられた。

8. 研究会・分野会合

　科学衛星「ひので」による研究を推進するため、「ひの
で」国際科学会議を継続的に開催している。第14回「ひの
で」国際科学会議を当初2020年7月に開催予定であったが、
コロナ禍のため2021年10月に延期された。ひのでScience 
Working Groupの会合は2020年7月27日にオンラインで開催
され、「ひので」による継続的な科学成果創出のための方
策を議論するとともに、参加各国における運用延長の状況
が共有された。国内の太陽研究者コミュニティの会合とし
て、「太陽研連シンポジウム」が2020年12月21–22日 にオ

ンラインで開催され、国内観測装置による最新の研究成果
と海外の衛星・地上観測による成果が紹介されるとともに、
Solar-Cやその先の将来計画についても議論を行った。

9. その他、国際協力

　米国がハワイ・ハレアカラ山に建設中の口径4 mの太陽
望遠鏡Daniel K. Inouye Solar Telescope（DKIST）は、2020
年1月にファーストライトを迎えた。本プロジェクトのメ
ンバー1名（勝川）がScience Working Groupに参加してお
り、初期観測で行う重要科学課題（Critical Science Plan）の
立案に協力し、論文として出版された。2020年5月に発出
された第1回目の観測公募（Operation Commissioning Phase 
1）に際して、日本の太陽研究者からの観測応募を促した。
OCP1には世界で約100件の応募があり、日本の研究者を代
表とする観測は8件提案され、うち5件が採択された。これ
は、米英に継ぐ3番目の採択数であった。DKIST側との人
的研究交流を図る科研費が採択（分担者：久保）されており、
DKIST観測データを得るまで、数値シミュレーションによ
る観測模擬研究に取り組む。さらに、DKIST焦点面装置の
提供を目指し、基礎開発を進めると同時に装置開発目的の
科研費を申請している。ヨーロッパ大型太陽望遠鏡（EST、
口径4 mで検討中）に関しては、その前段階となるヨーロッ
パにおける太陽物理学研究の強化を目指したSOLARNET
プロジェクトの European Commission が公募した Horizon 
2020 Callへの提案に当プロジェクトとして協力し採択され
た。2019年から4年間の計画で、 スペインの IACと協力して、
ESTプロトタイプのGREGOR 太陽望遠鏡に搭載される面
分光装置に使うイメージスライサーの開発を科研費で行っ
ている。米国NSOが実現を目指す次世代国際ネットワー
ク太陽観測（ngGONG）計画では、三鷹フレア望遠鏡で行っ
ている近赤外線偏光分光観測で得られた科学的・技術的蓄
積をもとに協力することを表明し、今後も実現にむけて連
携していく。
　旧乗鞍コロナ観測所にあった10 cmコロナグラフは、中
国雲南省に移設されており、同じく旧乗鞍コロナ観測所の
新コロナグラフ（口径10 cm）はペルーへ移設すべく協議中
である。ペルー・イカ大学には当プロジェクトと京都大学
が協力した天体観測装置が設置されており、天文教育・研
究のために活用する協力をコロナ禍後に再開する。
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5　アルマプロジェクト・チリ観測所・ASTEプロジェクト

　アルマ望遠鏡計画は、南米チリ北部・標高5,000 mのア
タカマ高地に高精度パラボラアンテナ66台を展開し、ミリ
波・サブミリ波を受信する巨大な電波望遠鏡を運用する計
画である。日本を中心とした東アジア、欧州、米国を中心
とした北米、およびチリ共和国との国際協力プロジェク
トであり、すばる望遠鏡やハッブル宇宙望遠鏡と比較し
て、アルマ望遠鏡は約10倍高い観測分解能が見込まれてい
る。2011年度に完成した一部の望遠鏡を使った科学観測を
開始し、2012年度からは本格運用に移行した。今回の報告
では、アルマ望遠鏡計画の進捗および共同利用による科学
観測と成果、その他広報活動などについて述べる。また、
ASTE望遠鏡はアルマ望遠鏡のあるアタカマ高地内のパン
パラボラに設置された口径10 mの単一鏡のサブミリ波（波
長1 mm以下の電波）望遠鏡である。アルマ望遠鏡における
研究開発にさまざまな可能性と将来性を供し、目で見るこ
とができないサブミリ波帯での天文学を南半球から開拓す
るために運用されてきた。本報告ではASTE望遠鏡の進捗
についても述べる。
　アルマプロジェクトは、東アジア地区のユーザサポート
などを行う東アジア・アルマ地域支援センター機能に加
え、国際パートナーとの協力に基づく世界規模でのプロ
ジェクト活動の調整や将来計画立案、予算要求などを行
う。一方でチリ観測所は、合同アルマ観測所に所属する国
立天文台の研究者を統括するとともに、チリ現地でのアル
マ望遠鏡運用を円滑に進めることを任務としている。チリ
観測所の下、ASTE望遠鏡を運用することで新技術開発の
プラットホームとサブミリ波帯天文観測データを科学コ
ミュニティーに提供し、サブミリ波帯天文学の推進と開
拓を推し進めているのがASTEプロジェクトである。また、
国立天文台は、米国を中心として2020年代後半の実現を
目指す次世代大型ミリ波センチ波干渉計ngVLA（The Next 
Generation Very Large Array）の検討グループを2019年度に
発足し、アルマプロジェクトの傘下に置いた。ngVLA検討
グループは、日本がngVLAに貢献することによって将来
的に得られる科学的成果について、科学コミュニティーと
共に検討を行っている。また、科学コミュニティーの支援
や予算面での裏付けが得られた際には、国立天文台が直ち
にngVLA建設に貢献できるよう、開発研究を開始した。

1. アルマ望遠鏡計画の進捗状況

　アルマ望遠鏡は、チリ現地での新型コロナウィルス感染
症の拡大に伴い、観測所職員を守りチリ国内の感染拡大
を防ぐため、2020年3月22日をもって山頂施設および山麓
施設を一時的に閉鎖した。閉鎖後は国立天文台の水野範和
氏（合同アルマ観測所の国際職員であり、エンジニアリン

グ部門の部長を務めている）を含む少数の職員が交代で施
設の維持・安全管理にあたった。その後、チリにおける感
染症の状況の改善を受けて、ゲートレビューやパンデミッ
クの状況（一般市民や職員のワクチン接種状況を含む）を
注意深くモニタしつつ、感染防止のプロトコルに厳格に基
づいた段階的な復旧計画にしたがって、2020年10月1日か
ら施設の復帰を順次行い、2021年3月17日には、試験観測
を経て通常よりも少ないアンテナ台数で科学観測を再開し
た。科学観測再開後は、段階的な復旧計画に従い、安定的
な運用への復帰を慎重に進めている。2020年4月上旬から、
新型コロナウィルス感染症の拡大のため、国立天文台三鷹
キャンパスでアルマ望遠鏡に関わる職員の多くは在宅勤務
を余儀なくされたが、ユーザー支援を含む運用業務は滞る
ことなく、ほぼ通常どおりに継続された。

2. アルマ望遠鏡共同利用と科学観測

　2021年3月に第9回目の共同利用観測「Cycle 8」の公募
が開始された。Cycle 8 は2021年10月に開始予定である。
Cycle 8では、12 mアンテナを43台以上用いた干渉計観測と、
ACA観測（7 mアンテナを10台以上用いた干渉計観測と3
台以上の12 mアンテナを用いた単一鏡観測）が提供される。
使用できる受信機周波数バンドは3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10の8種
類であり、基線長は最大8.5 kmである。Cycle 8より新たに
太陽観測でバンド5、7-mアレイ単独観測でバンド9, 10が
利用可能となるのに加え、7-mアレイでの分光スキャン観
測や、偏光の広域観測（12-mアレイ、バンド3～7）、VLBI
観測モードの追加などがある。観測提案は日本時間2021年
4月21日24:00に締め切られ、これまでで最も多い観測時間
のリクエストが寄せられた。
　アルマ望遠鏡の共同利用の結果、数々の科学的成果が出
されているが、ここでは東アジアからの成果を中心に紹
介する。大阪府立大学 /国立天文台の徳田一起特任研究員
らは、アルマ望遠鏡を用いて、おうし座方向にある「星の
卵」ともいうべき高密度ガス雲（分子雲コア）32個の観測
を行った。この観測から、分子雲コアが自身の重力によっ
て収縮し、星へと急成長する様子を明らかにした。そのう
ち1天体には原始星特有のガス流が発見された。このガス
流の年齢は数千年と見積もられることから、誕生後間もな
い原始星を発見したと考えられる。また、分子雲コアから
原始星への進化タイムスケールが10万年程度であることを
明らかにした。慶應義塾大学の岩田悠平氏（博士課程3年）
らは、天の川銀河中心にある超巨大ブラックホール「いて
座Aスター」周辺からの電波放射をアルマ望遠鏡で継続観
測したデータから、電波強度が1時間以上の時間をかけて
ゆっくりと変化しながら、時折30分程度の短い周期的な変
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動を見せることを発見した。この周期的な瞬きは、超巨大
ブラックホールの周囲を0.2天文単位という非常に近い軌
道半径をもって周回する「ホット・スポット」に起因する
ものと解釈され、超巨大ブラックホール周辺で起きている
現象を紐解く端緒として注目される。東京大学の飯野孝浩
特任准教授らは、アルマ望遠鏡で海王星を観測し、その大
気に含まれる有毒ガスの一種であるシアン化水素を検出し
た。シアン化水素が成層圏に存在することは過去の観測か
ら知られていたが、今回シアン化水素が赤道上の成層圏に
帯状に分布していることを世界で初めて明らかにした。こ
れは、海王星の大気循環構造を理解するうえで重要な成果
であるとともに、海王星のような遠方の惑星に含まれる微
量な分子ガスであっても地上大規模望遠鏡を用いれば詳細
な観測が可能であることを示した結果といえる。また、ア
ルマ望遠鏡の大規模観測データに基づいたプレスリリー
スも順調に出始めている。広島大学の稲見華恵氏を含む
国際研究チームは、ハッブル宇宙望遠鏡の深宇宙探査領域

「ハッブル・ウルトラディープフィールド」をアルマ望遠鏡
で高感度観測し、宇宙の歴史の中でもっとも活発に星が作
られていた約100億年前の時代において星の原材料となる
分子ガスと塵の量を多数の銀河で精度よく測定することに
成功した。天の川銀河の1/10程度の小さな銀河まで網羅的
に観測したことで、小さな銀河と大きな銀河で塵とガスの
質量比に違いがあることがわかり、銀河の大きさによって
生成過程が異なる可能性を示した。

3. 教育活動・インターンシップ受け入れ

　アルマ望遠鏡のしくみや研究成果をより多くの方に楽し
んでいただくために、合同アルマ観測所と協力して子ど
も向けウェブサイトALMA Kids日本語版を制作している。
発表されたさまざまな観測成果のニュースを、子ども向け
コンテンツとして随時掲載している。また、主に小学生を
ターゲットとして、動画とワークシートを組み合わせて電
波天文学の基礎を学ぶことのできる教材「Why ALMAワー
クショップ」を開発し、ウェブサイトで公開した。さらに、
宇宙航空研究開発機構宇宙教育センターとの共催で、小学
生向けの教育イベント「JAXA×国立天文台　コズミック
カレッジ 天文編「電波で探る宇宙のふしぎ」」を2021年2月
27日に開催したほか、コズミックカレッジの主催者（自治
体職員や地域の教育者）に対する教材利用セミナーを実施
した。

4. 広報普及

　2020度、アルマ望遠鏡による科学観測成果等を紹介する
新聞・雑誌記事が97件以上掲載された。またアルマ望遠鏡
を取り上げたテレビ・ラジオ番組は4本であった。日本の
アルマ望遠鏡ウェブサイトには44件のニュース記事、6件

のプレスリリースを掲載した。またメールマガジン（購読
者数約2,200名）を毎月発行している。Twitter（アカウン
ト @ALMA_Japan）を用いたタイムリーかつきめ細かな情
報発信を図っており、2020年度末現在での購読者（フォロ
ワー）は約57,500人である。
　2020年度には12件の一般向け講演を行った。新型コロナ
ウィルス感染症の拡大防止のために主にオンラインでのイ
ベントとなったが、数多くの参加者と対話によりアルマ望
遠鏡の現状を報告し、アルマ望遠鏡とその成果に対する興
味喚起を図った。2020年度は、TwitterとYouTube講演の連
携による視聴者参加型キャンペーンを4回開催した。七夕
や中秋の名月など一般に関心の高い天文イベントと紐づけ
てTwitterで俳句や短歌などを募集し、YouTube講演で応募
作を紹介しながら季節の星空とアルマ望遠鏡の研究を関連
付けて紹介した。また、2021年3月には国立天文台講演会 /
第25回アルマ望遠鏡講演会『暗黒の雲から生まれる星たち 
～観測の現場から最新成果まで～』をYouTube中継の形で
開催し、インターネット中継リアルタイム視聴者 1377人が
参加した。録画映像はそのままYouTubeで公開を継続して
おり、開催後も視聴者数は伸びている。2020年7月には、日
本地球惑星科学連合大会（オンライン開催）にアルマ望遠
鏡の説明ブースを出展した。
　2015年3月中旬から、標高2,900 mに位置するアルマ望遠
鏡山麓施設の一般見学の受け入れを行っていたが、チリに
おける新型コロナウィルス感染症の拡大により、2020年3
月に一般見学の受け入れを停止した。2020年度末現在でも
一般見学の受け入れは停止している。

5. 国際協力（委員会等）

　アルマ望遠鏡は国際プロジェクトであるため、様々な委
員会が頻繁に開催されている。2020年度中は新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響を受けて、Face-to-Face会合は
リモート会議に置き換えられたが、アルマ評議会およびア
ルマ科学諮問委員会はほぼ例年どおりに会議が行われた。
またアルマ東アジア科学諮問委員会も半年に一回の頻度で
リモート会議を行った。個別の担当ごとにさらに高い頻度
で会議を開催し、緊密な連携のもとで国際プロジェクトの
推進にあたっている。

6. 研究会の開催

2020年5月25日 ngVLA SWG1 meeting　オンライン開催
2020年5月25日 ngVLA SWG4 meeting　オンライン開催
2020年5月28日 ngVLA SWG5 meeting　オンライン開催
2020年6月2日 ngVLA SWG3 meeting　オンライン開催
2020年6月11日 ngVLA SWG2 meeting　オンライン開催
2020年7月28日 ngVLA SWG3 meeting　オンライン開催
2020年8月12日 ngVLA SWG1 meeting　オンライン開催
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2020年9月1日 ngVLA SWG2 meeting　オンライン開催
2020年9月3日 ngVLA SWG4 meeting　オンライン開催
2020年10月14日–16日 The ALMA 2030 Vision: Design considerations 

for Digitizers, Backend and Data Transmission System　オン
ライン開催

2020年12月1日 ngVLA solar meeting　オンライン開催
2020年12月4日 ngVLA galactic meeting　オンライン開催
2020年12月8日・15日 ALMA Grant Fellow Symposium 2020　

オンライン開催
2020年12月18日 ngVLA extra-galactic meeting
2021年1月15日 ngVLA SWG joint meeting
2021 年 2 月 17 日 –19 日 East Asian ALMA Science Workshop 

2021　オンライン開催
2021年1月5日 –7日 ALMA/45m/ASTE Users Meeting 2020　

オンライン開催
2021年3月22日–23日 ALMA Cycle 8 2021 Proposal Preparation 

Meeting　オンライン開催

7. 科研費以外の外部資金獲得（産学連携経費等）

宮本祐介　自然科学研究機構研究助成事業（若手研究者に
よる分野間連携研究プロジェクト）

8. 非常勤研究員の異動等

（1）採用
James Miley  特任研究員
空華智子  特任研究員
工藤祐己  特任研究員（鹿児島大学へ在籍出向）
金子紘之  特任研究員（上越教育大学へ在籍出向）
菅原悠馬  特任研究員（早稲田大学へ在籍出向）
札本佳伸  特任研究員（早稲田大学へ在籍出向）

（2）退職・異動
Daniel Walker  特任研究員
Nguyen Duc Dieu  特任研究員
Andrea Silva  特任研究員
Benjamin Wu  特任研究員
下田隆信  特任研究員
Tao Wang  特任研究員
樋口祐一  特任研究員
鈴木智子  特任研究員

9. 主な訪問者

2020年8月6日  萩生田光一 文部科学大臣が国立天文台三鷹
キャンパスを視察訪問

10. ASTE望遠鏡の進捗

　2020年度は、前年度の2020年2～3月頃から世界的に蔓延
し始めた新型コロナウイルス感染症により長期の運用停止
を余儀なくされた。当初、定期保守後の2020年3月下旬に
予定通り運用を停止し、同年7～8月に予定されていた共同
利用観測に備えて4月以降に運用を再開することとしてい
た。しかし、日本とチリでの感染者数の増加、ASTE望遠
鏡のエリアやアクセス道路を管理するアルマ望遠鏡の施設
の一時的閉鎖という状況を考慮し、2020年度の共同利用観
測の中止と採択された観測プロポーザル（7件）すべての
2021年度への繰越しを最終的に決定して観測者に連絡した。
このように、2020年12月にサイトおよび装置の状況確認の
ため、また翌年の2021年3月にアンテナの最低限のメンテ
ナンスのために短期的にASTE望遠鏡サイトを再開した以
外、2020年度は運用を休止した。
　新規観測装置に関しては、Band 8（387–498 GHz帯）受信
機の中間周波数帯の広帯域化、新しい分光計とそのために
受信機信号を変換する周波数変換器の二つの開発が科学研
究費補助金により進められた。Band 8受信機については広
帯域化に伴い新しく必要となる部品の設計・製作・購入が
進められ、それぞれの単体評価が進められた。新しい分光
計と周波数変換器については必要となる観測モードの検討
とそれに基づいた設計が行われ、試作と評価が進められた。
いずれの装置も2021年後半の搭載を目標としている。科学
研究費補助金により開発されたBand 10（790–940 GHz帯）
受信機の評価も引き続き進められた。2020年度に観測を行
うことはできなかったが、2019年度に取得済みのデータを
用いて受信機の評価とデモ観測データの解析が進められた。
これらの結果は、オンライン上で開催された国際研究集会

（SPIE Astronomical Telescopes + Instrumentation 2020）におい
て発表された。2020年度には5編の査読付き論文が発表さ
れた。そのうち3編が国内の台外研究者、2編が国外研究者
によるものである。2018年度の装置障害および2020年度の
コロナ禍による科学運用の中止の影響で本数の減少は避け
られなかったが、アルマ望遠鏡を用いたサブミリ波観測の
推進を意図して取得されたBand 8受信機のデモサイエンス
データを用いた論文が日本天文学会欧文研究報告誌に掲載
されたことは特筆に値する。
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6　天文シミュレーションプロジェクト

1. 全般

　天文シミュレーションプロジェクト（CfCA）では、汎
用スーパーコンピュータ、重力多体問題専用計算機 /汎用
グラフィックプロセッシングユニット（GPU）、計算サー
バ（中小規模計算用汎用PCクラスタ）を中心としたシミュ
レーション用計算機システムの共同利用、シミュレーショ
ン技術の研究開発、およびシミュレーションによる研究の
推進を行っている。2018年度に更新された新システムの主
力機である大規模並列計算機アテルイ II（Cray XC50）の
理論演算性能は3 Pflopsであり、天文学専用のスーパーコ
ンピュータとしては世界最高の性能を誇る。重力多体問題
専用計算機GRAPE-DRとGRAPE-9の運用を継続し、汎用
GPUと計算サーバの増強を行っている。天文学データの
可視化にも継続して取り組んでいる。

2. 計算機共同利用

（1）概況
　本年度は本プロジェクトが運用する共同利用計算機群の
中心であるスーパーコンピュータ（Cray XC50）の運用3
年目であった（リース期間は6年間）。このシステムは水沢
VLBI観測所内に設置されており、水沢VLBI観測所の全面
的な協力の下に運用が継続されている。機材は順調に稼働
を続けており、利用者による学術成果も相変わらず大きい。
　このスーパーコンピュータを含む「天文シミュレーショ
ンシステム」は Hewlett-Packard Enterprise（旧 Cray）から
の賃貸（リース）機材であるが、本部局ではその他の非賃
貸機材として次のような機器を自力構築し、共同利用運用
を実施している。重力多体問題専用計算機GRAPE類およ
び幾つかのGPU機器、中小規模計算を実行するPCクラス
タ群、それらに付帯する大規模ファイルサーバ、計算結果
データを処理するための解析サーバ群、そして全体の計算
機システムを包含するネットワーク機材。これらの機材は
スーパーコンピュータXC50と連携することで日本国内外
の研究者による数値シミュレーション研究の中核を形成し
ている。XC50、GRAPE、GPU、PC クラスタについては
審査制を経て計算機資源の割り当てを行う方式となってい
る。本年度の利用状況や申請・採択状況は本プロジェクト
のホームページにて公開されているが、概況は次節以降に
示す通りである。また本プロジェクトの計算機共同計算機
群を用いた研究によって年度内に出版された査読付き欧文
論文の実数調査によると、当該の査読付き欧文論文の出版
数は166本であった。
　本プロジェクトでは共同利用計算機利用者との情報交換
のためにコンテンツ・マネジメント・システムの一種であ

るDrupalを利用し、各種申請書の受理や利用者の個人情報
管理はすべてDrupalを経由して行っている。また利用者
向け情報送信手段として定期的にCfCA Newsを発行し、計
算機システムに関する諸情報を漏らさず周知するよう務め
ている。また、本プロジェクトが運用する計算機を利用し
て得られた研究成果の出版と広報を促進するために利用者
向けの論文出版費用補助制度を運用している。

（2）各機材の運用状況

XC50
・稼働状況
　年間運用時間：8639.8時間
　利用者のPBSジョブによる年間core稼働率：93.43 %
・利用者数 
　カテゴリS：前期採択0件、後期採択0件、合計0件 
　カテゴリA：年度当初13件、後期採択0件、合計13件 
　カテゴリB+：年度当初20件、後期採択2件、合計22件 
　カテゴリB：年度当初127件、後期採択9件、合計136件 
　カテゴリMD：年度当初34件、後期採択6件、合計40件
　テゴリTrial :  41件（通年の総数）

重力多体問題専用計算機GRAPEおよびGPUクラスタ
・利用者数
　9 （年度末に於ける数値）

計算サーバ
・稼働状況

年間運用時間：8688 時間 (概数値 )
通年のPBSジョブ投入数： 531,778
利用者のPBSジョブによる年間core稼働率： 89 %（概数
値）

・利用者数
　69（年度末に於ける数値）

（3）講習会・ユーザーズミーティング
　計算機共同利用者に対する教育・普及および若手研究者
の育成を目的とし、以下に示す各種の講習会や学校を開催
し、好評を得た。また利用者との直接情報交換の場として
ユーザーズミーティングを開催し、多数の参加を得て有意
義な議論が行われた。

・iSALE講習会（WebEx + Slack）
数値衝突計算コード iSALEの基礎に関する講義および
実習
2020年6月2日－7月3日
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参加者： 22名

・XC50 初級講習会（zoom）
初級利用者に向けたXC50システムの基本的な利用方法
の解説
2020年9月29日
参加者： 13名

・Cray XC50 中級講習会（zoom）
中級利用者に向けたXC50システムでのデバッグや性能
解析・最適化の解説
2020年9月30日
参加者： 15名

・ユーザーズミーティング（zoom + Slack）
本部局の共同利用機材を用いた研究成果の発表、機器の
運用報告と議論
2021年1月19－20日
参加者： 95名（1月19日）、70名（1月20日）

・N体シミュレーション雨水の学校（zoom + Slack）
N体シミュレーションの基礎講義、GRAPE/GPUを用い
たプログラミング実習
2021年2月16－19日
参加者： 講義と実習20名、講義のみ8名

・流体学校（zoom + Slack）
公開コード Athena++ による磁気流体力学数値シミュ
レーションの講義と実習
2021年3月10－12日、3月22－23日
参加者： 65名

3. 広報活動

　本プロジェクトからは2020年度中に以下のリリースを
行った。
・「巨大ブラックホールの種になる星たち―大規模シミュ

レーションが描く新しい形成メカニズム」
2020年6月2日、鄭昇明（東北大学）など

・「ガニメデ表面に太陽系最大の衝突クレーターを発見」
2020年7月27日、平田直之（神戸大学）、末次竜（大島商
船高等専門学校）など

・「宇宙空間でイオンが電子より高温になる理由を解明―
プラズマ中の“音波”がイオンを選択的に加熱―」
2020年12月11日、川面洋平（東北大学）など

・「スーパーコンピュータで時間を戻して探る宇宙の始ま
り」
2021年2月16日、白崎正人（国立天文台 /統計数理研究所）
など

・「日本チームのバーチャル宇宙の解析に米国の2チームが
挑戦 ―宇宙の根源的な謎に迫る精密宇宙論への確かな
一歩―」
2021年3月12日、西道啓博（京都大学）など

　上記に加えて、以下の研究成果・ニュースをウェブで公
開した。
・「守屋尭助教が第9回自然科学研究機構若手研究者賞を受

賞」
2020年6月12日、守屋尭（科学研究部・CfCA）

・「庄田宗人研究員が国際天文学連合博士論文賞を受賞」
2020年7月17日、庄田宗人（太陽観測科学プロジェクト）

・「スーパーコンピュータ『アテルイ』による研究が日本天
文学会2019年度欧文研究報告論文賞を受賞」
2020年9月11日、田中雅臣（東北大学）など

・「長周期彗星が作るもう一つの黄道面」
2020年9月29日、樋口有理可（産業医科大学）

　さらに前年度から引き続き、TwitterやYouTubeチャンネ
ルの運用を行い、CfCAの研究紹介、講演会情報、メディア
掲載情報などを提供した。

4. 4D2Uプロジェクト

　本年度も前年度に引き続き、4D2Uコンテンツの開発と
公開・提供を行った。
　シミュレーション可視化映像は「多重星の形成」（シミュ
レーション：松本倫明／法政大学、可視化：武田隆顕）を
2020年8月に、「小惑星の衝突と形状の進化」（シミュレー
ション：杉浦圭祐／東京工業大学、可視化：長谷川鋭）を
2021年3月に、ウェブ上での公開と平面版のファイルの配
布を開始した。さらに、「ブラックホールを取り巻くガス円盤」

（シミュレーション：高橋博之／駒澤大学、大須賀健／筑波
大学、可視化：中山弘敬）をYouTubeで先行公開した。
　4次元デジタル宇宙ビューワー「Mitaka」は、2020年5
月にバージョン1.6.0bをリリースした。このバージョンで
は不具合の修正や、マニュアルの改訂が行われた。また、
バージョン1.7.0へ向けての開発が引き続き行われた。また、
バージョン1.6.0以降に搭載されたコマンド実行機能を活用
するためのオンラインワークショップが、日本天文教育普
及研究会Mitakaワーキンググループ主催で2020年9月と令
和3年2月に行われた。
　また小久保英一郎、中山弘敬、加藤恒彦（以上CfCA）、武
田隆顕（天文情報センター）の4名は、「天文学データの立
体視可視化による最新宇宙像の普及啓発」の業績で2020年
度の文部科学大臣表彰の科学技術賞（理解増進部門）を受
賞した。
　さらに、制作したコンテンツの提供を国内外に対して
行っている。テレビ番組や講演会での利用、科学館の企画
展・常設展示、書籍での利用、プラネタリウム番組での利



064 II 各研究分野の研究成果・活動報告

用などにコンテンツ提供を続けている。特に2020年度は
COVID-19拡大防止のための外出自粛要請のため、YouTube
や zoomなどを使ったオンラインでの利用希望が増えた。
また昨年度に引き続き、TwitterとYouTubeチャンネルの運
用を行い、4D2Uコンテンツ紹介や関連イベント情報、メ
ディア掲載情報などを提供した。

5. 対外活動

（1）計算基礎科学連携拠点
　計算基礎科学連携拠点は計算機を使った基礎科学の研
究を精力的に進める三機関（筑波大学計算科学研究セン
ター・高エネルギー加速器研究機構・国立天文台）が2009
年2月に合同で立ち上げた機関横断型の組織である。2016
年には8機関、2020年には13機関が加盟し、大きなコラボ
レーションになっている。国立天文台内では本プロジェク
トが中心となって活動が展開されている。本拠点では基礎
科学の中でも素粒子・原子核・宇宙・惑星といった基礎物
理の理論的研究を主に計算機を用いて推進する。特にそう
した分野間における学際研究の実行に向け、計算基礎科学
を軸に基礎研究を推進して行くことが目的である。計算基
礎科学の研究を行っている、あるいはこれから行おうとす
る研究者を、単独の機関ではなく共同してきめ細かでかつ
強力にサポートすることが本拠点の大きな特色である。ま
た、計算機の専門家の立場からスーパーコンピュータの効
率的な使い方や研究目標達成のために必要な新しいアルゴ
リズムの開発などを全国の研究者にアドバイスしていく
ことも重要な使命である。本拠点は2014年度より「ポス
ト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関
するアプリケーション開発・研究開発」に採択されている。
2020年度からは「富岳」成果創出加速プログラム「シミュ
レーションで探る基礎科学：素粒子の基本法則から元素の
生成まで」と「宇宙の構造形成と進化から惑星表層環境変
動までの統一的描像の構築」を実施している。本プロジェ
クトは後者に参加している。
　本年度、小久保英一郎はN体およびSPHコードを用いて

「原始惑星系円盤中での微惑星の集積と惑星形成」に関す
る研究を行った。岩﨑一成はメッシュ法の流体コードを用
いて「銀河系内での分子雲と分子雲コアの形成・原始惑星
系円盤の固体微粒子を考慮した大域的磁気流体シミュレー
ション」の研究を行った。滝脇知也はメッシュ法の流体
コードを用いた「ニュートリノ輻射輸送の第一原理計算に
よる3次元超新星爆発メカニズムの解明」の研究を行った。
以上3つの計画では富岳での大規模実行に備え、主にコー
ドのチューニングを行っている段階である。また予算は将
来の大規模計算で生じる莫大なデータを保存するため、主
にストレージの増強に使用した。
　隔月で行われている計算基礎科学連携拠点の運営委員会
には本プロジェクトより富阪教授・滝脇助教が参加してお

り、原子核・素粒子を専門とする他の運営委員と議論を重
ねながら計算科学を軸に宇宙物理研究の発展を加速するべ
く協議を重ねている。

（2）HPCIコンソーシアム
　本プロジェクトは2010年秋に始まった準備段階より文部科学
省主導のHPCI（High-Performance Computing Infrastructure）
計画に参加し、「京」や「富岳」計画などを中心とした国
策のHPC研究推進に参画している。なおこれは5.1節に記
した計算基礎科学連携拠点を通した「京」コンピュータ
のHPCI戦略プログラム分野5および重点課題9とは密接に
関係するものの、基本的に独立なものであることに注意が
必要である。HPCIコンソーシアムは2012年4月に正式な社
団法人として発足したが、本プロジェクトは現時点ではア
ソシエイト会員（会費を支払わないので議決権はないが意
見の表明や情報の取得は可）として当コンソーシアムに参
加し、計画全体の動向を見守っている。本年度も様々な会
合やワーキンググループが開催され、次世代のHPCI体制
についての議論が繰り広げられた。国家のHPCフラッグ
シップ機「富岳」は本格的な供用開始が目前に迫っており、
利用者コミュニティがいかにしてこの機材を有効に活用す
べきかに関する科学的な議論が盛んに行われている。

6. 職員人事異動等

（1）本年度内に採用された職員
（研究支援員）坂 牧子
（事務支援員）増山麻美

（2）本年度内に転出・退職した職員
（特任研究員）大谷友香理
（事務支援員）増子京子
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7　重力波プロジェクト

　2019年度に開始された第3期重力波観測（O3）では、公表さ
れている前半だけでも39の重力波イベントが観測され、重
力波天文学は著しい発展を遂げている。しかしながら、す
ばる望遠鏡等でのフォローアップ観測は未だO2での1例し
か報告されておらず、重力波イベントの位置特定精度の向
上が望まれている。このためには日本のKAGRAが国際重
力波観測ネットワークへ参加することが極めて重要である。
　国立天文台重力波プロジェクトでは、大型低温重力波望
遠鏡KAGRAの改修と観測を強力に推進するとともに、三
鷹のTAMA300およびATCを用いた先端的な重力波検出器
技術開発を進め、日本の重力波研究を牽引している。

1. 重力波望遠鏡KAGRA 

　国立天文台は、東京大学宇宙線研究所および高エネル
ギー加速器研究機構との「大型低温重力波望遠鏡KAGRA
を用いた重力波天文学の推進についての覚書」に基づき、
副推進機関として KAGRA の運用・運営で重要な役割を
担っている。特に、低周波防振装置、補助光学装置、鏡評
価、主干渉計について建設から一貫して主導しており、ま
た、Executive Office、System Engineering Office等にメンバー
を輩出することで運営にも寄与している。2020年2月には
KAGRAの初運転を実現し、最終的に中性子連星合体レン
ジで1 Mpcの感度を達成した。これはLIGO-Virgoが実施す
る第3期重力波国際観測（O3）への参加要件を辛うじて充
たすものであったが、COVID-19の世界的蔓延によりO3が
打ち切りとなってしまい、残念ながら実現できなかった。
一方、4月以降も観測運転を継続したドイツのGEO600とは
国際共同観測（O3GK）を実施し、共同でのデータ解析が
進められている。
　その後は O4観測（2022年6月以降の予定）へ向けた
KAGRAの改修を行っている。主な改修項目は下記の通り
である。

（1）防振装置：干渉計ミラーと一部の光学部品を地面の
振動から隔離するため、KAGRA では異なる4種類

（Type-A、Type-B、Type-Bp、Type-C）の防振装置を使
用しており、これらすべての改良・改修作業を行った。
特に Y エンドの Type-A システムはフィルターを再
チューニングして再インストールを行っている。また
倒立振り子の制御に用いる慣性センサの感度を0.1 Hz
で1桁ほど改善した加速度計を開発した。

（2）補助光学装置：迷光対策のための光学バッフル、光
学角度センサー、ビーム縮小光学系（BRT）、ビーム
モニター用のカメラ、ビューポート窓といった光学装

備品全般を担当し、特にO3時の課題を反映させて新
たな光学バッフルやビームダンプの設計を行った。ま
た、BRTの防振台の操作性改善のためアクチュエータ
機構を新たに試作した。これらは、先端技術センター

（ATC）との協力の下で実施された。

以上の改修は2021年度まで継続される予定である。

2. TAMA300等での基礎開発研究

　重力波プロジェクトでは1990年代に建設された第1世代
干渉計型重力波アンテナTAMA300を有効活用し、次世代
の重力波望遠鏡技術開発を牽引している。また、先端技術
センター（ATC）実験室においてもテーブルトップでの技
術開発やKAGRAの機器組立などを実施している。2020年
度は特に下記の3項目について、大きな進捗が得られた。

（1）TAMA300での周波数依存スクィージング技術開発：
周波数依存スクィージングは重力波望遠鏡の量子ノ
イズを広帯域で低減することができる量子光学技術
であり、世界中で開発競争が行われている。重力波
プロジェクトではTAMA300を用いてこの開発研究を
行ってきたが、2020年に世界で初めて実用周波数帯の
100 Hzで実証に成功した。この成果はPhysical Review 
Letters誌4月28日号に掲載され、Featured in Physicsおよ
びEditor’s Suggestionに選ばれた。また、この研究で重
力波プロジェクトの助教が自然科学研究機構若手研究
者賞を、総研大生が総研大賞を受賞した。その後、安
定的な周波数依存スクィージングの生成実験を継続し、
KAGRAへ導入するための検討も開始した。

（2）超高性能ミラー開発：KAGRAのサファイアミラーに
は、①光吸収率、②反射率の非対称性、③複屈折の3
つに改善の余地があることがわかっており、国内外の
メーカー・研究機関と協力しつつこの課題解決に取り
かかっている。特に重力波プロジェクトでは光吸収率
および複屈折測定装置を用いたサファイア鏡基材評価
を主導し、光吸収率と複屈折がサファイア結晶構造と
相関があることを見いだした。この結果を結晶メー
カーにフィードバックし、より良いサファイアミラー
製作へ向けた取り組みを進めている。

（3）ATCでの低温鏡の残留ガス吸着現象の研究：KAGRA
のような低温鏡を用いる干渉計においては残留ガスが
鏡表面に吸着し、分子層を形成してしまう。その膜厚
をエリプソメトリックに測定する手法を開発し、分子
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層の吸収係数を求めることに成功した。得られた値か
ら、次世代干渉計においては分子層形成を抑制する対
策を講じないと、光学吸収が問題となることがわかった。

3. 教育

　TAMA300およびATC実験室で研究を進める総研大生2名
および東大大学院生1名の合計3名が博士の学位を取得した。
この中で総研大生1名は、総研大賞を受賞するなど高い評
価を得た。
　大学院・大学教育としては、上記学生指導のほかに、東
大大学院、総研大、法政大で講義を担当した。このほか、
朝日カルチャーセンター、文教アカデミア講座、中央区民
カレッジ講座、岡崎北高校、アストロノミーパブ、光協会
マンスリーセミナー、多摩市第三小学校でも講義を行い、
社会教育活動も積極的に行った。

4. 広報普及活動

　天文情報センターと共同で重力波プロジェクトの広報用
動画製作を行った。重力波プロジェクトのホームページも
改訂し、特に大学院進学を目指す学生向けに教員紹介ペー
ジを新設した。また取材対応としては、共同通信の連載記
事「国立天文台から銀河旅行へ」の第10回、NHKサイエン
スZERO、朝日新聞などがあった。このほか、三鷹市街歩
きツアーへの協力、文藝春秋オピニオンへの寄稿などの活
動も行った。

5. 国際協力と主な来訪者

　COVID-19の環境下において、基本的には来訪者の制限
を行ったため、2020年度の来訪者は8名であった。一方国
際協力は活発に行われ、CNRS/APC（仏）、iLM（仏）、国
立清華大学（台湾）、Myongji Univ.（韓国）、KASI（韓国）
などとの共同研究が進展した。

6. 文献報告・発表・ワークショップ 

　著者に当プロジェクトのメンバーが加わっている国際学
術誌に掲載された査読付き論文の数は9件であった。査読
なし論文は欧文7件、和文2件であった。国際会議での講演
報告は24件、学会発表報告が38件行われた。そのほか、出
版等の欧文報告9件、和文報告1件が報告されている。

7. 科研費以外の外部資金

　科学研究費以外の外部資金は獲得していない。

8. 人事異動等

（1）採用
陳 たん（特任研究員（科研費雇用））
Yuhang Zhao（特任研究員）
Michael Page（学振外国人特別研究員）
Marc Eisenmann（学振外国人特別研究員）
池田 覚（特任専門員）
上田 三恵（特定事務職員）
澤柿 温美（神岡分室 事務支援員）

（2）異動・退職
正田 亜八香（特任助教、民間企業へ就職）
Eleonora Capocasa（学振外国人特別研究員、France APC 講
師（Maitre de conferences））
小坂井 千紘（学振特別研究員、民間企業へ就職）
Yuhang Zhao（特任研究員、東大宇宙線研研究員）
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8　TMTプロジェクト

　TMT計画は、日本、米国、カナダ、中国、インドの5か
国の協力で進めている口径30 mの超大型望遠鏡の建設計
画で、日本は自然科学研究機構が最終責任機関、国立天文
台が実施機関となって参加している。2014年に参加機関の
間での合意書を締結して建設と運用を担うTMT国際天文
台（TIO）を設立し、建設を進めている。日本は望遠鏡主鏡
の製造、望遠鏡本体の設計・製造と現地据付・調整、観測
装置の設計・製作を担当している。国立天文台においては
TMTプロジェクトを設置して計画を推進している（図1）。
　建設地ハワイでは、2017年にマウナケアでの建設のため
の保全地区利用許可がハワイ州により承認され、2019年に
現地建設工事開始を予定したが、マウナケアでの建設に反
対する人々による山頂への道路の封鎖を含めた抗議活動を
うけ、工事を進めることができなかった。その後TIOは関
係機関と協力しながら、ハワイでの合意形成に向けた努力
を行っており、国立天文台もTIOの一員としてこれを支援
している。この状況のもと、TIOおよび国立天文台を含む
参加機関は支出を最小化し、全体工程の中で必須の作業を
実施している。一方、ハワイでの建設が不可能となる事態
に備えた代替建設候補地での建設可能性や観測条件の詳細
な評価を行った。また、運用期における共同利用に向けた
科学運用計画の検討を進めた。

1. TMT計画の進捗と建設地の準備状況

　TMT の建設は、2014年に設立された TIO と参加各国・
機関において進められている。現在の正式参加国・機関
は、自然科学研究機構（日本）、カリフォルニア大学、カリ
フォルニア工科大学、カナダ国立研究機構、インド科学技
術庁、中国国家天文台であり、これに加え、今後の米国国
立科学財団（NSF）の参加を想定して米国天文学大学連合

（AURA）が準メンバーとして参加している。
　TIOは、TMT評議員会での審議・決定にもとづいて運用
され、各国での建設作業の統括や現地のインフラ整備など
を行う。日本からは常田台長、井口副台長、臼田TMTプ
ロジェクト長の3人が代表として評議員会に出席している。

定例の評議員会は四半期ごとに開催されるが、2020年度に
はNSFのTMT計画への参加に向けた取り組みや現地工事
再開に向けた課題などについて話し合うために計8回開催
された。また、評議員会のもとにハワイでの工事に向けた
取り組みやプロジェクト運営の課題を話し合うワーキング
グループが設置され、高い頻度で会合がもたれている。さ
らに、計画の最重要課題を審議するためのメンバー会議

（日本は自然科学研究機構長が参加）が2020年度は1回開催
された。COVID-19の状況のもと、これらの会合はすべて
オンラインで開催された。
　米国では10年ごとの天文学の重点課題を評価する
Decadal Survey が進んでおり、2021年夏頃の結果公表が
予定されている。これには TMT と GMT（Giant Magellan 
Telescope：南米で建設中の口径24 m相当の望遠鏡）が協力
して全天の観測を可能とする米国超大型望遠鏡プログラム

（US-ELTプログラム）を提案している。TIOはNSF国立光
学赤外線天文学研究所（NSF’s NOIRLab）およびGMTと
ともにこのプログラムの設計段階提案をNSFに提出（2020
年5月）した。NSFを通じた米国連邦政府予算のTMT計画
への投入は計画の成立性を確立するために欠かせない重要
事項であり、TIOは2021年の基本設計審査に向けて準備を
進めている。TMT計画への予算投入は最終的に米国連邦
議会で決定されることになる。NSFは参加決定の判断に先
立ちハワイでの関係者との非公式会合を2020年より活発に
行っている。
　ハワイでは2017年9月にTMT建設のためのマウナケア保
全地区利用許可が承認され、これに対する反対者からの
訴訟についても2018年10月にハワイ州最高裁判所の判断で
許可の有効性が認められて法的手続きは完了した。しか
し、2019年7月に予定した現地工事開始に対し、マウナケア
での建設に反対する人々による道路封鎖を含む抗議活動を
うけ工事は中止された。その後道路は正常に通行できるよ
うになっているが、2020年度末の時点で現地工事を実施で
きていない。2019年度後半からは、反対派の中心メンバー
も含めた話し合いの場が設けられ、それ以前にはなかった
TIO関係者と反対派との直接対話が複数回にわたって行わ
れ、常田国立天文台長も参加した。TIOは、地元ハワイの
コミュニティとの信頼関係を十分に構築することができて
いなかった。その反省から、本部を段階的にハワイに移す
方針を評議員会で決定した。2021年度前半にプロジェクト
マネージャがハワイ島に赴任し、地域に根ざした活動を推
進する計画である。2021年3月には、ハワイ州議会下院に
おいてマウナケアの管理体制を検討するワーキンググルー
プの設置が決定され、2021年末の報告とりまとめを予定し
て先住民代表者を含むメンバーの選定が始まった。TMT
計画にも大きく関わる動きとして注視している。図1. 最新の設計にもとづくTMT本体構造完成予想図（TIO提供）．
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　2016年に代替建設候補地として選定されたスペイン・カ
ナリア諸島のラパルマ島については、環境影響評価等を含
む建設許可手続きが2019年11月に完了している。2020年度
には、国内の大学研究者の協力を得てラパルマ島における
観測条件を詳しく検討し、マウナケアには及ばないものの
TMTに期待される科学的課題の多くについて必要な条件
を満たしていることを確認し、コミュニティ向け説明会な
どで報告した。国立天文台は、ハワイでの建設が不可能と
なった場合には、米国連邦政府予算が措置される目処が立
つならば、ラパルマへの建設地変更に対応することを表明
している。

2. 日本が分担する望遠鏡本体構造および主鏡製作、
観測装置開発の推進
　
　TMTの建設においては、締結された合意書にもとづき、
日本はTMTの主要部分である望遠鏡本体構造・制御系の
設計・製作、および主鏡の製作を担っている。また、国際
協力で進めている観測装置製作の一部を担っている。現地
工事が実施できていない状況のなか、日本においても2020
年度には製造工程は実施せず、全体工程を進めるのに必要
な内容に絞って設計や製造準備を行った。2020年度の進捗
は以下のとおりである。

（1）主鏡分割鏡製作
TMTの主鏡は492枚の分割鏡で構成され、蒸着交換用を
含めて574枚の製作が必要である。それぞれの分割鏡の
製作には、鏡材の製造、表裏両面の球面加工、表面の非
球面研削・研磨、外形加工、支持機構への搭載というプ
ロセスが必要である。その後、米国での表面の最終仕上
げおよび現地での表面への反射金属コーティングを経て
望遠鏡に搭載される。
このうち、日本は鏡材の製造および球面研削を574枚の
分割鏡すべてについて担当する。また、非球面研削・研
磨から支持機構搭載までの作業は4か国で分担し、日本
は175枚分を担当する。2020年度には、今後の量産再開
後に円滑に製造を進め、全体工程に影響を与えないため
に必要な開発項目を検討した。支持機構搭載に用いる治
具の精度向上を図り、部品の接着位置・角度精度につ
いても治具を改良することで十分に達成できる見通しを
立てた。また、分割鏡175枚の量産では総接着部品数が
10000点以上と膨大になるため、万が一要求仕様を満た
せなかった場合の対策として安全に接着部品を剥離する
手段の確認を進めた。外形加工時の鏡面保護対策の検討
も進めた。さらに、2019年度までに非球面研磨が行われ
た分割鏡について次の工程である外形加工に入るために
必要なTIOによる技術適合審査を開始した（図2）。 

（2）望遠鏡本体構造・制御系の設計・製造準備
主鏡をはじめ望遠鏡の光学系および観測装置を搭載し、
観測天体に向けるための機構が望遠鏡本体構造であり、
日本はその制御系を含め、設計・製作を担当している。
望遠鏡本体構造については、2016年度までの基本設計・
詳細設計、2017年度の製造準備をふまえて、2018年度に
製造工程に入った。2020年度には、前年度に引き続き本
格的な製造工程開始前に予定されている製造準備審査に
向けたインターフェースの確定および製造図面作成を進
めた。特にTIOにおいて最終設計審査があった配管・配
線サブシステムは望遠鏡構造と密接に関係する部分であ
ることから、インターフェースの定義などの支援を行っ
た。また、その他今後の製造に向けてリスクの大きい技
術課題の解決に向けた検討も実施した。

（3）観測装置
望遠鏡完成時に稼働する3つの第一期装置の設計・製作
もそれぞれ国際協力で進められている。
近赤外線撮像分光装置 IRISについては撮像部の製作を
担当しており、先端技術センターと連携して設計・試作
などを進めている。2017年度から詳細設計の段階に入っ
ており、2020年度には、前年度に引き続いて瞳撮像系の
光学設計を実施・完了するとともに、撮像系の要素であ
るコールドストップやフィルターホイール、大気分散補
正系、検出器マウント、スライサー分光器へのピックオ
フ鏡ユニット等の詳細な機械設計、およびこれに対応し
た迷光解析を行った。プロトタイプ試験としては前年度
までに着手していたベアリング耐久試験や大型鏡の冷却
化における形状変化試験を改良しながら進めた。また、
パサデナに赴任している国立天文台職員が IRIS全体の
システムエンジニアを務め、IRIS内部および波面補償光

図2. 日本における分割鏡の研磨と測定プロセスのTIO職員による
視察．2020年12月に，非球面研磨加工を終えた分割鏡の最初の品
質審査が実施された．審査されたのは2019年度に研磨加工が完了
していた分割鏡の1枚で，審査に合格となり，次の工程である外形
加工に進むことが可能となった．
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学装置（NFIRAOS）とのインターフェースの詳細な確認
や望遠鏡現地における組立・試験の検討をリードした。

広視野可視多天体分光器WFOSについては、2020年5月
に行われた中間設計審査会での報告において、マスク交
換機構・分光器カメラ鏡筒・面分光ユニットの概念設計
検討結果を報告した。さらに、その検討結果をもとにコ
スト評価も行った。マスク交換機構と面分光ユニットに
関しては、さらに概念検討を進めている。

第一期観測装置に加わった太陽系外惑星の研究を主目的
とする近赤外線高分散分光器MODHISについては、パ
サデナに赴任している国立天文台職員がプロジェクトマ
ネージャとして計画をリードし、TIOおよびカリフォル
ニア工科大学との共同開発による概念設計を進めている。
さらに、アストロバイオロジーセンターと協力して系外
惑星装置開発への貢献内容について検討している。

3. TMTによる科学研究・観測装置及び運用の検討お
よび研究者コミュニティとの協議

　TIO科学諮問委員会は各参加国・機関からの研究者で組
織され、TMTの科学研究や観測装置計画を検討している。
2020年度にはほぼ毎月、オンラインでの会合がもたれ、日
本からは大学研究者4人と臼田TMTプロジェクト長がメン
バーとして参加している。NSF参加に向けた基本設計審査
が2021年度に行われることに対応し、GMTとの合同科学
諮問委員会を開催するとともに、国際協力で進められてい
る観測装置の開発や望遠鏡完成後の科学運用計画などにつ
いての協議が行われた。
　国内では、大学等の研究者12人で構成されるTMT科学
諮問委員会において、科学研究や観測装置、運用計画など
の課題が審議された。また、TMT建設を支持するハワイ先
住民グループから意見を直接伺う機会やカナダの科学諮問
委員会と合同の会合をもつなど、国際的な取り組みを行っ
た。2020年度には予算の制約から募集できなかった「TMT
戦略基礎開発研究経費」について、TMT関連の観測装置
や要素技術の開発における重要性と、2021年度から再開す
るにあたっての課題について議論された。米国において、
NSFの参加に向けたUS-ELTプログラム検討の一環として、
望遠鏡完成後の科学運用のプランづくりが急速に進んでい
ることを受け、科学諮問委員会のもとにワーキンググルー
プを設置して科学運用の検討を開始し、AURAやTIOの関
係者との会合をもって意見交換を行った。
　TMT 計画の状況について、広く日本国内の天文学コ
ミュニティに説明し、意見交換する機会を積極的にもった。
TMTプロジェクトとしてオンラインでの説明会を2020年5
月に開催したほか、光赤外線天文学のみならず電波天文学
や理論天文学、太陽の研究分野などの研究者コミュニティ

との会合を行った。さらに、日本学術会議天文学・宇宙物
理学分科会においては国立天文台長がTMT計画の現状に
ついて常に最新の状況を説明した。

4. 広報・普及・教育活動

　TMT計画、特に建設地マウナケアの状況や日本の分担個
所の進捗についてはTMTプロジェクトホームページで紹
介している。また、TMTニュースレターを66号から69号ま
で配信した。
　COVID-19の影響で、これまでに取り組んできた全国各
地での講演や展示会の多くは開催できない状況となった。
この状況のもとで、国立天文台として取り組んでいる「ふ
れあい天文学」による日本国内だけでなく世界各国の学校
での授業をはじめ、オンラインでの講演に積極的に取り組
み、市民向けの講演や出前授業は、対面形式を含めて43件
実施した。
　建設地である米国・ハワイにおいてもイベントはオンラ
イン開催となっているが、2020年度も天文学をはじめとす
る科学・技術の教育・普及イベントである Journey Through 
the Universe （2021年3月）の出前授業講師派遣を行った。
2020年10月には、報道関係者やライターを対象にした国立
天文台記者レクチャーを開催し、TMTとすばる望遠鏡の連
携で期待される科学研究についてあらためて解説するとと
もに、計画の現状を説明した。

5. 組織体制

　プロジェクトの体制としては、年度末には教授3名、准教
授6名、助教3名、研究技師2名、特任専門員1名が専任とし
て所属している。これに加え、先端技術センター、ハワイ
観測所、チリ観測所を本務とする教授2名、准教授2名、助
教3名、技師1名がTMTプロジェクトを併任しており、先端
技術センターにおけるTMTの観測装置開発などを担って
いる。
　TIOと緊密に連携した活動を強化するため、カリフォル
ニア事務所（パサデナ）に6人が赴任している。また、ハワ
イにおいては国際連携室職員1人と合わせて2人がTMTの
ために活動している。
　将来のすばる望遠鏡とTMTの一体運用を念頭に、TMT
の建設期を含めて、すばる望遠鏡との長期的な運用計画と
もすりあわせたスケジュールおよび人員配置計画の策定を
継続的に行った。広報活動や国内における事務については
すでにハワイ観測所と体制を統合し一体的な運用を行って
いる。
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1. JASMINE（赤外線位置天文観測衛星）計画の検
討、開発

（1）概要
　JASMINEプロジェクトは JAXA宇宙科学研究所が推進
する「小型 JASMINEミッション」に参画・貢献し、世界
初の赤外線による超高精度位置天文観測と時間軸天文学観
測の実現を目指している。そのために、以下のようなミッ
ションを行う。

1. JAXA宇宙科学研究所が推進する「小型 JASMINEミッ
ション」を実現させるために、科学検討、および観測装置
とデータ解析ソフトウエアの開発に対して貢献する。

2. JAXA宇宙科学研究所のリーダーシップの下での国際的
な枠組みの中、天の川銀河の中心領域にある星の年周視
差・固有運動・光度曲線等の物理情報のカタログを作成し、
科学コミュニティーへと供する。

　小型 JASMINE は、2019年5月に JAXA 宇宙科学研究所
により、公募型小型計画3号機の唯一の候補として選ばれ
た。現時点では、宇宙基本計画工程表によると打上げは
2028年の予定である。現在は、JAXAでの開発フェーズの
段階的アップを目指してプロジェクトを推進しているとこ
ろである。小型 JASMINEの科学目標は、以下の3つである。

1. 赤外線による超高精度位置天文観測により、距離2万6千
光年に位置する星の距離と運動を測定し、天の川銀河の中
心核構造と形成史を明らかにする。

2. 太陽系や惑星をもつ星の移動を引き起こす原因となる銀
河構造の進化の過程を明らかにし、人類誕生にも関わる天
の川銀河全体の形成史を探求する。　

3. 赤外線位置天文観測で達成される高精度な測光能力を活
かした時間軸天文観測により、生命居住可能領域にある地
球に似た惑星を探査する。

「小型 JASMINE」は、主鏡口径30 cmクラスの3枚鏡光学系
の望遠鏡を用いて赤外線（Hw バンド：1.1~1.7 μm）で位
置天文観測を行い、中心核バルジの数平方度の領域方向、
およびいくつかの興味ある特定天体方向に対して、最高精
度としては、年周視差を25 μ秒角以下、固有運動（天球上
を横切る角速度）を25 μ秒角 / 年以下の精度で測定し、こ
の領域の星の位置と運動のカタログを作ることを目的とす
る（仕様の詳細は変更の可能性あり）。ヨーロッパ宇宙機

関（ESA）が運用する可視光位置天文観測衛星「Gaia」と
違って、ダストによる吸収効果が弱い近赤外線で観測を行
うこと、さらに同一天体を高頻度で観測できる点にユニー
クな特徴がある。これにより、銀河系中心核バルジの形成
史（銀河中心考古学）、銀震学、銀河系中心に存在する巨大
ブラックホールの形成史、銀河系中心核バルジの重力場と
中心付近での活動性、星団の起源、X 線連星の軌道要素と
高密度天体の正体、恒星の物理、星形成、惑星系などの天
文学や重力レンズ効果などの基礎物理の画期的な進展に寄
与できる。さらに、地上から観測されるバルジ星の視線速
度や化学組成のデータと合わせることで、より意義のある
カタログとすることが可能である。
　衛星運用により、銀河系中心方向の位置天文観測が
困難な期間がある。そのような期間においては、小型
JASMINEの赤外線領域での高時間分解能というユニーク
な特徴を活用するために、銀河系でのいくつかの特別な天
体の観測を行う。その良い例は、小型 JASMINEの連続的
測光観測を活かしたトランジット観測である。M型星（低
質量の赤い主系列星）の周りの生命居住可能領域にある地
球型惑星の探査が可能となる。この種の系外惑星探査に
対しては、小型 JASMINEは他のミッションより有利であ
る。さらに小型 JASMINEは日本で最初の系外惑星探査衛
星にもなる。
　JASMINE プロジェクトでは、JASMINE の一部技術実
証や太陽系近傍の明るい星の位置天文情報をもとに科学
的成果を出すことを目的とする超小型衛星を用いたNano-
JASMINE（主鏡口径5 cm級）計画も進めてきた。小口径な
がらヒッパルコス衛星と同等の精度の観測を行う計画であ
り、Nano-JASMINEの観測データとヒッパルコスカタログ
との組み合わせにより、非常に明るい星に対しては、Gaia
より固有運動の精度向上が期待されている。打上げ機会は
検討中である。

（2）2020年度の主な進捗状況

1）JASMINEプロジェクトの体制：
　JASMINEプロジェクトの体制は、常任8名、技術支援員1
名、大学院生2名であった。その他、京都大学大学院理学研
究科、JAXA 宇宙科学研究所、東京大学、University College 
Londonなどのメンバーにも多大な協力をいただいている。

2）小型 JASMINE 計画の検討・開発全般：
　国立天文台科学戦略委員会のもとに小型 JASMINEワー
キンググループ（以下、WGと記す）が設立され、2019年
8月から2020年6月まで活動が行われた。WG の目的は、

“小型 JASMINE 計画の立ち上げに係る広範な事項を、

9　JASMINE プロジェクト
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management advice bodyして活動する”ことであり、台内
外の7名の委員から構成され、JASMINEの科学的価値と技
術的成立性の審議を行ってきた。その結果、WGとして、
JAXAの次の開発段階に JAXAの審査を経て進むことを、
国立天文台として後押しすることができると結論付けてい
ただけた。また、我々は研究者有志による JASMINEコン
ソーシアムを立ち上げ活動を続けている。コンソーシアム
の目的は、サイエンス検討やデータ解析チーム、データ検
証チーム、そしてアウトリーチチームの準備を兼ねたもの
であり、現時点では50名程度の国内メンバーが参加してい
る。2020年11月にオンラインで小型 JASMINEの公開のサ
イエンスワークショップを兼ねたコンソーシアムの会合を
開催した。観測装置の開発に関して、搭載する赤外線検出
器は従来は米国製のものを使用予定であった。しかし事情
により、国立天文台先端技術センターが地上用に開発した
赤外線検出器の搭載へ軸足を移すこととなり、当該検出器
の宇宙用化開発を開始した。さらに、国産赤外線検出器の
搭載に伴い、その検出器の特性に応じたミッションの実現
可能性を確認した。そして、観測装置（主鏡口径や検出器
アレイなど）の仕様案をチーム内で検討し、衛星メーカ候
補にも仕様の検討を委託した。衛星システム全体として
は、現時点で解決しておくべきリスクを複数の衛星メーカ
候補と協力して洗い出しを行った。データ解析に関して
は、新たな開発メンバーも加わり（全員で15名程度）、星像
イメージ作製のシミュレーションと星像中心推定から年周
視差等の位置天文パラメータを導出するまでの一連のend-
to-end simulationを開発、実施するグループが組織され、パ
イプラインの検証と修正作業を実施した。国際協力では、
ハイデルベルグ大の研究者等との位置天文データの解析準
備を進めた。

3）Nano-JASMINE 計画の進捗状況：
　Nano- JASMINE 衛星の開発に関しては、実際に打ち上げ
る衛星となるフライトモデル（FM）の組み立ては2010年度
には完成している。しかしながら、打上げ機会を得るのが
難しく、現在も打上げ会社との調整が続いている。
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10　RISE月惑星探査プロジェクト

1. プロジェクト概要

　2020年度は、第一に、火星衛星サンプルリターン計
画（MMX）測地サブサイエンスチーム（G-SST）とし
て、運用検討とソフトウェア導入を行った。（i）8月にフ
ランス CNES 製作の軌道・重力場推定ソフトウエアの情
報を収集するためにオンライン会議を開催し、MMX に
適用する際の要修正課題や、利用とソフト改修に関わる
権利と義務について確認した。日本からはRISEプロジェ
クトメンバーを含む G-SST メンバーが参加した。（ii）
Stereophotoclinometry形状モデリングソフトウエア（SPC）
については、その利用に関して開発元のPlanetary Science 
Instituteと交渉を進め、米国商務省の輸出認可を得た。同
時に、（iii）フォボス形状モデリング作成に用いる画像の撮
像計画についての検討を行った。「はやぶさ2」における撮
像タイミングの検討のために開発されたツールについて、
G-SSTへの応用を進めた。そのほか、（iv）3次元 -準周回
軌道（QSO）からPhobos高緯度・極域を観測する際に必要
な探査機姿勢を検討した。（v）Phobos上の着陸点から離脱
上昇する際の軌道を追跡することによって、内部2層モデ
ルの密度がどう拘束できるかを検討した。（vi）MMX デー
タ処理ワーキングチーム（DPWT）からの要請により、
Reformatterを含むデータ解析・アーカイブシステムの開
発のために必要な情報を検討し、提供した。（vii）レーザ
高度計（LIDAR）の Engineering Model 開発に協力して開
発会議に参加した。（viii）最新のPhobos内部構造研究のレ
ビューのためのセミナーを開始した。
　第二に、「はやぶさ2」LIDARの公開データの作成を行
い、ソフトウェアインターフェース仕様書（SIS）等の関連
文書の準備を行った。SISは8月までにLIDARチームして
の原案を作成して公開用データを整備したが、レベル0か
らのデータ公開が求められたため、大幅に改定することと
なった。成果公表に関して、探査機位置の精密決定に関す
る論文と、LIDARアライメントを軌道上で確認する手法に
ついての論文をそれぞれ国際誌に出版した。また、衝突実
験により表面地形が変わらなかった事から、小惑星の表面
物性を制約して衝突地震による表面更新の効率を検証する
研究を行い、国際誌に出版した。「はやぶさ2」の地球帰還
では、宇宙科学研究所、情報通信研究機構と共同で光リン
ク実験を行った。12月7–11日、14、16、18日と21–23日に実
施され、RISEプロジェクトメンバーが運用にあたった。
　第三に、MMXの開発・運用準備を行うために新規Aプ
ロジェクトの申請を5月に行い、2022年度まで RISE 月惑
星探査プロジェクトとして承認された。Project Goals and 
Missionsを8月に提出し、承認された。あわせて、惑星科学
ワーキンググループの設置を科学戦略委員会に5月に申請

し、承認された。8名の委員を提案して、台長の承認が得ら
れたので、2021年2月15日と3月17日にオンライン開催した。

2. 教育活動

　東京大学の併任として学部講義を1/2セメスター分だけ
分担した。また、東京大学理学系研究科修士2年生を受託
院生として受け入れた。

3. 広報普及

　キラリ☆奥州市天文教室に協力して、1名が出前授業を
実施した。ふれあい天文学に参加して5回の出前授業を実
施した。そのほか、3件の一般講演を行った。
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1. SOLAR-Cプロジェクト概要

　SOLAR-Cは計画中の衛星プロジェクトであり、「ひのと
り」「ようこう」「ひので」に続くわが国4番目の太陽観測
衛星として2020年代半ば頃に実現を目指しているものであ
る。この計画は、衛星からの観測を通して、太陽物理学分
野の主要課題であり、また地球周囲の宇宙天気・宇宙気候
に影響を及ぼしている以下の太陽磁気プラズマ活動の機構
解明に挑むものである。

（1）太陽高温大気および太陽風の形成機構
（2）太陽面爆発のエネルギー解放機構
　衛星に搭載される主観測装置は、「ひので」衛星の同種
の観測装置よりも約一桁向上する解像力と感度をもつ。ま
た、二万度から二千万度の温度範囲のプラズマを切れ目な
く観測できるところに特徴がある。
　この計画を検討する JAXA宇宙科学研究所のワーキング
グループには、設立以来から日本の研究者に加えて多くの
外国人専門家が参加している。打ち上げロケット、衛星バ
ス、観測装置の望遠鏡部分を日本が担当し、分光装置部を
米国や欧州諸国の宇宙機関や研究機関との国際協力によっ
て開発することが想定されている。望遠鏡部の開発は国立
天文台が中心となって行う。
　SOLAR-C計画は、2018年1月の JAXA公募型小型衛星の
公募機会に、Solar-C_EUVST小型衛星計画として提案され
た。本提案は、2018年7月に公募型小型衛星3または4号機
の候補として推薦され、2019年度から「ミッション定義
フェーズ（Pre-Phase-A2）」 に移行した。そして、2020年2月
に実施されたプリプロジェクト候補ダウンセレクション前
審査を経て、本計画は2020年5月に JAXA小型衛星4号機計
画として選定された。国際協力の面では、2019年より進め
られたPhase A検討の結果、2020年12月にNASAの本計画
への参加が決定している。また、欧州諸国の宇宙機関の参
加表明もこれに続いた。

2. 2020年度のSOLAR-Cプロジェクト進捗

　2020年度は、JAXAフロントローディング経費を用いて、
日本が担当する望遠鏡部や衛星バスについて、以下の点に
ついて検討を進めた。

（1）傾動機構と焦点調節機構を備えた主鏡アセンブリの
設計検討

（2）構造モデルの再設計と詳細化
（3）熱数学モデルによる軌道上温度予測と熱変形予測
（4）衛星 - 観測装置間や観測装置内の機械的インター

フェース条件の検討

（5）小型衛星標準バスに対する要求事項の検討
（6）超精細太陽センサUFSS試作モデルの性能評価
（7）候補接着剤の脱ガス特性の取得と簡易汚染数学モデ

ルによる影響度予測

　これらの設計検討により、重要項目について設計妥当性
を確認したほかに、初期設計における課題点をいくつか明
らかにした。

3. SUNRISE-3搭載装置SCIPの開発

　2020年度より、小規模飛翔体実験は主として太陽観測科
学プロジェクトが推進することとなったが、大気球プロ
ジェクトSUNRISE-3の搭載装置SCIPの開発には、引き続
き多くの室員が貢献している。詳細は太陽観測科学プロ
ジェクトの報告を参照のこと。

4. プロジェクト予算

　SOLAR-Cプロジェクト運営の基本的な部分や緊急的な
対応部分にかかる経費は国立天文台より充当されている
が、プロジェクトの準備を支える経費の大部分は、JAXA
の研究加速基金や基礎開発基金等の外部資金に依ってい
る。また、当プロジェクトと太陽観測科学プロジェクトの
事務量の平滑化の観点から、小規模プロジェクト経費の執
行手続きは本プロジェクト室で行った。
　
5. 人事異動等

杉本順子　（事務支援員、太陽観測科学プロジェクトから
異動：4月）
鹿野良平　（准教授、JASMINEプロジェクトへ異動：9月）
末松芳法　（准教授、プロジェクト長退任：9月）
原　弘久　（准教授、プロジェクト長着任：10月）
川手朋子　（核融合科学研究所・助教、機構内併任：11月） 
末松芳法　（准教授、退職：2021年3月）

11　SOLAR-C プロジェクト
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12　すばる超広視野多天体分光器プロジェクト

1. PFSプロジェクトの概要

　すばる超広視野多天体分光器（PFS）は、HSCに続くす
ばる望遠鏡の主力となる次期大型観測装置である。すばる
望遠鏡主焦点部に約2400本の光ファイバーを設置し、多数
の天体の光をドーム側に設置した分光器に導いて、波長
0.38 µmから1.26 µmの広い波長範囲の同時分光を可能とす
る。波長分解能はR~2000（青）から4000（近赤外）であ
る。2022年度の科学観測開始を目指している。
　PFSは東京大学カブリ IPMUを中心とした国際共同研究
であり、2019年現在の参加機関は以下の通りである：東京
大学カブリ IPMU，国立天文台、中央研究院（台湾）、カリ
フォルニア工科大学、JPL、プリンストン大学、ジョンズホ
プキンス大学、米国東部大学グループ（6大学）（米国）、ブ
ラジル・コンソーシアム、マルセイユ天体物理研究所（フ
ランス）、マックスプランク研究所（MPE/MPA、ドイツ）、
中国コンソーシアム（6機関）。
　装置開発は、参加各機関でサブシステムを分担して進め
ており、国立天文台では、PFS設置に必要な望遠鏡・ドー
ムの改修、分光器恒温室の設置、装置の立上げ、観測・解
析システムおよび科学データベースの構築を、PFSコラボ
レーションと共同で進めている。2019年度からは国立天文
台内でAプロジェクトとして認められ、そのミッションは
PFSを現地で組立をし、すばる望遠鏡に搭載した上でシス
テム仕様を満たす評価を完了し、期限内に科学試験観測を
実施することである。

2. 2020年度の状況

　年度報告をまとめる段階で、唯一の構成員であったプロ
ジェクト長が欠けたため、本年度は報告を見送り次年度以
降に掲載する。
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13　すばる広視野補償光学プロジェクト

1. プロジェクト概要

　すばる広視野補償光学プロジェクトでは、すばる望遠鏡
に直径20分角の広視野にわたって大気揺らぎを補正するこ
とでシーイングを2倍向上させることができる地表層補償
光学システム（GLAO）を導入し、近赤外線波長域におい
て、これまでにない広視野かつ高感度のサーベイ観測を、
ハッブル宇宙望遠鏡に匹敵する高解像度で実現することを
目指している。主要な科学目標は広視野近赤外線探査によ
る銀河の形成、進化史の解明である。
　GLAOの計画は2018年度に概念設計を終え、2019年度に
は国立天文台のAプロジェクトとして採択され、「すばる
広視野補償光学（GLAO)プロジェクト」として活動を開始
した。このプロジェクトでは、最初の3年で基本設計およ
びレーザーガイド星生成システム、波面センサなどの基盤
となる技術の実証を行った上で基本設計を完了し、最終設
計、製作、組立試験経て、2028年度までにすばる望遠鏡に
GLAOを搭載し、科学試験観測を実施することを目指して
いる。

2. 人員体制

　GLAOプロジェクトは、ハワイ観測所の人員で構成され
ており、2020年度の人員体制は、専任の准教授1名のほか、
併任の助教4名、RCUH職員7名（研究職員4名、エンジニア
3名）であった。そのほか、ハワイ観測所の装置部門、デイ
クルー、事務職員の支援も受けている。2020年度のGLAO
プロジェクトに関わる人員の総FTEは6.96であった。

3. プロジェクト進捗状況

　GLAOプロジェクトのサイエンス検討は、TMTが稼働す
る2030年代を見据えた我が国の光赤外コミュニティの戦略
策定にも直結する。2020年3月に行われたすばるユーザー
ズミーティングでは、プロジェクトの進捗を報告したほ
か、ULTIMATE-Subaruプロジェクトの特別セッションを
開催し、ULTIMATEで目指す主要科学目標、および国内外
のサイエンス検討チームで検討が進められている拡大科学
目標の検討状況について報告した。また、2020年度には、
サイエンス検討チームがまとめたULTIMATEの主要科学
目標、及び拡大科学目標で求められる科学要求を整理し、
GLAOの基本設計、および観測装置の概念設計に必要とな
る、システム要求の検討を行った。
　GLAOを構成する主要システムである可変形副鏡、レー
ザーガイド星生成システム、波面センサーについては、シ
ステム要求をもとに基本設計を進めた。可変形副鏡につ

いて、イタリアのAdOptica consortiumと協力して検討を進
めており、2020年度に基本設計を完了し、望遠鏡とのイ
ンターフェースも含めた詳細設計を開始した。波面セン
サー、レーザーガイド星生成システムについては、GLAO
の概念設計レビューの結果をもとに、システムの要求仕
様、望遠鏡、観測装置とのインターフェースの明確化、開
発チームの体制づくりなど、基本設計を開始する準備を整
えた。GLAOとともに用いる観測装置として、赤外ナスミ
ス焦点に既存の広視野近赤外線撮像分光装置 MOIRCSを
搭載し、カセグレン焦点に広視野撮像装置WFIを搭載する
事を検討しているが、2020年度には特にMOIRCSについて
の概念設計を進め、GLAOとのインターフェースの検討を
行った。観測装置の概念設計については、2021年6月に概
念設計レビューを予定している。
　GLAO で用いる技術の実証として、すばる望遠鏡の既
存補償光学で用いているレーザーガイド星生成システム

（LGS）のアップグレード、および4つのレーザーガイド星
を用いたシャックハルトマン波面センサー（SH-WFS）シ
ステムによるレーザートモグラフィー補償光学（LTAO）の
開発を行っている。2020年度には、レーザーアップグレー
ドに必要な光学系、機械系の設計、製作が完了し、ハワイ
観測所に置いて組み上げ試験が行われた。また、すばる望
遠鏡にTOPTICA社ファイバーレーザー、およびレーザー
光の状態を把握するための診断光学系を搭載した。レー
ザー光を望遠鏡の副鏡裏に搭載された送信望遠鏡までリ
レーするリレーシステムについては、2021年度前半に望遠
鏡に搭載し、2022年度からの運用開始を目指す。LTAOに
ついては、東北大で開発を進めているが、光学系、機械系
を含めた全体の設計、製作が完了し、東北大で組み上げ試
験を開始した。LTAOについては、2021年度中にハワイ観
測所に輸送し、試験観測を開始する予定である。

4. 広報普及

　GLAOプロジェクトの活動は、国内外の学会、研究会、
コミュニティミーティングで報告するほか、プロジェクト
を天文学のコミュニティに限らず広く一般にも宣伝し、そ
の意義や進捗をリアルタイムに伝えるため、すばるGLAO
プロジェクトの公式ウェブサイト（https://ultimate.naoj.
org/）において報告している。

5. 国際協力

　GLAOプロジェクトでは、現在オーストラリア国立大学
（ANU）、台湾中央研究院天文及天文物理研究所（ASIAA）
の協力を得て、基本設計を進めている。2020年度には、



076 II 各研究分野の研究成果・活動報告

ANUと協力して、波面センサーおよびレーザーガイド星
生成システムの基本設計を進めるほか、ASIAAとの協力に
より、GLAOをすばる望遠鏡ナスミス焦点に搭載するため
のリレー光学系、および装置回転機構の概念設計を行った。
　GLAOプロジェクトのサイエンスチームが中心となって
申請した日本学術振興会の研究拠点形成事業「地上・宇宙
望遠鏡の連携による近赤外線広視野深宇宙探査時代の国際
研究拠点形成」が2020年度末に採択され、2021年度より本
格的に活動を始めることになった。この事業は、欧米の次
世代宇宙望遠鏡とすばる望遠鏡の連携観測、およびすばる
望遠鏡GLAOの共同開発を柱とし、米国・フランス・オー
ストラリア・台湾との国際協力を加速することを目指すも
のである。
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1. 概要

　天文データセンターは、計算機システム群を運用して天
文科学データを恒久的に保管して使いやすく公開するとと
もに、それら天文科学データを研究に活用するための解析
システムの共同利用を行っている。これらの活動は、DB/
DAプロジェクト、JVOプロジェクト、Hyper Suprime-Cam
用解析・アーカイブソフトウェア開発プロジェクト、計算
機共同利用チームが担っている。

2. DB/DAプロジェクト

　DB/DAプロジェクトは、データベースとデータ解析に関
する研究開発、および、天文データの運用（収集・管理・
公開）を行うプロジェクトである。最近では、ハワイ観測
所すばる望遠鏡、同岡山分室（旧岡山天体物理観測所）
188 cm望遠鏡、東大木曽観測所105 cmシュミット望遠鏡、
東工大MITSuME望遠鏡群（口径50 cmが2台）、広島大東広
島天文台かなた望遠鏡（口径150 cm）、兵庫県立大西はり
ま天文台なゆた望遠鏡（口径2 m）、京都大学岡山観測所せ
いめい望遠鏡のアーカイブデータを公開しているSMOKA

（http://smoka.nao.ac.jp/）に活動を集中している。SMOKAは
各観測所との連携の下で安定した運用を継続し、多くの研
究成果を産み出している。SMOKAはまた、研究成果の再
検証を可能にする研究基盤であり、天文学の研究成果の信
頼性を陰で支えている存在でもある。SMOKAで公開して
いる観測データ（QuickLook等の加工データ、環境データ
や気象データなどを除く）は2021年5月中旬の時点で、33観
測装置の約3000万フレーム、約265 TBであり、SMOKAの
データを用いて生み出された主要査読論文誌掲載論文は、
2020年度には12篇出版され、2021年3月現在で総計262篇に
達している。
　2020年度は新たな観測装置データとして、すばる望遠鏡
のMIMIZUKU、せいめい望遠鏡のKOOLS-IFU、岡山天体
物理観測所188 cm望遠鏡の HIDES-F の観測データの公開
を開始した。さらに、木曽観測所シュミット望遠鏡KWFC
の位置較正情報の公開と、すばる望遠鏡HSCの品質指標に
よる検索機能やHSCデータ請求機能（高速版）の提供など
利用者の多彩な要求に対応する種々の機能の開発や運用の
効率化のためのシステム改良を進めた。
　また、SMOKAの派生機能として、SMOKAでは縮小して
環境表示に用いている東広島、岡山、明野、木曽の全天モ
ニターの元画像を公開するシステム（https://ozskymon.nao.
ac.jp/）と木曽観測所の写真乾板のデジタル化画像を公開す
るシステム（https://pplate.nao.ac.jp/）を開発して運用している。

3. JVOプロジェクト

　すばる望遠鏡Suprime-Camの全データを再解析しクイッ
クルック用途として公開した。また、本データをVirtual 
Observatory（VO）インターフェイスの一つであるHiPSに
より公開を開始した。これにより、フランスのデータセン
ター CDS（Strasbourg astronomical Data Center）が開発して
いるAladinから簡単にデータを閲覧することが可能になっ
た。本データの解析手順やデータ公開の方法について国際
研究集会ADASS 2020にて発表を行った。
　ALMA望遠鏡の再解析されたデータであるARI-L（The 
Additional Representative Images for Legacy） を JVO ALMA 
FITSアーカイブから公開開始した。ALMAの解析処理済
みFITSデータのサイズが300 GBを超えるようになり、今
後は1 TBのFITSデータも配信される予定となっている。
JVO ALMA FITS アーカイブで利用可能となっている3次
元データキューブを閲覧するためのサービスであるFITS 
WebQLでは、現状100 GBのデータ表示に数分の時間を要
するため、分散処理による高速化に着手した。
　Gaia衛星による最新のデータセットEDR3が公開され、
JVOシステムからもカタログデータの公開を開始した。ま
た、このカタログデータを簡単にプロットし可視化する
サービスとしてGaia WebQLも公開を開始した。
　世界中のVOサービスから集収された観測データのメタ
データを高速に検索するシステムである VO クローラー
DBのデータ更新を行った。VOクローラーDBでは、これ
まで宇宙望遠鏡のデータを中心に集めていたところを、地
上望遠鏡によるサーベイデータも収集対象に加えた。ま
た、JAXAの科学衛星HALCAのメタデータを JVOシステ
ムに登録し、VOインターフェイスによる公開を開始した。
2020年度の JVO全サービスへのアクセス数は1,350万件、
全ダウンロード量は11 TBであった。

4. Hyper Suprime-Cam用データ解析・アーカイブソ
フトウェア開発プロジェクト

　2009年1月より開始された本プロジェクトは、すばる望
遠鏡超広視野カメラHyper Suprime-Cam（HSC）のデータ
を精度良くかつ効率良く処理するためのデータ解析ソフト
ウェアやシステムの開発、データ解析の実施、解析結果を
有効利用するためのデータアーカイブシステムの開発運用
などを行っている。
　2014年3月より開始されたHSC戦略枠観測（SSP）では、
データアーカイブシステムを通してデータベース化した
解析結果を共同研究者に配布してきた。今年度は9回目と
なるデータリリース（S20A）を2020年8月に行った。全観

14　天文データセンター
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測バンドで計画深度に達した天域は約520平方度となり、
そのデータ量は画像全体で約520 TB、天体数はのべ約8億
6千万天体となった。公開データの検索・取得用ユーザー
インターフェースの開発と改善、および、運用が継続的に
行われている。現在はSSP共同研究者向けの次期データリ
リース（2021年6月予定）を準備している。また、2021年8
月に予定される3回目の全世界向けデータリリース（PDR）
の準備も並行して進めている。登録ユーザは1500名を超え
ている。HSC観測時のデータ評価支援も継続している。
また、次世代データベース技術をHSCなど巨大天体カタロ
グの高速検索サービスに応用するための開発も進めている。
次期すばる望遠鏡多天体分光装置PFSの装置コミッショニ
ングが進み、ファイバー配置を行うためのカメラや分光器
の試験からデータが得られ始めている。それらに基づいて
データフォーマット策定やHSCのデータ解析結果と連携
した科学データアーカイブの構築のための検討・試験を引
き続きハワイ観測所との共同作業として進めている。

5. 計算機共同利用業務

　大学共同利用機関としての主要業務である、各種計算機
システムによる共同利用の中核は、レンタル計算機群「国
立天文台　データ解析・アーカイブ・公開システム」が担って
いる。2018年3月に当該システムの計算機等リプレース作
業が完了し、新たなシステムとして運用を開始した。
　当該システムは「多波長データ解析サブシステム 

（MDAS）」、「大規模データアーカイブ・公開サブシステム
（すばる望遠鏡観測者向けデータ：MASTARS、すばる望遠
鏡公開データ：SMOKA、HSC サイエンス、ALMA、VERA、
野辺山宇宙電波、岡山、および太陽データの各アーカイブ
コンポーネントから構成）」、「ヴァーチャル天文台サブシ
ステム」、「水沢地区データ解析サブシステム」、「開発試験
サブシステム」、および「三鷹キャンパスに設置される共同
利用機器群」から構成されている。
　2019年度には買取計算機システムとして、HSC等の大規
模な観測データ解析に特化した「大規模観測データ解析シ
ステム」の構築・導入作業を行い、2019年9月よりHSC一
般観測者に向けた運用を開始した。また、複数の計算ノー
ドを追加して大幅なシステム増強（約1,500 CPUコア等の
増設）も行い、2020年10月より一般利用者（HSCアーカイ
ブデータの利用者）の受入れも開始した。
　共同利用の一環として、天文ソフトウェア・システムに
ついての各種講習会の主催・共催、またデータ解析実習の
ための計算機環境の提供も行っている。ただし、2020年冬
からの新型コロナ禍の影響を受け、2020年度の講習会は全
てリモート開催となった。
　2020年度に開催した講習会等の会期と参加人数は、以下
の通りである。

1）2020年度第1回 PyRAFミニ講習会
2020年9月29日（火）参加者 12名

2）2020年度第2回 PyRAFミニ講習会
2020年10月28日（水）–29日（木）参加者11名

3）2020年度 ALMAデータ解析講習会（入門編）（共催） 
2020年11月17日（火）–18日（水）参加者12名

2020年度講習会等の参加者合計は35名であった。リモート
開催では準備や説明が難しい講習会もあったため、開催数
は例年と比較して減少している。

6. その他

　広報活動として、2020年度は「ADCからのお知らせ」を
No. 963からNo. 1054までの92本を発行した。また、大規模
観測データ解析システムのユーザ向けの広報をNo. 14から
No. 39までの26本を発行した。これらは電子メール、およ
びWEBによって広報されている。
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1. 先端技術センターの活動概要

　先端技術センター（ATC）は、国立天文台における技術開
発の中核となる組織で、電波から可視光・紫外線まで、地
上・宇宙を問わず、先端的な天文学の観測装置の開発拠点
である。2020年度は、年度当初からの新型コロナウイルス
感染症緊急事態宣言の発出により、ほとんどの職員が在宅
勤務を余儀なくされ、これまで経験したことのないスター
トとなった。しかし、ATCはものつくりを行う組織であり、
在宅勤務を続けることが困難な職員が出始めたため、独自
に感染症対策を行いながら、ATCにおける活動を徐々に開
始した。特に、ATC設備管理ユニットの迅速な対応のお蔭
で、ATC内全室への消毒用アルコールの配置や、密を回
避する対策、非接触体温計の導入などを行い、職員が安心
安全で業務を行うことができる環境を早期に整えた。また、
すばる観測所の協力により、感染症対策マニュアルを策定
し、状況に応じてアップデートを行い、ATC職員や共同利
用者、外部来訪者などと共有することで、感染症対策を徹
底した。これらの努力により、「ショップ /共同利用支援」
業務や「重点領域開発」などのプロジェクト業務、その他
の台内外の天文観測装置の開発・製造などの遅延を最小限
に抑えた。
　2019年度から検討してきた組織改編（開発体制の強化を
目的）については、2021年度開始の見通しを得た。コロ
ナ禍のため、見学者は例年に比べ大幅に少なかったもの
の、文部科学大臣を始め、文科省学術機関課長、文教施設
企画・防災部長や民間企業などの視察、学生のオンライン
見学などに対応し、本台におけるATCの重要性をアピール
した。2020年度の特筆すべき事項として、2019年度に導入
した最先端の機械加工設備となる5軸マシニングセンタお
よび金属3次元プリンタを用いて、TMT/IRIS用構造部品の
試作やALMA Band 1受信機搭載用コルゲートホーン量産
への取り組みを開始したことである。また、これまでATC
が大学等と共同研究を行ってきた成果が、本台と電気通信
大学、大阪府立大学との包括的な研究協力協定の締結に貢
献した。以下に詳細を述べる。

2. ショップ/共同利用支援

（1）メカニカルエンジニアリングショップ（MEショップ）
　MEショップは、実験装置や観測装置などの「ものつく
り」を担当するショップである。全4チーム（設計、造形、
加工、測定）が設計から製作、形状測定までを一貫して行
えるよう、専門性を活かしつつ連携し、業務を遂行している。

1）設計チーム
　昨年度から継続して TMT/IRIS、KAGRA、TMT/WFOS
およびSUNRISE-3の機械設計およびそれらに関連する測定、
組立調整、現地据付作業等を行った。
　TMT/IRIS では、約2年間の最終設計フェーズの2年目
として、撮像系を構成する各サブシステムの詳細設計を
行った。具体的には各サブシステムの詳細FE解析（加速
度負荷時の応力解析および固有値解析）、詳細解析結果に
基づいた簡易FEモデルの作成、グローバル振動解析に用
いる Imager全体FEモデルの作成、スライサーピックオフ
ミラー機構の詳細設計、コリメータおよびカメラTMA光
学ベンチの詳細設計、PV機構の詳細設計を行った。また
77 K環境下でのプロトタイプ試験としてベアリング耐久
試験の追加試験、熱パスおよび配線ケーブルの繰返し曲げ
試験、TMAミラーの表面形状測定およびFE解析による波
面誤差の推定を行った。
　TMT/WFOS では CoDP-2の WPA に基づきスリットマス
ク交換機構（SMX）、スリットマスク製造装置（SMF）な
らびに面分光ユニット（IFU）の概念設計や初期フェーズ
の製造費ならびに人件費の見積りを進め、5月のTier-Cレ
ビューや9月のコスティングレビューに対応した。SMXに
ついては、仕様策定、機能分析や周辺サブシステムとの 
I/F議論、運用シーケンスの検討を進め、L2 DRDやDDDを
整備した。SMFは今年度の新規検討項目で、仕様策定、機
能分析のほか、都立産業技術センターの協力により仕様を
満たしうるレーザー加工機の選定を完了した。IFUについ
ては、光学レイアウトの議論、オプトメカ設計、ならびに
DDD整備を進めた。
　KAGRAでは、挟角散乱バッフルのミラーホルダー改良
検討1件を行った。
　SUNRISE-3では年度内の出荷に向け、機械・光学アライ
メント作業、オプトメカ部品の設計・製造、ならびに設計
検証のための光学 -構造解析を進めた。機械・光学アライ
メント作業では、光学素子の三次元計測と位置修正を担当
し、設計・製造では排熱金属バネのフライト品をATC超精
密加工との連携で完成させた。光学 -構造解析では、ATC
光学設計との連携による波面誤差推定や、非運用温度環境
や気球搭載時の衝撃荷重に対する健全性確認を行い、SPIE
にて報告した。

2）造形チーム
　造形装置本体および周辺機器類、造形デザインに関する
基本技術習得を前年度から継続して実施した。初期運用初
年度である2020年度は、比較的大がかりなメンテナンスが
実施される12か月点検を初めて実施し、メンテナンス調整
による造形への影響を学習した。基本技術習得と併せて

15　先端技術センター
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初期開発項目であるALMA Band1受信機搭載用コルゲート
ホーンの開発製造をアルマプロジェクト将来開発チームと
連携して進めた。ホーン開発に付随して、常温およびホー
ン使用環境である低温での機械物性試験（引張強度、硬
さ、密度等）、熱伝導および電気伝導試験、アウトガス試験
を、北陸先端大学院大学および高エネルギー加速器研究機
構等の協力を得て実施した。コルゲートホーン開発のほか
に、金属積層造形技術に興味を示されたKAGRAプロジェ
クト、JAXA宇宙科学研究所の複数グループからの依頼に
ついて、共同開発を見越した初期検討を実施した。金属造
形練習用に導入した樹脂3Dプリンタについては、当初目
的であるサポート設計検討用として使用するほか、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のための仕切りアクリル板固定
台座や広報普及用天体モデル（月と火星）の造形等、依頼
造形4件実施し、実用製品にも役立てている。

3）加工チーム
　主要プロジェクトをはじめ、ATCの各グループ、共同利
用関係者からの製作相談、製作依頼に対応した。自作希望
の方へは適宜、作業指導を行った。そのほか、5軸マシニン
グセンタ関連として、設置後の性能確認（翌年度も継続）
を行い、加工精度向上に向けた基礎データを取得した。さ
らに依頼加工への対応を行い、定常運用に向けた準備も進
めている。

主な製作依頼は以下のとおりである。
・TMT/IRIS 関連として、設計チームが進めている要素試

験用の部品製作を行った
・近赤外線多天体分光撮像装置SWIMS用マスクフレーム

製作（翌年度に継続）
・飛翔体関連として、SUNRISE-3搭載用の部品製作を行った
・金属3Dプリンタ による造形品の仕上げ加工を継続して

行った
超精密加工による製作対応として、昨年度から継続してい
るSUNRISE-3搭載用の排熱用金属バネの製作を完了した。

4）測定チーム
　共同利用による大型三次元測定機を用いた測定依頼のほ
か、加工チームにて請け負った製作依頼についての精度検
証、精度確認を行った。また、必要に応じて測定に関する
相談対応、技術アドバイスを実施した。今年度の主な測定
対応は以下のとおりである。
・金属3DプリンタによるBand 1ホーンコルゲーション真

円度測定
・飛翔体関連として、SUNRISE-3搭載用の光学系の位置測定
・超精密加工での排熱用金属バネの工具調整および製品測定

2020年度の加工および測定依頼件数を表1に示す。
　　　　　

5）将来技術開発
　MEショップではプロジェクトから得た技術的ニーズを
もとに将来的に必要と思われる技術について、長期的なス
パンでの検討を行っている。2019年度から継続した電波や
赤外観測装置などの低温環境で使用可能な非光学式非接触
リニアエンコーダの開発はコロナ禍のため2020年度は中断
した。

（2）光学設計開発
　光学専任のエンジニアが複数プロジェクトにおける光学
設計・光学性能解析・計測評価・仕様策定・調達に従事し、
プロジェクト横断的な光学設計開発機能を提供している。
2020年度は台内の開発プロジェクトとしては、CLASP2、
SUNRISE-3、Solar-C_EUVST、TMT/WFOS、KAGRA の 光
学設計開発を担当した。共同開発研究としては、筑波大学、
東京大学がそれぞれ計画しているサブミリ波望遠鏡焦点面
装置の光学設計検討や、東京大学が検討しているTAO望遠
鏡の観測装置の公差解析、そして超小型衛星群による大型
宇宙望遠鏡の実現性検討を行った。また、限られた予算の
中で現在および将来の開発に対応できる光学装置を導入す
るため、複数のプロジェクト開発経験を元にした光学装置
の導入提案を行っている。2020年度は台内の競争的資金に
よって導入が承認された、高精度Fizeau干渉計とその拡張
オプション、ヘキサポッドの調達を実施した。

（3）特殊蒸着ユニット
　昨年度に引き続き、膜の不均質性を使ったコーティング
について、その用途や期待される性能を見据え、改良のた
めの基礎実験を行った。今年度は不均質性自体の発生源の
探索のため成膜中の装置各所の状態と膜の物性に関する各
種基礎データを収集した。それらの結果を踏まえ、電源回
路の改良、制御ソフトウェアの修正、槽内電極の配置と防
護の最適化等を試験的に行った。また電気的な動的制御に
よる補償の可能性について考察を行った。

表1. The requests in FY 2020

From FY 2019 4
ATC 8
TMT/IRIS 6
ALMA 8
KAGRA 4
SUNRISE-3 9
天文情報センター 3
その他 1
External Organizations

Univ. of Tokyo 3
Univ. of Tsukuba 1

Total 43
To FY 2021 6
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（4）スペースチャンバー・スペースオプティクスショップ
　プロジェクト支援としては、大気球実験SUNRISE-3の開
発活動に参加した。クリーンルームにおいて、SUNRISE-3
の偏光分光装置 SCIPの熱真空光学試験が大型真空チャン
バーを用いて実施され、試験設備の準備、運用を支援した。
またSCIPのコンポーネントの低温試験、アウトガス測定
等を支援した。ほかには、すばる超広視野多天体分光器

（PFS）の温度をシミュレーションで見積もるために、ソフ
トウェアによる熱－流体連成解析を実施した。　  
　設備開発・管理業務としては、昨年度に始めたテレメト
リシステムの開発がほぼ完了し、実験の測定監視、機器の
操作、およびクリーンルームの環境監視などを行うシス
テムの運用が開始された。今後はハードウェアとソフト
ウェアの機能追加とメンテナンスを継続していく。設備関
係では、中型真空チャンバーの制御系に不具合があったた
めシーケンサの更新を行った。また Solar-C_EUVST の要
望を受けて、大型・中型真空チャンバーのベーキングヒー
ターのインターロック設定を変更して衛星部品の低真空
ベーキングに対応可能とした。

（5）オプティカルショップ
　オプトショップでは、従来通り測定機器の共同利用を提
供し、日常点検を含め、機器のメンテナンスおよび測定相
談を行っている。今年度の作業内容と利用件数は以下の通
りである。
・修理や機器のアップグレード

LEGEX910精度校正
ZYGO-GPI-XP点検

・測定器共同利用件数（2020年4月～2021年3月）
- 測定器利用件数　229件
台内：201件（ATC内部：123件）、台外：28件

- 大型三次元測定器LEGEX910の利用　20件（稼動日数 
28日）

・測定に関する相談対応（17件）

（6）光赤外線検出器グループ
　高性能な天文観測用近赤外線イメージセンサーはこれま
で米国一社のものしか利用できるものがなく、非常に高価
なうえ、入手には手間と時間がかかるものであった。我々
は国内メーカーと協力して、天文観測に用いることができ
る近赤外線イメージセンサーの国産化に成功した。本年度
は鹿児島大学と協力して、より長波長の近赤外線に感度が
あるイメージセンサーに用いる読み出し ICの動作試験に
成功した。

（7）テラヘルツ実験グループ
　テラヘルツ領域を中心に、超伝導検出器、極低温回路、
冷却システムの開発支援を行っている。特に観測装置の分
光特性の評価で、サブミリ波フーリエ分光器（FTS）の運用

を行っている。共同開発研究として進める筑波大学MKID
カメラの性能評価では、野辺山45 m電波望遠鏡に搭載する
観測装置のFTS分光感度測定により、100 GHzの大気の窓
に合った帯域特性が確認された。また、産業技術総合研究
所との共同研究として進めるテラヘルツ光子検出器の開発
では、電磁界解析ツールとしてHFSSおよびFEKOを用い
て検出器設計の最適化を行い、サブミリ波帯SIS光子検出
器の量子効率向上を図った。さらに、冷却システムとして
開発を進めてきた0.8 K吸着冷凍器については、耐圧構造
と超流動を制限するオリフィスの加工方法を見直し、複数
のモデルで安定な冷却性能（最低到達温度0.71 K、保持時
間3時間）が得られた。

（8）設備管理ユニット
　設備管理ユニットは建物、電気設備、CE設備（コールド
エバポレーター）の法令に基づく日常点検と運用、クリー
ンルームを含む実験室設備の運用管理全般に加え、工事、
薬品などの有害物質管理、実験室運用計画などの策定を担
当している。例年通り、循環冷却水設備は点検整備、冷却
塔と配管の経年劣化による水質劣化の影響低減のため、洗
浄作業も実施した。開発棟3号館（TMT棟）では、従来型の
垂直層流方式ではなく、より低消費電力かつ高い清浄度が
期待できる横層流ユニットによる大空間での実証実験を行
い、有用性を確認した。加えて、本年度は新型コロナウイ
ルス感染症対応のため、対策マニュアルの策定、消毒用ア
ルコール準備、建物入口に非接触型体温計やDeep-UVロッ
カー設置、効果的な換気のためのCFD解析、啓蒙ポスター
の掲示など水際対策を実施し、これまでの業務を大幅に変
更せず業務遂行を可能とした。

3. 重点領域開発

（1）TMT

1）近赤外分光撮像装置（IRIS）
　IRISは2017年度途中から詳細設計の段階に入っている。
詳細設計フェーズでは、IRIS全体のシステムズエンジニ
アリングのリード的役割、ソフトウェア設計チームへの
参加、また IRIS撮像部開発全体を担当している。ATCで
は、主に IRIS撮像系の光学機械系の設計・試作、プロトタ
イプ試験などを進めている。2020年度の主な進捗は、瞳撮
像系を含む撮像光学系の公差解析と迷光解析の完了、大型
球面鏡面の低温冷却時の変形測定・解析の実施、モーター
などの駆動系の耐久性等のプロトタイプ試験の実施、IRIS
撮像系の機械系サブシステムである、cold stopアッセンブ
リ、ADCアッセンブリ、フィルターホイールアッセンブリ、
コリメータおよびカメラ光学系のベンチアッセンブリ、検
出器および IFSへのピックオフ鏡とシャッタアッセンブリ、
各アッセンブリを保持する構造の設計と解析を完了させ
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た。プロトタイプ試験・機械設計および解析はATCのME
ショップの設計チームが中心となって進めた。

2）広視野可視撮像分光装置（WFOS）
　WFOSは2019年度から行ってきた概念設計（Phase2）と
呼ばれる開発フェーズが2020年5月に終了し、WFOSの装
置概念の方向性が固まった。その後、概念設計（Phase3）と
呼ばれる開発フェーズがスタートし、その方向性に沿って
装置概念設計を詰めていく作業が行われている。WFOS-J
チームでは概念設計（Phase2）に行ったマスク交換機構・
分光器カメラ鏡筒・面分光ユニットの概念検討結果を基に、
それらのコスト見積りを行った。マスク交換機構について
は、WFOS全体構造の設計変更に応じて、他のサブシステ
ム（校正用光源システム、オートガイダー・波面センサー
システム、第4鏡システムなど）との兼ね合いを考慮しな
がら修正設計を行った。また WFOSへ新規マスクを組み
込む作業における安全性を考慮した修正も行われた。さら
に、概念設計（Phase3）からはマスク製造装置の概念検討も
行っている。面分光ユニットに関しては、オートガイドシ
ステムの設計変更により発生した物理的干渉を避けるため
の検討を行い、いくつかの解決策を提示した。またイメー
ジスライサーと呼ばれる複雑な構造をした光学素子に由来
する迷光やケラレを、光学設計解析ソフトを用いて解析し、
最適設計解を見出した。さらに、装置要求性能がまとめら
れたLevel 2 Design Requirements Document（DRD）の改訂
作業も行った。

3）マルチオブジェクト回折限界近赤外線高分散分光器
（MODHIS）
　MODHISは、回折限界像をシングルモードファイバー

（SMF）に入射し近赤外線高分散分光を行う装置である。
我々は、すばる望遠鏡の極限補償光学SCExAOと近赤外線
高分散分光器 IRDを組み合わせたREACHをテストベッド
として、MODHIS実現に向けた様々な技術開発・テストを
行っている。MODHISは、複数のSMFに天体光・波長校正
光・アライメント光源など入射させて使用するために、観
測中・前後に遠隔操作で接続するファイバーを切り替える
必要がある。そのための自動ファイバー接続装置のプロト
タイプを開発し、マウナケア山頂において、ファイバー切
り替え・抜き差し後も高い接続効率（95 %以上）を達成
できることを示し、現在REACHで共同利用観測に使用さ
れている。また日本側から、MODHIS用ダイクロイックミ
ラー、軸外し放物面鏡などを供給することを検討している
が、REACH用として、YJHとK-band光を分けるダイクロ
イックミラー、ファイバー入射用軸外し放物面鏡を製作し、
面形状誤差 がそれぞれ3.9 nm、16 nm rmsの非常に面精度が
高い素子を製作することができた。このような形状誤差の
小さい光学素子は、SMFに高効率で光を入射するために重
要である。また、MODHIS用の非常に高い面精度を持つ大

面積・高ブレーズ角のエシェルグレーティング製作可能性
について国内メーカーと協議を行い、製作可能であるとい
う回答を得た。そのほか、極めて高い温度安定性を持つ分
光器の実現を目指した、南アフリカ望遠鏡用近赤外線分光
器SANDの真空チャンバーを製作し、MODHISでも求めら
れる数ミリK以上の温度安定性を持つ分光器の製作を進め
ていく。

（2）ALMA

1）ALMA受信機保守
　国立天文台は、ALMA 望遠鏡の Band 4（125–163 GHz）、
Band 8（385–500 GHz）、Band 10（787–950 GHz）の受信機
カートリッジの保守を担当している。2013年度までに国
立天文台が開発・製造を担当した各バンド73台（7台の予
備を含む）、総数219台をALMAサイトに出荷完了し、現
在、これらの受信機カートリッジはALMA望遠鏡に搭載さ
れ、科学観測運用が行われている。ATCでは、2014年度か
ら運用中に故障した受信機カートリッジの修理を行ってお
り、2020年度は、故障で返送された Band 10受信機カート
リッジを1台修理し、チリのALMAサイトへ納入した。故
障はミキサの劣化による性能異常であったため、ミキサブ
ロックの交換を行った上で、総合性能調整のため、冷却ア
ンプおよび冷却アンプからミキサ間のケーブルとアイソ
レータ、逓倍器を含むミラーブロックを部品交換により修
理した。またアンテナ搭載中の Band 4受信機2台が、受信
機雑音温度の上昇とバイアス印加不良を起こしている。こ
れらは製造時の事例を調べ、現象に一致する原因を予測し、
課題管理ツールを介して不具合が受信機カートリッジに因
ることを示し、修理のための返送依頼を行った。運用状況
により適宜返送され、次年度以降に修理する予定である。
　本年度は 新型コロナウイルス感染症の影響によりALMA望
遠鏡の運用が9か月間停止しており、停止期間中の保管状
況や望遠鏡システムの再立ち上げの影響で、不具合が増加
することも想定されたが、運用開始後3か月間では、長期
運用停止を原因とする受信機の故障は発生していない。ま
た近年の修理台数は年間3台以下に推移するとともに、初
期不良は減少し、経年故障を原因とする修理の頻度は現在
のところ低く抑えられているものの、寿命特性曲線に従い、
摩耗故障期に入ると故障率の増加も否めない。引き続き、
安定した観測運用を継続するために、ALMA受信機の不具
合に対して迅速に対応できる保守体制をATC内に維持す
ることが重要である。
　現在の平均修理数に対応した数年分の保守用部品と部材
は、在庫を保有、管理している。しかし長期運用に対して、
交換部品、組み立て用部材、評価用装置やソフトウェア動
作環境などの陳腐化が進み、メーカーによる部品、部材の
生産中止に対応して、代替部品、部材の確保へ向けてイン
パクト評価など調査分析が必要である。現在開発を進めて
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いるBand 8広帯域受信機のように、新規開発により高性能
化した基幹部品への置き換えは有効な手段である。長期に
渡る保守作業の継承は課題であり、次年度以降に対応を進
める予定である。
　チリ現地の合同アルマ観測所における運用支援では、日
本で受信機量産を経験したエンジニアがチリに駐在し、緊
密に情報交換を行える体制を保ち、課題解決に対応してい
る。引き続き、円滑な観測運用ができるよう支援を行う。

2）ALMA将来開発
　現在空きスロットとなっている ALMA Band 1および
Band 2受信機の開発を支援するとともに、ALMA望遠鏡の
将来計画に資する技術開発として、広帯域、テラヘルツ、
そしてマルチビームの3つを柱とするヘテロダイン受信機
の基礎開発および受信機に必要な微細加工技術の開発をア
ルマプロジェクトと協力して進めている。

2-1）Band 1およびBand 2受信機開発
　東アジアALMAとして中央研究院天文及天文物理研究
所（ASIAA） が主導しているBand 1受信機（RF: 35–50 GHz、
ベストエフォートで52 GHzまで）は2019年度に量産に入り、
光学系主要部品であるコルゲートホーンの常温性能評価試
験および製造、ASIAAに対する冷凍機保守の支援、冷却低
雑音増幅器とフォトミキサの調達や受信機輸送用資材の貸
し出し、チリ現地での受信機試験の支援などで貢献してい
る。当該年度はチリ大学との協定に基づく誘電体レンズの
調達、および冷却低雑音増幅器とフォトミキサの調達を完
了した。また2019年度に引き続き、チリ大学で製造した数
十個のコルゲートホーンのビーム特性等をATCにて試験し、
ASIAAに出荷した。国立天文台製造担当分については、金
属3Dプリンタによる造形方法でのコルゲートホーンの製
作および評価をMEショップと連携して進めた。実機搭載
に向けて常温性能が良好であった複数個をASIAAへ送付
し、冷却性能試験を受信機に搭載して実施中である。
　ヨーロッパ南天天文台（ESO）が主導している Band 2

（RF: 67–116 GHz）受信機は、国立天文台は主に導波管部品
や誘電体レンズ等の光学系部品の設計、製造、試験に貢献
している。2019年度に受信機の初期生産（6台製造）が開始
され、これに搭載する導波管系光学部品（コルゲートホー
ン、円正方形導波管変換、導波管型直交偏波分離器）の製
造および常温での電気的性能評価を実施している。誘電体
レンズ開発については、使用する誘電体材料を独自に開発
した材料評価系を用いて特性を実測し、その結果に基づい
てレンズを再設計・製造した。また、さらなる受信機雑音
性能向上を目指し、より低損失な材料やより良い光学系配
置の可能性について調査している。

2-2）将来計画の技術開発
　広帯域受信機開発では、昨年度に引き続き、ALMA受信

機のアップグレードを目指して開発研究を進めた。昨年度
までに国立天文台が開発したダブルサイドバンド（DSB）
ミキサはRF：275–500 GHz、中間周波数（IF）3–22 GHz を
カバーし、量子雑音限界に迫る性能を示している。当該年
度は同DSBミキサを用いたサイドバンド分離型（2SB）受
信機の性能向上に取り組み動作実証に取り組み、受信機雑
音温度およびサイドバンド分離比ともに良好な特性を得た。
次に、広帯域受信機開発に関する外部機関との共同研究に
ついて報告する。国立天文台は大阪府立大学と共同で同
DSBミキサを用いたBand 6+7（211–373 GHz）受信機開発を
進めてきた。大阪府立大学が運用し、野辺山宇宙電波観測
所に設置されている1.85 m電波望遠鏡に開発した受信機を
搭載し、230 GHzおよび345 GHz帯に存在する一酸化炭素
分子の同位体6輝線の同時観測に成功した。当結果は広帯
域受信機のALMA望遠鏡への実装に向けて良好な見通し
を与えるものである。さらに、国立天文台はALMA Band 8

（385–500 GHz）帯においても、国内の大学機関と共同で同
DSBミキサを望遠鏡に搭載し、観測に利用をすることを目
的として準備を進めてきた。当年度は同DSBミキサに必
要な物品調達・組み立てを進め、複数台の製造と性能評価
を完了した。来年度以降搭載に向けた準備を進めていく予
定である。
　テラヘルツ（Band 10）受信機開発では2SB化を進め、RF
導波管回路、SIS ミキサ、4–12 GHz帯 IF 平面回路を集積化
したコンパクトな2SBミキサをALMA Band 10周波数帯に
おいて特性評価を実施し、動作を確認した。
　マルチビーム受信機開発では、昨年度に引き続き、ハイ
ブリッド平面集積（HPI：Hybrid Planar Integration）方式を
用いて開発した2×2ピクセルのSISミキサアレイ受信機を
評価した。測定により、ピクセル間でLO電力分布の一様
性と低クロストークを確認し、HPI方式を用いた革新的ア
プローチを実証した。また、シリコン基板ベースのモノリ
シックマイクロ波集積回路（MMICs：Monolithic Microwave 
Integrated Circuits）型2SBミキサを新たに設計、製作した。
このMMICsを用いた予備実験により、作製した回路がサ
イドバンド分離機能を有することを実証した。
　微細加工技術開発においては、広帯域受信機に必要不可
欠である高臨界電流密度を有するNb/Al/AlNx/Al/Nb接合の
作製を進め、60 kA/cm2までの臨界電流密度を有する接合の
作製に成功するとともに、再現性の高い作製方法を確立し
た。また、上記のHPI方式を用いたMMIC型2SB SISミキ
サの作製プロセスの開発に加え、深掘りエッチング技術を
用いてシリコン基板上に反射防止層を作製する研究を進め
ており、2層反射防止構造の作製に成功している。作製し
た反射防止構造の光学特性は理論計算とほとんど一致する
結果が得られている。このマイクロマシニング技術を用い
て作製したシリコン基板に対し、ウェハーボンディング技
術を導入することで真空窓として完成させることを検討し
ている。
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（3）KAGRA
　重力波プロジェクトと共同で、KAGRAの防振系（VIS）お
よび補助光学系（AOS）に関する開発、また、ミラーの性
能評価装置の準備等を行っている。なおAOSとは迷光対
策のための光学バッフル、光学角度センサー、ビーム縮小
光学系（BRT）、ビームモニター用のカメラ、ビューポート
窓といった、重力波検出器の建設に必要な光学装置の総称
である。AOSもVISも、KAGRAの建設に必要な主要な作
業を昨年度までにほぼ完了し、KAGRAは2020年度初頭に
本格観測運転（O3GKと呼称）にこぎつけることができた。
これまでに納品した多数の装置類はKAGRAの本格運転に
必須のものであり、KAGRA collaborationの中でもATCの貢
献の度合いは質的にも量的にも最大規模を誇ると言える。
　LIGO、Virgo および KAGRA からなる重力波観測国際
ネットワークにおいては、次回の第4期観測運転（O4）
を2022年の6月以降のどこかで開始する予定である。
KAGRAではO4にむけて性能向上が急務となっており、今
年度は O4にむけて計画のあった AOS の各種の改修設計

（BRTの防振台の調整機構や、光学角度センサーのカバー
および光学フィルター保持機構）のほか、ミラーの性能評
価系の整備を進めた。また、さらに次の観測運転（O5）を
見越したVISの改修設計も着手した。

4. 先端技術開発

（1）CLASP2/SUNRISE-3/SOLAR-C
　ATC は SOLAR-C プロジェクトと協力して、先端技術
開発プログラムの中でスペース / 気球搭載機器を開発し
ている。CLASP2プロジェクトの ATC チームメンバは、
2019年4月に飛翔実験を成功に貢献し、NASA より Group 
Achievement Honor Award を受賞している。2021年秋に再
飛翔の機会を得て、CLASP2.1の飛翔に向けた準備を開始
した。大気球実験SUNRISE-3搭載用の偏光分光装置 SCIP
の開発では、ATCのクリーンルームにて光学機器の調整と
装置全系の組み上げを終了した。大気中で性能試験を実施
後に、ATCが所有する最大の真空槽を使用して、飛翔時の
圧力・熱環境下で機器の性能を確認した。SCIPは2022年6
月の飛翔実験に向け、2021年度半ばにドイツに出荷となる。
5月に JAXA小型衛星4号機に選定されたSolar-C_EUVST計
画では、その光学設計検討に貢献した。この衛星プロジェ
クトの今後の開発フェーズに向けて、使用を予定する真空
槽の機能の改良準備が開始している。

5. 共同開発研究と施設利用

　ATCでは、共用設備の利用を主とした「施設利用」およ
びATCとの共同研究を行う「共同開発研究」として共同利
用申請を受け入れている。2020年度は、年2回の共同利用
公募を行い、共同開発研究（15件）および施設利用（14件）

として受け入れ、ATCの設備を用いた開発研究が行われた。
新型コロナウイルスの影響により共同利用の運用を制限せ
ざるを得なくなったが、感染症対策を取りながら、緊急性
の高いものを優先に共同利用を再開している。
　研究代表者・研究課題については、「施設の共同利用等」
の項目に掲載されている。成果報告については、ATCの
ホームページで公開している。
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16　天文情報センター

1. 概要

　当センターは、国立天文台のみならず天文学全般の科学
的成果の一般社会への広報・普及・啓発、新発見天体の通
報対応、および日の出・日の入りなど市民生活に直結した 
暦などの天文情報の提供を目的とした組織である。2019年
度の体制は、広報室、普及室、周波数資源保護室、暦計算室、
図書係、出版室、国際天文学連合・国際普及室（OAO）お
よび総務室であったが、 今年度より水沢VLBI観測所から
天文情報センター所属になった石垣島天文台が加わり、7
室1係1台体制で運営した。下記の活動報告は部署毎に記述
する。

2. 人事

　2020年度における当センターは、渡部潤一センター長事
務取扱 以下、教授1名、特任教授1名、准教授2名、助教2名

（うち併任2）、研究技師1名、主任技術員1名、係長1名、特
任専門員6名、特任研究員2名、専門研究職員2名、特定技術
職員1名、特定事務職員2名、研究支援員2名、技術支援員1
名、広報普及員15名、再雇用職員2名の体制であった。
　2020年4月1日付で佐藤幹哉広報普及員（普及室）が着任
し、石垣島天文台の花山秀和特任研究員、堀内貴史特任
研究員、遠藤加奈特定事務職員、およびVERA石垣島観測
局の島田かなえ特定技術職員、小西覚技術支援員は水沢
VLBI観測所より配置換えとなった。
　2020年6月30日付で常山順子研究支援員（周波数資源保
護室）が退職した。
　2020年10月1日付で尾崎真希研究支援員（周波数資源保
護室）が着任した。
　2021年3月31日付で島田かなえ特定技術職員、小西覚技
術支援員は組織変更のため天文情報センターから配置換え
となった。

3. 広報室の活動

　国立天文台のハワイ観測所、アルマプロジェクトをはじ

めとする研究プロジェクトの成果を中心に、他大学・研究
機関との共同研究の成果についても、記者会見やウェブリ
リースを通じて積極的に広報活動を展開した。また、天文
学の最前線の話題を広く伝えるための講演会を主催すると
ともに、天文現象を紹介するコンテンツを普及室と協力
して作成した。SNSや映像配信を活用した広報活動に加え、
中期目標や国際外部評価での指摘に対応した国際展示の実
施や市民天文学の構築などの新しい広報を展開している。

（1）マルチメディアによる情報公開
　国立天文台のホームページ（https://www.nao.ac.jp/）を運
営し、インターネットによる情報公開を行っている。ホー
ムページへのアクセス件数は表1の通りとなっている。
　2010年から Twitter と Facebook、Instagram で日本語と英
語のアカウントを順次開設し、ソーシャル・ネットワー
キング・サービス（SNS）による情報発信を積極的に行っ
ている。国立天文台の各プロジェクトの進捗状況、施設公
開や三鷹地区の定例観望会の開催案内、人事公募等を日
本語と英語で発信している。2021年3月末現在、日本語版
Twitterアカウントのフォロワー数は230,000に迫る勢いで、
英語版Twitterアカウントのフォロワー数は7,800を超えた。
Twitter英語版での発信、Instagramによる画像を中心とした
情報発信も継続的に行っている。
　研究成果や主催事業を紹介するメールマガジン「国立天
文台 メールニュース」は、215号～226号を発行した。
　天文現象や研究成果の解説動画、広報普及事業の紹介動
画等の制作を進め、英語版も合わせて新たに25本制作した。
制作した動画はおもに YouTube で公開している。2020年
度のYouTubeの視聴は、総再生時間2,390,576.4時間（2019
年度は473,123時間）、視聴回数3,745,638回（2019年度は
1,117,295回）と昨年度より大幅に増えた。50センチ公開望
遠鏡による天体のインターネット中継や、三鷹・石垣島天
文台・名寄市天文台の3か所を繋いだ部分日食の生中継は
大変好評を博し、YouTubeでの配信に加え、ニコニコ生放
送を運営するドワンゴ社から公式番組の扱いをいただいて
引き続き数字を伸ばしている。YouTubeの日食中継はリア
ルタイムで425,128件の視聴があり、アーカイブ視聴でさら

月 件　数 月 件　数 月 件　数
2020／4 649,092 2020／8 1,805,833 2020／12 1,373,250
2020／5 734,099 2020／9 666,985 2021／1 694,513
2020／6 1,447,258 2020／10 921,413 2021／2 559,245
2020／7 1,114,619 2020／11 775,608 2021／3 496,508

合　　　計　　　　11,238,423

表1. 国立天文台天文情報センター広報室・ホームページ月別アクセス件数（ページ数）（2020年4月－2021年3月）．
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星空情報動画（2020/4～2021/3・月刊・計12本） 日本語版
国立天文台が、ものつくりの現場に金属3Dプリンターを導入！ 日本語版
国立天文台が、ものつくりの現場に5軸マシニングセンタを導入！ 日本語版
人工知能で銀河を分類する 日本語版・英語版 
国立天文台三鷹キャンパスの「6 mミリ波電波望遠鏡」 日本語版
終焉期の大質量連星系がつくり出す大量の塵～赤外線観測が描き出した渦巻状の放出流

（すばる望遠鏡チャンネル） 日本語版・英語版 

国立天文台望遠鏡キットの組み立て方の解説 日本語版
私を月に連れてって 日本語版
すばる望遠鏡で巡る宇宙の旅 （大学共同利用機関シンポジウム2020）

（すばる望遠鏡チャンネル） 日本語版

Virtual tour of the Subaru Telescope's Base Facility（すばる望遠鏡チャンネル） 日本語版
国立天文台三鷹キャンパス「50センチ公開望遠鏡」がとらえた「はやぶさ2」 日本語版

表2. 動画制作まとめ．

に再生数を伸ばしている。新型コロナウイルス感染症（以
下COVID-19）拡大による巣ごもり効果が影響していると
考えられる。高校生向けのオンライン特別授業番組を4月
28日に生配信したのに加え、2020年11月からは小学生向け
のオンラインミニレクチャーを毎月1回の頻度で開催して
いる。そのほか、野辺山宇宙電波観測所特別公開、三鷹・
星と宇宙の日はオンライン開催とし、生配信番組の作成に
注力した。
 

（2）研究成果の広報
　研究成果発表の件数は30件であった（昨年度は33件、一
昨年度は26件）。うち29件について、和文・欧文の両方で発
表を行った。国内メディアについては、記者会のほか、独
自のメディアリストへプレスリリースを送付、海外メディ
アについては、引き続き、AASによるメール配信（2020年
10月まで）、AAASによるEurekAlert! およびAlphaGalileoの
配信サービスを活用したほか、独自の海外メディアリスト
へ英文リリースも配信している。
　「科学記者のための天文学レクチャー」を2回開催した。10月
28日にはTMTプロジェクトの協力により第26回目として「TMT
が切り拓く宇宙像と計画の現状」をテーマに、12月15日には第
27回目として市民天文学プロジェクト「GALAXY CRUISE」を
紹介する「市民が銀河の謎に挑戦 GALAXY CRUISE」をテー
マに、いずれもオンラインで開催した。それぞれ28名（17社）、
14名（13社）の参加があった。

（3）国立天文台の「広報センター」としての活動
　通常の研究成果発表やその支援に加え、下記の活動を
行った。
　一般向け講演会を研究プロジェクトと共に企画、2021年
3月6日に国立天文台講演会／第25回アルマ望遠鏡講演会

「暗黒の雲から生まれる星たち～観測の現場から最新成果

まで～」をオンライン開催し、最大同時接続数418回、3月
31日までに累計視聴25,000回以上を得た。
　海外での国立天文台の認知度向上のため、海外メディ
ア、研究者、教育関係者が多く集まる国際会議でブース出
展を行っている。今年度は、米国科学振興協会年次大会

（AAAS2021、2021年2月8–11日、オンライン開催）に4機関
合同で出展・スポンサーワークショップを開催し、オンラ
イン出展に203名が来訪した。また、公益財団法人フォー
リン・プレスセンター（FPCJ）の協力の元、日本在住の海
外メディアを主なターゲットとしたオンライン・プレスセ
ミナー「世界の課題に立ち向かう、日本発の7つの最先端
研究」を5機関合同で2021年2月18日にオンライン開催した。
海外メディア8名、国内メディア4名、広報関係者13名が出
席した。
　他プロジェクトの広報活動支援として、4D2Uプロジェ
クトウェブサイトリニューアル（サイト構築）、国際連携室
サイトウェブリニューアル（サイト構築と英訳）、男女共同
参画推進委員会ウェブサイトの英訳を行った。

（4）新天体関係
　国立天文台に寄せられる新天体通報等の対応を4名（常
勤職員1名、契約職員3名）が当番制で担当した。本年度、
新天体担当に寄せられた新天体の発見・確認依頼、その他
の通報は総数34件であった。その内訳は、新星・超新星：
22件、彗星・彗星状天体：3件、恒星：1件、小惑星：3件、
火球：1件、発光物体：2件、移動天体1件、その他1件で
あった。既知の天体やゴーストを新天体として通報する例
が多い中、2020年7月にあった通報では、国立天文台を経由
して国際天文学連合天文電報中央局（CBAT）へ通報、新
星V6568 Sgrの発見として認定された。また、2021年3月に
あった通報2件では、国立天文台を経由してCBATへ通報、
新星V1405 Casの発見と新星V6594 Sgrの独立発見として
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認定された。

（5）市民天文学
　ハワイ観測所と共同で、市民が銀河の分類に参加する
GALAXY CRUISEサイトを独自に開発し、昨年度に日本語
版・英語版ともに公開した。今年度は8月と年末にキャン
ペーンを実施し、順調に参加者数・分類数を増やしている。

2021年3月1日現在、81の国と地域より6,407名が参加登録し
ており、銀河総分類総件数は134万回を越えている。テレ
ビや新聞等で繰り返し報道されており、国際研究会や海外
からの依頼での講演も数多い。
　なお、「市民天文学」とは、国立天文台で行うシチズンサ
イエンス（市民と研究者・研究機関が協働で科学的活動に
取り組む事業）の和名である。

2020年8月1日 今の宇宙に残された、形成初期の銀河を発見
―すばる望遠鏡と機械学習で銀河の酸素量の世界記録を更新―

2020年8月7日 星の卵の「国勢調査」―アルマ望遠鏡が追う星のヒナ誕生までの10万年
2020年8月31日 不死鳥は甦るか？―冷えた銀河団の中心で生まれた若いジェットを発見―

2020年11月25日 VERAプロジェクト20年の成果がまとまる
―国立天文台水沢120年の歴史が達成した位置天文学の高精度化―

表4. 記者会見まとめ．

表3. ウェブリリースまとめ．

2020年4月28日 TAMA300で実証した量子雑音を抑える新技術

2020年5月11日 天の川銀河中心の超巨大ブラックホール「いて座A*」の「瞬き」を検出
―ブラックホールごく近傍からの放射か―

2020年5月14日 「第二の地球」の公転軌道面は傾いていない
2020年6月2日 巨大ブラックホールの種になる星たち―大規模シミュレーションが描く新しい形成メカニズム―
2020年6月11日 棒渦巻銀河に特徴的な分子ガスの運動を捉えた
2020年7月10日 京大せいめい望遠鏡でスーパーフレアの検出に成功―生命居住可能な惑星への影響の理解に向けて―
2020年7月15日 すばる望遠鏡と「ニュー・ホライズンズ」の共同観測で探る太陽系外縁部
2020年7月27日 ガニメデの表面に太陽系最大の衝突クレーターを発見
2020年8月11日 人工知能を活用したすばる銀河動物園プロジェクト
2020年8月27日 宇宙の重量級同士のまれな出会い―合体の過程にある超大質量ブラックホールを発見―
2020年9月4日 三つ子星の周りで見つかった、互い違いの原始惑星系円盤
2020年9月15日 金星にリン化水素分子を検出―生命の指標となる分子の研究に新たな一歩
2020年9月16日 赤外線観測が明らかにした、終末期の重い連星系から流れ出る塵の雲
2020年9月25日 塩と熱い水蒸気に包まれる巨大赤ちゃん星のペア
2020年9月29日 長周期彗星が作るもう一つの黄道面
2020年10月9日 遠くの恒星のように太陽を研究

2020年10月27日 生まれたばかりの宇宙で成熟した銀河が急速に出現していた
―アルマ望遠鏡による初期宇宙にある銀河の最大規模の探索―

2020年12月8日 黒い塗装で人工衛星の反射光が軽減されることを実証
2020年12月15日 宇宙空間でイオンが電子より高温になる理由を解明―プラズマ中の“音波”がイオンを選択的に加熱―
2020年12月18日 すばる望遠鏡、「はやぶさ2」拡張ミッションの目標天体の撮影に成功
2021年1月26日 冬眠するブラックホール～銀河衝突がもたらす大質量ブラックホールのエネルギー源の流出～
2021年2月16日 スーパーコンピュータで時間を戻して探る宇宙の始まり
2021年2月20日 太陽表面からコロナ直下に迫る―太陽観測ロケット実験CLASP2が測定した太陽大気の磁場
2021年3月10日 星は一人では生まれない？　ガス雲衝突から始まる星団誕生の理解が進む
2021年3月12日 日本チームのバーチャル宇宙の解析に米国の2チームが挑戦
2021年3月29日 天の川銀河の中心部に「赤ちゃん星の巣」を発見
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太陽の暦 月の暦 暦 時 太陽系 宇宙 天文 其他 合計
4～6月 135 33 8 4 68 34 28 172 482
7～9月 96 62 19 3 285 95 72 337 969

10～12月 114 124 30 5 369 104 66 341 1153
1～3月 85 55 174 14 100 86 52 224 790
合計 430 274 231 26 822 319 218 1074 3394

表5. 国立天文台天文情報センター普及室・電話応答数（2020年4月－2021年3月）．

4. 普及室の活動

　2020年度はCOVID-19拡大防止対策のため、普及室の多
くの事業の休止、規模縮小、方針転換を余儀なくされた。

 （1）施設公開 
　三鷹地区施設公開（旧名称：常時公開）には、6,237人の
一般見学者が訪れた。このほか団体見学は一般団体が8件

（355人）あり、のべ6,592人が三鷹地区施設公開に訪れた。 
COVID-19拡大防止のため、2020年4月1日～6月14日、2021
年1月9日～3月21日に、施設公開を中止した。再開後も屋
外の散策限定や、一般団体の受入を中止にするなどの対策
を行った。
　50センチ公開望遠鏡を用いた定例観望会は、毎月2回（第
2土曜日の前日、第4土曜日、事前申込・定員制）開催して
いたが、2020年度はCOVID-19拡大防止のため、対面での
実施をすべて中止した。8月から毎月第4土曜日、合計7回

（10月は、三鷹・星と宇宙の日のため休止）、YouTubeライブ
による「オンライン定例観望会」を実施したところ、2021
年4月7日までに、合計12,891の視聴数があった。また、50
センチ公開望遠鏡を利用してはやぶさ2とリエントリーカ
プセル、木星と土星の接近などの撮影を行い、SNSで一般
向けに情報発信した。
　4D2Uドームシアターは担当スタッフ減員のため、定例
公開は開催日数を毎月4日から3日（第1土曜日、第2土曜日
の前日、第3土曜日）に減らし、事前申し込み制で開催する
とした。加えてCOVID-19拡大防止のための定例公開開催
日数減（予定35日、実施7日）、開催時の定員減（通常40席、
2020年度は14席）が重なり、定例公開は255人の参加となっ
た。また、ミニ講演会形式の「アストロノマー・トーク」
と団体向け公開は中止した。このほか視察等が21件（140
人）あり、のべ395人が4D2U立体映像を鑑賞した。
 

（2）一般質問受付 
　人員削減のため、今年度より1日の担当を2人体制から1
人体制へと移行した。
　COVID-19拡大防止対策のため、4月1日から5月31日まで、
メディアや公共機関からの質問のみを受け付けるなど変則
的な対応を行った。

　マスコミや官庁、一般からの質問に対応した件数は、
3,394件（うちマスコミからの質問は594件）（表5）、手紙は
91件、うち公文書は28件であった。 

（3）取材受付 
　マスコミ等からの三鷹キャンパスにおける取材、撮影等
の申し込みは151件あり、そのうち新聞52件、テレビ番組52
件（報道25件、科学番組8件、ドラマ1件、その他18件）、出
版物16件（雑誌6件、書籍4件、その他6件）、Webサイト・
コンテンツ9件、企画展5件、ラジオ番組1件、アニメーショ
ン映画2件、その他3件、合計140件に対応した。2019年度
より有料での商用撮影受け入れを開始し、今年度はドラマ
1件に対応した 。

（4）教育・アウトリーチ活動 
　「ふれあい天文学」は11年目を迎え、2020年度は、
COVID-19拡大防止対策中の新しい試みとして、オンライ
ン会議システムを使った遠隔授業を中心に行い、状況が許
す場合には従来の出張授業も実施した。また、聾（ろう）
学校、特別支援学校、夜間中学、世界各地の日本人学校や
補習授業校などでも授業を行った。国内69校、海外30校の
計99校で授業を行い、参加児童・生徒は最少2人～最大370
人、合計6,529人が受講、講師は64名であった。11年間で国
内外783校、72,960人がふれあい天文学を受講した。
 　「三鷹・星と宇宙の日（三鷹地区特別公開）」はオンライ
ンでの開催となり、運営委員会の下、事務局およびコンテ
ンツの一部に参加した。2020年度の講演テーマは「ブラッ
クでダークな宇宙」とし、自然科学研究機構アストロバイ
オロジーセンター、東京大学大学院理学系研究科天文学教
育研究センターおよび、総合研究大学院大学数物科学研究
科天文科学専攻と共催で、テレビ朝日『超人女子戦士ガリ
ベンガーV』の協力のもとで実施した。配信は2020年10月
24日（土曜日）、YouTubeとニコニコ生放送へのメインライ
ブ配信および、7つの特設コンテンツ配信である。太陽系
から天の川銀河の外へと7つのセクションごとに研究者が
レクチャーするストーリー仕立ての番組で、技術系・事務
系の職員や活動を紹介するVTR放映や視聴者参加の質問
コーナーも設けた。8時間を超える配信となったが、当日
の番組視聴状況は、YouTubeが11,220視聴回数、ニコニコ生
放送が17,701人の来場者数であった。
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（5）地域活動 
　国立天文台三鷹キャンパスに隣接する「三鷹市星と森と
絵本の家」の2020年度の年間入館者数は、12,166人であっ
た。普及室では、企画展「宇宙のいのち」（2020年7月～
2021年6月）の監修を行った。開館記念日に天文台長と市
長の対談を実施したものの、残念ながら COVID-19拡大防
止対策のため、伝統的七夕、お月見等のイベントは開催で
きなかった。さらに、2013年度から始まった「三鷹市星と
森と絵本の家・回廊ギャラリー展示絵本作品公募」におい
て、受賞作品5本の選出に協力した。  
　三鷹市、NPO 法人三鷹ネットワーク大学推進機構と共
催で毎秋行われてきた「みたか太陽系ウォーク」スタンプ
ラリーイベントは、COVID-19拡大防止対策のため中止と
なった。このため、国立天文台も協力して有志によるオン
ライン講演会等のイベントが「太陽系ウォークは止まらな
い」と題してネット上で展開された。
　 NPO 法人三鷹ネットワーク大学推進機構が主催してい
る「星空案内のための天文講座－星のソムリエみたか・星
空準案内人になろう！－」の会場提供や講師派遣、講習等
を行った。 また同「アストロノミー ・パブ」（現在はオン
ラインで開催）の講師選定に協力した。
　三鷹市、NPO法人三鷹ネットワーク大学推進機構、株
式会社まちづくり三鷹と共同で運営している「天文・科
学情報スペース」は、2015年9月の開所から6年目を迎えた。
2020年度は6つの企画展が実施され、天文情報センターは
そのうちの1つを企画・実施した。また、大型ディスプレイ
による国立天文台の広報ビデオと星空情報映像の上映、毎
月の星空案内の配布を行った。2020年度の来館者数は約
5,170名で、 COVID-19拡大防止を考えて開館日数・時間を
少なくした影響で例年より約1万名少なかったものの、開
館からの総来館者数は84,000名を超え、街なかで気軽に科
学に触れることができる場所として定着している。
 

（6）コンテンツ事業 
　世界中の子どもたちが天体望遠鏡で観察する機会を増や
そうと2008年より開始した「君もガリレオ！」プロジェク
トにて、国立天文台望遠鏡キットの開発・製造・販売を進
めた。名称を「国立天文台望遠鏡キット」としたが、IAU
では、Kaifu-NAOJ telescope kitと呼んでいる。口径5 cm（倍
率16倍、66倍）の望遠鏡キットは2019年7月から販売・頒布
が開始され、今年度は約4,000台が販売された。 
　Webコンテンツとして、毎月の星図や惑星現象、注目の
天文現象などを紹介した「ほしぞら情報」を作成し公開
した。2020年7月に明るくなった新彗星「ネオワイズ彗星

（C/2020 F3）」について、速報ページを作成して対応した。
また、一般質問受付に多く寄せられる質問への回答をまと
めた「よくある質問」について、情報の更新や解説の追記
などによる7件の改訂を実施した。

5. 周波数資源保護室の活動

　周波数資源保護室（以下、保護室という）は発足後2年目
となり、立ち上げ業務はほぼ終了して平年化した。保護室
には、2名の専任職員（室長および研究支援員）と1名の併
任職員の合計3名が在籍している。研究支援員については6
月末の任期満了に伴い、後任者が10月1日付けで着任した。
保護室の活動は、国内対応から国際対応まで幅広い。発足
当時は電波天文環境の保護を対象としていたが、メガコン
ステレーション問題が起きたために光害への対応も急遽始
めることとなった。。
　周波数資源保護室として参加した会合は、国際会合が1件、
国内会合が22件であった。これら以外にも、メール審議等
にも随時参加した。

（1）国際対応
　国際対応は、電波資源を国際的に規制する機関である
国際電気通信連合（International Telecommunication Union = 
ITU）の無線通信部門（ITU-R）の電波天文部会（Working 
Party 7D）に参加し、議論に貢献した。
　COVID-19拡大のために ITU本部は閉鎖され、また、欧
州と日本との行き来にも大きな制限が掛かっていたため、
WP7D会合は2020年9月14日から9月18日にオンライン形式
で開催された。携帯電話の利用拡大に向けた新規周波数帯
域の確保や成層圏プラットフォームを経由した携帯電話利
用、水メーザーを観測する22 GHz帯での新たな電波利用
などの検討課題が扱われた。まだ検討の初期段階であるた
め、電波天文観測を適切に保護するための基準を検討を担
当する他の作業部会に送付するといった作業が中心であっ
た。また、測地VLBIの重要性を広く認識してもらうため、
ITU-Rとして新報告書を作成する方向となった。
　また、世界各国の電波天文関係者との連携を深めるため、
オンライン会議を通じて随時意見交換を行った。

（2）国内における諸検討課題の結果と現状
　総務省情報通信審議会などで行われた電波天文が関係す
る検討課題の主なものは以下の通りである。

1）メガコンステレーションへの通信電波規制：Starlink
や OneWeb など非常に多数の衛星群を用いて世界的なイ
ンターネット接続サービスを提供しようとするもので
10.6–10.7 GHzの電波天文バンドに隣接する帯域利用が提
案されているために干渉が懸念されていた。先行して検討
対象となったOneWebと同様に、10.7–10.95 GHzの放射を
規制することをStarlinkにも適用することとなった。

2）UWB（超広帯域無線システム）の屋外利用：6.7 GHzに
あるCH3OHメーザー観測に影響を及ぼさないよう、UWB
からの不要放射レベルを抑制すること、電波天文台近辺で
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はUWBを利用できないことを一般利用者に周知徹底する
こととなった。

3）空間伝送型ワイヤレス電力伝送（WPT）システムは
920 MHz、2.4 GHz、5.7 GHzで電波を用いて電力を伝送す
るものであるが、電波天文を始めとして多くの無線通信シ
ステムに影響を与える。干渉を避けるため、データベース
に電波天文局を登録し、その近くではWPTの利用を避ける、
という方策が採られることになった。

4）その他：大学などが運用する1.6 GHz 帯を用いる衛星
通信システムから電波天文観測を保護するための調整、
9 GHz帯を用いる合成開口レーダーが隣接帯域の電波天文
観測に影響を与えないための調整、空港滑走路に設置する
障害物検知レーダーが電波天文観測に影響を与えないため
の調整、などを行った。

（3）受信設備指定申請：受信設備指定申請は電波法第56条
に基づいて行う申請で、これが認められると同条の規定に
基づいて総務大臣が指定するものにその運用を阻害するよ
うな混信その他の妨害を与えないように運用されなければ
ならなくなる。本年度は、2020年12月に指定期限が来た
VERA4局の継続申請を行い、無事に承認された。

（4）光害対応について

1）メガコンステレーション（Starlinkなど）による光害
　Starlink や OneWeb など非常に多数の衛星群を用いて世
界的なインターネット接続サービスを提供しようとするメ
ガコンステレーションについては、国際天文学連合や国立
天文台から懸念する声明が出されている。メガコンステ
レーション側も反射光を抑える努力をしようとしているこ
とも踏まえ、天文側として石垣島天文台によるDarksatに
対する実測を行った。測定は、g’、Rc、Icの3つのバンド
で同時に行い、多色測定結果としては初めての論文として
2020年12月にApJに出版した。測定により反射防止効果を
定量的に示すことができ、SpaceX社とも結果を共有した。
本件に関してはマスメディアの関心が高く、国内外から数
多くの取材があった。

2）光害ページの新設
　多くの人々に光害に対する認識を深めてもらうため、保
護室のホームページに光害のページを新設した（https://
prc.nao.ac.jp/freqras/light%20pollution.html）。

6. 暦計算室の活動

　暦計算室は国際的に採用されている基準暦にもとづき、
太陽・月・惑星の視位置をはじめ、諸暦象事項を推算し、国

立天文台の設置目的の1つである「暦書」の編製として「暦
象年表」を発行している。

（1）令和3年版暦象年表、理科年表2021暦部、令和4年暦要
項（令和3年2月1日付官報掲載）を刊行した。暦象年表Web
版も暦要項の刊行にあわせて更新している。暦象年表は
COVID-19拡大防止対策の影響で刊行が遅れ、5月1日に潮
汐を除く第1版、6月19日に潮汐を含めた第2版をWebで臨
時公開した後、ようやく8月に印刷版配布を開始した。また、
東京オリンピック・パラリンピックの延期に伴う令和3年
の祝日・休日変更にもとづき、Web掲載版に限って令和3年
暦要項の情報を更新・トピックスを追加したほか、内閣官
房・内閣府・国立天文台三者連名で12月28日付官報に情報
を掲載した。

（2）ホームページ（https://eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/）につ
いては、ダークモードに対応したほか、こよみの計算と天
象の長期データベース版を公開した。また、普及室による
キャンペーンは終了したものの、ペルセウス座流星群・ふ
たご座流星群の放射点やネオワイズ彗星の位置を今日のほ
しぞらに表示している。令和2年度のアクセス数は約3,400
万件であった。

（3）日本カレンダー暦文化振興協会もCOVID-19拡大の影
響でミニフォーラムと第10回総会は中止、代わりに10周年
を振り返る講演・ディスカッションをWebで公開した。新
暦奉告参拝については例年より規模を縮小して開催してい
る。故岡田芳朗暦文協最高学術顧問のご遺族より寄贈され
た同氏の資料について、岡田芳朗文庫として公開を開始し
た。https://library.nao.ac.jp/kichou/okada.html

図1. 暦計算室Webアクセス件数（年度別PV）．
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（4）例年図書室と共同で開催している国立天文台所蔵貴重
書の常設展示はCOVID-19対策の影響で休止している。こ
れまでの展示は休止中の第59回「岡田芳朗文庫より 引札
暦」も含めて「貴重資料展示室」（https://eco.mtk.nao.ac.jp/
koyomi/exhibition/）でも閲覧できる。

7. 図書係の活動

　図書係では、学術雑誌・図書を収集・整理し、台内の研
究者や学生の研究・学習のために提供している。近年、学
術資料の電子化が進み、図書室が提供する資料も、電子媒
体のものが増加している。
　三鷹図書室所蔵資料の利用を希望する台外者に対しては、
従来は平日に限り図書室を公開してきたが、COVID-19拡
大防止のため前年度3月から、2020年度中も一般利用を休
止した。このような状況下であったが、特に他の図書館室
で所蔵していない資料については、一般の方は公共図書館
を経由して、他機 関所属の研究者・学生は所属機関の図書
館を経由して複写物の提供や図書の貸出を行い、2020年度
は複写と貸出をあわせて55件の提供を行った。また台内の
利用者に対しても遠隔サービスを行った。
　江戸時代の幕府天文方に由来するものをはじめとした貴
重資料は、専用の書庫において環境に注意を払いながら保
存している。貴重資料の一部は、ホームページ上で画像を
公開しているほか、科学博物館で行われた企画展に出陳し
た。台外の印刷物にも、多数掲載されている。
　オンラインで開催された10月の特別公開（三鷹・星と宇
宙の日2020オンライン）では、特設ウェブコンテンツを制
作し、関連する書籍や所蔵資料を紹介、また図書室内を散
策するイメージで1階閲覧室部分を写真で紹介した。
　なお、三鷹図書室・各観測所の蔵書冊数および所蔵雑誌
種数、天文台の継続出版物の出版状況については、XII 図
書・出版に掲載している。　

8. 出版室の活動

　広報普及に役立つ独自印刷物の企画編集・刊行を今年度
も実施した。本年度刊行した定期出版物は以下のとおりで
ある。
・国立天文台年次報告 第32冊 2019年度
・ Annual Report of the National Astronomical Observatory of 

Japan  Volume 22 Fiscal 2019
・国立天文台パンフレット（和文）
・国立天文台ニュース No. 321～ No. 332（2020年4月号～ 

2021年3月号）
・国立天文台カレンダー（通算16号）

　2020年度は、国立天文台パンフレット（和文版）の改訂
版を制作し、年次報告（和文版・英文版）、国立天文台報第

21巻を発行した。国立天文台ニュースで展開しているプロ
ジェクト広報の支援を目的とした系統的な特集シリーズの
掲載では、「すばる望遠鏡2020特集号」（前編・9月号／後
編・11月号）を制作した。 
　グローバルな高速通信を実現するための衛星群（メガコ
ンステレーション）が天文観測に及ぼす影響が懸念され
る中、2020年5月号と2021年3月号の研究トピックスでこ
のテーマを重点的に取り上げた。定期刊行物以外として
は、2021年カレンダー「望遠鏡のある風景2021」を制作し
た（2005年から通算16作目）。例年同様 に『理科年表2021
年版』の天文部の編集支援もおこなった。また、台内外の
リリース、出版物、webコンテンツ等の英文制作・校閲作
業を引き続き支援した。

9. 国際天文学連合・国際普及室（IAU・OAO）の活動

　国際天文学連合（International Astronomical Union、IAU）
国際普及室（IAU Office for Astronomy Outreach、IAU OAO）
は IAUと国立天文台共同の組織である。OAOは、IAUのコ
ミュニケーション活動と情報の提供に関するマネジメント
を主に行っている。また、世界136の国と地域を代表する
アウトリーチ窓口（National Outreach Coordinator、NOC）
との協力関係を構築し、そのサポートも行った。
　2020年度において、特筆すべきことはOAOにおける外
部評価が行われ、さらに IAUと国立天文台が IAU OAOに
関する新協定を締結したことが挙げられる。また、年間予
定を大幅に変更し、COVID-19拡大防止に対応したサポー
トも行った。
　OAOで行った主な活動は、NOCとの協力と運営による
活動であることを強調したい。NOCは2019年度から14か
国増え、136の国と地域になった。また「NOC資金調達サ
ポート2020」ではNOC 4グループに支援を行い、「NOC資
金調達サポート2021」については、NOC 46人から24件の応
募があった。本資金調達サポートにおける資金は、SKAO
の普及部門の協力により、増額となった。 
　CAPジャーナルに関しては、2020年11月に第28号、2021
年3月に第29号を発行した。第28号は IAU100周年を記念し
た特別号であり、10編の論文が集録され、寄稿者は49名
にも及んだ。第29号は通常号であり、7編の論文が集録さ
れ、寄稿者は22名であった。また現在編集中の号として、

（COVID-19拡大防止によって）制限された時代における天
文コミュニケーションに関して募集したところ、世界中か
ら60件近くの応募があった。
　IAU の SNS については、Facebook は18,000超のフォロ
ワー（9 % 増）、Twitter は12,700 フォロワー（20 % 増）と
なった。またOAOのSNSについては、Facebookは7,500超
のフォロワー（32 % 増）、Twitter は3,500超のフォロワー

（27 %増）となった。IAUアウトリーチニュースレター（電
子メールによるニュースレター）は年度中に23回発行され、
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合計160項目の関連情報が世界中の4,500人の購読者に提供
された。さらにニュースレターは、各国のボランティアに
よって6つの言語に翻訳および 再配布されている。
　COVID-19の拡大により、アウトリーチ活動を行う協力
者の日常生活と生命が脅かされたことから、コミュニティ
をサポートするに辺り、当初の年間予定から大幅な変更が
行われた。
　「みんなのための望遠鏡2020（Telescopes for All 2020）」
では、天体望遠鏡に加えてオンラインで共有できるように
デジタルカメラを34か国に配布した。「自宅で天文学賞」
には59か国から240の応募があり、関連イベントは390に
も及んだ。さらに、「IAU天文学者に会おう（Meet the IAU 
Astronomers!）」も行われ、IAUアウトリーチビジタープロ
グラムは対面式とオンラインのハイブリッド型となった。
　オンラインでの活動については、IAUおよびOAOの媒
体を介してオンラインでの天文普及活動を紹介し、天文学
者へ繋ぐ機会も設けることで、コミュニティをサポートし
た。同時にインターネットが繋がりにくいあるいは繋がら
ない地域に対しても安全な方法で働きかけた。何が求められ
ているかを理解し、コミュニティへ悪影響を及ぼさないよ
うな活動を提供することがOAOの果たすべき役割である。

10. 石垣島天文台の活動

　2020年度はCOVID-19拡大防止対策 と前勢岳林道封鎖の
影響により施設公開をほぼ一年中止する結果となった。広
報面では施設公開が4月と7月に一部実施されたのみで、年
間約100人の見学者となった。一方、天文現象の中継や
ウェブ企画など多くのオンライン活動に取り組んだ。教育
面では中高生への出張講演、 オンライン観測企画を実施、9  
月には初の大臣視察となる萩生田文部科学大臣の視察が
あった。研究面ではStarlink衛星等の観測で3編の査読論文
が出版され、通算29編の成果が挙がった。

（1）広報普及活動

【施設見学・4D2U シアター・天体観望会】
　COVID-19拡大防止対策の影響により2020年2月末よ
り4D2U、天体観望会を中止していたが、緊急事態宣言
に伴い4月10日に施設見学も含む施設公開全てを中止し
た。その後、国立天文台、石垣市のガイドラインに沿って 
COVID-19拡大防止への対応を十分に行った上で7月3日に
施設公開を一部再開したが、擁壁崩壊の恐れのため前勢岳
林道が一部封鎖し、公開は再度中止となった。見学者は年
間117人であった。

【特別企画・共催 /協力イベント・その他】
　6月にオンライン企画「全国天文台子午線リレー」（4,352   
回視聴 [YouTube]）に参加し南中時の日時計の様子を紹介

した。同月21日には面積の約9割が欠ける部分日食中継を
石垣、三鷹、名寄の3か所で行い、50万回 [YouTube]を超え
る記録的な視聴があった。8月には「南の島の星まつり」
がオンライン開催され、8,295回 [YouTube]の視聴があった。
広報用画像としてネオワイズ彗星等の撮影を行ったほか、
むりかぶし望遠鏡による星雲・星団・銀河等の撮影・画像
公開も行った。南十字星モニターは夏から秋にかけてレン
ズ交換がなされ、天の川モニターとして活躍した。「2020 
年“ご当地”星空のある風景フォトコンテスト」において
職員の応募作品が 2 年連続で入選した。また、なよろ市立
天文台とはスタンプラリーの代替企画（動画を見てクイズ
に答えて応募）を実施した。

（2）教育活動
　高校生向けの観測体験企画「美ら星研究体験隊」は9月に
オンライン開催され、全国から22人が参加した。同月、萩
生田文部科学大臣の視察があり、常田国立天文台長と小森
自然科学研究機構長の 案内のもと施設の概要説明が行わ
れた。10月に向陽高校石垣研修（12人）における講演を石
垣青少年の家で行い、12月には石垣中学校 3 年生（173人）
への出前授業を行った。また、10月から12月にかけてオン
ライン開講された琉球大学「星空案内人養成講座」（55人）
に講師協力を行った。

（3）研究活動
　2020年度は欧文天文誌に3編の査読共著論文（超新星SN 
2019ein, Starlink衛星 , 矮新星ASASSN-18aan）の出版があり、
石垣島天文台の観測データに基づく成果は通算29編となっ
た。国内外の研究会では5件の発表を行った。特に、堀内
特任研究員によるクェーサーに関する1編の査読主著論文、
Starlink衛星に関する1編の査読主著論文が発表されるなど、
大きな成果が挙がっている。観測は80天体86夜実施してお
り、光赤外大学間連携などの共同観測が27天体27夜、研究員
観測が29天体71夜、広報用観測が24天体33夜となっている。
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1. 概要

　2020年度は、科学研究部として2年目であった。設置理
念を念頭に、科学研究部として目指す方向性について以下
のように再定義し、研究を進めた。
・世界トップレベルの研究を行う。重要研究を発展させる

とともに、新分野開拓の創造的研究を行う。
・理論と観測の融合、多波長天文学、マルチメッセン

ジャー天文学を促進する。 
・ナショナルセンターとなるべく、国際化を進める。
・自由な発想に基づき国立天文台の将来計画の推進に貢献

する。
・他プロジェクトや国内外の研究者と連携して新たなサイ

エンスを生み出す。
・大学院教育を含む若手研究者の育成に力を入れる。

　研究内容は、時空の起源、初期宇宙・銀河・恒星・惑星
の形成と進化、コンパクト天体の活動性、天体プラズマ現
象に至るまで、宇宙のさまざまな階層構造の進化・形成過
程とダイナミックスおよび物質の存在形態の研究など多岐
にわたっている。すばる望遠鏡、アルマ望遠鏡および野辺
山電波望遠鏡他のあらゆる波長域の観測装置を用いた理論
天文学と観測天文学の研究や、ニュートリノ宇宙物理、重
力波天文学、素粒子・原子核物理等の隣接研究領域との学
際共同研究を推進し、幅の広い特色ある研究を行っている。
また、将来の地上・宇宙望遠鏡計画への提言も積極的に
行っている。
　科学研究部およびその前身である旧理論研究部は従来、
大学および研究機関との人事交流が活発であったが、本年
度は、COVID-19の影響で、国内外からのビジターが大幅に
制限された。その分、オンラインのコロキウム やセミナー
などでは積極的に国内外の研究者を招聘し、議論を促進し
た。また、メンバー間の交流の機会の減少を補うべく、教
育職員による定期的なランチミーティングや全メンバーに
よるワークショップ、交流会などをオンラインで新たに開
始した。

2.  現員と異動

　2020年度に科学研究部に所属する研究教育職員は教授4
名、特任教授1名、准教授3名、助教7名、および天文シミュ
レーションプロジェクトを本務とし、科学研究部を併任す
る教授1名、助教1名で構成されている。本年度に新たに加
わった研究教育職員は4人で、太陽系外惑星、磁気流体、ガ
ンマ線バースト、星間化学、などの分野が強化された。こ
れらに加え、特任助教（国立天文台フェローを含む）8名、

特任研究員1名、EACOAフェロー1名、日本学術振興会特
別研究員4名、研究支援員1名、ならびにこれら研究教育職
員等を支える特定事務職員2名と事務支援員1名の体制を
とっている。

3. 研究成果

　本年度中に査読付き原著論文として発表した件数は、
142編以上に上る。これらの研究成果の一部は巻頭の研究
ハイライトとして報告されている。ここでは科学研究部の
構成員が主体的に行った研究の一部をリストアップする。

・すばるHSC-SSP データを用いた極金属欠乏銀河探査 I: 
機械学習選択法の確立と銀河金属量最小記録の更新（小
島崇史、大内正己、他）

・ニュートリノ磁気モーメントによるクランプ星のリチウ
ム存在量の増大（森寛治、梶野敏貴、他）

・電子捕獲反応に対する電子遮蔽と Ia 型超新星の元素合
成（森寛治、梶野敏貴、他）

・コア質量関数に着目したオリオン大星雲領域の星形成
（竹村英晃、中村文隆、川邊良平、他）

・分子雲衝突により誘発されたオリオン分子雲とM17赤外
線暗黒星雲での星形成（木下真一、中村文隆、他）

・ライマンα宇宙の観測に関する招待レビュー（大内正己、他）
・中間赤外線宇宙望遠鏡を利用したハビタブル系外惑星の

大気分子の検出可能性（藤井友香、他）
他、多数。

　また、研究部ホームページ（https://sci.nao.ac.jp/main/articles/） 
上でリリースした研究成果は以下の通りである。

・電子捕獲型超新星爆発におけるニュートリノ振動を予言
（佐々木、滝脇、他）

・スパースモデリングを応用した画像復元法をアルマ望遠
鏡のデータに適用し、惑星系形成の現場を3倍以上に解
像して捉えることに成功（山口、塚越、片岡、川邊、他）

・星周物質と衝突して光る突発天体の系統的1次元輻射流
体力学シミュレーション（鈴木、守屋、滝脇）

4. 国際研究協力および国内研究協力

　本年度は、COVID-19の影響で、世界的に国際会議が大幅
に制限された。本年度中に科学研究部が主催者または共催
者として行った国際研究集会は、以下の通りである。
・ 第9回 観 測 的 宇 宙 論 ワ ー ク シ ョ ッ プ（2020/11/10～

2020/11/12、オンライン）

17　科学研究部
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　その他の国内外の研究協力については、以下のとおりで
ある。
　梶野敏貴は、宇宙核物理学連合協議会の代表、日本原
子力学会シグマ委員会のメンバー、山田科学振興財団の
審査委員、日本学術振興会（JSPS）の審査委員、アメ
リカ物理学会 International Friends Committeeのメンバー、
European Center for Theoretical Studies in Nuclear Physics and 
related Areas（ECT*）のassociate member、ChETEC-INFRA 

（Chemical Elements as Tracers for the Evolution of the Cosmos, 
INFRASTRUCTURES for Nuclear Astrophysics in Europe）
の International Associate member、Uzbek Journal of Physics
の International Editorial Advisory Board member、Chinese 
PhysicsのEditorial Board memberを務めた。大内正己は、光
学赤外線天文連絡会 2030年代将来計画検討 ワーキンググ
ループの代表、すばる望遠鏡PFS銀河進化科学検討の共同
議長、ALMA Lensing Cluster Surveyの共同代表、Extremely 
Metal-Poor Representatives Explored by the Subaru Survey for 
3Dの研究代表を務めた。野村英子は、SPICA研究推進委
員会・科学検討会の副委員長を務め、そのほか藤井友香、
古家健次、荒川創太がSPICA 科学検討班のメンバーとして
最終報告書の執筆を行った。胡博超、植田高啓、古家健次
はngVLA-J memo series の執筆を行った。町田真美と藤井
友香は、SKA-JPの科学検討班のメンバーとなり、ISMサ
ブワーキンググループと惑星サブワーキンググループ の
代表をそれぞれ務めた。大内正己、守屋尭、中島王彦は、
NASA Roman Space Telescope Science Investigation Teamのメ
ンバーを務めた。守屋尭は、すばる科学諮問委員会のメン
バーも務めた。小久保英一郎は、Subaru IRDと岡山G型巨
星惑星探索プロジェクトに参加した。野村英子と塚越崇は、
すばる望遠鏡プロポーザルのレビューアーを務めた。中村
文隆は、ミリ波サブミリ波プログラム小委員会の副委員
長、CARMA-NRO Orion Surveyの一酸化炭素データの一般
公開の日本側代表を務めた。Maria Dianottiは、Fermi-LAT 
collaborationのaffiliated memberであった。

5. 教育活動および広報普及活動

　科学研究部の構成員は、東京大学大学院、他の複数の
大学で自然科学系講義を担当した。塚越崇は、日本女子
大学の大学院生に対して研究指導を行った。また、Maria 
Dainotti は、 ス タ ン フ ォ ー ド 大 学（ 米 国 ）、Jagiellonian 
University （ポーランド）、ナポリ大学（イタリア）、タフツ
大学（米国）、Scientific Caribbean Foundation, Inc.（プエル
トリコ）の大学院生・大学生・高校生に対して研究指導を
行った。

6. 受賞等

　塚越崇の共著論文“Mass constraint for a planet in a protoplanetary 

disk from the gap width”と、浜名崇の共著論文 “Cosmology from 
cosmic shear power spectra with Subaru Hyper Suprime Suprime-
Cam first-year data”が、2020年度日本天文学会欧文研究報告
論文賞に選出された。古家健次は、日本惑星科学会2019年
度最優秀研究者賞を受賞した。守屋尭は、第9回自然科学
研究機構若手研究者賞を受賞した。小久保英一郎他は、天
文学データの立体視可視化による最新宇宙像の普及啓発に
より、文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞した。竹村英晃、
山崎雄太、辰馬未沙子が第50回天文・天体物理若手夏の学
校オーラルアワードを受賞した。

7. 国外からの主な訪問者

　科学研究部は、従来、海外に開かれた天文学の研究拠点
として優れた研究環境を提供し、科研費、運営費交付金、
天文台客員経費等の経費により多くの国外からの訪問者を
受け入れて共同研究を行っているが、本年度はCOVID-19
による大幅な制限により、国外からの訪問者はいなかった。
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「国際連携室」は、国際研究協力のための戦略の策定・推
進および国際化の基盤強化を図る取り組みを支援し、国立
天文台の研究活動を促すことを目的としている。そのため、

「国際連携室」は、多様な文化的背景を持つ人々が協同して
研究教育活動に従事するための環境整備を行う。具体的に
は、国際協力プロジェクト支援、海外の天文学研究組織と
の交流窓口、国際活動情報の収集・提供、国際研究集会・
研修・セミナー等の開催支援、外国人研究者・学生の受け
入れ支援、国内研究機関との国際交流に関する連携などの
各種活動を行う。

1. 国際協力プロジェクト支援

　東アジア各地域を代表する中核天文台である、中国
科学院国家天文台（中国）、自然科学研究機構国立天文
台（日本）、韓国天文宇宙科学研究所（韓国）、台湾中央
研究院天文及天文物理研究所（台湾）の4機関を構成員
とする東アジア中核天文台連合（EACOA: East Asian Core 
Observatories Association）と東アジア天文台（EAO: East 
Asian Observatory）による博士号取得後のフェローシッ
プ事業の公募・選考を他の3機関と協力してサポートした。
また2020年12月からは、国際協力事業としての東アジア天
文台（EAO: East Asian Observatory）への支援業務を国際連
携室が担当することになった。
　2020年度から、これまで国際連携室が行っていた貨物輸
出・技術提供・外国人スタッフの受入・職員の出張等に関
わる安全保障貿易管理の事務は事務部研究推進課が担当す
ることとなった。国際連携室では、引き続き国際協定およ
び覚書の締結にあたって、それらの文面および内容の法的
チェックを担当している。

2. 海外との交流窓口

　2020年6月14日–19日に横浜にて開催が予定されてい
た SPIE Astronomical Telescopes + Instrumentation 2020お よ
び、2020年7月6日–10日にオーストラリア、パースにて開
催が予定されていた国際天文学連合アジア太平洋地域会議 

（APRIM 2020: Asia-Pacific Regional IAU Meeting）は、新型
コロナウイルス感染症の影響で開催されなかったため、予
定していた国立天文台としての出展は中止となった。しか
し、2021年1月11日～15日にオンラインで開催された第237
回AAS（アメリカ天文学会）の年会において、国立天文台
として初となるバーチャルブースを出展し、国立天文台の
研究活動の紹介を行うと共に、外国人招へいプログラムの
情報を発信した。
　また、引き続き海外でのリクルートを含む研究者への広

報は国際連携室が主担当となり行った。

3. 外国人職員・学生の受け入れ支援

　外国人職員・学生等の研究教育・生活環境面での組織的
な支授体制を強化した。サポ－トデスクでは、外国人が日
本で生活することに伴う困難を緩和するため、担当スタッ
フの同行を含め、自治体等での諸手続き支援、住居選択・
入居をはじめとする生活立上げの様々な手続き支援や買
物・子女教育・医療などの生活相談にも応じ、また日常的
な生活情報の提供など幅広く支援を行っている。
　2017年10月以降は、スタッフ2名がそれぞれ週3日ずつの
勤務として、平日は毎日対応することとし、木曜日は2人勤
務として関係部署とスタッフとの打ち合わせを実施してス
ムースな案件の引継ぎと課題の共有化を図っている。コロ
ナウイルス蔓延防止のための緊急事態宣言下では、基本的
に在宅勤務にてメールやオンライン、電話による相談に対
応。週1回オフィスに出勤しているが、要請に応じて、対面
相談や外出同行依頼にも対応している。
　国立天文台に在籍する外国人のための日本語教室は、コ
ロナウイルス対策のためオンラインレッスンとして、初心
者向けクラスを提供した。更に生徒のニーズに合ったプロ
グラムを提供できるように、新業者を選定した。
　また、台内外の外国人への情報提供を主な目的とした新
国際連携室ホームページの制作作業も進めている。2021年
度前期に完成予定。

18　国際連携室
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III　組織
1.　国立天文台組織図

プ ロ ジ ェ ク ト 室

ハ ワ イ 観 測 所

野 辺 山 宇 宙 電 波 観 測 所

水 沢 V L B I 観 測 所

太陽観測科学プロジェクト

チ リ 観 測 所

ア ル マ プ ロ ジ ェ ク ト

天 文 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ ジ ェ ク ト

重 力 波 プ ロ ジ ェ ク ト

T M T プ ロ ジ ェ ク ト

JASMINEプ ロ ジ ェ ク ト

S O L A R - C プ ロ ジ ェ ク ト

すばる広視野補償光学プロジェクト

A S T E プ ロ ジ ェ ク ト

RISE 月惑星探査プロジェクト

すばる超広視野多天体分光器プロジェクト

セ ン タ ー

天 文 デ ー タ セ ン タ ー

先 端 技 術 セ ン タ ー

天 文 情 報 セ ン タ ー

科 学 研 究 部

研 究 力 強 化 戦 略 室

連 携 事 業

研 究 評 価 支 援 室

産 業 連 携 室

光赤外線天文学研究教育ネットワーク事業

国内 VLBI ネットワーク事業

人 事 企 画 室

安 全 衛 生 推 進 室

技 術 推 進 室

事 務 部

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 室

（C プロジェクト室）

（B プロジェクト室）

（A プロジェクト室）

台 長

技 術 主 幹

副 台 長

副 台 長

研 究 連 携 主 幹

台 長 特 別 補 佐

運 営 会 議

（総務担当）

（企画担当）

国 際 連 携 室
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2.　職員数

（2021年3月31日現在）
台長 1
研究教育職員 146

〔内訳〕

教授 26
技師長 0
准教授 37
主任研究技師 10
講師 4
先任研究技師 1
助教 55
助手 0
研究技師 13

技術職員 37
事務職員 57
URA職員 6
年俸制職員 151
定年制移行URA職員 1
定年制移行年俸制職員 2
特定契約職員 35
定年制移行特定契約職員 2
短時間契約職員 80
定年制移行短時間契約職員 18

3.　幹部職員

台長　 常　田　佐　久
副台長（総務担当） 渡　部　潤　一
副台長（企画担当） 井　口　　　聖
技術主幹 満　田　和　久
研究連携主幹 齋　藤　正　雄

台長特別補佐 倉　崎　高　明
台長特別補佐 関　口　和　寬
台長特別補佐 平　松　正　顕
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4.　研究組織

Cプロジェクト室
ハワイ観測所

観測所長（併） 吉　田　道　利
副所長（併） 髙　見　英　樹
副所長（併） 山　宮　　　脩
教授 髙　遠　徳　尚
教授 吉　田　道　利
特任教授 髙　見　英　樹
特任教授※ 田　村　元　秀
准教授 田　中　賢　幸
准教授 美濃和　陽　典
特任准教授 大　屋　　　真
特任准教授 神　戸　栄　治
主任研究技師 岩　下　浩　幸
主任研究技師 玖　村　芳　典
助教 石　垣　美　歩
助教 今　西　昌　俊
助教 大　野　良　人
助教 岡　本　桜　子
助教 沖　田　博　文
助教 小野寺　仁　人
助教 小　谷　隆　行
助教 小宮山　　　裕
助教 小　山　佑　世
助教※ 周　藤　浩　士
助教※ 中　島　　　紀
助教 Pyo Tae-Soo
助教※ 平　野　照　幸
助教 八　木　雅　文
助教 栁　澤　顕　史
特任助教 泉　　　拓　磨
特任助教※ 葛　原　昌　幸
特任助教 嶋　川　里　澄
特任助教※ 橋　本　　　淳
特任助教 林　　　将　央
特任助教※ 堀　　　安　範
研究技師 大　宮　　　淳
研究技師 坂　東　貴　政
技師 並　川　和　人
主任技術員 佐　藤　立　博
技術員 筒　井　寛　典
技術員 三　浦　拓　也
特任研究員 内　山　久　和
特任研究員※ 大　宮　正　士
特任研究員 川野元　　　聡
特任研究員※ 小　杉　真貴子
特任研究員※ 小　松　　　勇
特任研究員 小　山　舜　平
特任研究員※ 鈴　木　大　輝
特任研究員※ 高　橋　　　葵
特任研究員※ 寳　田　拓　也
特任研究員 仲　田　史　明

特任研究員 梨　本　真　志
特任研究員※ Nugroho 

Stevanus 
Kristianto

特任研究員 濱　野　哲　史
特任研究員 HE Wanqiu
特任研究員 村　田　一　心
特任研究員 山　下　拓　時
特任専門員 石　井　未　来
特任専門員 石　塚　由　紀
特任専門員 大　倉　悠　貴
特任専門員 岡　　　慎　司
特任専門員 片　倉　純　一
特任専門員※ 日下部　展　彦
特任専門員 小　池　美知太郎
特任専門員 進　藤　美　和
特任専門員 田　中　光　浩
特任専門員 中　島　將　誉
特任専門員 原　沢　寿美子
特任専門員 藤　縄　俊　之
特任専門員 峯　尾　聡　吾
特任専門員 森　嶋　隆　裕
特任専門員 山　宮　　　脩
特定事務職員 1名
再雇用職員 2名
事務支援員 3名
研究補助員 1名
特命専門員 1名
※機構内併任

事務部
事務長 脊　戸　洋　次

庶務係
係員 田　村　　　愼

会計係
係長 菅　原　　　諭

RCUH職員
RCUH 67名

岡山分室
室長（併） 泉　浦　秀　行
准教授 泉　浦　秀　行
特任准教授 田　實　晃　人
助教 前　原　裕　之
事務支援員 3名

野辺山宇宙電波観測所
観測所長（併） 立　松　健　一
教授 立　松　健　一
助教 石　附　澄　夫
助教 梅　本　智　文
技師 倉　上　富　夫
技師 高　橋　敏　一
技師 半　田　一　幸
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技師 宮　澤　和　彦
技師 宮　澤　千栄子
特任専門員 衣　笠　健　三
特任専門員 高　橋　　　茂
特任専門員 濱　田　　　要
特定技術職員 2名
特定事務職員 1名
研究支援員 1名
業務支援員 3名

事務室
事務室長 大　塚　朝　喜

庶務係
事務支援員 2名

会計係
係長 髙　見　正　咲
主任 内　山　佳　郁
事務支援員 3名

水沢VLBI観測所
観測所長（併） 本　間　希　樹
教授 本　間　希　樹
特任教授 小　林　秀　行
助教 亀　谷　　　收
助教 河　野　裕　介
助教 寺　家　孝　明
助教 砂　田　和　良
助教 田　村　良　明
助教 秦　　　和　弘
助教 廣　田　朋　也
主任技術員 上　野　祐　治
技術員 平　野　　　賢
特任研究員 赤　堀　卓　也
特任研究員 酒　井　大　裕
特任専門員 小　澤　友　彦
特任専門員 小　山　友　明
特任専門員 永　山　　　匠
特定技術職員 6名
研究支援員 1名
事務支援員 2名
研究補助員 1名
特命専門員 1名

事務室
事務室長 大　沼　　　徹

庶務係
係長（兼） 大　沼　　　徹
再雇用職員 1名
事務支援員 3名

会計係
係長 山　口　真　一
事務支援員 2名

天文保時室
室長（併） 田　村　良　明

太陽観測科学プロジェクト
プロジェクト長（併） 勝　川　行　雄
准教授 勝　川　行　雄

准教授 末　松　芳　法
准教授 関　井　隆
准教授 花　岡　庸一郎
助教 成　影　典　之
特任助教 Benomar  

Othman Michel
技師 篠　原　徳　之
特任研究員 Song Donguk
特任研究員 松　本　琢　磨
特任専門員 伊　集　朝　哉
特任専門員 森　田　　　諭
研究支援員 1名
事務支援員 1名
研究補助員 2名

アルマプロジェクト
プロジェクト長（併） Gonzalez Garcia 

Alvaro
教授 井　口　　　聖
教授 阪　本　成　一
教授 深　川　美　里
特任教授 木　内　　　等
特任教授 長谷川　哲　夫
准教授 伊王野　大　介
准教授 小　杉　城　治
准教授 Gonzalez Garcia 

Alvaro
准教授 下　条　圭　美
特任准教授 石　井　　　峻
特任准教授 島　尻　芳　人
特任准教授 永　井　　　洋
特任准教授 中　西　康一郎
主任研究技師 菊　池　健　一
主任研究技師 杉　本　香菜子
主任研究技師 渡　辺　　　学
助教 江　澤　　　元
助教 鎌　﨑　　　剛
助教 平　松　正　顕
助教 松　田　有　一
特任助教 今　田　大　皓
特任助教 植　田　準　子
特任助教 岡　本　丈　典
特任助教 西　合　一　矢
特任助教 Sanhueza Nunez 

Patricio Andres
特任助教 但　木　謙　一
特任助教 宮　本　祐　介
研究技師 芦田川　京　子
研究技師 中　里　　　剛
研究技師 山　田　真　澄
技師 加　藤　禎　博
技師 中　村　京　子
主任技術員 西　谷　洋　之
技術員 清水上　　　誠
特任研究員 井　上　茂　樹
特任研究員 Wu Yu-Ting
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特任研究員 Cataldi Gianni
特任研究員 金　子　紘　之
特任研究員 Guzman 

Fernandez 
Andres Ernesto

特任研究員 工　藤　祐　己
特任研究員 Zahorecz Sarolta
特任研究員 下　田　隆　信
特任研究員 菅　原　悠　馬
特任研究員 鈴　木　智　子
特任研究員 空　華　智　子
特任研究員 Chen Xiaoyang
特任研究員 德　田　一　起
特任研究員 西　村　優　里
特任研究員 Bakx Tom 

Johannes 
Lucinde Cyrillus

特任研究員 札　本　佳　伸
特任研究員 楊　　　　　毅
特任研究員 Lee Seokho
特任研究員 Lu Xing
特任専門員 池　田　惠　美
特任専門員 上　水　和　典
特任専門員 大田原　一　成
特任専門員 川　﨑　　　渉
特任専門員 Curotto Molina 

Franco  Andreas
特任専門員 臧　　　亮　堅
特任専門員 中　西　　　孝
特任専門員 中　山　　　進
特任専門員 西　江　純　教
特任専門員 西　川　朋　子
特任専門員 林　　　洋　平
特任専門員 福　井　秀　治
特任専門員 藤　本　泰　弘
特任専門員 Miel Renaud 

Jean Christophe
特任専門員 宮　田　景　子
特任専門員 森　田　英　輔
特任専門員 吉　野　　　彰
特定技術職員 1名
特定事務職員 1名
再雇用職員 1名
研究支援員 1名
事務支援員 3名

チリ観測所
観測所長事務取扱（併） Gonzalez Garcia 

Alvaro
副所長（併） 水　野　範　和
教授 亀　野　誠　二
教授 水　野　範　和
准教授 朝　木　義　晴
准教授 奥　田　武　志
准教授 澤　田　剛　士
准教授 髙　橋　智　子

准教授 南　谷　哲　宏
助教 廣　田　晶　彦
特任助教 Hull Charles 

Lindsay Hopkins
技師 木　挽　俊　彦
主任技術員 伊　藤　哲　也
特任研究員 Miley James 

Maxwell
チリ採用職員

チリ採用職員 6名
事務部

事務長 渡　邊　照　行
庶務係

係員 磯　﨑　優　香
会計係

係員 山　藤　康　人

天文シミュレーションプロジェクト
プロジェクト長（併） 小久保　英一郎
教授 小久保　英一郎
講師 伊　藤　孝　士
助教 岩　﨑　一　成
特任研究員 石　川　将　吾
特任研究員 瀧　　　哲　朗
特任専門員 加　藤　恒　彦
特任専門員 福　士　比奈子
特任専門員 波々伯部　広　隆
専門研究職員 1名
研究支援員 3名
事務支援員 2名

Bプロジェクト室
重力波プロジェクト

プロジェクト長（併） 都　丸　隆　行
教授 都　丸　隆　行
准教授 麻　生　洋　一
助教 髙　橋　竜太郎
助教 Leonardi Matteo
研究技師 石　崎　秀　晴
主任技術員 田　中　伸　幸
特任研究員 Zhao Yuhang
特任専門員 平　田　直　篤
特定事務職員 1名
事務支援員 1名

神岡分室
教授 都　丸　隆　行
助教 阿久津　智　忠
特任研究員 陳　　　た　ん
特任専門員 池　田　　　覚
事務支援員 1名

TMTプロジェクト
プロジェクト長（併） 臼　田　知　史
副プロジェクト長（併） 岩　田　　　生
教授 齋　藤　正　雄
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教授 山　下　卓　也
准教授 青　木　和　光
准教授 岩　田　　　生
准教授 杉　本　正　宏
准教授 能　丸　淳　一
助教 西　川　　　淳
研究技師 田　澤　誠　一
特任専門員 岸　本　真由美

モンロビア事務所
教授 臼　田　知　史
准教授 寺　田　　　宏
准教授 林　　　左絵子
助教 鈴　木　竜　二
助教 安　井　千香子
研究技師 中　本　崇　志

Aプロジェクト室
JASMINEプロジェクト

プロジェクト長（併） 郷　田　直　輝
教授 鹿　野　良　平
教授 郷　田　直　輝
助教 上　田　暁　俊
助教 辰　巳　大　輔
助教 辻　本　拓　司
助教 三　好　　　真
助教 矢　野　太　平
特任助教 馬　場　淳　一
技術支援員 1名

RISE月惑星探査プロジェクト
プロジェクト長（併） 竝　木　則　行
教授 竝　木　則　行
准教授 松　本　晃　治
助教 荒　木　博　志
助教 野　田　寛　大
研究技師 浅　利　一　善
特任研究員 山　本　圭　香
特定事務職員 1名

SOLAR-Cプロジェクト
プロジェクト長（併） 原　　　弘　久
准教授 原　　　弘　久
助教 石　川　遼　子
助教 久　保　雅　仁
技師 篠　田　一　也
特任研究員 川　畑　佑　典
特任専門員 納　富　良　文
事務支援員 1名

すばる超広視野多天体分光器プロジェクト
プロジェクト長（併） 髙　遠　徳　尚

すばる広視野補償光学プロジェクト
プロジェクト長（併） 美濃和　陽　典

ASTEプロジェクト
プロジェクト長事務取扱 鎌　﨑　　　剛

センター
天文データセンター

センター長（併） 小　杉　城　治
准教授 市　川　伸　一
准教授 髙　田　唯　史
助教 白　崎　裕　治
助教 古　澤　久　德
特任研究員 大　坪　貴　文
特任研究員 格　和　　　純
特任研究員 樋　口　あ　や
特任研究員 古　澤　順　子
特任専門員 磯　貝　瑞　希
特任専門員 小　澤　武　揚
特任専門員 亀　谷　和　久
特任専門員 Zapart 

Christopher 
Andrew

特任専門員 田　中　伸　広
特任専門員 中　島　　　康
特任専門員 巻　内　慎一郎
特任専門員 山　根　　　悟
再雇用職員 1名

先端技術センター
センター長（併） 鵜　澤　佳　徳
副センター長（併） 早　野　　　裕
教授 鵜　澤　佳　徳
教授 宮　﨑　　　聡
教授 本　原　顕太郎
特任教授 満　田　和　久
准教授 小　嶋　崇　文
准教授 Shan Wenlei
准教授 早　野　　　裕
准教授 牧　瀬　圭　正
准教授 松　尾　　　宏
主任研究技師 岡　田　則　夫
主任研究技師 神　澤　富　雄
主任研究技師 福　嶋　美津広
主任研究技師 藤　井　泰　範
講師 尾　崎　忍　夫
講師 中　屋　秀　彦
先任研究技師 大　渕　喜　之
助教 大　島　　　泰
特任助教 服　部　雅　之
研究技師 江　﨑　翔　平
研究技師 佐　藤　直　久
研究技師 都　築　俊　宏
技師 浦　口　史　寛
技師 小　俣　孝　司
技師 鎌　田　有紀子
技師 久　保　浩　一
技師 田　村　友　範
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主任技術員 池之上　文　吾
主任技術員 稲　田　素　子
主任技術員 岩　下　　　光
主任技術員 金　子　慶　子
主任技術員 福　田　武　夫
主任技術員 三ツ井　健　司
主任技術員 宮　地　晃　平
主任技術員 和瀬田　幸　一
技術員 坂　井　　　了
技術員 清　水　莉　沙
特任研究員 永　井　　　誠
特任専門員 楠　本　　　弘
特任専門員 齊　藤　　　栄
特定技術職員 2名
研究支援員 1名
事務支援員 3名

天文情報センター
センター長事務取扱（併） 渡　部　潤　一
教授 渡　部　潤　一
特任教授 大　石　雅　壽
准教授 縣　　　秀　彦
准教授 山　岡　　　均
研究技師 片　山　真　人
主任技術員 長　山　省　吾
特任研究員 花　山　秀　和
特任研究員 堀　内　貴　史
特任専門員 石　川　直　美
特任専門員 臼田 -佐藤　功美子
特任専門員 都　築　寛　子
特任専門員 Hansen Izumi  

Ka Hoku Hula 
O Kekai

特任専門員 Pires Canas   
Lina Isabel

特任専門員 Lundock  
Ramsey Guy

専門研究職員 2名
特定技術職員 1名
特定事務職員 2名
再雇用職員 2名
研究支援員 1名
技術支援員 1名
広報普及員 15名

広報室
室長（併） 山　岡　　　均

普及室
室長（併） 縣　　　秀　彦

暦計算室
室長（併） 片　山　真　人

周波数資源保護室
室長（併） 大　石　雅　壽

図書係
係長 爲　房　瑞　穂

出版室
室長（併） 山　岡　　　均

国際普及室（The Office for Astronomy Outreach of the IAU）
室長（併） 縣　　　秀　彦

総務室
室長（併） 松　田　　　浩

石垣島天文台
室長（併） 花　山　秀　和

研究部
科学研究部

研究部長（併） 野　村　英　子
教授 大　内　正　己
教授 川　邊　良　平
教授 富　阪　幸　治
教授 野　村　英　子
特任教授 梶　野　敏　貴
准教授 中　村　文　隆
准教授 藤　井　友　香
准教授 町　田　真　美
助教 片　岡　章　雅
助教 Dainotti 

Giovanna
助教 滝　脇　知　也
助教 濵　名　　　崇
助教 原　田　ななせ
助教 森　野　潤　一
助教 守　屋　　　尭
特任助教 荻　原　正　博
特任助教 佐　野　栄　俊
特任助教 杉　山　尚　徳
特任助教 鈴　木　昭　宏
特任助教 髙　橋　実　道
特任助教 塚　越　　　崇
特任助教 中　島　王　彦
特任助教 古　家　健　次
特任研究員 野　沢　貴　也
特定事務職員 2名
研究支援員 1名
研究補助員 3名
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5.　研究支援組織

研究力強化戦略室
室長（併） 井　口　　　聖
教授 関　口　和　寛
助教 白　崎　正　人
助教 服　部　公　平
特任専門員 淺　賀　章　隆
特任専門員 岡　本　公　一
特任専門員 鈴　井　光　一
特任専門員 チャップマン　純　子
特任専門員 野　田　　　昇
特任専門員 福　井　秀　治
特任専門員 堀　　　久仁子

研究評価支援室
室長（併） 齋　藤　正　雄
特任専門員 堀　　　久仁子

産業連携室
室長（併） 早　野　　　裕

国際連携室
室長（併） 関　口　和　寛
特任専門員 嘉　数　悠　子
特任専門員 チャップマン　純　子
特任専門員 松　本　　　瑞
研究支援員 1名

サポートデスク
研究支援員 2名

人事企画室
室長（併） 野　田　　　昇

安全衛生推進室
室長（併） 岡　本　公　一
特定技術職員 1名

技術推進室
室長（併） 満　田　和　久
特任専門員 鈴　井　光　一

情報セキュリティ室
室長（併） 井　口　　　聖
室次長（併） 大　江　将　史
主任研究技師 中　村　光　志
講師 大　江　将　史
技術員 松　下　沙也佳
特定事務職員 1名

事務部
部長 笹　川　　　光
特任専門員 原　田　英一郎

総務課
課長 永　田　勇　生
課長補佐 古　畑　知　行

専門員（人事等担当） 山　内　美　佳
専門職員（情報担当）（併） 川　島　良　太
特任専門員 伊　藤　友　子
特任専門員 村　上　祥　子
特任専門員 山　本　知兄子

総務係
係長 川　島　良　太
係員 斎　藤　将　大
係員 松　倉　広　治
再雇用職員 2名
特定事務職員 1名
事務支援員 1名

人事係
係長（兼） 山　内　美　佳
係員 岩　﨑　優　実
係員 大　内　香　織
係員 大　川　　　真
係員 坂　本　美　里
特定事務職員 1名

給与係
係長 古　川　慎一郎
係員 栢　森　真　司
係員 高　田　美由紀
係員 高　橋　幸　子
事務支援員 3名

職員係
係長 山　浦　真　理
係員 田　中　　　允
係員 眞　鍋　悠　太
特定事務職員 1名

研究推進課
課長 細　谷　晶　夫
専門員（国際連携等担当） 大　西　智　之
特任専門員 馬　場　隆　志

研究支援係
係長 後　藤　美千瑠
特定事務職員 1名
事務支援員 1名

競争的資金等担当
専門職員（競争的資金等等担当） 井　原　裕　子
係員 中　川　由　恵
事務支援員 2名

大学院係
係長 北　林　か　や
特定事務職員 1名
事務支援員 1名

国際学術係
係長 佐　藤　陽　子

財務課
課長 本　田　大　輔
課長補佐 岩　下　金　史
専門職員（監査担当） 塚　野　智　美
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総務係
係長 千　葉　陽　子
係員 奈良岡　青　嶺
事務支援員 1名

司計係
係長 山　本　真　一
主任 吉　村　哲　也
事務支援員 1名

資産管理係
係長 吉　川　裕　子
係員 大久保　和　彦

検収センター
係長（併） 吉　川　裕　子
事務支援員 4名

経理課
課長 田　原　裕　治
専門職員（契約担当） 三　浦　　　進

経理係
係長 明　野　亜　哉
事務支援員 3名

調達係
係長 佐　藤　佳奈子
係員 杉　本　尚　美
係員 森　田　朗　嗣
特定事務職員 1名
事務支援員 1名

施設課
課長 荻　原　正　暢
課長補佐 村　上　和　弘

総務係
係長 石　川　順　也
係員 平　松　直　也
事務支援員 1名

計画整備係
係長（兼） 村　上　和　弘
事務支援員 2名

保全管理係
係長 成　澤　博　幸
主任 黒　瀬　貴　弘
係員 林　　　雄　輝
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6.　人事異動

研究教育職員
発令年月日 氏名 異動内容 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等

2020/4/1 本　原　顕太郎 採用 先端技術センター教授 （東京大学大学院理学系研究科附属
天文学教育研究センター准教授）

2020/4/1 藤　井　友　香 採用 科学研究部准教授 （東京工業大学地球生命研究所特任
准教授）

2020/4/1 町　田　真　美 採用 科学研究部准教授 （九州大学大学院理学研究院物理学
部門助教）

2020/5/1 石　垣　美　歩 採用 ハワイ観測所助教 （東北大学大学院理学研究科天文学
専攻天文学講座特任助教）

2020/7/1 原　田　ななせ 採用 科学研究部助教 （中央研究院天文及天文物理研究所
特任研究員）

2020/9/1 服　部　公　平 採用 研究力強化戦略室助教 （カーネギーメロン大学物理学科
Research Associate）

2020/10/1 白　崎　正　人 採用 研究力強化戦略室助教 （科学研究部特任助教）

2021/1/1 牧　瀬　圭　正 採用 先端技術センター准教授 （産業技術総合研究所新原理コンピュー
ティング研究センター主任研究員）

2021/1/1 尾　崎　忍　夫 採用 先端技術センター講師 （ハワイ観測所特任研究員）

2021/1/1 Dainotti, Maria 
Giovanna 採用 科学研究部助教 （ヤギェウォ大学助教）

2020/11/30 浅　山　信一郎 辞職 （SKA機構本部SKA System Scientist） チリ観測所准教授
2020/12/31 木　内　　　等 辞職 （先端技術センター特任教授） アルマプロジェクト准教授

2021/3/31 渡　部　潤　一 辞職 （天文情報センター特任教授（上席
教授）） 天文情報センター教授

2021/3/31 富　阪　幸　治 定年退職 科学研究部教授
2021/3/31 末　松　芳　法 定年退職 太陽観測科学プロジェクト准教授

2020/9/1 鹿　野　良　平 昇任 JASMINEプロジェクト教授 SOLAR-Cプロジェクト准教授
2020/9/1 大　渕　喜　之 昇任 先端技術センター先任研究技師 先端技術センター研究技師
2020/12/1 中　屋　秀　彦 昇任 先端技術センター講師 先端技術センター助教
2020/12/1 大　江　将　史 昇任 情報セキュリティ室講師 情報セキュリティ室助教

2021/3/1 伊　藤　孝　士 昇任 天文シミュレーションプロジェクト
講師 天文データセンター助教

技術職員
発令年月日 氏名 異動内容 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等
2020/4/1 宮　地　晃　平 採用 先端技術センター主任技術員 （アルマプロジェクト特任専門員）

2020/7/12 今　野　裕　介 辞職 ハワイ観測所技術員

事務職員
発令年月日 氏名 異動内容 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等
2020/4/1 永　田　勇　生 採用 事務部総務課長 （福島大学総務課長）

2020/4/1 田　原　裕　治 採用 事務部経理課長 （情報・システム研究機構立川共通
事務部経理課長）

2020/4/1 荻　原　正　暢 採用 事務部施設課長 （新潟大学施設管理部施設整備課副
課長）

2020/4/1 北　林　か　や 採用 事務部研究推進課大学院係長 （東京大学工学系・情報理工学系等
国際推進課留学生支援チーム主任）

2020/4/1 佐　藤　陽　子 採用 事務部研究推進課国際学術係長 （東京医科歯科大学統合国際機構国
際交流課学生受入係長）

2020/4/1 吉　村　哲　也 採用 事務部財務課司計係主任 （東京大学農学系総務課人事チーム）
2020/4/1 大　川　　　真 採用 事務部総務課人事係
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2020/8/1 髙　見　正　咲 採用 野辺山宇宙電波観測所事務室会計係長 （信州大学繊維学部研究支援・会計
グループ（研究支援）主査）

2020/10/1 井　原　裕　子 採用 事務部研究推進課専門職員（競争的
資金等担当）

（日本学術振興会監査・研究公正室
研究公正係長）

2020/10/1 眞　鍋　悠　太 採用 事務部総務課職員係

2020/7/31 武　田　清　隆 辞職 （信州大学学務部学務課総務グルー
プ（会計）主査） 野辺山宇宙電波観測所事務室会計係長

2021/3/31 笹　川　　　光 辞職 （情報・システム研究機構本部事務
局立川共通事務部長） 事務部長

2021/3/31 本　田　大　輔 辞職
（文部科学省文教施設部企画・防災
部施設企画課契約情報室工事契約専
門官）

事務部財務課長

2021/3/31 荻　原　正　暢 辞職 （新潟大学特命課長） 事務部施設課長

2021/3/31 成　澤　博　幸 辞職 （国立科学博物館経営管理部施設整
備主幹付（電気・設備担当）係長） 事務部施設課保全管理係長

2021/3/31 黒　瀬　貴　弘 辞職 （東京大学教養学部経理課施設チー
ム主任） 事務部施設課保全管理係主任

2020/4/1 村　上　和　弘 昇任 事務部施設課課長補佐（兼）計画整
備係長 事務部施設課計画整備係長

2020/4/1 古　川　慎一郎 昇任 事務部総務課給与係長 事務部総務課給与係主任
2020/4/1 黒　瀬　貴　弘 昇任 事務部施設課保全管理係主任 事務部施設課保全管理係

2020/4/1 田　中　　　雄 配置換 自然科学研究機構事務局企画連携課長 事務部経理課長
2020/4/1 三　浦　　　進 配置換 事務部経理課専門職員（契約担当） 機構事務局企画連携課専門職員

2020/4/1 飯　田　直　人 配置換 自然科学研究機構事務局総務課付け
（文部科学省行政実務研修生） 事務部総務課人事係主任

2020/4/1 齋　藤　圭　祐 配置換 自然科学研究機構事務局企画連携課
企画連携係 事務部財務課総務係

年俸制職員
発令年月日 氏名 異動内容 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等
2020/4/1 満　田　和　久 採用 先端技術センター特任教授
2020/4/1 石　井　　　峻 採用 アルマプロジェクト特任准教授 （チリ観測所助教）
2020/4/1 嶋　川　里　澄 採用 ハワイ観測所特任助教
2020/4/1 但　木　謙　一 採用 アルマプロジェクト特任助教
2020/4/1 馬　場　淳　一 採用 JASMINEプロジェクト特任助教 （JASMINEプロジェクト特任研究員）
2020/4/1 佐　野　栄　俊 採用 科学研究部特任助教
2020/4/1 古　家　健　次 採用 科学研究部特任助教
2020/4/1 川野元　　　聡 採用 ハワイ観測所特任研究員
2020/4/1 Chen, Xiaoyang 採用 アルマプロジェクト特任研究員
2020/4/1 菅　原　悠　馬 採用 アルマプロジェクト特任研究員
2020/4/1 金　子　紘　之 採用 アルマプロジェクト特任研究員
2020/4/1 工　藤　祐　己 採用 アルマプロジェクト特任研究員
2020/4/1 大　坪　貴　文 採用 天文データセンター特任研究員
2020/4/1 永　井　　　誠 採用 先端技術センター特任研究員 （先端技術センター特任研究員）
2020/4/1 石　塚　由　紀 採用 ハワイ観測所特任専門員
2020/4/1 上　水　和　典 採用 アルマプロジェクト特任専門員 （アルマプロジェクト特任専門員）
2020/4/1 大田原　一　成 採用 アルマプロジェクト特任専門員 （アルマプロジェクト特任専門員）
2020/4/1 中　山　　　進 採用 アルマプロジェクト特任専門員
2020/4/1 原　田　英一郎 採用 事務部特任専門員 （事務部総務課長）
2020/5/1 陳　　　た　ん 採用 重力波プロジェクト特任研究員

2020/6/1 Miel, Renaud 
Jean Christophe 採用 アルマプロジェクト特任専門員 （アルマプロジェクト特任専門員）

2020/7/1 中　西　康一郎 採用 アルマプロジェクト特任准教授 （アルマプロジェクト特任准教授）
2020/8/1 髙　橋　実　道 採用 科学研究部特任助教 （科学研究部特任研究員）



III 組織 107

2020/8/1 小　山　舜　平 採用 ハワイ観測所特任研究員
2020/8/1 村　田　一　心 採用 ハワイ観測所特任研究員
2020/8/1 原　沢　寿美子 採用 ハワイ観測所特任専門員
2020/8/1 森　嶋　隆　裕 採用 ハワイ観測所特任専門員
2020/8/1 山　口　隆　弘 採用 チリ観測所特任専門員
2020/9/1 梨　本　真　志 採用 ハワイ観測所特任研究員
2020/9/1 岡　　　慎　司 採用 ハワイ観測所特任専門員
2020/9/1 片　倉　純　一 採用 ハワイ観測所特任専門員
2020/9/1 池　田　　　覚 採用 重力波プロジェクト特任専門員
2020/10/1 大　屋　　　真 採用 ハワイ観測所特任准教授 （ハワイ観測所特任准教授）
2020/10/1 今　田　大　皓 採用 アルマプロジェクト特任助教
2020/10/1 赤　堀　卓　也 採用 水沢VLBI観測所特任研究員 （水沢VLBI観測所特任研究員）

2020/10/1 Miley, James 
Maxwell 採用 チリ観測所特任研究員

2020/10/1 札　本　佳　伸 採用 アルマプロジェクト特任研究員
2020/10/1 Zhao, Yuhang 採用 重力波プロジェクト特任研究員
2020/11/1 He, Wanqiu 採用 ハワイ観測所特任研究員
2020/11/1 馬　場　隆　志 採用 事務部研究推進課特任専門員

2020/12/15 Curotto Molina, 
Franco Andreas 採用 アルマプロジェクト特任専門員

2020/12/20 田　實　晃　人 採用 ハワイ観測所特任准教授
2021/1/1 木　内　　　等 採用 先端技術センター特任教授 （アルマプロジェクト准教授）
2021/1/1 池　田　惠　美 採用 アルマプロジェクト特任専門員 （アルマプロジェクト特任専門員）
2021/1/1 吉　野　　　彰 採用 アルマプロジェクト特任専門員 （アルマプロジェクト特任専門員）
2021/2/1 渡　邊　照　行 採用 チリ観測所事務部特任専門員
2021/3/1 仲　田　史　明 採用 ハワイ観測所特任研究員
2021/3/1 藤　縄　俊　之 採用 ハワイ観測所特任専門員

2020/4/30 Walker,      
Daniel Lewis 辞職 チリ観測所特任研究員

2020/4/30 野　村　麗　子 辞職 RISE 月惑星探査プロジェクト特任
研究員

2020/4/30 山野井　　　瞳 辞職 ハワイ観測所特任専門員

2020/6/30 樋　口　有理可 辞職 RISE 月惑星探査プロジェクト特任
研究員

2020/6/30 瀧　田　　　怜 辞職 ハワイ観測所特任専門員
2020/7/31 髙　橋　実　道 辞職 （科学研究部特任助教） 科学研究部特任研究員
2020/9/4 Indriolo, Nicholas 辞職 アルマプロジェクト特任助教
2020/9/7 Wu, Benjamin 辞職 アルマプロジェクト特任研究員
2020/9/30 白　崎　正　人 辞職 （研究力強化戦略室助教） 科学研究部特任助教
2020/10/31 正　田　亜八香 辞職 重力波プロジェクト特任助教

2020/10/31 Rusu,       
Cristian Eduard 辞職 ハワイ観測所特任研究員

2020/11/30 樋　口　裕　一 辞職 アルマプロジェクト特任研究員
2020/12/31 尾　崎　忍　夫 辞職 （先端技術センター講師） ハワイ観測所特任研究員
2020/12/31 Wang, Tao 辞職 アルマプロジェクト特任研究員

2021/3/24 Nguyen,          
Duc Dieu 辞職 アルマプロジェクト特任研究員

2021/3/31 小　山　舜　平 辞職 ハワイ観測所特任研究員
2021/3/31 内　山　久　和 辞職 ハワイ観測所特任研究員
2021/3/31 樋　口　あ　や 辞職 天文データセンター特任研究員
2021/3/31 永　山　　　匠 辞職 水沢VLBI観測所特任専門員
2021/3/31 宮　田　景　子 辞職 アルマプロジェクト特任専門員

2020/7/7 大　谷　友香里 退職 天文シミュレーションプロジェクト
特任研究員
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2020/4/30 足　立　裕　樹 契約期間満了退職 水沢VLBI観測所特任専門員

2020/5/31 Miel, Renaud 
Jean Christophe 契約期間満了退職 （アルマプロジェクト特任専門員） アルマプロジェクト特任専門員

2020/6/30 中　西　康一郎 契約期間満了退職 （アルマプロジェクト特任准教授） アルマプロジェクト特任准教授
2020/7/31 春　木　　　睦 契約期間満了退職 国際連携室特任専門員
2020/9/30 大　屋　　　真 契約期間満了退職 （ハワイ観測所特任准教授） ハワイ観測所特任准教授
2020/9/30 赤　堀　卓　也 契約期間満了退職 （水沢VLBI観測所特任研究員） 水沢VLBI観測所特任研究員
2020/10/31 Kim, Gwanjeong 契約期間満了退職 野辺山宇宙電波観測所特任研究員
2020/11/30 遠　藤　立　樹 契約期間満了退職 ハワイ観測所特任専門員
2020/12/31 田　中　　　圭 契約期間満了退職 アルマプロジェクト特任研究員
2020/12/31 池　田　惠　美 契約期間満了退職 （アルマプロジェクト特任専門員） アルマプロジェクト特任専門員
2020/12/31 山　口　隆　弘 契約期間満了退職 チリ観測所特任専門員
2020/12/31 吉　野　　　彰 契約期間満了退職 （アルマプロジェクト特任専門員） アルマプロジェクト特任専門員

2021/1/31 Silva Bustamante, 
Andrea Ludovina 契約期間満了退職 チリ観測所特任研究員

2021/2/28 髙　橋　秀　博 契約期間満了退職 事務部総務課特任専門員

2021/3/31 長谷川　哲　夫 契約期間満了退職 アルマプロジェクト特任教授（上席
教授）

2021/3/31 梶　野　敏　貴 契約期間満了退職 科学研究部特任教授
2021/3/31 林　　　将　央 契約期間満了退職 ハワイ観測所特任助教
2021/3/31 岡　本　丈　典 契約期間満了退職 アルマプロジェクト特任助教
2021/3/31 荻　原　正　博 契約期間満了退職 科学研究部特任助教
2021/3/31 酒　井　大　裕 契約期間満了退職 水沢VLBI観測所特任研究員
2021/3/31 下　田　隆　信 契約期間満了退職 アルマプロジェクト特任研究員
2021/3/31 鈴　木　智　子 契約期間満了退職 アルマプロジェクト特任研究員
2021/3/31 Zhao, Yuhang 契約期間満了退職 重力波プロジェクト特任研究員

2021/3/31 山　本　圭　香 契約期間満了退職 （RISE月惑星探査プロジェクト特任
研究員）

RISE 月惑星探査プロジェクト特任
研究員

2021/3/31 濱　田　　　要 契約期間満了退職 野辺山宇宙電波観測所特任専門員
2021/3/31 山　宮　　　脩 契約期間満了退職 ハワイ観測所特任専門員
2021/3/31 亀　谷　和　久 契約期間満了退職 天文データセンター特任専門員
2021/3/31 小　澤　武　揚 契約期間満了退職 （天文データセンター特任専門員） 天文データセンター特任専門員
2021/3/31 巻　内　慎一郎 契約期間満了退職 （天文データセンター特任専門員） 天文データセンター特任専門員
2021/3/31 楠　本　　　弘 契約期間満了退職 （先端技術センター特任専門員） 先端技術センター特任専門員

定年制移行年俸制職員
発令年月日 氏名 異動内容 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等
2021/3/31 山　本　知兄子 定年退職 事務部総務課特任専門員

外国人研究員（客員分）
新型コロナウィルスの影響により来日できず該当なし
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7.　会議・委員会

運営会議

（台外委員）
犬　塚　修一郎 名古屋大学大学院理学研究科教授
大　橋　正　健 東京大学宇宙線研究所教授
河　北　秀　世 京都産業大学理学部教授
草　野　完　也 名古屋大学宇宙地球環境研究所教授
兒　玉　忠　恭 東北大学大学院理学研究科教授
坂　井　南　美 理化学研究所主任研究員
高　田　昌　広 東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構教授

〇 土　居　　　守 東京大学大学院理学系研究科教授
濤　﨑　智　佳 上越教育大学大学院学校教育研究科教授
藤　澤　健　太 山口大学時間学研究所教授
山　崎　典　子 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所教授

（台内委員）
井　口　　　聖 副台長（企画担当）
鵜　澤　佳　徳 先端技術センター教授
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト教授
小　林　秀　行 水沢VLBI観測所特任教授
齋　藤　正　雄 研究連携主幹
野　村　英　子 科学研究部教授
深　川　美　里 アルマプロジェクト教授
満　田　和　久 技術主幹
吉　田　道　利 ハワイ観測所教授

◎ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

◎議長 ○副議長
任期：2020年6月18日～2022年3月31日
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委員会

◎：委員長　○：副委員長

プロジェクト評価委員会（11名）
台外委員（7名）

大　西　利　和 大阪府立大学大学院
理学系研究科

教 授

川　端　弘　治 広島大学宇宙科学センター 教 授
清　水　敏　文 宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所
准 教 授

戸　谷　友　則 東京大学大学院理学系研究科 教 授
〇 山　崎　典　子 宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所
教 授

米　倉　覚　則 茨城大学理学部附属
宇宙科学教育研究センター

教 授

渡　邊　誠一郎 名古屋大学大学院
環境学研究科

教 授

台内委員（3名＋研究連携主幹）
麻　生　洋　一 重力波プロジェクト 准 教 授
小　杉　城　治 アルマプロジェクト 准 教 授

◎ 齋　藤　正　雄 研究連携主幹 教 授
満　田　和　久 技術主幹 特 任 教 授

2021年3月31日現在

研究交流委員会（13名）
台外委員（7名）

井　岡　邦　仁 京都大学基礎物理学研究所 教 授
○ 岩　井　一　正 名古屋大学

宇宙地球環境研究所
准 教 授

大　朝　由美子 埼玉大学教育学部
／大学院理工学研究科

准 教 授

濤　﨑　智　佳 上越教育大学大学院
学校教育研究科

教 授

長　尾　　　透 愛媛大学
宇宙進化研究センター

教 授

中　川　亜紀治 鹿児島大学大学院
理工学研究科

助 教

山　村　一　誠 宇宙航空研究開発機構
宇宙科学研究所

准 教 授

台内委員（6名）
泉　浦　秀　行 ハワイ観測所岡山分室 准 教 授
勝　川　行　雄 太陽観測科学プロジェクト 准 教 授
小　嶋　崇　文 先端技術センター 准 教 授

◎ 齋　藤　正　雄 研究連携主幹 教 授
浜　名　　　崇 科学研究部 助 教
早　野　　　裕 先端技術センター 准 教 授

任期：2020年7月1日～2022年6月30日

科学戦略委員会（15名）
台外委員（8名）

池　田　思　朗 統計数理研究所 教 授
今　田　晋　亮 名古屋大学

宇宙地球環境研究所
講 師

大　朝　由美子 埼玉大学教育学部
／大学院理工学研究科

准 教 授

河　野　孝太郎 東京大学大学院理学系研究科 教 授
新　永　浩　子 鹿児島大学理工学域理学系 准 教 授
高　橋　慶太郎 熊本大学大学院

先端科学研究部　
准 教 授

○ 田　中　雅　臣 東北大学大学院理学研究科 准 教 授
村　山　　　斉 東京大学国際高等研究所

カブリ数物連携宇宙研究機構
教 授

台内委員（7名）
◎ 井　口　　　聖 副台長 （企画担当） 教 授

大　内　正　己 科学研究部 教 授
齋　藤　正　雄 研究連携主幹 教 授
都　丸　隆　行 重力波プロジェクト 教 授
藤　井　友　香 科学研究部 准 教 授
満　田　和　久 先端技術センター 特 任 教 授
渡　部　潤　一 副台長 （総務担当） 教 授

任期：2020年11月1日～2022年10月31日

国立天文台コミュニティ間意思疎通推進委員会（7名）
台外委員（7名）

岡　村　定　矩 東京大学 名 誉 教 授
〇 佐　藤　勝　彦 日本学術振興会

学術システム研究センター
顧 問

柴　田　一　成 京都大学 名 誉 教 授
杉　山　　　直 名古屋大学大学院理学研究科 教 授
林　　　正　彦 日本学術振興会

ボン研究連絡センター
セ ン
タ ー 長

◎ 観　山　正　見 広島大学学術・社会連携室 特 任 教 授
山　本　　　智 東京大学大学院理学系研究科 教 授

任期：2020年5月21日～2021年5月20日

すばる科学諮問委員会（13名）
台外委員（11名）

相　川　祐　理   東京大学大学院理学系研究科 教 授   
生　駒　大　洋   東京大学大学院理学系研究科 准 教 授   
伊　藤　洋　一   兵庫県立大学

自然・環境科学研究所
教 授   

稲　見　華　恵   広島大学宇宙科学センター 助 教   
栗　田　光樹夫   京都大学大学院理学研究科 准 教 授   
小　谷　隆　行   自然科学研究機構

アストロバイオロジーセンター
助 教   

兒　玉　忠　恭 東北大学大学院理学研究科 教 授   
濤　﨑　智　佳   上越教育大学大学院

学校教育研究科
教 授   

○ 西　山　正　吾   宮城教育大学教育学部 准 教 授   
本　田　充　彦   岡山理科大学生物地球学部 准 教 授   

◎ 安　田　直　樹   東京大学国際高等研究所
カブリ数物連携宇宙研究機構

教 授   

台内委員（2名）
宮　崎　　　聡 先端技術センター 教 授
守　屋　　　堯 科学研究部 助 教   

任期：2020年9月1日～2022年8月31日

TMT科学諮問委員会（12名）
台外委員（11名）
◎ 秋　山　正　幸 東北大学大学院理学研究科 教 授



III 組織 111

大　朝　由美子 埼玉大学教育学部
／大学院理工学研究科

准 教 授

川　端　弘　治 広島大学宇宙科学センター 教 授
住　　　貴　宏 大阪大学大学院理学研究科 教 授
田　中　雅　臣 東北大学大学院理学研究科 准 教 授
田　村　陽　一 名古屋大学大学院理学研究科 准 教 授
冨　永　　　望 甲南大学理工学部 教 授
成　田　憲　保 東京大学大学院

総合文化研究科
教 授

藤　井　通　子 東京大学大学院理学系研究科 准 教 授
長　尾　　　透 愛媛大学

宇宙進化研究センター
教 授

吉　田　二　美 産業医科大学医学部 特 任 助 教
台内委員（1名）

小　山　佑　世 ハワイ観測所 助 教
任期：2020年9月1日～2022年8月31日

ALMA科学諮問委員会（11名）
台外委員（11名）

井　上　昭　雄 早稲田大学理工学術院 教 授
Silverman 
John David

東京大学国際高等研究所
カブリ数物連携宇宙研究機構

准 教 授

大　西　利　和 大阪府立大学大学院
理学系研究科

教 授

岡　　　朋　治 慶応義塾大学理工学部 教 授
◎ 河　野　孝太郎 東京大学大学院理学系研究科 教 授
○ 坂　井　南　美 理化学研究所開拓研究本部 主任研究員

佐　川　英　夫 京都産業大学理学部 教 授
新　永　浩　子 鹿児島大学学術研究院

理工学域理学系
准 教 授

立　原　研　悟 名古屋大学大学院理学研究科 准 教 授
元　木　業　人 山口大学大学院

創成科学研究科
講 師

百　瀬　宗　武 茨城大学理工学研究科
（理学野） 物理学領域

教 授

任期：2020年8月1日～2022年7月31日

VLBI科学諮問委員会（8名）
台外委員（6名）

今　井　　　裕 鹿児島大学学術研究院
総合科学域総合教育学系

准 教 授

高　橋　慶太郎 熊本大学大学院
先端科学研究部

准 教 授

◎ 藤　澤　健　太 山口大学時間学研究所 教 授
嶺　重　　　慎 京都大学大学院理学研究科 教 授
村　田　泰　宏 宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所　
准 教 授

○ 米　倉　覚　則 茨城大学理学部附属
宇宙科学教育研究センター

教 授

台内委員（2名）
郷　田　直　輝 JASMINEプロジェクト 教 授
立　松　健　一 野辺山宇宙電波観測所 教 授

任期：2020年9月1日～2022年8月31日

CfCA科学諮問委員会（6名）
台外委員（6名）

井　上　剛　志 名古屋大学大学院理学研究科 准 教 授
久　徳　浩太郎 京都大学大学院理学研究科 准 教 授
諏　訪　雄　大 京都産業大学理学部 准 教 授

○ 富　田　賢　吾 東北大学大学院理学研究科 准 教 授
藤　井　通　子 東京大学大学院理学系研究科 准 教 授

◎ 町　田　正　博 九州大学大学院理学研究院 准 教 授
任期：2020年10月1日～2022年9月30日

電波天文周波数委員会（8名）
台外委員（4名）
◎ 村　田　泰　宏 宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所
宇宙物理学研究系

准 教 授

湯通堂　　　亨 国土交通省国土地理院
宇宙測地課

課 長 補 佐

三　澤　浩　昭 東北大学大学院理学研究科
惑星プラズマ･大気研究センター

准 教 授

前　澤　裕　之 大阪府立大学大学院
理学系研究科物理科学科

准 教 授

台内委員（4名）
渡　部　潤　一 天文情報センター長

／事務取扱
教 授

大　石　雅　寿 天文情報センター
／周波数資源保護室長

特 任 教 授

本　間　希　樹 水沢VLBI観測所／所長 教 授
○ 立　松　健　一 野辺山宇宙電波観測所

／所長
教 授

任期：2019年7月1日～2021年6月30日
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小委員会

◎：委員長　○：副委員長　△：幹事

すばる望遠鏡プログラム小委員会（11名）
台外委員（9名）

井　上　昭　雄 早稲田大学理工学術院 教 授
三　澤　　　透 信州大学全学教育機構

基幹教育センター
教 授

佐々木　貴　教 京都大学大学院理学研究科 助 教
住　　　貴　宏 大阪大学大学院理学研究科 教 授
高　見　道　弘 台湾・中央研究院

天文及天文物理研究所
副 研 究 員

田　村　陽　一 名古屋大学大学院理学研究科 准 教 授
○ 冨　永　　　望 甲南大学理工学部 教 授

植　田　稔　也 Department of Physics and 
Astronomy, 
University of Denver

准 教 授

矢　島　秀　伸 筑波大学計算科学研究センター 准 教 授
台内委員（2名）
◎ 本　原　顕太郎 先端技術センター 教 授

岡　本　桜　子 ハワイ観測所 助 教
任期：2019年8月1日～2021年7月31日

せいめい小委員会（6名）
台外委員（5名）
◎ 渡　邉　　　誠 岡山理科大学

理学部応用物理学科
准 教 授

野　上　大　作 京都大学大学院理学研究科 准 教 授
本　田　敏　志 兵庫県立大学自然・環境

科学研究所天文科学セン
ター西はりま天文台

准 教 授

福　井　暁　彦 東京大学大学院理学系研究科 特 任 助 教
松　岡　良　樹 愛媛大学

宇宙進化研究センター
准 教 授

台内委員（1名）
△ 前　原　裕　之 ハワイ観測所岡山分室 助 教
陪席

長　田　哲　也 京都大学大学院理学研究科 教 授
泉　浦　秀　行 ハワイ観測所岡山分室 准 教 授

任期：2019年10月1日～2021年9月30日

ミリ波サブミリ波天文プログラム小委員会（5名）
台外委員（4名）

小野寺　幸　子 明星学苑明星大学
理工学部総合理工学科

准 教 授

◎ 小　麥　真　也 工学院大学教育推進機構
基礎・教養科 

准 教 授

Ya-Wen Tang 台湾・中央研究院
天文及天文物理研究所

A s s i s t a n t 
Research Fellow

Min-Young Lee Korea Astronomy and Space 
Science Institute

A R C 
science staff

台内委員（1名）
○ 中　村  文　隆 科学研究部 准 教 授
任期：2020年9月1日～2022年8月31日

台内委員会

○：委員長

幹事会議
常　田　佐　久 台長
渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

〇 井　口　　　聖 副台長（企画担当）
満　田　和　久 技術主幹
齋　藤　正　雄 研究連携主幹
笹　川　　　光 事務部長
大　内　正　己 科学研究部教授
小　林　秀　行 水沢VLBI観測所特任教授
立　松　健　一 野辺山宇宙電波観測所教授
深　川　美　里 アルマプロジェクト教授
宮　﨑　　　聡 先端技術センター教授

［オブザーバー］
淺　賀　章　隆 ファイナンスコントローラ
野　田　　　昇 人事企画室長
倉　崎　高　明 台長特別補佐

任期：2020.4.1～2022.3.31

企画会議
○ 常　田　佐　久 台長

渡　部　潤　一 副台長（総務担当）
井　口　　　聖 副台長（企画担当）
満　田　和　久 技術主幹
齋　藤　正　雄 研究連携主幹
笹　川　　　光 事務部長
野　田　　　昇 人事企画室長
倉　崎　高　明 台長特別補佐

［オブザーバー］
淺　賀　章　隆 ファイナンスコントローラ
永　田　勇　生 事務部総務課長
本　田　大　輔 事務部財務課長

任期：2020.4.1～2022.3.31

財務委員会
常　田　佐　久 台長
渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

○ 井　口　　　聖 副台長（企画担当）
満　田　和　久 技術主幹
齋　藤　正　雄 研究連携主幹
淺　賀　章　隆 ファイナンスコントローラ
笹　川　　　光 事務部長

［オブザーバー］
倉　崎　高　明 台長特別補佐
本　田　大　輔 事務部財務課長

任期：2020.4.1～2022.3.31

プロジェクト会議
○ 常　田　佐　久 台長

渡　部　潤　一 副台長（総務担当）
井　口　　　聖 副台長（企画担当）
満　田　和　久 技術主幹
齋　藤　正　雄 研究連携主幹
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本　間　希　樹 水沢VLBI観測所長
立　松　健　一 野辺山宇宙電波観測所長
勝　川　行　雄 太陽観測科学プロジェクト長
吉　田　道　利 ハワイ観測所長
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト長

（Alvaro Gonzalez）チリ観測所長事務取扱
Alvaro Gonzalez アルマプロジェクト長
都　丸　隆　行 重力波プロジェクト長
臼　田　知　史 TMTプロジェクト長
郷　田　直　輝 JASMINEプロジェクト長
竝　木　則　行 RISE月惑星探査プロジェクト長
原　　　弘　久 SOLAR-Cプロジェクト長
髙　遠　徳　尚 すばる超広視野多天体分光器プロジェクト長
美濃和　陽　典 すばる広視野補償光学プロジェクト長
鎌　崎　　　剛 ASTEプロジェクト長事務取扱
小　杉　城　治 天文データセンター長
鵜　澤　佳　徳 先端技術センター長
渡　部　潤　一 天文情報センター長事務取扱
野　村　英　子 科学研究部長
関　井　　　隆 大学院教育委員長
関　口　和　寬 国際連携室長
野　田　　　昇 人事企画室長
倉　崎　高　明 台長特別補佐

（関口　和寬） 台長特別補佐
平　松　正　顕 台長特別補佐
神　澤　富　雄 技術系職員代表者
笹　川　　　光 事務部長
神　戸　栄　治 ハワイ観測所長が予め指名する者

― チリ観測所長が予め指名する者
岩　田　　　生 TMTプロジェクト長が予め指名する者

［オブザーバー］
田　村　元　秀 アストロバイオロジーセンター長
泉　浦　秀　行 ハワイ観測所岡山分室長
岡　本　公　一 安全衛生推進室長
淺　賀　章　隆 ファイナンスコントローラ

（井口　聖） 情報セキュリティ室長
任期：2020.4.1～2022.3.31

技術系職員会議運営委員会
○ 中　村　京　子 アルマプロジェクト

三ツ井　健　司 先端技術センター
任期：2019.04.01～2021.03.31

篠　田　一　也 太陽観測科学プロジェクト
江　崎　翔　平 先端技術センター

任期：2020.4.1～2022.3.31

知的財産委員会／利益相反委員会
○ 木　内　　　等 アルマプロジェクト

上　田　暁　俊 JASMINEプロジェクト
大　屋　　　真 TMTプロジェクト
小　嶋　崇　文 先端技術センター 
宮　﨑　　　聡 先端技術センター 

任期：2020.4.1～2022.3.31　

理科年表編集委員会
○ 常　田　佐　久 台長

平　松　正　顕 アルマプロジェクト
片　山　真　人 天文情報センター
渡　部　潤　一 天文情報センター
笹　川　　　光 事務部長

［台外委員］14名
任期：2020.4.1～2021.3.31

情報セキュリティ委員会
〇 井　口　　　聖 機関CISO

永　田　勇　生 事務部総務課長
大　江　将　史 機関情報セキュリティ責任者
髙　田　唯　史 天文データセンター
片　山　真　人 天文情報センター
細　谷　晶　夫 事務部研究推進課長
中　村　光　志 機関CSIRTリーダー

任期：2020.8.9～2022.8.8

三鷹地区キャンパス委員会
○ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

今　西　昌　俊 ハワイ観測所
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト
関　井　　　隆 太陽観測科学プロジェクト
長　山　省　吾 天文情報センター
中　里　　　剛 アルマプロジェクト
浦　口　史　寛 先端技術センター
荻　原　正　暢 事務部施設課長

任期：2020.4.1～2022.3.31

安全衛生委員会（全体会）
○ 満　田　和　久 総括安全衛生管理者

岡　本　公　一 安全衛生推進室長
立　松　健　一 野辺山地区総括安全衛生管理者
本　間　希　樹 水沢地区総括安全衛生管理者
吉　田　道　利 ハワイ地区総括安全衛生管理者
南　谷　哲　宏 チリ地区総括安全衛生管理者

［オブザーバー］
永　田　勇　生 事務部総務課長
荻　原　正　暢 事務部施設課長

任期：2020.4.1～2022.3.31

三鷹地区安全衛生委員会
○ 満　田　和　久 三鷹地区総括安全衛生管理者

岡　本　公　一 安全衛生推進室長
髙　山　伸　裕 三鷹地区衛生管理者
泉　浦　秀　行 ハワイ観測所岡山分室長
齋　藤　正　雄 研究連携主幹

／三鷹地区防災小委員会委員長
石　川　直　美 三鷹地区職員過半数代表者推薦
勝　川　行　雄 三鷹地区職員過半数代表者推薦
久　保　浩　一 三鷹地区職員過半数代表者推薦
清水上　　　誠 三鷹地区職員過半数代表者推薦
林　　　左 絵子 三鷹地区職員過半数代表者推薦
高　山　俊　政 三鷹地区産業医

［オブザーバー］
永　田　勇　生 事務部総務課長
荻　原　正　暢 事務部施設課長
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石　崎　秀　晴 重力波プロジェクト
田　中　　　允 事務部総務課職員係

任期：2020.4.1～2022.3.31

野辺山地区安全衛生委員会
○ 立　松　健　一 野辺山地区総括安全衛生管理者

倉　上　富　夫 野辺山地区安全管理者
／職員過半数代表者推薦

藤　　　　　茂 野辺山地区職員過半数代表者推薦
［オブザーバー］
髙　見　正　咲 野辺山宇宙電波観測所事務室会計係長

任期：2020.4.1～2022.3.31

水沢地区安全衛生委員会
○ 本　間　希　樹 水沢地区総括安全衛生管理者

浅　利　一　善 水沢地区安全衛生推進者
山　口　真　一 水沢地区職員過半数代表者推薦

任期：2020.4.1～2022.3.31

ハワイ地区安全衛生委員会
○ 吉　田　道　利 ハワイ地区総括安全衛生管理者

髙　見　英　樹 ハワイ観測所
山　宮　　　脩 ハワイ観測所
神　戸　栄　治 ハワイ観測所
岡　　　慎　司 ハワイ観測所
吉　山　尚　美 ハワイ観測所
脊　戸　洋　次 ハワイ地区安全衛生推進者
田　村　　　愼 ハワイ観測所
Pyo, Tae-Soo ハワイ観測所
Jeschke, Eric ハワイ観測所
岩　下　浩　幸 ハワイ観測所
Tait, Philip ハワイ観測所
髙　遠　徳　尚 ハワイ観測所
中　島　將　誉 ハワイ観測所
Letawsky, Michael ハワイ観測所
Schubert, Kiaina ハワイ観測所

［オブザーバー］
能　丸　淳　一 TMTプロジェクト

任期：2020.4.1～2022.3.31

チリ地区安全衛生委員会
○ 南　谷　哲　宏 チリ地区総括安全衛生管理者

奥　田　武　志 チリ観測所
［オブザーバー］
阪　本　成　一 チリ観測所
下　田　隆　信 アルマプロジェクト
Aguilera, Javier チリ観測所
Zenteno, Javier チリ観測所

任期：2020.4.1～2022.3.31

ハラスメント防止委員会／男女共同参画推進委員会
○ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

満　田　和　久 技術主幹
関　井　　　隆 大学院教育委員長
吉　田　道　利 ハワイ観測所長
青　木　和　光 TMTプロジェクト

小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト
町　田　真　美 科学研究部
野　村　英　子 科学研究部長
浅　山　信一郎 チリ観測所長（~2020.10）
南　谷　哲　宏 チリ観測所事務長事務取扱（2020.11~）
深　川　美　里 アルマプロジェクト
中　村　京　子 アルマプロジェクト
笹　川　　　光 事務部長
野　田　　　昇 人事企画室長

［相談員］
三鷹
関　井　　　隆 大学院教育委員長
深　川　美　里 アルマプロジェクト
後　藤　美千瑠 事務部研究推進課
石　川　順　也 事務部施設課
水沢
平　野　　　賢 水沢VLBI観測所
大　泉　由　香 水沢VLBI観測所
野辺山
髙　橋　　　茂 野辺山宇宙電波観測所
宮　澤　千栄子 野辺山宇宙電波観測所
岡山
前　原　裕　之 ハワイ観測所岡山分室
ハワイ
岡　本　桜　子 ハワイ観測所
服　部　　　尭 ハワイ観測所（RCUH)
髙　見　英　樹 ハワイ観測所
チリ
水　野　範　和 チリ観測所
磯　﨑　優　香 チリ観測所

任期：2020.4.1～2022.3.31

大学院教育委員会／天文科学専攻委員会
常　田　佐　久 台長
青　木　和　光 TMTプロジェクト
麻　生　洋　一 重力波プロジェクト
岩　田　　　生 TMTプロジェクト
伊王野　大　介 アルマプロジェクト
大　石　雅　壽 天文データセンター
鹿　野　良　平 SOLAR-Cプロジェクト
川　邊　良　平 科学研究部
小　林　秀　行 水沢VLBI観測所
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト

○ 関　井　　　隆 太陽観測科学プロジェクト
田　中　賢　幸 ハワイ観測所
富　阪　幸　治 科学研究部
中　西　康一郎 アルマプロジェクト
中　村　文　隆 科学研究部
竝　木　則　行 RISE月惑星探査プロジェクト
野　村　英　子 科学研究部
早　野　　　裕 先端技術センター
本　間　希　樹 水沢VLBI観測所
吉　田　道　利 ハワイ観測所

［オブザーバー］
峰　崎　岳　夫 東大理・天文学教育研究センター

任期：2020.4.1～2022.3.31
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三鷹・岡山地区合同労働時間検討委員会
○ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

満　田　和　久 技術主幹
永　田　勇　生 事務部総務課長
野　田　　　昇 人事企画室
伊　藤　哲　也 チリ観測所
片　山　真　人 天文情報センター
篠　田　一　也 SOLAR-Cプロジェクト
前　原　裕　之 ハワイ観測所岡山分室

任期：2020.4.1～2021.3.31

水沢地区労働時間検討委員会
本　間　希　樹 水沢VLBI観測所長
竝　木　則　行 RISE月惑星探査プロジェクト
大　沼　　　徹 水沢VLBI観測所
平　野　　　賢 水沢VLBI観測所
田　村　良　明 水沢VLBI観測所
山　口　真　一 水沢VLBI観測所

任期：2020.4.1～2021.3.31

野辺山地区労働時間検討委員会
立　松　健　一 野辺山宇宙電波観測所長
大　塚　朝　喜 野辺山宇宙電波観測所事務室長
半　田　一　幸 野辺山宇宙電波観測所
新　海　久　子 野辺山宇宙電波観測所

任期：2020.4.1～2021.3.31

ハワイ地区労働時間検討委員会
吉　田　道　利 ハワイ観測所長
山　宮　　　脩 ハワイ観測所
脊　戸　洋　次 ハワイ観測所事務長
佐　藤　立　博 ハワイ観測所
美濃和　陽　典 ハワイ観測所
田　村　　　愼 ハワイ観測所

任期：2020.4.1～2021.3.31

チリ地区労働時間検討委員会
南　谷　哲　宏 チリ観測所長
渡　邊　照　行 チリ観測所事務長
高　橋　智　子 チリ観測所
山　田　真　澄 アルマプロジェクト

任期：2020.4.1～2021.3.31

三鷹地区防災小委員会
◯ 齋　藤　正　雄 TMTプロジェクト

小　林　秀　行 水沢VLBI観測所（自衛消防隊長）
原　　　弘　久 SOLAR-Cプロジェクト
山　岡　　　均 天文情報センター
山　下　卓　也 TMTプロジェクト
渡　辺　　　学 アルマプロジェクト
長　山　省　吾 天文情報センター
久　保　浩　一 先端技術センター
荻　原　正　暢 事務部施設課長

任期：2020.4.1～2022.3.31

国立天文台ニュース編集委員会
伊　藤　哲　也 チリ観測所
勝　川　行　雄 太陽観測科学プロジェクト
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト
石　井　未　来 ハワイ観測所
秦　　　和　弘 水沢VLBI観測所
平　松　正　顕 アルマプロジェクト
高　田　裕　行 天文情報センター

○ 渡　部　潤　一 天文情報センター
任期：2020.4.1～2021.3.31

三鷹地区分煙委員会
○ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

満　田　和　久 総括安全衛生管理者
大　渕　喜　之 先端技術センター
岡　本　公　一 衛生管理者
髙　山　伸　裕 衛生管理者

［オブザーバー］
荻　原　正　暢 事務部施設課長（防火管理者）

任期：2020.4.1～2022.3.31

天文学振興募金運営委員会
○ 井　口　　　聖 副台長（企画担当）

齋　藤　正　雄 TMTプロジェクト
渡　部　潤　一 天文情報センター
関　井　　　隆 太陽観測科学プロジェクト
生　田　ちさと 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

任期：2020.4.1～2022.3.31

三鷹地区談話会委員会
○ 長谷川　哲　夫 アルマプロジェクト

齋　藤　正　雄 研究連携主幹
青　木　和　光 TMTプロジェクト
下　条　圭　美 アルマプロジェクト
片　岡　章　雅 科学研究部
浜　名　　　崇 科学研究部
中　屋　秀　彦 先端技術センター
諸　隈　智　貴 東大理・天文学教育研究センター

2021.3.31現在

特別公開運営委員会
◯ 渡　部　潤　一 副台長（総務担当）

永　田　勇　生 事務部総務課長
細　谷　晶　夫 事務部研究推進課長
本　田　大　輔 事務部財務課長
田　原　裕　治 事務部経理課長
荻　原　正　暢 事務部施設課長
矢　野　太　平 JASMINEプロジェクト
伊　集　朝　哉 太陽観測科学プロジェクト
平　松　正　顕 アルマプロジェクト
浜　名　　　崇 科学研究部
山　岡　　　均 天文情報センター
小久保　英一郎 天文シミュレーションプロジェクト
日下部　展　彦 アストロバイオロジーセンター
諸　隈　智　貴 東大理・天文学教育研究センター

任期：2020.4.1～2021.3.31
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8.　名誉教授

名誉教授（国立天文台） 有　本　信　雄
安　藤　裕　康
家　　　正　則 
石　黒　正　人
井　上　　　允
大　江　昌　嗣
小笠原　隆　亮
岡　本　　　功
唐　牛　　　宏 
川　口　則　幸
河　野　宣　之
木　下　　　宙
小　平　桂　一
小　林　行　泰
櫻　井　　　隆
柴　﨑　清　登
近　田　義　広
中　野　武　宣
成　相　恭　二
西　村　史　朗
西　村　徹　郎
野　口　邦　男
野　口　　　卓
林　　　正　彦
日江井　榮二郎
平　山　　　淳
福　島　登志夫
藤　本　眞　克
真　鍋　盛　二
水　本　好　彦
觀　山　正　見
宮　本　昌　典
山　下　泰　正
吉　田　春　夫
渡　邊　鉄　哉
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IV　財務

2020年度の予算・決算の状況 （千円）
収入 予算額 決算額 差額（予算額－決算額）

運営費交付金 9,405,177 9,425,942 −20,765
施設整備費補助金 1,666,655 668,382 998,273
補助金等収入 1,448,613 1,450,541 −1,928
自己収入 40,848 57,461 −16,613
産学連携等研究収入及び寄附金収入等 376,741 665,989 −289,248
目的積立金取崩 0 0 0

合計 12,938,034 12,268,315 669,719

支出 予算額 決算額 差額（予算額－決算額）
業務費 9,446,025 8,369,621 1,076,404

人件費 3,687,882 3,549,115 138,767
物件費 5,758,143 4,820,506 937,637

施設整備費 1,666,655 668,382 998,273
補助金等収入 1,448,613 1,450,541 −1,928
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 376,741 377,252 −511

合計 12,938,034 10,865,796 2,072,238

収入－支出
予算額 決算額 差額（予算額－決算額）

0 1,402,519 −1,402,519



118 V 研究助成事業

V　研究助成事業
1.　科学研究費補助金

研究種目 課題数
交付額（単位：千円）

直接経費 間接経費 合計
新学術領域研究（研究領域提案型） 9 61,800 18,540 80,340 
学術変革領域研究（A） 2 41,300 12,390 53,690 
基盤研究（S） 2 131,900 39,570 171,470 
基盤研究（A） 10 70,200 21,060 91,260 
基盤研究（B） 12 45,700 13,710 59,410 
若手研究（A） 1 1,100 330 1,430 
特別研究員奨励費（国内） 8 8,700 2,610 11,310 
特別研究員奨励費（外国人） 3 1,400 0 1,400 
研究成果公開促進費 2 1,190 0 1,190 

合計 49 363,290 108,210 471,500 

研究期間 研究課題名 研究代表者 2020年度の
交付決定額（千円）

新学術領域研究（研究領域提案型）
2017～2021 重力波源の光赤外線対応天体観測で迫る中性子星合体の元素合成 吉田　道利 36,660
2018～2022 多様な原始惑星系円盤における惑星形成過程の理論的解明 小久保英一郎 33,930
2019～2020 超新星残骸に付随するフィラメント状分子雲の探究 佐野　栄俊 1,300
2019～2020 原始惑星系円盤の散逸機構：光蒸発と磁気駆動風の統一理解 田中　　圭 1,170
2019～2020 最新の理論モデルを考慮した低質量星周りの惑星形成の解明と種族合成モデルの生成 荻原　正博 1,170
2019～2020 偏波観測で探るダストの成長課程 片岡　章雅 1,300
2019～2020 ALMA望遠鏡を用いたデブリ円盤におけるガス探査 樋口　あや 1,040
2020～2021 衛星重力データ、衛星高度計データを用いた南極氷床の長期質量変動決定 山本　圭香 2,600
2020～2021 落雷磁場を利用した神岡地下水分量の長期観測 鷲見　貴生 1,170

学術変革領域研究（A)
2020～2024 広視野かつ高時間分解能天体イメージングによるダークマター探索 宮崎　　聡 44,460
2020～2024 光波の時空間における計測・変調・制御を駆使した地球型惑星検出に迫るイメージング 早野　　裕 9,230

基盤研究（S）
2018～2022 気球太陽望遠鏡による精密偏光観測：恒星大気における磁気エネルギー変換の現場に迫る 勝川　行雄 23,270
2020～2024 重水素分子で探る星形成の極初期 立松　健一 148,200

基盤研究（A）
2016～2020 高分散分光ロボット望遠鏡による大規模系外惑星探索 泉浦　秀行 5,850
2017～2020 VERA用FRB探査相乗り観測システムの開発とそれに基づく突発天体の研究 本間　希樹 6,890
2017～2021 高精度重力波振幅・位相キャリブレータの開発 都丸　隆行 5,590
2018～2020 太陽軟Ｘ線撮像分光で拓く磁気再結合・粒子加速研究の新地平：ロケット実験から衛星へ 成影　典之 5,590
2018～2022 サブミリ /THz多輝線観測によるLIRGs衝突の星形成・AGNと高密度ガスの物理 浅山信一郎 2,860
2018～2020 SIS接合における量子論的周波数アップコンバージョン過程の探求と応用 鵜澤　佳徳 3,380
2019～2021 Mapping Stellar Systems Birth and Death with NIR Polarized Imaging at AU scales. 工藤　智幸 8,580
2020～2024 近赤外線広波長帯域面分光観測による最盛期銀河形成活動の探求 本原顕太郎 11,310
2020～2024 すばるPFSの超大型分光探査で切り開く宇宙再電離と銀河形成研究の新領域 大内　正己 22,490
2020～2022 高速CMOSカメラによる広視野天体撮像探査の新展開 宮崎　　聡 18,720
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基盤研究（B）
2017～2020 大革命をもたらす高精度位置天文観測データを用いた天の川銀河の研究 郷田　直輝 5,460
2018～2020 Broadband quantum noise reduction via EPR squeezing Leonardi Matteo 2,860
2018～2021 超高エネルギー分解能X線分光が拓く新たな宇宙物質微量分析 満田　和久 4,160
2018～2022 星と隕石の組成解読を基軸とした r過程元素の起源・進化の解明 辻本　拓司 3,250
2018～2020 ALMA-IMF: ALMA Transforms the View of the Origin of Stellar Masses Sanhueza Patricio 5,850
2018～2020 太陽系外縁小天体の高速広域探査 渡部　潤一 5,460
2019～2021 冷たい暗黒物質モデルにおけるMissing Satellite問題の統計的検証 田中　賢幸 5,200
2019～2021 次世代の国際VLBI観測網で明らかにする巨大ブラックホールジェットの磁力線構造 秦　　和弘 1,690
2019～2022 口径1.5m回折限界観測による太陽光球・彩層磁気カップリングの物理過程研究 末松　芳法 7,410
2019～2021 超伝導素子と超伝導回路を融合した受信分光システム 鎌崎　　剛 4,550
2019～2022 準粒子ミキサの量子効果による周波数変換利得を用いたマイクロ波低雑音増幅器の研究 小嶋　崇文 3,640
2020～2022 自己双対性を用いた超伝導量子ビットと電流標準素子の開発 牧瀬　圭正 9,880

若手研究（A）
2017～2020 形成期の銀河間を繋ぐガスネットワーク構造の研究 松田　有一 1,430

特別研究員奨励費（国内）
2018～2020 KAGRAにおける低周波数領域のキャリブレーション手法の開発と実装 小坂井千紘 1,170
2019～2021 シミュレーション・観測から迫る太陽風駆動メカニズムの理解 庄田　宗人 1,690
2019～2021 活動銀河核トーラスの形成と中心核周辺の爆発的星形成活動との関連の研究 馬場　俊介 1,300
2019～2020 高赤方偏移クェーサーの環境から探る超大質量ブラックホールの初期成長過程 何　　晩秋 1,040
2019～2021 バースト重力波イベント検出のための重力波望遠鏡の突発性雑音評価 鷲見　貴生 1,560
2019～2021 2次元ガス・ダスト共進化計算から解き明かす岩石・氷微惑星形成 植田　高啓 1,560
2019～2020 低質量星から大質量星における星形成過程の統一的理解 松下　祐子 1,170
2020～2022 小天体の熱史から紐解く太陽系と兄弟星の生い立ち 荒川　創太 1,820

特別研究員奨励費（外国人）
2018～2020 重力波検出器KAGRAの感度向上のための周波数依存スクイージング技術の開発 Raffaele Flaminio 400
2020～2022 中性子星からの重力波をより高感度広帯域で検出することによる不可視な宇宙の探査 麻生　洋一 600
2020～2022 大型低温重力波望遠鏡KAGRAのための圧搾真空源の開発、導入及び検証 Leonardi Matteo 400

研究成果公開促進費
2018～2022 岡山天体物理観測所天体写真乾板データアーカイブ 渡部　潤一 700
2020～2020 美ら星研究体験隊「新しい星を発見しよう！」 廣田　朋也 490
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2.　学術研究助成基金助成金（基金）

研究種目 課題数
交付額（単位：千円）

直接経費 間接経費 合計
基盤研究（C） 30 30,100 9,030 39,130 
若手研究 23 19,900 6,210 26,110 
挑戦的研究（開拓） 2 9,200 2,760 11,960 
挑戦的研究（萌芽） 1 1,000 300 1,300 
研究活動スタート支援 3 3,300 990 4,290 
国際共同研究加速基金 3 6,100 1,830 7,930 

合計 62 69,600 21,120 90,720 

研究期間 研究課題名 研究代表者 2020年度の
交付決定額（千円）

基盤研究（C）
2018～2020 折り返し光共振器を用いた低温コーティング熱雑音の直接測定 麻生　洋一 1,300
2018～2020 総合的ダスト形成モデルの構築と宇宙固体微粒子の起源の解明 野沢　貴也 1,560
2018～2020 A Concept-proof Study of Multibeam Heterodyne Receiver Frontends 

for Next Generation Radio Telescopes
Shan Wenlei 780

2018～2020 銀河団からブラックホールに至る冷たいガスの流れとAGNの活動性の研究 永井　　洋 910
2018～2020 銀河系の大局的物質混合史の解明：何がいつどのように星の大移動を引き起したのか？ 馬場　淳一 910
2018～2020 電波銀河の分子ガストーラス探査と磁場計測 亀野　誠二 1,300
2018～2020 電波望遠鏡を用いた惑星系形成後期過程の観測的研究 樋口　あや 910
2018～2020 近地球小惑星の物理進化と力学進化を結合する観測的・数値的研究 伊藤　孝士 1,560
2019～2021 中学校理科天文単元での ICT補助による自宅における観察学習の導入とその課題の抽出 縣　　秀彦 1,430
2019～2021 Crystalline mirrors with minimal thermo-optic noise for space-time metrology Raffaele Flaminio 780
2019～2023 原始惑星系円盤から太陽系へ：有機分子の化学進化 野村　英子 780
2019～2021 銀河渦状腕形成に対する磁場の寄与の解明と観測的可視化 町田　真美 1,430
2019～2021 Goldreich-Kylafis効果による星間磁場の測定 富阪　幸治 1,170
2019～2021 電波補償光学のための超伝導回路を用いた相関型偏波カメラの開発 永井　　誠 1,300
2019～2021 大質量原始星の進化経路の特定及び解明を目指した、周期 -光度関係の観測的検証 杉山孝一郎 1,170
2019～2022 動的恒星系渦状腕が駆動する星間媒質の相転移過程における磁場の役割 岩崎　一成 1,170
2019～2021 紫外線偏光分光で拓く太陽上層の大気・磁場構造の探索 鹿野　良平 1,690
2019～2021 星形成則測定の精密化とスターバースト銀河核の起源 中西康一郎 1,170
2019～2021 成層圏気球VLBIのフライト実証試験 II 河野　裕介 260
2019～2022 高分散分光観測による星・惑星形成過程の解明 高木　悠平 780
2020～2022 超新星元素合成によるニュートリノ振動および質量階層の解明 梶野　敏貴 1,300
2020～2023 新しい電波干渉計画像合成法を応用した地球形成領域の観測研究 塚越　　崇 1,820
2020～2022 彩層磁場計測と深層学習を駆使した太陽コロナ加熱研究 岡本　丈典 1,690
2020～2022 テラバイト超データ高速可視化システム等によるALMAデータ検索機能の強化 白崎　裕治 1,560
2020～2022 すばる望遠鏡超広視野カメラで探る近傍大型銀河の最外縁部構造 岡本　桜子 2,600
2020～2022 高精度測光と測光・分光同時観測で探るM・K型星のスーパーフレアと巨大黒点 前原　裕之 1,950
2020～2022 百年間のデータを駆使した太陽活動とその地球環境への影響の研究 櫻井　　隆 1,820
2020～2022 アルマ望遠鏡による吸収線および輝線観測で解明する分子雲の内部構造と中性炭素の分布 宮本　祐介 1,950
2020～2024 ミリ波サブミリ波観測によるフィラメント形成シナリオの普遍性の解明 島尻　芳人 1,040
2020～2023 「彗星の結晶質シリケイト問題」から探る惑星系ダストの進化と循環 藤原　英明 1,040

若手研究
2018～2020 超新星から明らかにする大質量星の爆発直前の未知の質量放出機構 守屋　　尭 1,170
2018～2021 Validation of New Measurement Tools of Star Formation Rate in radio wavelength 三浦　理絵 890
2018～2020 すばる望遠鏡の補償光学を用いた高解像度Paα輝線観測による銀河進化過程の解剖 小山　佑世 910
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2018～2020 ALMA偏光観測による惑星形成過程の新展開 片岡　章雅 1,300
2018～2021 低質量星周りの地球型惑星の気候とスペクトル 藤井　友香 910
2018～2020 太陽系外縁天体から探る太陽系進化過程 寺居　　剛 780
2018～2021 連成シミュレーションによるスーパーアース形成過程と大気量進化の解明 荻原　正博 780
2019～2022 銀河の多点相関関数解析を用いたダークエネルギーの制限 杉山　尚徳 780
2019～2021 近傍系外銀河の超新星残骸に付随する星間雲 佐野　栄俊 1,300
2019～2022 理論と観測から迫る大質量星形成 田中　　圭 910
2019～2022 理論と観測で相補的に迫る原始惑星系円盤構造形成から惑星形成に至る新たな描像 高橋　実道 2,210
2019～2020 究極の深撮像データで捉える遠方銀河外縁部の冷たいプラズマ 嶋川　里澄 1,040
2019～2021 アルマ望遠鏡で探る銀河衝突による円盤銀河の形成 植田　準子 780
2019～2021 多次元放射流体力学シミュレーションによる特異な超新星の研究 鈴木　昭宏 650
2019～2021 紫外線散乱偏光スペクトルによる太陽磁場の精密測定 石川　遼子 1,300
2020～2023 z > 3におけるダストに埋もれたクエーサーの大規模探査 小山　舜平 1,300
2020～2022 アルマ望遠鏡で解剖するサブミリ波銀河の内部構造 但木　謙一 1,430
2020～2021 Using ALMA to understand the origin of dust polarization in the Beta Pic debris disk Hull Charles 2,080
2020～2021 Testing Fundamental Star Formation Models in the Extreme Environments 

around the Galactic Center Using ALMA
Lu Xing 1,300

2020～2022 活動銀河核からの X 線放射の星形成史への影響の研究 川室　太希 1,040
2020～2022 多相星間物質観測で検証する活動銀河中心核トーラスの動的描像 泉　　拓磨 1,040
2020～2023 Deep Learning for Planetary Rover Localization Wu Benjamin 1,690
2020～2021 次世代CTのスペクトル歪み補正方法の開発 村田　一心 520

挑戦的研究（開拓）
2020～2021 光子計数技術を応用した新しい精密宇宙物理観測手法の開拓 江澤　　元 2,990
2020～2020 超高解像度観測を実現するテラヘルツ強度干渉計の開発 松尾　　宏 8,970

挑戦的研究（萌芽）
2018～2020 超高エネルギー分解能X線分光が拓く新たな宇宙物質微量分析 満田　和久 1,300

研究活動スタート支援
2019～2020 ミリ波観測による低質量星形成領域におけるフィラメント形成シナリオの確立 島尻　芳人 1,430
2020～2021 熱振動を用いた新たな重力波望遠鏡較正手法の研究 陳　　たん 1,430
2020～2021 最も若い銀河における星および金属の形成に関する観測的研究 中島　王彦 1,430

国際共同研究加速基金
2018～2020 銀河形成期における宇宙網から銀河へのガス降着過程の研究 松田　有一 -
2018～2021 地球規模電波望遠鏡ネットワークで挑む巨大ブラックホールジェット生成機構 秦　　和弘 4,810
2019～2024 事象の地平線スケールの動画解析で探る巨大ブラックホールの動的描像 本間　希樹 3,120
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VI　研究連携
1.　施設の共同利用等

区 分 観測装置の別等 採択数（件） 延人数（人） 備考

施 設 の 共 同 利 用

ハワイ観測所 すばる望遠鏡 87 389（74） 48機関 ・11か国
ハワイ観測所岡山分室 せいめい望遠鏡 29 120（1） 9機関 ・1か国
太陽観測科学
プロジェクト

地上観測 （注1） （注1） （注1）
科学衛星「ひので」   （注2） （注2） （注2）

野辺山宇宙電波観測所 45 m鏡（Regular Program） 13 168（77） 63機関 ・17か国
水沢VLBI観測所 VERA 30 106（76） 41機関 ・17か国
天文データセンター 336 336（22） 75機関 ・15か国
天文シミュレーションプロジェクト 325 325（21） 69機関 ・7か国

先端技術センター
施設利用 14 36 8機関 ・0か国
共同開発研究 14 55 7機関 ・0か国

アルマプロジェクト
ALMA（Cycle7）   （注3） （注3） （注3）
ASTE   （注4） （注4） （注4）

RISE月惑星探査プロジェクト 2 5 3機関 ・0か国
共同開発研究 6 6機関 ・0か国
研究集会 10 6機関 ・0か国
NAOJ シンポジウム 0

※（　　　）内は外国機関所属者で内数。備考欄の国数は日本を含まない。
※国数は国及び地域

（注1）地上太陽観測施設の共同利用は、観測データアーカイブの公開による共同利用。WEB上でのデータ公開のため、申請・採択の手続き
は無し。

（注2）「ひので」サイエンスセンターの機能は天文データセンターの多波長解析システムに移行したため、「ひので」としての申請・採択の
手続きは無し。

（注3）ALMAのCycle7は2019年10月に開始され、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う中断期間を挟んで、2021年3月31日時点で継続中で
ある。

（注4）ASTEは2020年度の共同利用を公募・採択したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により観測を延期している。

（1）施設の共同利用
① ハワイ観測所（共同利用）
すばる望遠鏡
S20A期

代表者 所属 研究課題
1. Harikane, Yuichi NAOJ Remarkably Luminous z~6 Galaxies with ALMA  [CII] and  [OIII] Detections
2. Ichikawa, Kohei Tohoku Univ. Spectroscopic follow-up of extremely radio-loud and low-mass galaxies
3. Mukae, Shiro Univ. of Tokyo Uncovering the Physical Origin of a Giant Lyalpha Nebula with MOIRCS
4. Misawa, Toru Shinshu Univ. Direct Measurement of Quasar Outflow Wind Acceleration II
5. Misawa, Toru Shinshu Univ. Transverse Proximity Effects around BAL Quasars II
6. Kawahara, Hajime Univ. of Tokyo Finding Methane/Ammonia in a Cloudless Warm Neptune
7. Niino, Yuu Univ. of Tokyo Subaru Follow-up of Fast Radio Bursts
8. Yoshida, Michitoshi NAOJ Optical－ infrared follow-up observations of gravitational wave sources
9. Tanaka, Masaomi Tohoku Univ. Unveiling the Nature of Rapid Transients in the Local Universe

10. Harikane, Yuichi NAOJ Completing Spectroscopy for a Galaxy Overdensity at z=7
11. Maeda, Keiichi Kyoto Univ. Infant Supernovae Seen in Thermal and Non-Thermal Emissions
12. Uchiyama, Mizuho NAOJ Follow-up infrared observations of methanol maser outburst MYSOs
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13. Konishi, Mihoko Oita Univ. Statistical Investigation of Planet－Disk Interaction in ALMA Ring Disks
14. Kasaba, Yasumasa Tohoku Univ. Spatial and time variations of Jupiter: Last Subaru MIR observation with Juno
15. Tanaka, Masayuki NAOJ Direct spectroscopic confirmation of z≥4 quiescent galaxies
16. Silverman, John Univ. of Tokyo Spectroscopic identification of close dual quasars with Gemini
17. Moriya, Takashi NAOJ Exploring the long-timescale transient frontier with HSC 
18. Yamanaka, Satoshi Waseda Univ. Spectroscopic confirmation of Lyman continuum Emitters at z=4.9
19. Fujimoto, Seiji Waseda Univ. Unveiling the Connection between 10-kpc Lyalpha and [C II] Halos at z=6.033 
20. Kodama, Tadayuki Tohoku Univ. Nature of blue-dominated clusters at z=0.84 newly discovered by HSC-HSC
21. Lau, Ryan JAXA Completing the COMICS Survey of Dusty WR Stars
22. Morokuma, Tomoki Univ. of Tokyo Optical Follow-Up Observations for IceCube High-Energy Neutrino Sources
23. Kokubo, Mitsuru Tohoku Univ. Variability-based AGN selection with extended COSMOS time-domain survey
24. Kodama, Tadayuki Tohoku Univ. Environmental effects on gaseous inflow/outflow processes at the cosmic noon
25. Ishigaki, Miho Tohoku Univ. A spectroscopy of the faintest Milky Way satellites discovered by HSC survey
26. Hsieh, Tien-Hao ASIAA COMICS Mid-IR Imaging Survey for High-Mass Protostars
27. Harikane, Yuichi NAOJ Understanding Reionizing Source with Newly-Identified IRAC Excess Galaxy
28. Kojima, Takashi Univ. of Tokyo LRIS Spectroscopy for Extremely Metal-Poor Galaxies Discovered with HSC.II

29. Hirano, Teruyuki Tokyo Institute of 
Technology Measurement of the Stellar Obliquity for a Pre-main-sequence Cool Star

30. Kashino, Daichi ETH Zurich Structure of reionization: the origin for spatially variable IGM opacity IV
31. Umehata, Hideki RIKEN Uncovering the IGMs/CGMs around the most active starbursts at z=3-4

32. Yoshida, Fumi Chiba Institute of 
Technology Formation of the Outer Solar System ー an Icy Legacy: Phase I (FOSSIL I)

33. Lodieu, Nicolas IAC Testing the fragmentation limit in Upper Sco: T-type brown dwarfs at 10 Myr
34. Aoki, Wako NAOJ Near Infrared Molecular Spectroscopy for Carbon-Enhanced Metal-Poor Stars
35. Lin, YenTing ASIAA Characterizing the Most Massive Distant Clusters from the HSC Survey III
36. Narita, Norio ABC Subaru IRD TESS Intensive Follow-up Project (Supplementary)
37. Umehata, Hideki RIKEN Ultra-deep Ks-band imaging of ALMA Deep Field in SSA22
38. Liang, Yongming SOKENDAI Galaxy－ IGM  HI correlation based on z~2.2 MAMMOTH overdensities
39. Mizumoto, Misaki Univ. of Durham Revealing inner structure of the P Cygni nebula
40. Matsuo, Taro Osaka Univ. Characterization of plume activities and subsurface ocean on Europa
41. Ferguson, Annette Univ. of Edinburgh Searching for the Missing Stellar Halo of M101 with HSC
42. Lozi, Julien NAOJ Resolved spectro-polarimetric imaging of AGB shocks & mass-loss
43. Kikuta, Satoshi SOKENDAI Direct test of the cold accretion scenario
44. Koyama, Yusei NAOJ Unveiling the complete picture of a supercluster at z=0.4 by HSC Halpha mapping
45. Otsuka, Masaaki Kyoto Univ. Planetary nebula Evolution for Galactic Archaeology by GMOS Spectroscopic Survey
46. Tsukagoshi, Takashi NAOJ Search for a Candidate Accretion Planet in the TW Hya Disk
47. Zhao, Jingkun NAOC Understanding the Progenitor of the GD-1 stream using stellar abundances
48. Miyatake, Hironao Nagoya Univ. The Local Volume Complete Cluster Survey by Subaru HSC

49. Kuzuhara, Masayuki ABC SCExAO/CHARIS Direct Imaging of Candidate Substellar Companioos around 
Young Sun-like Stars with Proper Motion Accelerations

50. Takarada, Takuya Saitama Univ. Establishing the presence or absence of hot Jupiters in Pleiades
51. Schramm, Malte NAOJ Probing the stars of active galaxies hosting the most massive black holes
52. Ootsubo, Takafumi JAXA Search for complex organic features in the mid-infrared spectra of comets
53. Suzuki, Nao Univ. of Tokyo Probing Dark Energy with z>1 SNe Ia from HSC SSP Transient Survey

S20B期
代表者 所属 研究課題

1. Harikane, Yuichi Univ. College London Detailed Spectroscopy for Extreme [OIII] Emitters with EW0~5000 Angstrom

2. Nugroho, 
Stevanus Kristianto

Queen’s Univ. of 
Belfast Characterising the atmosphere of the extremely hot-Jupiter WASP-33b

3. Niino, Yuu Univ. of Tokyo Subaru Follow-up of Fast Radio Bursts
4. Imanishi, Masatoshi NAOJ The near-IR accretion disc spectrum in reverberation-mapped AGN
5. Jiang, Jian Univ. of Tokyo Unveiling the Progenitor of Type Ia Supernovae with HSC Ultra-Deep Survey
6. Tanaka, Masayuki NAOJ The emergence of the first quiescent galaxies
7. Sugiyama, Sunao Univ. of Tokyo Definitive search for PBH dark matter in the multiverse cosmology with HSC
8. Kawahara, Hajime Univ. of Tokyo Search for C/O tracers by the First High-Dispersion Coronagraphy
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9. Silverman, John Univ. of Tokyo Spectroscopic identification of dual quasars at z > 1 with Gemini
10. Tanaka, Ichi NAOJ How Well LAEs Can Trace the Underlying Cluster-Scale Mass Structure?
11. Chen, Xiaoyang Tohoku Univ. Mechanism behind co-existence of extreme outflows and starbursts in ULIRGs
12. Currie, Thayne NAOJ Deep SCExAO High-Contrast Imaging of the AB Aurigae Planetary System
13. Morokuma, Tomoki Univ. of Tokyo Optical Follow-Up Observations for IceCube High-Energy Neutrino Sources
14. Uchiyama, Mizuho NAOJ Follow-up infrared observations of methanol maser outburst MYSOs
15. Maeda, Keiichi Kyoto Univ. Late-Time Spectroscopy of Nearby Supernovae: From Seimei to Subaru
16. Schramm, Malte NAOJ Probing the stars of active galaxies hosting the most massive black holes

17. Krishnamurthy, 
Vigneshwaran

Tokyo Institute of 
Technology Atmospheric Escape from sub-Neptune-sized Planets

18. Matsuno, Tadafumi SOKENDAI The r-Process-Enhanced Debris of Shredded Low Mass Dwarf Galaxies
19. Matsuno, Tadafumi SOKENDAI Revisiting the chemical abundance of the kinematic over-density in the  halo
20. Terai, Tsuyoshi NAOJ Planetesimals in the Kuiper belt, probing the era of planet formation
21. Narita, Norio ABC Subaru IRD TESS Intensive Follow-up Project II
22. Ali, Sadman Shariar NAOJ MOIRCS Observation of Supernova Remnants in a Sample of Nearby Galaxies
23. Koyama, Yusei NAOJ Dust-enshrouded activity in a Planck-selected starbursting cluster at z=2.2
24. Oguri, Masamune Univ. of Tokyo Wide Imaging with Subaru HSC of the Euclid Sky (WISHES)
25. Kodama, Tadayuki Tohoku Univ. A pilot deep spectroscopy of post-starburst galaxies at z~2

26. Hirano, Teruyuki Tokyo Institute of 
Technology Obliquity Measurement for a Super-Neptune Planet around a Cool Star

27. Carlsten, Scott Princeton Univ. Mapping the Dwarf Satellite System of the Whirlpool Galaxy with HSC
28. Umehata, Hideki RIKEN Revealing galaxy assembly along cosmic web filaments at z=3

29. Kuzuhara, Masayuki ABC Deep Direct Imaging of Candidate Substellar Companions around Young Sun-like 
Stars with Proper Motion Accelerations II

30. Aoki, Wako NAOJ LAMOST/Subaru follow-up spectroscopy for extremely r-process-rich stars
31. Guyon, Olivier NAOJ Resolved imaging of Betelgeuse and other AGB & RSG star shocks & mass-loss
32. Hashimoto, Takuya Univ. of Tsukuba FOCAS Lyalpha IFU spectroscopy in "Big Three Dragons" at z~7.2 
33. Ishiguro, Masateru Seoul National Univ. Compositional Systematics of Very-Red Asteroids in Sub-Jupiter Orbits
34. Suzuki, Nao Univ. of Tokyo Probing Dark Energy with z>1 SNe Ia from SSP Transient Survey: Season-II

② ハワイ観測所岡山分室（共同利用）
20A期

代表者 所属 研究課題

1. 鳥　羽　儀　樹 京都大学 近傍超 /高光度赤外線銀河の IFU観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの
共進化における銀河合体が果たした役割 III

2. 八　木　雅　文 国立天文台 銀河団中の孤立した電離ガス雲の分光 returns

3. 加　藤　奈々子 愛媛大学 クエーサーの進化過程における赤色クエーサーの位置付けとアウトフローの
広がりの解明

4. 井　上　芳　幸 理化学研究所 Unveiling Local Metallicity Environment of X-ray Binaries in M 51
5. 行　方　宏　介 京都大学 太陽型星のスーパーフレアの彩層放射の検出
6. 前　原　裕　之 国立天文台 Time-resolved spectroscopy of active M dwarfs
7. 渡　部　潤　一 国立天文台 Observation of Comet 289P/Blanpain related to Phoenicids meteor shower

8. 小　島　崇　史 東京大学 KOOLS Integral-Field Spectroscopy for Extremely Metal-Poor Galaxies at z ～0.03 
Identied by the Deep HSC Imaging. I

9. 大　塚　雅　昭 京都大学 Planetary Nebula Evolution for Galactic Archaeology by a Seimei Spectroscopic 
Survey (PEGASS)

10. 志　達　めぐみ 愛媛大学 全天X線監視装置MAXIが検出したX線連星のアウトバーストの分光モニタ

11. 前　田　啓　一 京都大学 Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients  (I. Classical Mode 
/ II. ToO Mode)

12. 磯　貝　桂　介 京都大学 連続分光観測によるWZ Sge型矮新星の円盤輝度分布の再構成
13. 山　中　雅　之 京都大学 IceCubeニュートリノ対応候補天体のフォローアップ分光観測
14. 笹　田　真　人 広島大学 重力波源電磁波対応天体の早期可視光分光フォローアップ観測
15. 田　口　健　太 京都大学 銀河系内・近傍宇宙の古典新星の増光直後を狙っての可視分光観測

16. 諸　隈　智　貴 東京大学 Spectroscopic Follow-up for Rapid Transients Discovered by Tomo-e Gozen High-
Cadence Transient Survey
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20B期
代表者 所属 研究課題

1. 鳥　羽　儀　樹 京都大学 近傍超 /高光度赤外線銀河の IFU観測で探る銀河と超巨大ブラックホールの
共進化における銀河合体が果たした役割 IV

2. 行　方　宏　介 京都大学 M型フレア星EV Lacのスーパーフレアの彩層放射の連続分光観測 II～フレア
に伴うプラズマ噴出の検出～

3. 前　原　裕　之 国立天文台 Time-resolved spectroscopy of stellar superflares II: RS CVn binrary V1355 Ori
4. 秋　山　正　幸 東北大学 A new population of extreme starburst galaxies at intermediate redshifts

5. 磯　部　優　樹 東京大学 KOOLS Integral-Field Spectroscopy for Extremely Metal-Poor Galaxies at z~0.03 
Identified by the Deep HSC Imaging. II

6. 大　塚　雅　昭 京都大学 Planetary Nebula Evolution for Galactic Archaeology by a Seimei Spectroscopic 
Survey (PEGASS)

7. 志　達　めぐみ 愛媛大学 全天X線監視装置MAXIが検出したX線連星のアウトバーストの分光モニタ
8. 川　室　太　希 国立天文台 星潮汐破壊現象を通じた銀河中心ブラックホールの質量成長の理解
9. 木　邑　真理子 理化学研究所 Optical spectroscopic monitoring of bright dwarf-nova outbursts for the study of disk winds

10. 田　口　健　太 京都大学 銀河系内・近傍宇宙の古典新星の増光直後を狙っての可視分光観測
11. 前　田　啓　一 京都大学 Follow-up Observations of Supernovae and Explosive Transients

12. 諸　隈　智　貴 東京大学 Spectroscopic Follow-up for Rapid Transients Discovered by Tomo-e Gozen High-
Cadence Transient Survey

13. 磯　貝　桂　介 京都大学 連続分光観測によるWZ Sge型矮新星の円盤輝度分布の再構成

③ 野辺山宇宙電波観測所（共同利用）
45m鏡 Regular Program

代表者 所属 研究課題

1. Kim Gwanjeong Nobeyama Radio 
Observatory

The kinematic study of 37 cores embedded in Planck Galactic Clumps in the Orion 
region

2. Imai Hiroshi Kagoshima 
University

FLASHING (Finest Legacy Acquisitions of SiO- and H2O-maser Ignitions by the 
Nobeyama Generation)

3. Shimajiri Yoshito NAOJ Core And Filament Formation/Evolution  In Natal Environments with Nobeyama 
45m telescope

4. Sorai Kazuo Hokkaido University Additional Observation of the COMING Project
5. Mizumoto Misaki Kyoto University A multi-phase outflow in the Seyfert galaxy PG 1211+143 

6. Kandori Ryo Astrobiology Center 
of NINS Probing Internal Structure of a Magnetized Archetypal Filamentary Cloud

7. Komugi Shinya Kogakuin University Detection of CO in the ultra-low metallicity galaxy DDO154
8. Scicluna Peter ESO, Santiago The Nearby Evolved Stars Survey

9. Michiyama Tomonari Kavli Institute for 
Astronomy and Astrophysics

Probing the Molecular Gas of the Most Highly Accreting Quasars in the Nearby 
Universe

10. Murillo Nadia RIKEN The temperature-multiplicity relation in Perseus

11. Tokuda Kazuki Osaka Prefecture 
University Investigating Extreme Outer Galaxy Molecular Clouds in the First Galactic Quadrant

12. Zeng Shaoshan RIKEN Testing the contribution of gas-phase formation of CH3CN

13. Yamada Rin Nagoya University High-spatial dynamic-range 12CO, 13CO, and C18O observations in NGC 1333: 
Tracing the formation of dense filaments

④ 水沢VLBI観測所（共同利用）
VERA

代表者 所属 研究課題

1. Hada, Kazuhiro NAOJ Millimeter-VLBI Imaging of the Gravitationally-lensed Active γ -ray Blazar 
B0218+357: The 2020 campaign

2. Sakai, Nobuyuki KASI Revealing the Structure and Kinematics of the Extreme Outer Galaxy
3. Imai, Hiroshi Kagoshima University EAVN Synthesis of Stellar Maser Animations (ESTEMA)

4. Hada, Kazuhiro NAOJ Resolving the Innermost Jet of the Nearest gamma-ray NLS1 Galaxy 1H0323+342 
with EATING VLBI
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5. Tazaki, Fumie NAOJ Monitoring Observations of Cen A
6. Kim, Jeong-Sook KASI Identify of Cygnus X-3 Coordinates

7. Niinuma, Kotaro Yamaguchi 
University

Exploring the Innermost Region of Inhomogeneous Circumnuclear Matter in Radio 
Galaxy 3C 84

8. Wang, Xuezheng ShAO Investigating the origin of the unique geometry and dynamical structrue in NGC 1068 
9. Cho, Ilje KASI The frequency-dependent core position shift of SgrA*

10. Lee, Kunwoo Seoul National 
Univeristy Investigating the vicinity of the M87*: Monitoring M87 with Eating VLBI + Kvazar

11. Burns, Ross NAOJ Triggered observations of maser bursts II 

12. Hada, Kazuhiro NAOJ Resolving the Innermost Jet of the Nearest Gamma-ray NLS1 Galaxy 1H0323+342 
with EATING VLBI

13. Giroletti, Marcello INAF-IRA The high angular view of neutron star binary mergers
14. Imai, Hiroshi Kagoshima University EAVN Synthesis of Stellar Maser Animations (ESTEMA)

15. Hada, Kazuhiro NAOJ Millimeter-VLBI Imaging of the Gravitationally-lensed Active Gamma-ray Blazar 
B0218+357: The 2021 campaign

16. Tazaki, Fumie NAOJ Monitoring Observations of Cen A
17. Akahori, Takuya NAOJ Diagnostics of Phoenix's heartbeat: can it arise from the ashes?
18. Petrov, Leonid NASA GSFC Improving positional accuracy of calibrators in the Galactic Center region
19. Sakai, Nobuyuki KASI EAVN Astrometry Toward the Extreme Outer Galaxy

20. Koichiro, Sugiyama NARIT Unveiling Circumstellar Structure of High-mass YSOs with KaVA-LP I.: Snap-shot 
Imaging Survey of 6.7 GHz

21. Asanok, Kitiyanee NARIT Unveiling Circumstellar Structure of High-mass YSOs with KaVA-LP II.: Multi-
epoch Phase-referencing of 6.7 GHz CH3OH Masers

22. Oh, Junghwan KASI Jet swinging in 3C 84 : what is going on?

23. Lee, Kunwoo Seoul National 
Univeristy Investigating the innermost radial jet kinematics and transverse oscillation of M87 jet

24. Sakai, Daisuke NAOJ In-beam Imaging of 6.7 GHz CH3OH maser sources in Sgr B2 region
25. Burns, Ross NAOJ Triggered observations of maser bursts (K/Q/W/D bands)
26. Burns, Ross NAOJ Triggered observations of maser bursts (C-band)
27. Cui, Yuzhu NAOJ EAVN-EHT Campaign observations of M87 in 2021

28. Eie, Sujin NAOJ Looking for magnetars' home environments: KaVA ToO observations of new radio 
pulsations

29. Yonekura, Yoshinori Ibaraki University
Investigation of the flux variation mechanism of 6.7 GHz methanol maser sources by 
VLBI imaging observations both at the active and quiet phases toward sources with 
periodic flux variation: I: G 032.03+00.06

30. Cheng, Xiaopeng KASI The Frequency-dependent flux, size and core position shift of Sgr A* in EHT2021A

⑤ 先端技術センター（共同利用）
施設利用

代表者 所属 研究課題
1. 小　谷　隆　行 アストロバイオロジーセンター TMT/MODHISを目指した近赤外分光器の開発研究

2. 塩　谷　圭　吾 宇宙航空研究開発機構
宇宙科学研究所 スペースオプティクスの研究開発

3. 花　岡　庸一郎 国立天文台 太陽光学赤外観測における撮像・実時間処理システムの開発
4. 周　藤　浩　士 アストロバイオロジーセンター 偏光光学系開発
5. 森　野　潤　一 国立天文台 超伝導赤外線検出器の検討

6. 峰　崎　岳　夫 東京大学天文学
教育研究センター TAO望遠鏡の能動光学・補償光学、鏡面コーティングの研究

7. 小　林　行　泰 国立天文台 スペックルマスキング法の応用
8. 郷　田　直　輝 国立天文台 JASMINE衛星のための技術開発及び技術実証
9. 西　川　　　淳 国立天文台 系外惑星系観測のためのコロナグラフの研究

10. 西　川　　　淳 国立天文台 干渉型波面センサーの開発および実験
11. 服　部　　　誠 東北大学 ミリ波観測装置で使用する光学材料のミリ波光学特性の測定

12. 高　橋　英　則 東京大学天文学
教育研究センター 近赤外線波長可変冷却面分光モジュールの開発
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13. 海老塚　　　昇 理化学研究所
光量子工学研究センター すばる望遠鏡、TMTおよび月極域探査用の新しい回折格子の開発

14. 宮　田　隆　志 東京大学天文学
教育研究センター 地上大型望遠鏡用中間赤外線観測装置MIMIZUKUの開発

 
共同開発研究

代表者 所属 研究課題

1. 小　林　　　正 大分大学 QD法電磁ホーン型ESR（電子スピン共鳴）装置の高感度化と医学・天文学
分野への応用

2. 中　島　　　拓 名古屋大学
宇宙地球環境研究所 ミリ波・サブミリ波帯直列接合型SIS素子の開発

3. 久　野　成　夫 筑波大学 野辺山45m鏡搭載用ミリ波カメラの開発
4. 勝　川　行　雄 国立天文台 SUNRISE-3気球望遠鏡偏光分光装置の開発

5. 河　野　孝太郎 東京大学天文学
教育研究センター 次世代超広視野サーベイ用サブミリ波カメラの開発

6.   大　橋　正　健 東京大学
宇宙線研究所 特殊コーティング装置による高性能光学素子の研究

7.   松　田　有　一 国立天文台 超々小型衛星による100m宇宙望遠鏡の検討
8.   土　居　　　守 東京大学 TAO6.5m望遠鏡近赤外線高分散分光器TARdYSのカメラユニットの開発
9.   江　澤　　　元 国立天文台 テラヘルツ光子検出器の開発

10.   中　村　文　隆 国立天文台 野辺山45m鏡搭載用e-Q band受信機システムの開発と設置

11.   鎌　崎　　　剛 国立天文台 ASTEの為の広帯域 IF信号用周波数変換の開発とディジタル分光計を用いた
評価

12.   鎌　崎　　　剛 国立天文台 ASTEの為の広帯域 IFBAND8受信機の開発
13.   髙　山　佳　久 東海大学 補償光学系のための複素振幅制御手法の研究

14.   長谷部　　　孝 宇宙航空研究開発機構
宇宙科学研究所

多段ドライエッチング加工を用いたサブミリ波観測用シリコン素子の広帯域
反射防止構造の開発

⑥ アルマプロジェクト（共同利用）
ALMA　※2021年度に集計

ASTE　※2021年度に集計

⑦ 天文シミュレーションプロジェクト（共同利用）
XC-A

代表者 所属機関 研究題目
1. 石　山　智　明 千葉大学 高分解能の銀河模擬カタログの構築と公開
2. 井　上　剛　志 名古屋大学 Bell不安定を考慮した宇宙線加速の現実スケールシミュレーション
3. 大　平　　　豊 東京大学 3成分プラズマ中の新しい磁場生成機構のPICシミュレーション
4. 岡　本　　　崇 北海道大学 銀河形成シミュレーションで探る銀河の進化における環境効果

5. 木　内　建　太 Max-Planck-Institute 
for Gravitational Physics 連星中性子星合体とショートガンマ線バーストの理論的解明

6. 庄　田　宗　人 国立天文台 太陽風の大局直接数値計算

7. 高　棹　真　介 大阪大学 磁気流体シミュレーションによる原始星・円盤相互作用のパラメータ調査と
高解像度化

8. 中　村　　　航 福岡大学 大質量星の多次元構造を考慮した重力崩壊数値計算
9. 西　道　啓　博 京都大学 拡張宇宙論モデル空間を探査する自律的エミュレータの開発

10. 平　居　　　悠 理化学研究所 銀河形成シミュレーションで解き明かす銀河系の化学動力学進化史
11. 堀　田　英　之 千葉大学 太陽ダイナモから黒点形成までの一貫した数値シミュレーション

12. 政　田　洋　平 愛知教育大学 中性子星磁場の起源：系統的数値モデリングによる原始中性子星ダイナモの
普遍性の検証

13. 松　本　倫　明 法政大学 FMR-MHDシミューレーションによる原始連星の星周構造の解明



128 VI 研究連携

XC-B+
代表者 所属機関 研究題目

1. 青　山　尚　平 東京大学 宇宙初期磁場の初代銀河形成への影響と初代ダストの研究
2. 朝比奈　雄　太 筑波大学 ボルツマン方程式を解く超臨界降着流のGR-RMHD計算
3. 飯　島　陽　久 名古屋大学 低速太陽風の3次元輻射磁気流体シミュレーション
4. 井　上　茂　樹 筑波大学 宇宙論的銀河形成シミュレーションを用いた星間ガス輝線の疑似観測
5. 岩　澤　全　規 神戸大学 大規模シミュレーションによる惑星形成過程の解明
6. 岩　本　昌　倫 東京大学 相対論的無衝突衝撃波における高強度電磁波と粒子加速

7. 川　島　朋　尚 国立天文台 多波長の一般相対論的輻射輸送計算で探るブラックホール時空構造と相対論
的ジェット

8. 黒　田　仰　生 Technische 
Universität Darmstadt 大質量星の重力崩壊のマルチメッセンジャー天文学

9. 杉　浦　圭　祐 東京工業大学 小惑星大規模衝突破壊の高解像度計算 : 小惑星リュウグウはその母天体内部
のどこから来たのか

10. 杉　村　和　幸 University of Maryland 輻射流体シミュレーションによる初代星連星の多様性の解明
11. 鈴　木　昭　宏 国立天文台 輻射流体力学シミュレーションによる特異な超新星の研究

12. 関　口　雄一郎 東邦大学 コラプサーシナリオにおけるブラックホール ‐ 降着円盤系形成の数値相対
論シミュレーション

13. Koh Takahashi Max-Planck-Institute 
for Gravitational Physics 密度ジャンプが超新星爆発に与える影響の多次元計算による系統的調査

14. 高　橋　龍　一 弘前大学 N体数値シミュレーションを用いた宇宙大規模構造の理論模型の構築
15. 塚　本　裕　介 鹿児島大学 多様な星形成環境下での原始惑星系円盤の形成進化過程の研究
16. 富　田　賢　吾 大阪大学 分子雲コア形成過程の高解像度自己重力磁気流体シミュレーション
17. 鳥　海　　　森 宇宙航空研究開発機構 輻射磁気流体計算で挑む太陽フレア黒点の形成過程
18. 藤　井　通　子 東京大学 ASURA+BRIDGEを用いた星団形成シミュレーション
19. 松　本　琢　磨 国立天文台 遷移層下の圧縮性ダイナミクスが太陽風構造に与える影響
20. 吉　田　　　敬 東京大学 大質量星の最終進化の多次元流体計算

XC-B+（追加募集分）
代表者 所属機関 研究題目

1. 田　中　　　賢 京都大学 機械学習による宇宙大規模構造エミュレータの開発
2. Long Wang 東京大学 Realistic modelling massive globular clusters

XC-B
代表者 所属機関 研究題目

1. 安　部　大　晟 名古屋大学 分子雲におけるフィラメント状構造の起源
2. 安　部　牧　人 東北大学 高解像度流体シミュレーションによる初代銀河形成過程の研究
3. 天　野　孝　伸 東京大学 無衝突衝撃波における宇宙線電子および陽子加速過程の研究

4. Patrick Antolin Northumbria 
University Coronal Cooling & Alfvénic Wave Heating

5. 安　藤　梨　花 名古屋大学 21cm線観測のための中性水素クラスタリングの探査

6. 五十嵐　太　一 千葉大学 ブラックホール周囲のサブエディントン降着流の3次元大局的輻射磁気流体
シミュレーション

7. 石　井　彩　子 Max-Planck-Institute 
for Gravitational Physics GRB放射メカニズム解明に向けた相対論的流体 -輻射カップリングコード開発

8. 石　倉　秋　人 千葉大学 太陽黒点における深部磁場分布と表面物理の関係

9. Elizabeth Jayne 
Latrobe ILES 北海道大学 Star formation in interacting barred spiral galaxies from observations

10. 伊　藤　裕　貴 理化学研究所 相対論的輻射媒介衝撃波の第一原理計算に基づいたショックブレイクアウト
の研究

11. 稲　吉　恒　平 北京大学 宇宙初期の種ブラックホールの成長と母銀河との関係性の解明
12. 岩　上　わかな 早稲田大学 ボルツマン輻射流体コードによる重力崩壊型超新星計算
13. 臼　田　知　史 国立天文台 有限要素法解析ソフトANSYSを用いたTMT望遠鏡本体構造の免震性能解析

14. 大　木　　　平
Kavli Institute for the 
Physics and Mathematics 
of the Universe

宇宙論的N体シミュレーションを用いた銀河・AGNモデルの構築
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15. 大　村　　　匠 九州大学 宇宙線電子スペクトル時間進化を追う3次元MHDジェット伝搬計算
16. 小　川　拓　未 東北大学 コンプトン冷却を考慮した2温度輻射磁気流体計算によるRIAF円盤の構造解明
17. 奥　　　裕　理 大阪大学 超新星爆発で駆動される銀河アウトフローの疑似観測

18. 大　里　　　健
Centre national de la 
recherche scientifique 
(CNRS)

次世代分光観測に向けた模擬銀河カタログの作成

19. 小　澤　麻由子 東京大学 Study of solid accretion in mean motion resonances with gas giants via N-body 
simulations: Toward understanding the formation of

20. 押　野　翔　一 東京大学 大規模N体計算による地球の水の起源の解明
21. 小　野　智　弘 Princeton University 数値流体シミュレーションで解き明かす微惑星形成問題
22. 小　野　勝　臣 理化学研究所 3次元流体計算に基づく超新星爆発から超新星残骸までの物理化学進化の解明
23. 柿　内　健　佑 名古屋大学 銀河系中心領域における磁気活動の解明
24. 加　藤　拓　馬 東京大学 第一原理計算による無衝突衝撃波における電子加速の理論的研究
25. 金　川　和　弘 東京大学 惑星によるダストリング形成における惑星移動の影響
26. 金　子　岳　史 名古屋大学 太陽フレア・プラズマ放出現象の観測データ駆動型磁気流体シミュレーション
27. 上　島　翔　真 東京大学 超新星残骸全体での宇宙線の加速と逃走のテスト粒子シミュレーション
28. 川　口　恭　平 東京大学 ブラックホール中性子星連星合体の相対論的輻射磁気流体シミュレーション
29. 川　面　洋　平 東北大学 2次元分割擬スペクトル法を用いたShearing-box MHDコードの開発
30. 川　名　好史朗 東京大学 ブラックホールによる白色矮星の潮汐破壊現象の観測兆候
31. 木　坂　将　大 東北大学 電波銀河のTeVフレア機構の解明
32. 北　木　孝　明 京都大学 超臨界降着流のスペクトル計算
33. 木　村　成　生 東北大学 高音降着流における動的乱流場中での粒子加速
34. 久　徳　浩太郎 京都大学 ブラックホール・中性子星連星合体からの重力波の高精度計算
35. 桐　原　崇　亘 千葉大学 初代天体形成とその観測可能性に関する研究
36. 工　藤　祐　己 鹿児島大学 輻射流体計算と擬似観測で探るAGN核周円盤速度構造
37. 熊　本　　　淳 東京大学 星の動力学から探る天の川銀河進化史
38. 黒　崎　健　二 名古屋大学 水素大気を持つ天体の巨大衝突と衛星形成への影響

39. 桑　原　　　歩 東京工業大学 惑星重力によって駆動されるガス流がペブル降着に及ぼす影響及びヘッド
ウィンド依存性の解明

40. 固　武　　　慶 福岡大学 詳細なニュートリノ・素粒子反応率を用いた超新星爆発の多次元シミュレー
ション

41. 小　林　将　人 東北大学 大質量分子雲・大質量コアの形成機構および形成条件の解明

42. 斎　藤　貴　之 神戸大学 宇宙論的銀河形成シミュレーションを用いた複数の恒星種族を持つ星団の形
成過程の研究

43. 櫻　井　祐　也 Georgia Institute of 
Technology 始原星団の形成効率と中間質量BHによる星の潮汐破壊現象

44. Sakre Nirmit Deepak 北海道大学 Massive core/star formation triggered by cloud-cloud collision: Effect of magnetic field

45. 澤　井　秀　朋 高度情報科学技術
研究機構 磁場を伴う重力崩壊型超新星爆発

46. 財　前　真　理 東京大学 超新星爆発内部で軸対称性を破るニュートリノ集団振動の研究

47. 柴　垣　翔　太 福岡大学 3次元一般相対論的輻射流体シミュレーションによる大質量星の重力崩壊に
関する研究

48. 柴　田　　　雄 コアコンセプト・
テクノロジー（株）微惑星の合体条件

49. 島　　　和　宏 京都大学 始原ガス円盤分裂による多重星系形成可能性と数値計算法の不定性
50. 清　水　一　紘 国立天文台 Study for Stellar to Halo Mass Relation of Central and Satellite Galaxies
51. Aryan Sharma 大阪大学 Effect of orientation of initial magnetic field on binary neutron star mergers
52. 白　石　希　典 香川高等専門学校 CMB偏光観測による原始非ガウス性の探求
53. 白　崎　正　人 国立天文台 将来多波長観測を念頭に置いた銀河団の統計的研究

54. 杉　山　耕一朗 松江工業高等専門
学校

NH3凝結およびNH4SH生成反応による対流抑制条件を念頭においた木星型惑
星の雲対流の数値計算

55. 杉　山　尚　徳 国立天文台 銀河赤方偏移バイスペクトル解析手法の確立に向けて
56. 鈴　木　大　輝 アストロバイオロジーセンター 彗星衝突における有機分子生存率
57. 鈴　木　　　建 東京大学 MHD in a cylindrical shearing box
58. 墨　　　　　幹 東京工業大学 タイタンのヘイズ層によるスーパーローテーションの影響
59. Scott Suriano 東京大学 Protoplanetary Disk Substructures and Winds from Self-Consistent MHD Simulations
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60. 諏　訪　雄　大 京都産業大学 超新星ニュートリノ観測に向けた理論モデル整備
61. 銭　谷　誠　司 神戸大学 相対論的プラズマ粒子シミュレーションの数値解法の研究
62. 曽　我　健　太 筑波大学 輻射流体力学で探るブラックホールと銀河の共進化
63. 高　橋　博　之 駒澤大学 超高光度X線パルサーの一般相対論的輻射磁気流体シミュレーション
64. 高　畑　　　憲 千葉大学 太陽表面の磁気要素追跡による磁束、磁場強度、水平速度の関係

65. 高　見　健太郎 神戸市立工業高等
専門学校

Accurate Modelling of Gravitational Wave from Binary Neutron Stars with State-of-
the-Art Nuclear EOSs

66. 田　川　寛　通 Eotvos University 活動銀河核円盤におけるコンパクト星連星の形成進化
67. 竹　尾　英　俊 京都大学 宇宙初期における種ブラックホールの超臨界降着に関する研究
68. 田　中　今日子 東北大学 宇宙ダスト生成過程の解明に向けた気相からの核生成の分子動力学計算
69. 田　中　　　賢 筑波大学 機械学習による宇宙大規模構造エミュレータの開発
70. 田　中　雅　臣 東北大学 中性子星合体からの電磁波放射の系統的シミュレーション
71. 田　中　佑　希 東北大学 質量降着を考慮した超木星質量の巨大惑星による原始惑星系円盤のギャップ形成
72. 谷　川　　　衝 東京大学 白色矮星衝突のシミュレーション
73. 垂　水　勇　太 東京大学 天の川銀河の r過程元素汚染
74. 仲　内　大　翼 東北大学 大質量星外層構造の多次元輻射流体計算
75. 鄭　　　昇　明 東北大学 初代銀河におけるブラックホール形成
76. 恒　任　　　優 京都大学 活動銀河核における直線偏波および円偏波イメージの理論予測
77. 都　丸　亮　太 東京大学 ブラックホール低質量X線連星GRO J1655-40における円盤風駆動機構の解明
78. 冨　田　沙　羅 青山学院大学 非一様プラズマ中を伝播する相対論的無衝突衝撃波での磁場増幅機構
79. 豊　内　大　輔 京都大学 超巨大ブラックホールへのdusty gasの降着
80. 中　嶋　彩　乃 東京工業大学 土星リングとその周りにある衛星との相互作用の解明
81. 仲　谷　崚　平 理化学研究所 原始惑星系円盤・分子雲・ミニハローの光蒸発：金属量依存性
82. 西　野　将　悟 名古屋大学 数値計算を用いた宇宙線加速機構の解明に向けたXC-B利用申請
83. 新　田　伸　也 筑波技術大学 シア磁場印加非対称磁気リコネクションの探求

84. 野　村　真理子 呉工業高等専門学校 ラインフォースを考慮した輻射流体シミュレーションによる ULXアウトフ
ローの起源解明

85. 長谷川　大　空 東京大学 星団形成期における星周円盤の外的破壊
86. Tilman Hartwig 東京大学 An Open Source Code to Simulate the First Galaxies
87. 浜　名　　　崇 国立天文台 HSCサーベイcosmic shearデータの宇宙論解析
88. Hamidani Hamid 京都大学 Jet propagation in neutron star mergers ejecta

89. 林　　　航　平 東京大学 高解像度化学力学シミュレーションを用いた超低輝度矮小銀河の形成史と
ダークハロー構造

90. Baiotti Luca 大阪大学 Simulations of magnetized binary neutron star mergers
91. バーコフ　マキシム 理化学研究所 H alpha emission from bow-shock pulsar wind nebulae
92. 馬　場　淳　一 国立天文台 天の川銀河の物質混合過程における外的摂動の影響

93. Hyunbae Park
Kavli Institute for the 
Physics and Mathematics 
of the Universe

Can baryon-dark matter streaming velocity accelerate the cosmic reionization?

94. 樋　口　祐　一 国立天文台 ALMAでの観測に対する大規模構造の影響評価
95. 平　野　信　吾 九州大学 ミニハロー・超音速ガス流をパラメータとした初代星形成サーベイ
96. 福　島　啓　太 大阪大学 宇宙論的流体シミュレーションを用いた原始銀河団中ガスの研究
97. 福　島　　　肇 筑波大学 3次元輻射流体シミュレーションによる星団形成の解明

98. 藤　林　　　翔 Max-Planck-Institute 
for Gravitational Physics 連星中性子星合体後の残存系の長時間進化

99. 藤　本　桂　三 北京航空航天大学 無衝突磁気リコネクションにおける大局的エネルギー解放機構の解明

100. 藤　本　裕　輔 Carnegie Institution 
for Science

天の川銀河シミュレーションで探る短寿命放射性核種の起源と初期太陽系の
形成環境

101. 古　野　雅　之 京都大学 孤立ブラックホールにおける放射非効率降着流の一般相対論的輻射輸送計算
102. Alexander Robert Pettitt 北海道大学 Unveiling the drivers of star formation in disc galaxies
103. 穂　積　俊　輔 滋賀大学 銀河の力学進化における重力ポテンシャルライブラリの作成
104. 細　川　隆　史 京都大学 初期宇宙における大質量多重星系の形成
105. 前　田　啓　一 京都大学 超新星と突発的爆発天体の輻射輸送計算
106. 前　田　龍之介 名古屋大学 中性水素ガス衝突による大質量星団形成の理論的研究

107. 正　木　彰　伍 鈴鹿工業高等専門
学校

超サーベイ領域サイズの密度揺らぎによる潮汐場が暗黒物質ハローに与える
影響
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108. 町　田　真　美 九州大学 降着円盤中の渦状腕不連続面形成機構の解明

109. 松　井　秀　徳 旭川工業高等専門
学校 衛星銀河衝突合体が銀河進化に与える影響の理論的研究

110. 松木場　亮　喜 東北大学 低金属度環境下における星周円盤の自己重力不安定性の理論的研究
111. 松　本　　　仁 福岡大学 相対論的ジェットの磁場散逸モデルに基づく加速機構の解明

112. 水　田　　　晃 理化学研究所 ロングガンマ線バーストジェットの伝播の3次元相対論的流体シミュレー
ション

113. 三　谷　啓　人 東京大学 ホットジュピターの大気構造における恒星風および輻射圧の影響
114. 道　越　秀　吾 京都女子大学 土星の環と衛星ミマスのリンドブラッド共鳴による構造形成
115. 箕　田　鉄　兵 名古屋大学 磁場の存在を考慮した宇宙論的構造形成の理論構築
116. 村　上　広　椰 名古屋大学 機械学習を用いた暗黒物質の質量探査
117. 森　井　健　翔 茨城大学 周囲のガスの降着による連星の種の成長

118. 森　山　小太郎 Massachusetts Institute 
of Technology

ブラックホールスピンの直接測定 : VLBI観測を想定した落下ガス雲の一般相
対論的磁気流体シミュレーション

119. 矢　島　秀　伸 筑波大学 原始銀河団と宇宙再電離の統一モデルに向けた宇宙論的輻射流体計算
120. 山　木　智　徳 北海道大学 巨大質量ブラックホールへの質量降着率の乱流粘性モデルとフィードバック
121. 横　井　喜　充 東京大学 Development of subgrid-scale models for astrophysical turbulent flows
122. 横　山　将　汰 東京大学 非一様媒質中の衝撃波による粒子加速シミュレーション
123. 吉　成　直　都 東京大学 連星を含む球状星団のための新しいN体計算コードの開発
124. 和　田　桂　一 鹿児島大学 成長途中のSMBH周りの多相星間ガスの構造とフィードバック
125. 王　　　怡　康 東京大学 Study of MHD waves in chromospheric heating

126. Long Wang 東京大学 Large N-body simulations of globular clusters for studying gravitational waves and 
stellar dynamics

127. Abednego Wiliardy 大阪大学 AGN Feedback Model in GADGET3-Osaka

XC-B（追加募集分）
代表者 所属機関 研究題目

1. 秋　津　一　之 東京大学 非等方宇宙におけるN体シミュレーション
2. 加　藤　ちなみ 東北大学 様々な初期質量の親星を用いた前兆ニュートリノ放出の系統的調査

3. 栗　田　智　貴
Kavli Institute for the 
Physics and Mathematics 
of the Universe

銀河形状及びハロー形状データを用いた初期宇宙の物理を探る数値的手法の
開発

4. 谷　本　　　敦 東京大学 モンテカルロ輻射輸送計算によるクランピートーラスからの高精度X線スペ
クトルモデルの作成

5. 千　秋　　　元 Georgia Institute of 
Technology 初代銀河の星形成と元素合成

6. 羅　　　景　暉 東京大学 磁気リコネクションにおいて電流シートの非一様性による影響の解明
7. 藤　井　悠　里 名古屋大学 周惑星円盤の形成とそのふるまいについて

8. 藤　田　あき美 信州大学 High-metallicity, iron-rich weak MgII absorbers and CIV absorbers in galactic 
outflows from an intermediate-redshift dwarf satellite galaxy

9. 松　本　光　生 東京大学 輻射流体計算によるトーラス内微細構造形成過程の研究

XC-MD
代表者 所属機関 研究題目

1. 赤　穗　龍一郎 早稲田大学 一般相対論的ボルツマン -流体コードによる大質量星の重力崩壊計算

2. 井　上　壮　大 筑波大学 超高光度X線パルサーの構造解明に向けた３次元一般相対論的輻射磁気流体
力学シミュレーション

3. 井　上　慎一朗 鹿児島大学 磁気流体力学シミュレーションによる原始星周囲の偏波構造の解明
4. 渦　尾　泰　成 鹿児島大学 近傍銀河核のCO回転遷移による吸収線解析
5. 内　海　碧　人 筑波大学 エディントン限界降着率を超えるブラックホール降着円盤のスピン依存性の研究
6. 蛭　子　俊　大 千葉大学 ダークマターの自己相互作用を考慮した宇宙の構造形成シミュレーション
7. 岡　村　達　弥 名古屋大学 原始惑星系円盤及び惑星大気を考慮した原始惑星への固体小天体集積の見積もり
8. 河　合　航　佑 名古屋大学 惑星形成における衝突破壊の再検討
9. 木　村　和　貴 京都大学 初代星形成における原始星周りの円盤進化
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10. 栗　田　智　貴
Kavli Institute for the 
Physics and Mathematics 
of the Universe

ダークマターハロー形状を用いた初期宇宙の物理の探求

11. 小　林　雄　大 鹿児島大学 原始惑星系円盤の形成過程におけるアウトフロー、磁気ブレーキ、pseudo-
diskの形成過程と磁場強度の関係

12. 小　林　洋　祐 東京大学 エミュレータと銀河擬似カタログを用いた銀河パワースペクトルの宇宙論解析
13. 駒　木　彩　乃 東京大学 原始惑星系円盤光蒸発シミュレーション
14. 薦　田　幸　弘 福岡大学 高解像度計算で解き明かす超新星爆発のニュートリノ・重力波シグナル

15. 齊　部　和　樹 鹿児島大学 3次元N体シミュレーションASURAによるNGC1068トーラスの非対称輝線
とCounter-Rotationの解析

16. 定成　健児エリック 東北大学 3次元磁気流体計算による初代星形成過程
17. 柴　田　　　翔 東京大学 原始惑星の重力散乱が平均運動共鳴捕獲を破壊する効率の定量的検証
18. 首　藤　友　理 鹿児島大学 磁気流体シミュレーションを用いた活動銀河核からのアウトフロー
19. 関　口　太　郎 北海道大学 木星雲対流の2次元数値実験 -温度分布・放射冷却率分布に対する依存性の調査 -
20. 高　石　大　輔 鹿児島大学 乱流と磁場を考慮した分子雲コア中の連星形成条件の解明 -- II
21. 田　嶋　裕　太 九州大学 冷却を考慮した渦巻銀河の数値シミュレーション
22. 田　中　一　詳 青山学院大学 星間風と恒星風の相互作用シミュレーション

23. 田　中　俊　行 名古屋大学 初代星由来の21-cm線空間分布シミュレーションに用いるサブグリッドモデ
ル作成

24. 張　　　　　瑩 北海道大学 Spiral Structure In Gaseous Discs Driven By Different Mechanisms
25. 中　村　拓　未 福岡大学 SN 1987A新星を使用した2次元数値計算による超新星重力波の自転依存性
26. 林　　　航　大 京都大学 低質量ブラックホール・中性子星連星の合体に対する数値相対論的研究
27. Smaranika Banerjee 東北大学 Simulations of early kilonova emission from neutron star mergers
28. 平　田　圭　佑 東京大学 空隙、リング構造ありの原始惑星系円盤のモデル計算コード開発
29. 黄　　　永　嘉 理化学研究所 Binary neutron star mergers based on first-order phase-transition EOSs
30. 堀　江　　　秀 北海道大学 分子雲の物理状態と銀河の星形成
31. 堀之内　弘　将 福岡大学 超新星爆発シミュレーションにおける高密度状態方程式の動的進化に及ぼす効果
32. 正　木　寛　之 千葉大学 機械学習と数値計算を用いた太陽表面の物理量予測
33. 森　脇　可　奈 東京大学 N体シミュレーションと輻射輸送計算を用いた宇宙再電離の研究
34. 油　谷　直　道 鹿児島大学 N体シミュレーションによる銀河衝突の疑似赤外観測

XC-MD（追加募集分）
代表者 所属機関 研究題目

1. 石　城　陽　太 東京大学 Early instabilityモデルに基づいた大規模惑星系N体計算
2. 太　田　雅　人 大阪大学 無衝突ワイベル衝撃波による粒子加速の研究
3. 大　谷　亮　仁 神戸大学 等質量天体の低速度衝突による天体の形状と自転速度の変化の解析
4. 小　野　遥　香 東北大学 低金属量星形成におけるCMBの効果
5. 木　下　真　一 国立天文台 Interaction of turbulent cloud with shock
6. 鐘　　　伊　慈 東京大学 How much can supernova fallback invade newborn pulsar wind and magnetosphere?

XC-Trial
代表者 所属機関 研究題目

1. 新　居　　　舜 京都大学 Development for N-body simulation in modified gravity
2. 幾　田　　　佳 京都大学 パラレルテンパリングによる恒星黒点マッピング

3. Ignacio Botella 
Lasaga 京都大学 SMBH large range accretion disk simulations

4. 石　城　陽　太 東京大学 惑星系形成過程の大域的なN体計算
5. 今　枝　佑　輔 法政大学 分子雲コア自己重力収縮時におけるダスト成長過程の研究
6. 植　田　高　啓 国立天文台 ダストの局所濃集によって形成される影が円盤温度構造に与える影響
7. 大　谷　亮　仁 神戸大学 小惑星同士の衝突による自転速度変化の解析
8. 大　槻　圭　史 神戸大学 小惑星の衝突破壊シミュレーション
9. 柏　木　頼　我 総合研究大学院大学 フィラメント衝突による誘発的星形成過程の研究

10. Gabriel Rigon 名古屋大学 Study of turbulence effects on type Ia supernova remnant evolution - Preparation
11. 木　下　真　一 国立天文台 分子雲衝突の観測的特徴の調査
12. Chris Nagele 東京大学 Neutrino Transfer Simulations of Collapsing Pop III Supermassive Stars.
13. 柴　田　健　吾 大阪大学 恒星黒点の形成・消滅過程に対する背景磁場の寄与
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14. 清　水　公　彦 東京大学 恒星風の大規模構造のシミュレーション
15. 清　水　莉　緒 神戸大学 巨大衝突のSPHシミュレーションによる研究
16. 妹　尾　梨　子 東京大学 衝撃波と星間雲の相互作用過程における星間雲の破壊と乱流の生成
17. 仙　波　千　尋 神戸大学 SPH法を用いた小惑星自転変化に関する研究

18. 谷　川　享　行 一関工業高等専門
学校 円盤面から軌道が傾いたガス惑星へのガス降着流

19. 谷　本　　　敦 東京大学 モンテカルロ輻射輸送計算による降着円盤からのX線偏光スペクトル計算

20. 千　秋　　　元 Georgia Institute of 
Technology 初代銀河における星形成と元素進化

21. Jackson McClary 
Norris 大阪大学 High-Redshift Cloudy Modeling to Constrain Feedback Models of Galaxy Evolution

22. 仲　里　佑利奈 東京大学 ダークマターとバリオン間の相対速度がもたらす初代星形成過程に対する影響

23. 中　山　陽　史 東京大学 M型星周りの系外地球型惑星が持つ炭素循環・表層環境制約に向けた高層大
気モデリング

24. Nicolas Ledos 大阪大学 XC50 Trial application for cold gas stream flow simulation
25. 西　脇　公　祐 東京大学 銀河団からの電磁波・ニュートリノ放射の一次元モデリング
26. 林　　　利　憲 東京大学 重力三体系の力学進化とその連星ブラックホール探査への応用
27. 樋　口　　　諒 名古屋大学 衝撃波フェルミ加速の数値計算法の比較と開発
28. 平　島　敬　也 東京大学 規模並列計算をいた銀河の化学動学進化の研究
29. 藤　井　悠　里 名古屋大学 磁場構造を考慮した宇宙線粒子の原始惑星系円盤への侵入と伝播
30. Hei Yin Jowett Chan 東北大学 Simulation of Ultra-light Dark Matter
31. 藤　田　あき美 信州大学 Galactic Outflow Production of Multiphase Gas in the Circumgalactic Medium
32. 船　渡　陽　子 東京大学 銀河中心の星の軌道分布の永年進化
33. Benjamin Wu 国立天文台 On the Formation of Massive Prestellar Clumps
34. 松　本　光　生 東京大学 輻射輸送計算を用いたAGN周囲でのCO振動回転遷移吸収の理論的予測
35. Metin Ata 東京大学 Constrained simulations of high redshift structures
36. 森　　　昇　志 東京大学 原始惑星系円盤の地球形成領域における温度構造の解明：初期温度依存性
37. 芳　岡　尚　悟 山口大学 広域輻射流体計算による超臨界降着流からのアウトフロー機構の解明
38. 羅　　　景　暉 大阪大学 磁気リコネクションにおいて電流シートの非一様性による影響の解明

39. Laura Barrio I 
Hernandez 早稲田大学 Proto-neutron Star Cooling with General Relativistic Boltzmann Neutrino Transport

40. Roberto Iaconi 京都大学 Massive stars common envelope simulations
41. 汪　　　士　傑 東京大学 The migration and accretion of a multi-planetary system inside a disk: the case of PDS 70
42. 周　　　新　宇 東京大学 Magnetic Reconnection Associated with Emerging Flux

GRAPE
代表者 所属機関 研究題目

1. 大　槻　圭　史 神戸大学 惑星リングの力学進化
2. 銭　谷　誠　司 神戸大学 宇宙磁気流体シミュレーションコード “OpenMHD”の開発
3. 中津野　侃　貴 東京大学 天の川銀河と超巨大ブラックホールの共進化に関するシミュレーション研究
4. 馬　場　淳　一 国立天文台 動的非軸対称銀河における太陽系星団の破壊過程と兄弟星分布の理論予測
5. 星　野　　　遥 東京大学 低質量星周りの惑星系形成の理論的解明

6. Miki Nakajima University of 
Rochester Constraints on exomoon formation

7. 道　越　秀　吾 京都女子大学 土星の環の重力粘性
8. 村　上　広　椰 名古屋大学 機械学習を用いた暗黒物質の質量探査
9. 吉　田　雄　城 東京大学 CPU及びGPU並列化によるCold-collapse問題のN体計算の性能比較

計算サーバ
代表者 所属機関 研究題目

1. 伊　藤　孝　士 国立天文台 オールト雲起源新彗星の力学進化
2. 井　上　茂　樹 筑波大学 星間ガス分光観測と銀河形成シミュレーションを直接比較可能にする理論モデル
3. Wong Wai Emily 東京工業大学 The study of Solar System evolution with Nice models

4. 海老原　　　樹 東京大学 巨大クレーター衝突時の衝撃波伝播計算によるリュウグウ・ベヌーの内部強
度・構造推定

5. 大　谷　亮　仁 神戸大学 小惑星同士の衝突が引き起こす自転速度の変化
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6. 大　槻　圭　史 神戸大学 周惑星円盤への固体物質供給過程
7. 大　野　　　遼 千葉工業大学 衝撃回収実験の回収試料が経験した温度圧力の推定
8. 小　川　瑞　樹 東京理科大学 中性子星のパスタ構造における中間相モデルの構築
9. 荻　原　正　博 国立天文台 進化する円盤中でのスーパーアース形成

10. 甲　斐　達　也 東京大学 アルベーン波乱流効果と衝撃波によるコロナループの１次元シミュレーション
11. 河　合　航　佑 名古屋大学 惑星形成における衝突破壊の重要性の再検討
12. 川　島　由　依 理化学研究所 系外惑星のスペクトル・リトリーバルコードへの非平衡化学の導入
13. 川　畑　佑　典 国立天文台 磁気リコネクション効率の周辺環境依存の解明
14. 郭　　　康　柔 国立天文台 Planetesimal dynamics in the presence of a massive companion

15. 工　藤　哲　洋 長崎大学 フィラメント状分子雲の形成，分裂，分子雲コア形成の電磁流体力学数値シ
ミュレーション

16. 黒　澤　耕　介 千葉工業大学 iSALE shock physics codeを用いた衝突実験試料の温度圧力解析
17. 國　友　正　信 久留米大学 太陽組成問題の解明：惑星形成が及ぼす影響の調査
18. 古　賀　駿　大 九州大学 円盤の形成過程を考慮したダストの進化過程の解明
19. 小　銀　　　翼 神戸大学 惑星と微惑星の重力相互作用による軌道進化
20. 固　武　　　慶 福岡大学 詳細なニュートリノ・素粒子反応を含む超新星コードの開発
21. 近　藤　光　志 愛媛大学 非対称磁気リコネクションの磁気流体計算

22. 佐々木　俊　輔 総合研究大学院大学 多次元的効果を取り入れた超新星爆発一次元シミュレーションによる親星依
存性・パラメーター依存性の検証

23. 佐　竹　　　渉 千葉工業大学 衝撃を受けた長石試料の衝撃及び熱履歴の考察
24. 柴　垣　翔　太 福岡大学 ｒプロセスと磁場駆動超新星爆発の元素合成に関する研究
25. 嶌　生　有　理 宇宙航空研究開発機構 iSALE を用いた弾丸形状とクレータ形態に関する数値的研究
26. 庄　田　宗　人 国立天文台 磁気流体波動と恒星の自転の効果を考慮した一次元恒星風モテル
27. 末　次　　　竜 産業医科大学 衝突シミュレーションによる爆破実験と衝突現象の対応関係の解明
28. 杉　山　尚　徳 国立天文台 銀河赤方偏移バイスペクトル解析手法の確立に向けて

29. パトリック ソフィ
ア リカフィカ 近畿大学 Constraining Terrestrial Planet Formation

30. 瀧　　　哲　朗 国立天文台 局所的なダスト成長の駆動を可能にする円盤進化パラメータの探索
31. 滝　脇　知　也 国立天文台 超新星爆発の3次元計算の準備
32. 多　田　将太朗 総合研究大学院大学 新型高分散分光器の効率の計算
33. 近　貞　直　孝 防災科学技術研究所 惑星の表層進化過程に於ける海洋への小天体衝突の数値モデル化
34. 城　野　信　一 名古屋大学 小惑星へのコンドリュールの落下
35. Yuting Lu 東京大学 Measurement of stellar rotation period and inclination angle using asteroseismology
36. ChenEn Wei Ericsson japan The effect of the mantle reaction
37. 土　肥　　　明 九州大学 複雑な中性子星内部・表面の物理過程を考慮したX線バーストのモデリング
38. Trani Alessandro 東京大学 Density cusps around massive black holes as nurseries of gravitational wave events
39. 冨　永　　　望 甲南大学 超新星爆発・ガンマ線バーストの輻射流体・元素合成計算
40. 西　村　信　哉 理化学研究所 現実的な rプロセス元素合成における原子核物理の不定性の影響
41. 野　津　翔　太 理化学研究所 原始惑星系円盤の化学構造計算とスノーライン・分子組成
42. 野　村　英　子 国立天文台 原始惑星系円盤における化学進化
43. 長谷川　幸　彦 東京大学 ダストアグリゲイトの衝突成長と物性の関係
44. 坂　　　牧　子 国立天文台 Consideration of the data analysis approach for FFP microlensing parallax
45. 樋　口　有理可 国立天文台 太陽系小天体の軌道進化

46. 深　川　奈　桜 総合研究大学院大学 The contribution of rotating massive stars to the chemical enrichment in the low-
metallicity environments of dwarf galaxies

47. 布　施　綾　太 日本大学 iSALEを用いた衝突閃光の発光メカニズムに関する研究
48. 船　渡　陽　子 東京大学 太陽系外縁天体の軌道進化に対する銀河系ポテンシャルの影響
49. 胡　　　博　超 東京工業大学 周惑星円盤の赤外線・電波観測のモデル計算：衛星形成の条件
50. 古　澤　　　峻 東京理科大学 高密度天体現象と核物質状態方程式の統合的研究
51. 古　家　健　次 国立天文台 観測とモデルの比較による原始惑星系円盤ガスの物理・化学構造への制約
52. 星　野　　　遥 東京大学 低質量星における惑星系形成過程の理論的解明
53. 前　田　夏　穂 神戸大学 巨大惑星の周惑星円盤へのダストの供給
54. Jingyi Mah 東京工業大学 Terrestrial Planet Formation with Pebble Accretion
55. 松　本　侑　士 中央研究院 巨大衝突成長を経た中心星近傍スーパーアースの半径分布

56. 水　野　陽　介 Goethe University 
Frankfurt Magnetised accretion flow onto a black hole in alternative theory of gravity
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（2）共同開発研究
研究交流委員会採択分

代表者 所属 研究課題
1. 藤　澤　健　太 山口大学時間学研究所 On-the-fly干渉計mapping法によるコンパクト電波源の無バイアス探査
2. 酒　向　重　行 東大理・天文学教育研究センター 高速タイムドメイン観測用CMOSカメラモジュールの開発
3. 久　野　成　夫 筑波大学数理物質系 南極30c m望遠鏡用500 GHz帯広帯域2SB受信機の開発

4. 長谷部　　　孝 宇宙航空研究開発機構宇宙科学
研究所

多段ドライエッチング加工を用いたサブミリ波観測用シリコン素
子の広帯域反射防止構造の開発

5. 田　村　陽　一 名古屋大学大学院理学研究科 北半球最高感度ミリ波サブミリ波ヘテロダイン受信システム
LMT-FINER：デジタルサイドバンド分離広帯域分光計の開発 （II）

6. 秋　山　正　幸 東北大学大学院理学研究科 すばる望遠鏡トモグラフィー補償光学のための大気揺らぎリアル
タイムプロファイル測定法の実証

（3）研究集会
研究交流委員会採択分

代表者 所属 研究課題
1. 西　村　信　哉 京都大学基礎物理学研究所 rプロセス研究会「星の錬金術から銀河考古学へ」
2. 山　中　雅　之 京都大学大学院理学研究科 The 11th OISTER workshop
3. 坂野井　　　健 東北大学大学院理学研究科 可視赤外線観測装置技術ワークショップ2020
4. 高　橋　　　智 佐賀大学理工学部 第9回観測的宇宙論ワークショップ
5. 古　屋　　　玲 徳島大学教養教育院 2020年代の（サブ）ミリ波単一鏡サイエンスを展望する
6. 山　下　祐　依 東京大学大学院理学系研究科 天文天体物理若手夏の学校
7. 野　上　大　作 京都大学大学院理学研究科 2020年度光学赤外線天文連絡会シンポジウム
8. 細　川　隆　史 京都大学大学院理学研究科 第33回理論天文学宇宙物理学懇談会シンポジウム
9. 川　口　則　幸 国立天文台 2020年度VLBI懇談会シンポジウム「VLBIの未来と夢」

10. 泉　　　拓　磨 国立天文台ハワイ観測所 第7回銀河進化研究会（7th Galaxy Evolution Workshop）

（4）NAOJシンポジウム
該当なし

57. 宮　崎　　　凌 東京工業大学 衝突蒸気雲内における化学反応計算
58. 村　川　幸　史 大阪産業大学 氷ダスト原始惑星系円盤の輻射輸送計算
59. 森　　　寛　治 東京大学 超新星爆発シミュレーションで探るアクシオンの性質
60. 守　屋　　　尭 国立天文台 Stripped-envelope超新星におけるニッケル混合の光度曲線への影響
61. 脇　田　　　茂 Purdue University 原始惑星系円盤での微惑星の形成・進化の解明
62. 鷲ノ上　遥　香 東京大学 小質量低金属量星大気の性質解明に向けた系統的研究
63. 汪　　　士　傑 東京大学 Architecture of planetary systems predicted from various protoplanetary disks

⑧RISEプロジェクト（共同利用）
施設・設備利用

代表者 所属機関 研究題目

1. 白　石　浩　章 JAXA
宇宙科学研究所 月惑星探査用地震計の低温環境特性データ取得

2. 高　橋　　　亮 岩手県立水沢高等
学校 月の満ち欠けと表面下温度の関係Part4
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2.　談話会

三鷹地区

第1070回 6月12日 （金）野　村　英　子 国立天文台科学
研究部 原始惑星系円盤中の水と複雑な有機分子

第1071回 6月19日 （金）町　田　真　美 国立天文台科学
研究部 高温降着流における渦状エントロピー構造の形成 

第1072回 6月26日 （金）藤　井　友　香 国立天文台科学
研究部 

Atmospheric Modeling and Observational Prospects for Potentially 
Habitable Planets around Low-mass Stars 

第1073回 7月10日 （金）大　内　正　己 国立天文台科学
研究部 

Co-evolution of Galaxies and the Inter-Galactic Medium over z~0-
10 Uncovered with Large Telescopes Including Subaru, ALMA, and 
the Next Generation 21cm Telescope 

第1074回 7月17日 （金）原　田　ななせ 国立天文台科学
研究部 Astrochemical richness in external galaxies

第1075回 9月4日 （金）徳　田　一　起 
大阪府立大学／
国立天文台アル
マプロジェクト

最新電波望遠鏡で星の卵の進化を追う

第1076回 9月18日 （金）赤　堀　卓　也 国立天文台水沢
VLBI観測所

不死鳥は蘇るか？　冷え尽きようとする銀河団中心に生まれ
た若いジェットを発見 

第1077回 9月25日 （金）但　木　謙　一 国立天文台アル
マプロジェクト

すばる望遠鏡の画像ビッグデータと畳み込みニューラルネッ
トワークを用いた銀河の形態分類 

第1078回 10月9日 （金）田　中　　　圭 国立天文台アル
マプロジェクト 食塩と熱水に包まれた双子の大質量原始星 

第1079回 11月6日 （金）臼　田　知　史
／青木　和光

国立天文台TMT
プロジェクト TMTとすばるの連携によるサイエンスとTMT計画の現状 

第1080回 11月13日（金）苔　山　圭以子 東京大学宇宙線
研究所

Status of KAGRA, underground cryogenic gravitational wave 
telescope

第1081回 12月4日 （金）札　本　佳　伸 

国立天文台アル
マプロジェクト
／早稲田大学理工
学術院総合研究所

銀河急成長の謎に挑む：
ALMAでとらえた高赤方偏移銀河の姿 

第1082回 12月11日（金）栗　田　光樹夫
／木野　勝

京都大学理学研
究科

自由曲面の製作技術とせいめいプロジェクト / せいめい望遠
鏡の分割鏡制御と運用状況 

第1083回 2月19日 （金）長谷川　哲　夫 国立天文台アル
マプロジェクト 坂の上の雲、その先へ

第1084回 2月26日 （金）末　松　芳　法 国立天文台太陽観測
科学プロジェクト Solar-B, C and Beyond

第1085回 3月5日 （金）福　島　登志夫 国立天文台 天文学的数学 Mathematics for Astronomy

第1086回 3月12日 （金）富　阪　幸　治 国立天文台科学
研究部 星形成研究

第1087回 3月26日 （金）梶　野　敏　貴 国立天文台科学
研究部 

神秘の宇宙・元素・生命の誕生 
Mysterious link among the birth of the universe, elements and life

野辺山地区

第713回 3月26日 （金）堤　　　稔　喜 山口大学 野辺山45m電波望遠鏡における3帯域同時VLBI観測を指向し
た86GHz受信機の立ち上げと試験観測
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3.　受入研究員

客員教授等

国内

客員教授
氏名 所属機関 期間 受入研究部等

林　　　祥　介 神戸大学大学院理学研究科 2020年4月1日～2021年3月31日 天文シミュレーションプロジェクト 

客員准教授
氏名 所属機関 期間 受入研究部等

高　橋　慶太郎 熊本大学大学院先端科学研究部 2020年4月1日～2021年3月31日 水沢VLBI観測所
川　口　俊　宏 尾道市立大学経済情報学部 2020年4月1日～2021年3月31日 先端技術センター

日本学術振興会外国人特別研究員

氏名 受入期間 受入教員
Capocasa, Eleonora 2018年9月30日～2020年8月31日 Flaminio, Raffaele
Page, Michael Anthony 2020年11月30日～2022年11月29日 麻　生　洋　一
Eisenmann, Marc 2020年11月30日～2022年11月29日 Leonardi, Matteo

日本学術振興会特別研究員

氏名 研究課題 受入期間 受入教員
荒　川　創　太 小天体の熱史から紐解く太陽系と兄弟星の生い立ち 2020年4月1日～2023年3月31日 小久保　英一郎

松　下　祐　子 低質量星から大質量星における星形成過程の統一的
理解 2020年4月1日～2021年3月31日 富　阪　幸　治

佐々木　宏　和 超新星ニュートリノによる非標準相互作用の探索 2020年4月1日～2021年2月21日 中　村　文　隆

庄　田　宗　人 シミュレーション・観測から迫る太陽風駆動メカニ
ズムの理解 2019年4月1日～2022年3月31日 勝　川　行　雄

馬　場　俊　介 活動銀河核トーラスの形成と中心核周辺の爆発的星
形成活動との関連の研究 2019年4月1日～2022年3月31日 今　西　昌　俊

播　金　優　一 多波長分光観測で探る遠方銀河の化学進化 2019年4月1日～2020年5月31日 松　田　有　一

植　田　高　啓 次元ガス・ダスト共進化計算から解き明かす岩石・
氷微惑星形成 2019年4月1日～2022年3月31日 片　岡　章　雅

鷲　見　貴　生 バースト重力波イベント検出のための重力波望遠鏡
の突発性雑音評価 2019年4月1日～2022年3月31日 都　丸　隆　行

小坂井　千　紘 KAGRAにおける低周波数領域のキャリブレーショ
ン手法の開発と実装 2018年4月1日～2021年3月31日 都　丸　隆　行
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VII　大学院教育
1.　総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専攻

　総合研究大学院大学は、大学共同利用機関と連係・協力
して、大学院教育を推進するために1988年に設立され、文
化科学・数物科学・生命科学・先導科学の4研究科からなる
独立大学院であったが、2004年4月に数物科学研究科を物
理科学研究科、高エネルギー加速器科学研究科、複合科学
研究科に改組し、合計6研究科の体制で博士課程の教育研
究を行っている。
　国立天文台は、物理科学研究科天文科学専攻として、
1992年度から博士後期課程の学生を受け入れている。さら
に2006年度から5年一貫制の学生を受け入れている（2004
年4月より数物科学研究科から物理科学研究科に改組）。

（1）専攻の目的
　世界最先端の観測装置やスーパーコンピュータを有する
研究環境の下で、天文学および関連する分野の観測的・理
論的、また装置開発に関わる研究を通じ、世界第一線で活
躍できる研究者、先端技術の発展を担う専門家、および高
度な専門知識を背景に科学の普及に努める人材の育成を目
的とする。
　入学定員：2名〔5年一貫制博士課程1学年について〕
　　　　　　3名〔博士後期課程1学年について〕
　学　　位：博士（学術）〔博士論文の内容によっては理学

又は工学〕を授与

（2）アドミッションポリシー
《求める学生像》
　天文・宇宙に強い関心があり、解明しようとする問題に、
理論的・観測的研究、あるいは観測装置の開発研究を通し
て取り組む意欲があり、基礎学力のみならず論理性、創造
性など、必要な素養を持つ学生を求める。

（3）講座編成
光赤外線天文学系講座

［教育・研究指導分野］
地上天文観測／光・赤外線望遠鏡システム／惑星／太陽・
恒星・星間物質／銀河・宇宙

電波天文学系講座
［教育・研究指導分野］
地上天文観測／電波望遠鏡システム／太陽・恒星・星間物
質／銀河

共通基礎天文学系講座

［教育・研究指導分野］
精密計測／大気圏外観測／天文情報数値解析／地球・惑
星・太陽／銀河・宇宙

（4）教育研究指導
　最先端の光学赤外線望遠鏡、電波望遠鏡を用いたさまざ
まな観測的研究及び理論的研究を通じて、研究現場と教育
現場の連携のもとに、天文科学の高度な教育研究を行う。
天文科学専攻は研究領域ごとに、光赤外線天文学系、電波
天文学系、共通基礎天文学系の3講座で組織されているが、
この3講座が一体となって教育研究指導にあたる。さまざ
まなバックグラウンドを持つ大学院生が高度化する天文科
学分野で創造性豊かな研究が行えるよう、第1年次は、天文
科学の基礎となるべき事項の習得に努め、2年次以降、観測
の基礎となる先端的新技術の学理と応用、新しい観測装置
の設計・製作・実験、データ取得・解析法の開発等を学ぶ
とともに、観測天文学の基礎・応用にわたる技術開発と理
論研究を含む天文科学研究に重点をおくこととする。
　

（5）経済的支援
　総合研究大学院大学物理科学研究科天文科学専攻の学生
に対し、研究活動の効果的推進、研究体制の充実および若
手研究者としての研究遂行能力の育成を図るとともに、経
済的基盤の補助を与えるために、「准研究員制度」「RA制
度」を設けている。また、2020年度より、特に優秀な学生
が学業や研究により一層専念できる環境を整え、専攻が生
み出す研究者の水準をさらに向上させることを目的とする

「国立天文台ジュニア・フェロー制度」を導入した。
　2020年度は、国立天文台ジュニア・フェローとして6名、
准研究員として17名、RAとして3名を採用した。
　また、国際会議での英語による研究発表や、外国の望遠
鏡での観測などを奨励するための経費として「海外渡航支
援費」制度や、自らの独創的なアイデアを基に研究・実験
等を計画・実施するための装置開発や物品購入等に使用す
る経費として「奨励研究費」制度を設け、在学生の研究環
境のさらなる充実を図っている。
　2020年度は、奨励研究費として1件採択した。

（6）学部学生向け事業
　学部学生や海外学生向けの教育事業として、総合研究大
学院大学「サマーステューデント」「スプリングスクール」

「アジア冬の学校」を実施する。また「入試ガイダンス」を
実施する。
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（7）併任教員

合計113名
（2021年3月31日現在）

天文科学専攻長　　　常田　佐久
光赤外線天文学系講座 電波天文学系講座 共通基礎天文学系講座

臼　田　知　史 教　授 井　口　　　聖 教　授 大　石　雅　壽 教　授
郷　田　直　輝 教　授 鵜　澤　佳　徳 教　授 大　内　正　己 教　授
齋　藤　正　雄 教　授 亀　野　誠　二 教　授 梶　野　敏　貴 教　授
関　口　和　寛 教　授 川　邊　良　平 教　授 小久保　英一郎 教　授
髙　遠　徳　尚 教　授 小　林　秀　行 教　授 都　丸　隆　行 教　授
髙　見　英　樹 教　授 立　松　健　一 教　授 富　阪　幸　治 教　授
宮　﨑　　　聡 教　授 竝　木　則　行 教　授 野　村　英　子 教　授
本　原　顕太郞 教　授 深　川　美　里 教　授 縣　　　秀　彦 准教授
吉　田　道　利 教　授 本　間　希　樹 教　授 麻　生　洋　一 准教授
渡　部　潤　一 教　授 朝　木　義　晴 准教授 市　川　伸　一 准教授
青　木　和　光 准教授 伊王野　大　介 准教授 勝　川　行　雄 准教授
泉　浦　秀　行 准教授 石　井　　　峻 准教授 鹿　野　良　平 准教授
岩　田　　　生 准教授 小　杉　城　治 准教授 小　嶋　崇　文 准教授
大　屋　　　真 准教授 髙　橋　智　子 准教授 下　条　圭　美 准教授
杉　本　正　宏 准教授 永　井　　　洋 准教授 SHAN, Wenlei 准教授
田　中　賢　幸 准教授 中　西　康一郎 准教授 末　松　芳　法 准教授
能　丸　淳　一 准教授 松　尾　　　宏 准教授 関　井　　　隆 准教授
林　　　左絵子 准教授 松　本　晃　治 准教授 髙　田　唯　史 准教授
早　野　　　裕 准教授 南　谷　哲　宏 准教授 中　村　文　隆 准教授
美濃和　陽　典 准教授 GONZALEZ, Alvaro 准教授 花　岡　庸一郎 准教授
今　西　昌　俊 助　教 荒　木　博　志 助　教 原　　　弘　久 准教授
岡　本　桜　子 助　教 泉　　　拓　磨 助　教 藤　井　友　香 准教授
沖　田　博　文 助　教 上　田　暁　俊 助　教 町　田　真　美 准教授
小野寺　仁　人 助　教 梅　本　智　文 助　教 山　岡　　　均 准教授
小宮山　　　裕 助　教 江　澤　　　元 助　教 阿久津　智　忠 助　教
小　山　佑　世 助　教 大　島　　　泰 助　教 石　川　遼　子 助　教
辻　本　拓　司 助　教 亀　谷　　　收 助　教 伊　藤　孝　士 助　教
西　川　　　淳 助　教 河　野　裕　介 助　教 岩　﨑　一　成 助　教
表　　　泰　秀 助　教 寺　家　孝　明 助　教 大　江　将　史 助　教
矢　野　太　平 助　教 砂　田　和　良 助　教 片　岡　章　雅 助　教

田　村　良　明 助　教 久　保　雅　仁 助　教
野　田　寛　大 助　教 白　崎　裕　治 助　教
秦　　　和　弘 助　教 髙　橋　竜太郎 助　教
平　松　正　顕 助　教 滝　脇　知　也 助　教
廣　田　晶　彦 助　教 辰　巳　大　輔 助　教
廣　田　朋　也 助　教 成　影　典　之 助　教
松　田　有　一 助　教 浜　名　　　崇 助　教
三　好　　　真 助　教 原　田　ななせ 助　教

古　澤　久　德 助　教
守　屋　　　尭 助　教

BENOMAR, Othman 助　教
DAINOTTI, Maria Giovanna 助　教

LEONARDI, Matteo 助　教
SANHUEZA, Patricio 助　教

　2020年度は、サマーステューデントに19名を採用した。
オンラインで実施された「アジア冬の学校」には16か国か
ら325名の申込みがあり、このうち247名が受講した。また、

同じくオンラインで実施された「スプリングスクール」に
は27名が参加した。
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（8）大学院学生（計30名）

第1学年（6名）
大学院学生 主任指導教員 指導教員 研究課題

石　原　昂　将 斎　藤　正　雄 中　村　文　隆 星形成領域の観測研究
佐々木　俊　輔 滝　脇　知　也 町　田　真　美 超新星の爆発機構の研究
杉　森　加奈子 田　中　賢　幸 岩　田　　　生 初期宇宙における銀河の形成と進化

多　田　将太朗 小　谷　隆　行 早　野　　　裕 
美濃和　陽　典

太陽系外惑星探査・キャラクタリゼーションのための新型高分散分
光器開発

土　井　聖　明 片　岡　章　雅 野　村　英　子 
深　川　美　里 原始惑星系円盤観測から解き明かす惑星形成

Abdurrahman, 
Naufal 田　中　賢　幸 小　山　佑　世 宇宙大規模構造の形成に伴う銀河の形態進化の研究

第2学年（5名）
大学院学生 主任指導教員 指導教員 研究課題

笠　木　　　結 小　谷　隆　行 林　　　左絵子 
青　木　和　光 近赤外視線速度法によるＭ型星まわりの地球型惑星の研究

柏　木　頼　我 富　阪　幸　治 滝　脇　知　也 シミュレーションによる星形成過程の研究
小　林　宇　海 田　中　賢　幸 中　西　康一郎 銀河の衝突と合体がAGN活動性に及ぼす影響
中　野　すずか 今　西　昌　俊 中　西　康一郎 銀河と活動的な超巨大ブラックホールの相互作用、共進化の研究

政　井　崇　帆 Gonzalez, Alvaro 鵜　澤　佳　徳 
小　嶋　崇　文 電波天文用（サブ）ミリ波受信機の光学系と導波管部品の開発

第3学年（3名）
大学院学生 主任指導教員 指導教員 研究課題

竹　村　英　晃 中　村　文　隆 廣　田　朋　也 分子雲コアの質量関数に着目した星形成過程の研究

西　海　　　拓 堀　　　安　範 青　木　和　光 
泉　浦　秀　行

宇宙望遠鏡とMuSCATシリーズを用いた高精度測光観測で探る系外
惑星 のキャラクタリゼーション 

Bilinskyi, Illia 野　村　英　子 小久保　英一郎 惑星系形成についての理論的研究

第4学年（6名）
大学院学生 主任指導教員 指導教員 研究課題

伊　藤　　　慧 田　中　賢　幸 松　田　有　一 すばる望遠鏡広視野撮像観測に基づく原始銀河団の研究
宍　戸　高　治 都　丸　隆　行 麻　生　洋　一 低温重力波望遠鏡KAGRAにおける振り子の熱雑音低減に関する研究
津久井　崇　史 井　口　　　聖 永　井　　　洋 ガスおよび星の動力学を用いた銀河の構造形成とその進化の解明
竝　木　茂　朗 小　山　佑　世 田　中　賢　幸 多波長観測データに基づく銀河のガス流出入と化学進化の研究
石　川　遼太郎 末　松　芳　法 勝　川　行　雄 偏光分光観測による太陽光球での乱流・磁場相互作用の研究
Liang, Yongming 田　中　賢　幸 松　田　有　一 すばるHSCを用いて明らかにするz=2での銀河と銀河間物質の関係

第5学年（10名）
大学院学生 主任指導教員 指導教員 研究課題

石　川　裕　之 青　木　和　光 林　　　左絵子 M型星の大気組成・物理パラメーターの解明
谷　岡　　　諭 麻　生　洋　一 髙　橋　竜太郎 次世代低温重力波望遠鏡の実現に向けたフィジビリティスタディ
八　田　良　樹 関　井　　　隆 原　　　弘　久 星震学における内部回転の逆問題

渡　辺　紀　治 堀　　　安　範 髙　見　英　樹 
青　木　和　光 高温星周りの巨大惑星の研究

神　原　永　昌 富　阪　幸　治 原　　　弘　久 高電離天体プラズマ分光診断
Cui, Yuzhu 本　間　希　樹 永　井　　　洋 東アジアVLBIネットワークを用いた活動銀河ジェットの観測的研究

深　川　奈　桜 青　木　和　光 伊王野　大　介 自転速度の異なる大質量星による矮小銀河の化学進化への寄与

Sahoo, Ananya 美濃和　陽　典 高　遠　徳　尚 系外惑星の直接撮像分光のための補償光学における高度な波面制御
に関する研究

Zhao, Yuhang Leonardi, Matteo 麻　生　洋　一 重力波検出器のための周波数依存性スクイズド光源
Kim, Jungha 本　間　希　樹 小　林　秀　行 KaVAとALMA観測による大質量星形成領域の研究
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2.　協定に基づく大学・大学院との連携

大学院学生 所属大学 指導教員 研究課題
足　達　洋　亮 東大・理学系研究科・天文学専攻 深　川　美　里 若い星周囲での惑星系形成過程の観測的研究
小　川　卓　馬 東大・理学系研究科・天文学専攻 郷　田　直　輝 位置天文観測データを用いた銀河力学に関する研究
小　野　恭　平 東大・理学系研究科・天文学専攻 小久保　英一郎 惑星系形成の理論的研究 
小　藤　由太郎 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　間　希　樹 ミリ波VLBIを用いた巨大ブラックホールの撮像

陳　　　　　諾 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　原　顕太郎 ZFOURGE-COSMOS フィールドにおける銀河形成進
化の観測的研究

本　多　優　一 東大・理学系研究科・天文学専攻 阪　本　成　一 ミリ波サブミリ波輝線を用いた大質量星形成のトリ
ガー機構の研究

森　井　嘉　穂 東大・理学系研究科・天文学専攻 中　村　文　隆 星団形成過程における星のフィードバックの役割の解明 
森　塚　章　惠 東大・理学系研究科・天文学専攻 勝　川　行　雄 偏光分光観測による太陽表面磁気対流の研究
大　野　望　海 東大・理学系研究科・天文学専攻 原　　　弘　久 太陽フレア初相での極端紫外線スペクトルの研究
木　下　真　一 東大・理学系研究科・天文学専攻 中　村　文　隆 数値シミュレーションを用いた星形成過程の解明
黄　　　　　爍 東大・理学系研究科・天文学専攻 奥　田　武　志 高赤方偏移サブミリ波銀河のバルジ形成に関する研究
後　藤　光　希 東大・理学系研究科・天文学専攻 深　川　美　里 惑星系形成過程の観測的研究

髙　村　美恵子 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　間　希　樹 狭 輝 線 セ イ フ ァ ー ト I 型 銀 河1HO323+342の AGN
ジェットの観測的研究

中津野　侃　貴 東大・理学系研究科・天文学専攻 郷　田　直　輝 天の川銀河と超巨大ブラックホールの共進化における
インナーバーの影響

中　村　洋　貴 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　原　顕太郎 近傍赤外線銀河の空間分解した星形成活動の探求
長谷川　龍　斗 東大・理学系研究科・天文学専攻 深　川　美　里 原始星円盤および原始惑星系円盤内の惑星系形成
三　橋　一　輝 東大・理学系研究科・天文学専攻 阪　本　成　一 ALMAを用いた遠方銀河の観測的研究
吉　田　雄　城 東大・理学系研究科・天文学専攻 小久保　英一郎 惑星系形成の理論的研究
川　上　知　洋 東大・理学系研究科・天文学専攻 深　川　美　里 電波観測による原始星の星周構造の研究

沖　野　大　貴 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　間　希　樹 グローバルVLBIを用いた活動銀河核ジェットの観測
的研究

櫛　引　洸　佑 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　原　顕太郎 面分光ユニットSWIMS-IFUの開発とそれを用いた近
傍LIRGの観測的研究

星　野　　　遥 東大・理学系研究科・天文学専攻 小久保　英一郎 惑星系形成の理論的研究
山　崎　雄　太 東大・理学系研究科・天文学専攻 中　村　文　隆 元素の宇宙時間進化
郭　　　康　柔 東大・理学系研究科・天文学専攻 小久保　英一郎 連星系における微惑星の軌道進化
李　　　秀　珍 東大・理学系研究科・天文学専攻 本　間　希　樹 パルサーとマグネターの電波域での観測的研究
石　塚　典　義 東大・理学系研究科・天文学専攻 原　　　弘　久 太陽フレア中の磁気リコネクション領域の研究

LUO Yudong 東大・理学系研究科・天文学専攻 中　村　文　隆 始原的宇宙磁場揺らぎのビッグバン元素合成への効果
及び宇宙論的磁場進化の考察

辰　馬　未沙子 東大・理学系研究科・天文学専攻 小久保　英一郎 太陽系小天体の物質強度計算で探る微惑星形成過程

森　　　寛　治 東大・理学系研究科・天文学専攻 中　村　文　隆 数値計算・原子核実験・天文観測で探るX線バースト
の物理
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3.　特別共同利用研究員（受託院生）

博士課程 所属大学 受入期間 指導教員 研究課題

有　冨　尚　紀 東京大学大学院
理学系研究科 2020/4/1～2021/3/31 麻　生　洋　一 重力波望遠鏡の感度向上のための周波数

依存スクイーズ光の開発

山　口　正　行 東京大学大学院
理学系研究科 2020/4/1～2021/3/31 川　邊　良　平 超解像画像復元法を応用したALMA観測

で探る系外惑星形成史解明の開拓

上　月　雄　人 電気通信大学大学院
情報理工学研究科 2019/10/1～2020/9/30 鵜　澤　佳　徳 SIS周波数アップコンバータに関する研究

康　　　浩　然 東京大学大学院
理学系研究科 2019/10/1～2020/9/30 Alvaro, Gonzalez ミリ波サブミリ波におけるアレイ受信機

の研究

村　山　洋　佑 筑波大学大学院
数理物質科学研究科 2020/4/1～2020/11/30 Shan, Wenlei 力学インダクタンス検出器を用いた大規

模焦点面アレイの開発

修士課程 所属大学 受入期間 指導教員 研究課題

石　村　周　平 茨城大学大学院
理工学研究科 2019/10/1～2020/9/30 渡　部　潤　一 流星電波観測

宇　野　慎　介 東京大学大学院
理学系研究科 2020/4/1～2021/3/31 鵜　澤　佳　徳 多色連続波カメラ用力学インダクタンス

検出器（KIDs）の開発

大　前　陸　人 九州大学大学院
理学府 2020/10/1～2021/3/31 町　田　真　美 電波源の種類による偏波特性の調査

小　上　　　樹 法政大学大学院
理工学研究科 2020/10/1～2021/9/30 青　木　和　光 すばる望遠鏡Hyper Suprime-Cam NB515で

探るアンドロメダ銀河恒星ハローの構造

熊　木　公　亮 日本大学大学院
理工学研究科 2020/4/1～2021/3/31 青　木　和　光 系外惑星直接観測のための超高コントラ

スト撮像手法の研究

胡　　　博　超 東京工業大学理学院
地球惑星科学系 2020/4/1～2021/3/31 野　村　英　子 周惑星円盤からのガス・ダスト放射モデ

ルの構築

小　山　紗　桜 新潟大学大学院
自然科学研究科 2020/4/1～2021/3/31 伊王野　大　介 ALMAデータを用いたサブミリ波銀河の

星形成と銀河進化の研究

齋　藤　善　治 名古屋大学大学院
工学研究科 2020/4/1～2021/3/31 鵜　澤　佳　徳 直列接合型高ダイナミックレンジ超伝導

素子の開発

田　嶋　裕　太 九州大学大学院
理学府 2020/10/1～2021/3/31 町　田　真　美 銀河円盤の電波帯疑似観測

堤　　　稔　喜 山口大学大学院
創成科学研究科 2020/4/1～2021/3/31 立　松　健　一 野辺山45m電波望遠鏡における3帯域同時

VLBI観測に向けたシステム構築

西　山　　　学 東京大学大学院
理学系研究科 2020/4/1～2021/3/31 松　本　晃　治 月重力場データを用いたマスコン盆地地

下構造の研究
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4.　学位

国立天文台の研究施設等を使用して取得された学位

氏名 学位論文題目

Kim, Jungha（総研大博士（理学）） Understanding the Circumstellar Structure of High-Mass Young Stellar Objects Based on 
Interferometric Observations

Sahoo,Ananya（総研大博士（理学）） Precision Photometric and Astrometric Calibration for Exoplanet Imaging

Zhao, Yuhang（総研大博士（理学）） Development of a frequency dependent squeezed vacuum source for broadband quantum 
noise reduction in advanced gravitational-wave detectors

石　川　裕　之（総研大博士（理学）） Measurement of Spin-orbit Obliquity of WASP-33b by Doppler Tomography and Transit 
Photometry

谷　岡　　　諭（総研大博士（理学）） Optical Loss Study of Molecular Layers Using a Cryogenic Folded Cavity for Future 
Gravitational-wave Detectors

八　田　良　樹（総研大博士（理学）） Asteroseismology of a Possible Blue Straggler Star KIC11145123

渡　辺　紀　治（総研大博士（理学）） Detailed Characterization of Nearby M Dwarfs with High-Resolution Near-Infrared 
Spectroscopy



144 VIII 公開事業

VIII　公開事業

1. 三鷹地区
［常時公開］
日　　時 4月～3月　10:00－17:00

年末年始（12月28日～1月4日）を除く毎日
ただし、下記の期間は臨時休業（合計147日）
新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）
拡大防止対策のため（4月1日～6月14日、1月
9日～3月21日）
設備点検（11月14日）

入場者数 6,592人（うち、団体見学355人）
COVID-19拡大防止対策のため、学校団体以
外の団体利用を中止した

公開施設 天文台歴史館、第一赤道儀室、太陽塔望遠
鏡、展示室、レプソルド子午儀室（子午儀資
料館）、天文機器資料館、ゴーチェ子午環室、
旧図書庫、6 mミリ波電波望遠鏡
COVID-19拡大防止対策のため、外観のみの
公開とした
 

［定例天体観望会］
日　　時 （対面）第2土曜日の前日の金曜日と第4土

曜日
（オンライン）第4土曜日

入場者数 （対面）0人（23回の実施計画のうち、0回
実施）

（オンライン）最大同時接続数合計 1,297人
総視聴数 13,634（2021年3月31日現在）

（8月～9月、11月～3月の合計7回実施）
COVID-19拡大防止対策のため、対面での
実施は全て中止した
8月から月1回程度、オンラインで実施した

（YouTubeライブで配信）

［4D2U定例公開］
日　　時 第1土曜日、第2土曜日の前日、第3土曜日
定　　員 一日あたり42名 （COVID-19拡大防止対策の

ため定員減）
入場者数 255人（35回の実施計画のうち、7回実施）

4月 ～6月、8月7日、15日、9月、10月、12
月～3月（合計28回）はCOVID-19拡大防止
対策のため中止

　自然科学研究機構国立天文台、自然科学研究機構アスト
ロバイオロジーセンター、東京大学天文学教育研究セン
ター、総合研究大学院大学天文科学専攻の、四者の共催事
業。2020年度は COVID-19拡大防止対策のために三鷹キャ
ンパスでの開催を取りやめ、土曜日のみ、オンラインで実
施した（YouTubeライブ、ニコニコ生放送で配信）。

※ COVID-19拡大防止対策のため、2020年度の施設公開事
業は中止、規模縮小を余儀なくされた。

石垣島天文台 

［特別公開］　「三鷹・星と宇宙の日」
日　　時 2020年10月23日　14:00－19:00（中止）

2020年10月24日　10:00～18:30（オンライ
ンで実施）

講演テーマ ブ ラ ッ ク で ダ ー ク な 宇 宙 / The Unknown 
Dark Universe

当日視聴数 YouTube　11,220（最大同時接続数1,265）
ニコニコ生放送　17,006

総視聴数 YouTube　28,773 （2021年3月31日現在）
ニコニコ生放送　19,207（2021年4月7日現在）

［常時公開］
日　　時 4月～3月（ただし4月1日－9日、7月4日－9日

以外の期間は休館※）
施設見学 水～日、祝日（月が祝日の場合は火・水休館。

年末年始を除く）10:00－17:00 
天体観望会 土、日、祝日（20:00－22:00）

一夜に2回、一回30分
4D2Uシアター 水～日、祝日の15:00－15:30
入場者数 117人
公開施設 105 cm 光学赤外線望遠鏡「むりかぶし」望遠

鏡、星空学びの部屋（4D2U［4次元デジタル
宇宙］映像の上映）、観測ドーム、廊下（天体
画像展示等）

※4月10日－7月3日はCOVID-19の影響のため休館、7月10日以降
は前勢岳林道の一部封鎖のため休館

［特別公開］「南の島の星まつり2020」
（共催、オンライン開催）

日　　時 2020年8月28日（土）　
会　　場 いしがき島 星ノ海プラネタリウム（無観客ラ

イブ配信）
入場者数 YouTube　8,295
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2. 水沢地区

水沢地区
VERA水沢観測局

入来地区
VERA入来観測局

［常時公開］
日　　時 4月～3月（年末年始を除く）毎日　9:00－17:00
入場者数 9,995人
公開施設 木村榮記念館、VERA20 mアンテナ、VLBI用

10 mアンテナ等、キャンパス内に設置されて
いる奥州市の奥州宇宙遊学館との協力による
公開を実施している。
ただし、新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため、木村榮記念館は下記の期間は臨
時休館。
4月1日から6月2日と8月2日から当面の間

［特別公開］
新型コロナウイルス感染がまだ終息していない状況を鑑
み、奥州市、NPO法人イーハトーブ宇宙実践センター奥
州宇宙遊学館と相談した結果、参加者および関係者のみ
なさまの健康・安全面を第一に考慮し、また、感染拡大
防止のため、開催を中止とした。

［常時公開］
日　　時 4月～3月（年末年始を除く）毎日
入場者数 1,226人

［特別公開］
特別公開は、例年、薩摩川内市、鹿児島大学等が中心の
実行委員会が主催する「八重山高原星物語」として実施
されるが、今年は新型コロナウイルス感染予防対策に鑑
み、開催時期においても「3密」を回避するため、イベン
トを中止、または感染予防対策を求められる状況が継続
していることが予想されることに加え、開催時期を延期
しても実施は困難であるところから、主要な実行委員で
相談した結果、大変残念ながら、開催中止とすることを
決定した。

小笠原地区
VERA小笠原観測局

石垣島地区
VERA石垣島観測局

［常時公開］
日　　時 4月～3月（年末年始を除く）毎日
入場者数 4,450人

［特別公開］
新型コロナウイルス感染がまだ終息していない状況を鑑み、
参加者および関係者のみなさまの健康・安全面を第一に考
慮し、また、感染拡大防止のため、開催を中止とした。

［常時公開］
日　　時 4月～3月（年末年始を除く）毎日、構内は24時

間見学自由。10:00－16:30は観測室内も見学で
きる。

入場者数 2,131人

［特別公開］
新型コロナウイルス感染がまだ終息していない状況を鑑
み、参加者および関係者のみなさまの健康・安全面を第
一に考慮し、また、感染拡大防止のため、開催を中止と
した。
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3. 野辺山地区

　2020年度の野辺山地区特別公開は、COVID-19感染拡大
防止のため、オンラインで実施した。それにあわせてテー
マも「今年はおうちで特別公開」とした。毎年盛況である
特別講演会は、TMTプロジェクトカリフォルニア事務所
におられる林左絵子准教授に「地球人連帯による天文観測
を進め、宇宙人との出会いに備えよう～多様な人材の集ま
りが組織の強さを作る」と題したオンライン講演会として
実施した。ライブ配信中は800以上のアクセスがあり、当
日から15日後までに合計で1万を超えるアクセスがあった。
それ以外に、4D2Uシアター、アルマプロジェクトによる
ミニ講演会、そして、野辺山観測所からのライブ中継を
実施し、45 m電波望遠鏡の観測デモなどを実施した。ラ
イブ中継以外では、研究紹介、45 m電波望遠鏡の内部ツ
アー、アンテナ折り紙教室、天文学者になるには、アルマ
望遠鏡紹介、10 mアンテナの紹介、大阪府立大1.85 m望遠
鏡の紹介などの動画配信を実施した。さらに、いくつかの
コンテンツにキーワードを埋め込み、コンテンツを視聴し
てキーワードを集めることで、グッズをプレゼントする企
画「キーワードラリー」も実施した。結果として、現地開
催よりも多くの方々に届いた特別公開となった。

［常時公開］
時　　間 8:30－17:00（12月29日－1月3日を除く毎日。

夏期7月20日－8月31日は18:00まで公開）
ただし、COVID-19感染拡大防止のため、4月
1日－6月17日は公開せず。

入場者数 25,971人
公開施設 45 m電波望遠鏡、ミリ波干渉計、電波ヘリオグ

ラフ等（いずれも外観のみ）

［特別公開］（オンラインにて実施）
日　　時 2020年8月29日（土）9:30－16:00（それ以降

も視聴可能とした）
参加者数 827人（当日実施したライブ中継の同時アク

セス数の最高値）
約23,000人（当日から15日後における全コン
テンツのアクセス数の合計）

［地元感謝デー］
COVID-19感染拡大防止のため、開催しなかった。
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例年行われてきた以下のイベントは、コロナ禍のため、
すべてキャンセルされた。
・メリーモナークパレード
・アストロデー
・アストロデーウエスト
・七夕ほしまつり
・Hawaii Exploration Expo
・オニヅカサイエンスデー

3. 取材　
　日本語　7件（日本の新聞での記事掲載数は67件）

4. ハワイ地区
［山頂施設見学］

• 一般向けの山頂施設見学は、2020年から諸般の状況に鑑
み休止

•  特別手配による訪問は、コロナ禍で2020年度は実施せず

［山麓施設見学］
• 特別見学は、コロナ禍で2020年度は実施せず

［広報活動（情報発信）］
• ハワイ観測所の公式ウェブサイトにおける情報発信

https://subarutelescope.org
• すばる望遠鏡の成果に基づく発表
和文　19件、英文　19件

• ハワイ観測所の活動紹介やお知らせ
和文　22件、英文　24件

• ハワイ観測所の公式アカウントによるソーシャルメディ
アでの情報発信

• Twitter
和文アカウントSubaruTelescope
英文アカウントSubaruTel_Eng

• Facebook page
和文アカウント 国立天文台
英文アカウント National Astronomical Observatory of 
Japan, Subaru Telescope Hawaii Outreach

• YouTube channel
和文SubaruTelescopeNAOJ
英文SubaruTelescopeNAOJe

 
［普及活動］

1. 近隣施設における講演、ワークショップ等
　1件、対象1,000人
2. その他　展示や普及活動など　

5件、コロナ禍のためリモートで交流できた人数およそ
3,000人

内訳：
・ジャーニー・スルー・ザ・ユニバース : 10人のハワ

イ観測所職員が、コロナ禍のため、リモートで、小
中高の50クラスに参加し、児童・生徒に出前授業を
行った。

・日本で開催された「大学共同利用機関シンポジウ
ム」:ビデオ講演や特設ウェブサイトを使った展示
で参加

・ハワイで開催された「ハワイ島キャリア・エキス
ポ」:ビデオ講演で参加

・ハワイ日系人連合協会が主催した「月見の会」：ハワ
イ観測所長がすばる望遠鏡の最新の科学成果などに
ついてオンラインで講演
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IX　海外渡航

研究教育職員の海外渡航（年俸制特任教員を含む）

　　　　　　　　　　　区分
国・地域名 海外出張 海外研修 合計

韓国 0 0 0
中国 0 0 0
タイ 0 0 0
台湾 1 0 1
香港 0 0 0
シンガポール 0 0 0
インドネシア 0 0 0
フィリピン 0 0 0
その他（アジア地域） 0 0 0
ハワイ 3 0 3
アメリカ合衆国 0 0 0
オーストラリア 0 0 0
イタリア 0 0 0
イギリス 0 0 0
フランス 0 0 0
カナダ 0 0 0
グアム・サイパン 0 0 0
ドイツ 0 0 0
その他（ヨーロッパ・オセ
アニア地域） 1 0 1

メキシコ 0 0 0
ブラジル 0 0 0
アフリカ地域 0 0 0
その他（中南米地域） 0 0 0

合計 5 0 5
※新型コロナウイルスの影響で、海外出張が例年より大幅に減少した。
例年であれば「その他中南米地域」の渡航先はほとんどチリである。
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X　社会貢献
1.　省庁・地方公共団体・特殊法人・独立行政法人等の委員

機関等名 職名等 氏名
内閣府宇宙開発戦略推進事務局 宇宙政策委員会臨時委員 常　田　佐　久
内閣府宇宙開発戦略推進事務局 宇宙政策委員会臨時委員 竝　木　則　行
文部科学省研究開発局 科学官 渡　部　潤　一
総務省情報流通行政局 情報通信審議会委員 大　石　雅　寿
日本学術会議事務局 電気電子工学委員会URSI分科会電波天文学小委員会委員 本　間　希　樹

日本学術会議事務局 地球惑星科学委員会地球惑星科学国際連携分科会SCOSTEP-
STPP小委員会委員 末　松　芳　法

日本学術会議事務局 地球惑星科学委員会 IUGG分科会 IAG小委員会委員 松　本　晃　治
宇宙航空研究開発機構 宇宙科学評議会評議員 常　田　佐　久
宇宙航空研究開発機構　第一宇宙技術部門 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会委員 井　口　　　聖
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 宇宙科学運営協議会運営協議員 渡　部　潤　一
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 宇宙科学運営協議会運営協議員 井　口　　　聖
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 宇宙放射線専門委員会委員 山　下　卓　也
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 宇宙放射線専門委員会委員 末　松　芳　法
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 宇宙理学委員会委員 井　口　　　聖
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 国際宇宙探査専門委員会委員 竝　木　則　行
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 工作室運営委員会委員 鵜　澤　佳　徳
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 大気球専門委員会委員 原　　　弘　久
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 次世代赤外線天文衛星（SPICA）国内研究推進委員会委員 野　村　英　子
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 次世代赤外線天文衛星（SPICA）国内研究推進委員会委員 髙　田　唯　史
宇宙航空研究開発機構　宇宙科学研究所 次世代赤外線天文衛星（SPICA）国内研究推進委員会委員 今　西　昌　俊
産業技術総合研究所　計量標準総合セ
ンター　 国際計量研究連絡委員会時間標準分科会専門委員 田　村　良　明

情報通信研究機構 外部評価委員会委員 縣　　　秀　彦

情報通信研究機構 テラヘルツセンシングシステム基盤技術の研究開発運営委員
会委員 鵜　澤　佳　徳

量子科学技術研究開発機構 核融合エネルギー研究開発評価委員会委員 立　松　健　一
東京大学　宇宙理工学連携研究機構 運営委員会委員 常　田　佐　久
東京大学　宇宙惑星科学機構 運営委員会委員 常　田　佐　久
東京大学　宇宙線研究所　 協議会委員 常　田　佐　久
東京大学　宇宙線研究所　 次世代ニュートリノ科学連携研究機構協議会委員 常　田　佐　久
東京大学　宇宙線研究所　 次世代ニュートリノ科学連携研究機構運営委員会委員 髙　見　英　樹
東京大学　宇宙線研究所　 共同利用研究運営委員会委員 麻　生　洋　一
東京大学大学院理学系研究科 教育会議委員（オブザーバー） 阪　本　成　一
筑波大学　宇宙史研究センター 運営協議会委員 小　林　秀　行
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 運営協議会運営協議員 渡　部　潤　一
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 運営協議会運営協議員 満　田　和　久
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 共同利用・共同研究委員会委員 花　岡　庸一郎
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 共同利用・共同研究委員会専門委員会委員 原　　　弘　久
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 共同利用・共同研究委員会専門委員会委員 花　岡　庸一郎
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 統合データサイエンスセンター運営委員会委員 渡　部　潤　一
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 統合データサイエンスセンター運営委員会委員 満　田　和　久
名古屋大学　宇宙地球環境研究所　 国際連携研究センター運営委員会委員 花　岡　庸一郎
広島大学　宇宙科学センター　 運営委員会委員 山　下　卓　也
鹿児島大学大学院理工学研究科 天の川銀河研究センター評価委員会委員 郷　田　直　輝
自然科学研究機構　核融合科学研究所 運営会議共同研究委員会委員 原　　　弘　久
情報・システム研究機構　国立極地研究所 運営会議委員 長谷川　哲　夫
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2.　他大学との併任

職名 氏名
東京大学大学院理学系研究科教授 郷　田　直　輝
東京大学大学院理学系研究科教授 小久保　英一郎
東京大学大学院理学系研究科教授 竝　木　則　行
東京大学大学院理学系研究科教授 阪　本　成　一
東京大学大学院理学系研究科教授 本　間　希　樹
東京大学大学院理学系研究科教授 深　川　美　里
東京大学大学院理学系研究科教授 髙　遠　徳　尚
東京大学大学院理学系研究科教授 本　原　顕太郎
東京大学大学院理学系研究科教授 都　丸　隆　行 
東京大学大学院理学系研究科准教授 勝　川　行　雄
東京大学大学院理学系研究科准教授 奥　田　武　志

東京大学大学院理学系研究科准教授 原　　　弘　久
東京大学大学院理学系研究科准教授 中　村　文　隆
公立大学法人会津大学（大学院）特任
上級准教授 松　本　晃　治

広島大学客員教授 吉　田　道　利
広島大学客員教授 山　下　卓　也
広島大学客員准教授 栁　澤　顕　史
鹿児島大学大学院理工学研究科客員教授 郷　田　直　輝
東邦大学大学院理学研究科客員教授 松　尾　　　宏
法政大学大学院理工学研究科システム
理工学専攻客員准教授 八　木　雅　文

情報・システム研究機構　国立情報学
研究所

学術情報ネットワーク運営・連携本部ネットワーク作業部会
委員 大　江　将　史

情報・システム研究機構　国立情報学
研究所 学術情報ネットワーク運営・連携本部委員 小　杉　城　治

情報・システム研究機構　国立情報学
研究所 学術情報ネットワーク運営・連携本部クラウド作業部会委員 白　崎　裕　治

情報・システム研究機構　統計数理研究所 運営会議委員 井　口　　　聖

岩手県教育委員会 岩手県立水沢高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営
指導委員 亀　谷　　　收

さいたま市立大宮北高等学校 SSH運営指導委員 渡　部　潤　一
川崎市社会教育委員会議 青少年科学館専門部会委員 山　岡　　　均
岡山県生涯学習センター 人と科学の未来館サイピア専門委員会委員 泉　浦　秀　行
島根県教育委員会 スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員 秦　　　和　弘
日本測地学会 評議員 田　村　良　明

（公社）日本天文学会 代議員 本　間　希　樹
（公社）日本天文学会 代議員 赤　堀　卓　也
（公社）日本天文学会 欧文研究報告（PASJ）編集委員 深　川　美　里
（公社）日本天文学会 ジュニアセッション実行委員会委員 山　岡　　　均
（公社）日本天文学会 天文教育普及賞選考委員会委員 山　岡　　　均
（公社）日本天文学会 全国同時七夕講演会実施委員会委員 山　岡　　　均
（公社）日本天文学会 天文月報編集委員会委員 秦　　　和　弘
（公社）日本天文学会 全国同時七夕講演会実施委員会委員 前　原　裕　之
（公社）日本天文学会 天文月報編集委員会委員 前　原　裕　之
（公社）日本天文学会 男女共同参画委員会委員 石　川　遼　子
（公社）日本天文学会 欧文研究報告編集顧問委員 花　岡　庸一郎
（公社）日本天文学会 天文教育委員 臼田 -佐藤　功美子
（公社）日本天文学会 月報理事及び天文月報編集長 松　田　有　一
（公社）日本天文学会 年会実行委員会委員 正　田　亜八香
（公財）宇宙科学振興会 評議員 常　田　佐　久
（一社）日本電線工業会 技術委員会 -WG14超電導センサ委員 満　田　和　久
（一社）日本電線工業会 JISWG14超電導センサ委員 満　田　和　久
（一社）日本原子力学会 シグマ調査専門委員会委員 梶　野　敏　貴
サイエンティフィック・システム研究会 幹事 髙　田　唯　史
サイエンティフィック・システム研究会 大規模データ処理システム最適化WG推進委員 古　澤　久　德
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3.　非常勤講師

大学名 氏名
東北大学 本　間　希　樹
東京大学 青　木　和　光
東京大学 小久保　英一郎
東京大学 関　井　　　隆
東京大学 原　　　弘　久
東京大学 本　原　顕太郎
東京大学 竝　木　則　行
東京学芸大学 梅　本　智　文
東京学芸大学 中　村　文　隆
東京学芸大学 島　尻　芳　人
東京農工大学 浜　名　　　崇
電気通信大学 井　口　　　聖
電気通信大学 但　木　謙　一
電気通信大学 矢　野　太　平
千葉大学 勝　川　行　雄
放送大学学園 下　条　圭　美
放送大学学園 縣　　　秀　彦
放送大学学園 西　合　一　矢
桜美林大学 野　沢　貴　也
大妻女子大学 島　尻　芳　人
神奈川大学 林　　　将　央
神奈川大学 藤　井　友　香

神奈川大学 波々伯部　広　隆
神戸大学 宮　﨑　　　聡
慶應義塾 下　条　圭　美
慶應義塾 樋　口　あ　や
慶應義塾 三　好　　　真
工学院大学 植　田　準　子
工学院大学 高　橋　実　道
実践女子大学、実践女子大学短期
大学部 山　岡　　　均

昭和女子大学 村　田　一　心
成蹊大学 渡　部　潤　一
東邦大学 小久保　英一郎
東邦大学 亀　谷　和　久
東洋大学 三　好　　　真
東洋大学 加　藤　恒　彦
日本女子大学 古　澤　順　子
日本大学 樋　口　あ　や
法政大学 阿久津　智　忠
法政大学 三　好　　　真
明治大学 三　好　　　真
京都大学 辻　本　拓　司
京都大学 本　間　希　樹
就実学園、就実大学 泉　浦　秀　行
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XI　受賞
氏名 所属 職名 賞の名称 受賞日

小久保英一郎、加藤恒彦、
中山弘敬、武田隆顕

天 文 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン プ ロ ジ ェ
クト／天文シミュ
レ ー シ ョ ン プ ロ
ジェクト／天文シ
ミュレーションプ
ロジェクト／天文
情報センター

教授／特任専
門員／専門研
究職員／広報
普及員

令和2年度科学技術分野の文部科学大臣表
彰 科学技術賞（理解増進部門） 2020/4/7

守屋 尭 科学研究部 助教 第9回自然科学研究機構若手研究者賞 2020/6/14
Zhao, Yuhang 総合研究大学院大学 大学院生 第5回SOKENDAI賞 2020/9/28
古家健次 科学研究部 特任助教 日本惑星科学会2019年度最優秀研究者賞 2020/11/14
International outreach project 
IAU100

（NAOJ 所属の受賞者 : Lina 
Canas）

天文情報センター 特任専門員 The first Communication Award by the Dutch 
Research Council (NWO) 2020/12/1

有冨尚紀 東京大学大学院 特 別 共 同 利
用研究員

The 26th KAGRA Face-to-Face meeting Best 
Poster Award 2020/12/18

Hull, Charles L. H. チリ観測所 特任助教 2020 NAOJ Young Researchers Award 2021/1/5
EHT Collaboration 

（NAOJ所属の受賞者：本間
希樹、永井 洋、秦 和弘、
川島朋尚、田崎文得、小山
友明、河野裕介、崔 玉竹、
津田修一郎、沖野大貴、廣
田晶彦）

2021 Royal Astronomical Society Group 
Achievement Award 2021/1/6

Chromospheric LAyer 
Spectro-Polarimeter-2 Team

（NAOJ 所属の受賞者：石
川 遼 子、 鹿 野 良 平、Song 
Donguk、吉田正樹、岡本 
丈典、浦口史寛、久保雅仁、
篠田一也、末松芳法、都築 
俊宏、成影典之、原 弘久）

マーシャル宇宙飛行センター（MSFC）
Group Achievement Honor Award 2021/1/18

浜名 崇、小宮山 裕、峯尾
聡吾、宮﨑 聡、白崎正人、
田中賢幸、山田善彦

科学研究部／ハ
ワイ観測所／ハ
ワイ観測所／先
端技術センター
／研究力強化戦
略室／ハワイ観
測所／ハワイ観
測所

助教／助教／
特任専門員／
教授／助教／
准教授／特別
客員研究員

2020年度日本天文学会 欧文研究報告論文
賞 2021/3/18

本間希樹 水沢VLBI観測所 教授 2020年度日本天文学会 林忠四郎賞 2021/3/18
岡田則夫 先端技術センター 主任研究技師 感謝状（宇宙航空研究開発機構） 2021/3/31

有冨尚紀 東京大学大学院 特別共同利用
研究員 日本物理学会学生優秀発表賞 2021/3/31
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XII　図書・出版
1.　図書

2021年3月31日現在、各図書室における蔵書冊数及び所蔵雑誌種数は、次に示すとおりである。

蔵書冊数
和 書 洋 書 合 計

三　鷹 18,157 47,990 66,147
野辺山 1,128 5,891 7,019
水　沢 4,986 18,113 23,099
ハワイ 1,699 4,683 6,382

合計 25,970 76,677 102,647

所蔵雑誌種数
和雑誌 洋雑誌 合 計

三　鷹 371 1,675 2,046
野辺山 16 82 98
水　沢 659 828 1,487
ハワイ 15 12 27

合計 1,061 2,597 3,658

2.　出版

天文台の継続出版物で2020年度中に出版したものは、次のとおりである。

（三鷹地区） 
01）国立天文台報，第21巻（デジタル出版のみ）   1冊
02）国立天文台年次報告，第32冊　2019   1冊
03）Annual Report of the National Astronomical Observatory of Japan, Vol. 22 Fiscal 2019   1冊
04）暦象年表，令和3年   1冊
05）国立天文台ニュース，No. 321–332  12冊
06）国立天文台パンフレット （和文）改訂版   1冊
07）理科年表，2021   1冊
08）Publication of the National Astronomical Observatory of Japan, Vol. 15（デジタル出版のみ）   1冊

3.　論文出版補助

今年度の論文出版補助は、No. 3334–3478の145編であった。
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2020年

4月7日 国立天文台水沢VLBI観測所特別客員研究員で、米国国立電波天文台ジャンスキーフェローの秋山和徳氏が、
令和2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰の若手科学者賞を受賞した。

4月8日

ハワイ観測所は、COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の拡大で、ハワイ島の医療機関でマスクなどが
不足している事態を受け、職員と地域コミュニティの安全を最優先事項と位置付け、望遠鏡メンテナンス等
のために準備していた個人用防護具（マスク、シューズカバー、ガウン）を地元の医療機関に提供したこと
を公表した。

4月30日 ブラックホールを中心とした宇宙を題材に、かるたを制作するコンテンツを公開した。

4月 漫画家Quro先生のアニメ「恋する小惑星」の2021年1月から3月のアニメ放送で、VERA石垣島局と石垣島
天文台が最終盤クライマックスに登場した。

5月
11日～15日

「第3回イベント・ホライズン・テレスコープイメージングワークショップ」がオンラインで開催され、世界
中から100名を超える参加者があり、プロジェクト全体についての短期から長期にわたる活動方針や各作業
グループの活動報告、今後の予定、議論すべき問題の提起等が行われた。

5月18日
ハワイ観測所は、COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の拡大を受けて3月25日から休止していた、すば
る望遠鏡の共同利用観測について、「コロナウィルス感染症 に対する対策ガイドライン」に従って観測所業
務を行うことを前提に再開した。

6月18日 COVID-19感染拡大防止のために中止していた野辺山キャンパスの一般公開を屋外のみを対象として再開した。

6月21日 三鷹太陽フレア望遠鏡、石垣島天文台、名寄市天文台を結んで、部分日食のオンライン中継を実施。
Youtubeで海外からも含め75万回視聴、ニコニコ生放送で37,843回視聴。

7月14日

ハワイ観測所は、すばる望遠鏡に搭載した超広視野主焦点カメラ Hyper Suprime-Cam（ハイパー・シュプリー
ム・カム，HSC）を活用して、米国航空宇宙局（NASA）の太陽系外縁天体探査機「ニュー・ホライズンズ （New 
Horizons）」との共同観測を5月から開始し、探査機が調査する対象天体の候補を探す重要な活動を始めたこ
とを発表した。

7月30日 緯度観測所のガラス乾板から復元した写真の一部を木村榮記念館ウェブサイト（国立天文台水沢VLBI観測
所）で公開をした。

7月30日

ハワイ観測所・すばる望遠鏡の冷却中間赤外線分光撮像装置 COMICS（Cooled Mid-Infrared Camera and 
Spectrometer，コミックス）が、最後の観測を終えた。
COMICSは、赤外線の中でも地上から観測可能なほぼ最長波長（波長8–25マイクロメートル）で宇宙を見つ
める、世界的にも極めてユニークな観測装置で、すばる望遠鏡の第1期装置として1999年に初観測「ファー
ストライト」を迎えてから 20年以上にわたって、複雑な有機分子を彗星に検出したり、惑星の材料物質の
性質を解き明かしたりと、数々の成果を創出してきた。

8月1日
記者会見「今の宇宙に残された、形成初期の銀河を発見―すばる望遠鏡と機械学習で銀河の酸素量の世界記
録を更新―」をオンライン開催。東京大学宇宙線研究所。米国W.M. Keck Observatoryとの共同発表。15社17
名出席。

8月7日 記者会見「星の卵の「国勢調査」―アルマ望遠鏡が追う星のヒナ誕生までの10万年」をオンライン開催。大
阪府立大学、名古屋大学との共同発表。13社14名出席。

8月28日 「南の島の星まつり2020」（石垣島天文台，NPO法人八重山星等共催）、オンライン（YouTube）開催

8月29日 野辺山地区特別公開をオンラインで開催した。当日のライブ配信では同時アクセス数は最高で約820となり、
それから約15日後の時点で全コンテンツのアクセス数は合計でおよそ23000となった。

8月31日 記者会見「不死鳥は甦るか？―冷えた銀河団の中心で生まれた若いジェットを発見―」をオンライン開催。
東京大学理学系研究科、台湾中央研究院 天文及天文物理研究所、東邦大学との共同発表。12社13名出席。

9月8日 6 mミリ波電波望遠鏡が日本天文遺産に認定
9月
15日～16日

「Nobeyama Science Workshop 2020」がオンラインにて開催され、45 m電波望遠鏡の最新成果と将来の可能性
について議論をした。若手の研究者を中心に、約130名の申し込みがあった。

XIII　年間記録
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9月
19日～20日

高校生向けの観測体験「美ら星研究体験隊」（通称、「美ら研（ちゅらけん）」）をVERA石垣島観測局および
石垣島天文台で今回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、初めて9月の4連休中にしかもオンラインで
開催し、地元石垣島から5名、沖縄本島から1名に加えて、東京都から4名、愛知県・新潟県・神奈川県から
各2名、大阪府・奈良県・京都府・静岡県・千葉県・北海道から各1名の高校生計22名の参加があった。今回
はオンラインならではの遠隔地からの講義を盛り込んでみたが、すべてZoomによる配信となるため、現場
での望遠鏡操作や観測・解析ができず、いかにしてこれらの疑似体験での臨場感を出すという点には苦労し
た。そのうち、むりかぶし望遠鏡による観測体験では、未知の太陽系小天体の探査を行った。結果として、
美ら研当日に得られた観測データには新天体候補は写っていなかったが、前日の予備観測データには2つの
新天体候補が写っており、むりかぶし望遠鏡での発見は、2016年の美ら研以来4年ぶりであった。

9月
24日～25日

今年は新型コロナウイルス感染拡大の懸念により初めてオンラインで「第18回水沢VLBI観測所ユーザーズ
ミーティング」が開催され、67名参加者で日本・東アジア・世界のVLBIを熱く語る充実した会となった。

9月29日

萩生田光一文部科学大臣が沖縄県石垣市のVERA石垣島局および石垣島天文台を視察し、VERA石垣島局で
は、本間希樹水沢VLBI観測所長からVERAに関する説明が行われ、観測の仕組みや研究成果について説明
を受けた。また、併せて、同観測所のメンバーも参加するイベント・ホライズン・テレスコープが撮影した
ブラックホール写真の贈呈も行われた。さらにVERAの長期的な継続を応援している地元高校生たちにも面
会され、石垣市民の天文学への応援の声にも熱心に耳を傾けていた。

10月1日
ハワイ観測所の吉田道利所長がハワイ日系人連合協会が主催した「月見の会」で、ビデオ講演を行った。す
ばる望遠鏡の概要や最新の成果から始まり、お月見にちなんで地球を回る月の起源、さらには太陽系の他の
惑星の「月」である衛星に関する新たな知見を紹介した。

10月6日 ブラックホール研究に携わる3氏が、2020年ノーベル物理学賞を受賞し、イベント・ホライズン・テレスコー
プの日本の研究チーム代表を務める本間希樹水沢VLBI観測所長が祝辞を述べた。

10月
14日～16日

The ALMA2030 Vision: Design considerations for Digitizers, Backend and Data Transmission Systemをオンライン
で開催した。

10月
17日～18日

ハワイ観測所は、自然科学研究機構など、大学等の共同研究・共同利用を支える全国の大学共同利用機関が
合同で開催した「大学共同利用機関シンポジウム2020～宇宙・物質・エネルギー・生命・情報・人間文化：
オンラインで研究者と話そう～」に岡本桜子助教がビデオ講演で参加し、すばる望遠鏡運用の拠点となる山
麓施設（ハワイ州ヒロ）からの「バーチャルツアー」形式で、観測所の様子や、銀河研究の最新成果につい
て発表した。

10月24日 「三鷹・星と宇宙の日」オンライン（YouTube、ニコニコ生放送）で実施。講演のテーマは「ブラックでダー
クな宇宙」

10月28日 第26回「科学記者のための天文学レクチャー「TMTが切り拓く宇宙像と計画の現状」を開催。メディア28
名が参加。

10月30日 East Asia ALMA Community Gatheringをオンラインで開催した。

11月
16日～20日

ハワイ観測所は、「ハワイ島バーチャル・キャリア・エキスポ」で、地元出身の職員が、地元ハワイ島の児童・
生徒に向けたビデオ講演を行い、すばる望遠鏡の運用に携わる職種を紹介し、そこで必要となるスキルや働
く上での心構えなどについて説明した。

11月
19日～30日

水沢VLBI観測所へ見学に来られる方に観測所を少しでも楽しんでもらえるよう、NPO法人イーハトーブ宇
宙実践センター／奥州宇宙遊学館と協力し、「2020謎を解け！　宇宙の危機を救うのは君だ！」と題して、
水沢VLBI観測所内を謎を解いて回るイベントを開催した。

11月20日
ハワイ観測所・すばる望遠鏡は、小惑星「リュウグウ（(162173) Ryugu）」の探査を終えて地球に向かってい
る日本の小惑星探査機「はやぶさ2」の撮影に何度かトライした結果、ハワイ現地時の2020年11月20日午前0
時過ぎに撮影に成功し、多くのメディアに取り上げられた。

11月25日
記者会見「VERAプロジェクト20年の成果がまとまる―国立天文台水沢120年の歴史が達成した位置天文学
の高精度化―」をオンライン／水沢／鹿児島を結んで開催。鹿児島大学との共同発表。17社22名オンライン
出席。

12月2日 岩手県県南広域振興局と連携して、2021年3月7日までの間で県南地区の図書館等を会場とした企画展示を
行った。

12月3日 三鷹市とのさらなる相互協力に向けた協定を締結

12月6日
三鷹市が東京2020大会に向けてチリの「ホストタウン」「共生社会ホストタウン」となったことから企画さ
れたオンライン交流イベントに、阪本成一教授、平松正顕助教、アンドレス・グスマン特任助教が講師とし
て参加した。

12月
8日，15日 ALMA Grant Fellow Symposium 2020をオンラインで開催した。

12月10日
すばる望遠鏡は「1998 KY26」を観測し、ふたご座の方向に 25.4 等級（測定誤差0.7等級）の光の点として
撮影に成功した。観測で得られた位置測定データは、「1998 KY26」の軌道要素（軌道を表わす数字）の精
度を向上させるために活用される。
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12月13日 在チリ邦人向けに、朝木義晴准教授が講師となって日食に関連するオンライン講演会を開催した。

12月15日 第27回「科学記者のための天文学レクチャー「市民が銀河の謎に挑戦GALAXY CRUISE」を開催。メディ
ア14名が参加。

12月30日
ハワイ観測所は、小惑星探査機「はやぶさ2」の拡張ミッションの目標天体である小惑星「1998 KY26」を
すばる望遠鏡で観測したことに対して、JAXA 宇宙科学研究所「はやぶさ2」プロジェクトから感謝状を受
けた。

2021年
1月
5日～7日 ALMA/45m/ASTEユーザーズミーティング2020をオンラインにて開催した。

1月11日 天文学における独創的でかつ分野に寄与するところの大きい研究業績に対して授与される林忠四郎賞の第25
回で、本間希樹水沢VLBI観測所長が受賞した。

1月14日
すばる望遠鏡に搭載された超広視野主焦点カメラHyper Suprime-Cam（HSC；ハイパー・シュプリーム・カム）
の新たな大規模科学アーカイブが公開された。これにより、HSCのデータを用いたさらなる研究が世界中
で進むことが期待される。

2月6日

野辺山宇宙電波観測所や東大木曽観測所などと組織している「長野県は宇宙県」連絡協議会が主催として、
木曽文化会館にて第5回「長野県は宇宙県」ミーティング、および公開講演会をオンラインとオンサイトで
開催した。ミーティングには約60名、公開講演会には約280名（現地参加125名、オンライン参加約150名）
の参加があった。

2月
8日～11日 米国科学振興協会年次大会（AAAS2021、オンライン開催）に4機関合同で出展した。

2月
17日～19日 East Asian ALMA Science Workshop 2021をオンラインで開催した。

2月18日 フォーリン・プレスセンター（FPCJ）の協力で、在日の海外メディア向け記者レクチャーを5機関合同でオ
ンライン開催した。

3月1日 大阪府立大学と包括的な研究協力協定を締結。

3月
1日～5日

ハワイ観測所は、地元ヒロを中心に小学校から高校までを対象に行ったジャーニー・スルー・ザ・ユニバー
ス（2006年から開催）に10名の職員が参加し、他のマウナケア天文台職員と共に宇宙の素晴らしさなどにつ
いての出前授業をコロナ禍のためすべてオンラインで行い、およそ1000人の地元の児童・生徒と交流した。

3月
3日～5日

すばるユーザーズ・ミーティングをオンラインで開催され、新しい観測装置やコロナ禍での運用、将来計画
などについて議論が行われた。

3月6日 国立天文台講演会／第25回アルマ望遠鏡講演会「暗黒の雲から生まれる星たち～観測の現場から最新成果ま
で～」をオンラインで開催。同時最大接続数418。

3月18日

歴史的に貴重な天文学・暦学関連の遺産を大切に保存し、文化的遺産として次世代に伝え、その普及と活用
を図ることをひとつの使命と考え、日本における天文学（以下、暦学も含む）的な視点で歴史的意義のある
史跡・事物に対して日本天文遺産の第3回の認定に、水沢VLBI観測所の眼視天頂儀1号機、眼視天頂儀室、
眼視天頂儀目標台および覆屋が認定された。

3月
22日～23日 ALMA Cycle 8 2021 Proposal Preparation Meetingをオンラインで開催した。

3月24日 East Asia ALMA Community Gathering in March 2021をオンラインで開催した。
3月30日 すばる望遠鏡ウェブサイトをスマートフォンでも見やすくするためのリニューアルを行った。

3月31日

ハワイ観測所は、すばる望遠鏡 Hyper Suprime-Cam（HSC）を用いた観測的宇宙論の研究成果を発表した論
文に対し、日本天文学会欧文報告論文賞（PASJ論文賞）の授与を受け、日本天文学会春季年会において授
賞式が開催されたことを発表した。この研究成果は宇宙の大規模構造によって遠方銀河像に現れる弱い重力
レンズ効果を用いて宇宙のダークマターの量と分布を調べたもので、世界的に大きな注目を集めた。

一年を通し
ての行事

山頂施設の地元住民への特別公開・「カマアイナ・オブザバトリー・エクスペリエンス」　（Kamaaina 
Observatory Experience）は、1年を通して行われるハワイ州住民対象の山頂施設特別公開で、すばる望遠
鏡は例年3か月おきに実施していたが、2020年度はコロナ禍ですべて中止になった。
2020年度は、コロナ禍で、対面でのイベント実施が困難であったため、映像などのビジュアル素材を活
用した普及活動を展開した。子供向けの映像作品の制作・配信なども進め、ハワイから発信する新たな
スタイルでの普及活動を推進した。ソーシャルメディアによる発信にも力を入れ、ツイッターのフォロ
ワー（購読者）数は59,000人を超えたほか、フェイスブック・ユーチューブといった比較的新しい方法
での情報発信と、このための写真・動画などの素材作成にも注力した。
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報，113，774–783.

井上修平，大島 泰，陳 家偉，宇野慎介，丹羽佑果，竹腰達哉，
長沼桐葉：2021，広帯域ミリ波サブミリ波検出器のための平面
Magic Tの開発，第40回天文学に関する技術シンポジウム2020
集録．

井上剛志，岩崎一成，大屋瑤子，神鳥 亮，島尻芳人，立原研悟，
古家健次：2020，SPICAで探る星形成・星間媒質，天文月報，
113，766–773.

石川遼太郎，仲田資季，勝川行雄，政田洋平：2020，深層学習に
よる乱流場の物理量診断－太陽プラズマ・実験室プラズマ汎
用CNNモデルの開発－，プラズマ・核融合学会第37回年会，
02Aa06.

磯貝瑞希，古澤久德，山根 悟，田中伸広，巻内慎一郎，小澤武揚，
亀谷和久，大倉悠貴，岡本桜子，髙田唯史，小杉城治：2020，
国立天文台・天文データセンター 大規模観測データ解析シス
テム III，第40回天文学に関する技術シンポジウム2020集録，
79–81.

泉 拓磨：2020，SPICAが革新する銀河・ブラックホール進化サイ
エンス，天文月報，113，684–693.

金子慶子，神澤富雄，三ツ井健司，福嶋美津広：2021，金属
3Dprinter立ち上げ進捗報告，第40回天文学に関する技術シン
ポジウム2020集録，75–78.
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鹿野良平，石川遼子，成影典之，宋 東郁，吉田正樹，勝川行雄，
久保雅仁，坂東貴政，Winebarger, A., McKenzie, D., Auchère, F., 
CLASP&CLASP2チーム：2020，太陽紫外線観測ロケット実験
CLASP/CLASP2でのコンタミ管理，第63回宇宙科学技術連合
講演会講演集，1R09.

勝川行雄，del Toro Iniesta J. C., Solanki S., 久保雅仁，原 弘久，清
水敏文，大場崇義，川畑佑典，末松芳法，浦口史寛，都築俊
宏，納富良文，田村友範，篠田一也，松本琢磨，石川遼子，
鹿野良平，Quintero Noda C., 永田伸一，一本 潔：2020，国際大
気球太陽観測実験SUNRISE-3，2020年度大気球シンポジウム，
SA6000151，13.

葛原昌幸，IRD Team: 2020，すばる望遠鏡・赤外線視線速度測定
装置 IRDのデータ解析：観測直後の簡易解析から本格的な視
線速度導出までのプロセス，2020年度光赤天連シンポジウム

「データ解析の新展開2020」オンライン集録，http://gopira.jp/
sym2020/2-20-Kuzuhara.pdf

町田真美：2020，ブラックホール周辺のプラズマのダイナミクス，
プラズマ・核融合学会九州・沖縄・山口支部第24回支部大会，
75–78.

三上真世：2020，国立天文台におけるオンライン配信の事例紹介，
第34回天文教育研究会集録，49–52.

森田 諭，花岡庸一郎，桜井 隆，末松芳法：2021，国立天文台三
鷹太陽フレア望遠鏡近赤外偏光分光観測装置のSQL-DBと連携
した自動pipeline処理，第40回天文学に関する技術シンポジウ
ム2020集録，59–62.

本原顕太郎，美濃和陽典，田中 壱，服部 尭，小山佑世，柳澤顕
史，岩田 生，小西真広，王 祥宇，周 瞿毅，木村仁彦：2020，
ULTIMATE-Subaru: WFIの概念設計，第9回 可視赤外線観測装
置技術ワークショップ 2020オンライン集録，http://gopira.jp/
instws/2020/motohara.pdf

長沼桐葉，吉岡佳輔，酒井 剛，大島 泰，竹腰達哉，丹羽佑果，
宇野慎介，陳 家偉，井上修平：2021，多色サブミリ波カメラ
用多段型多孔質膜赤外線フィルターの開発，第40回天文学に関
する技術シンポジウム2020集録．

中村康二：2020，Noise Estimation of Balanced Homodyne Detection 
For Gravitational-Wave Detectors，第33回理論天文学宇宙物理学
懇談会シンポジウム集録．

大野良人，美濃和陽典，本原顕太郎，田中 壱，柳澤顕史：2020，
ULTIMATE-SUBARU: MBSEを用いたシステム仕様の策定，第
9回 可視赤外線観測装置技術ワークショップ 2020オンライン
集録，http://gopira.jp/instws/2020/y_ono.pdf

大野良人：2020，補償光学観測で得られた PSF の推定の現状と
展望 ，2020年度光赤天連シンポジウム「データ解析の新展開
2020」オンライン集録，http://gopira.jp/sym2020/2-3-Ono.pdf

大屋 真，山下卓也，林 左絵子，臼田知史，家 正則，遠藤立樹：
2020，次世代30m望遠鏡TMTの分割鏡技術，第64回宇宙科学
技術連合講演会講演集，1H02.

田中 壱：2020，MOIRCSに搭載されたLightSmyth新グリズムの性
能評価，第9回 可視赤外線観測装置技術ワークショップ 2020オ
ンライン集録，http://gopira.jp/instws/2020/

都築俊宏：2021，先端技術センターにおける光学設計開発Ⅲ－
2020年度のトピック－，第40回天文学に関する技術シンポジウ
ム2020集録，45–48.

内山久和：2020，クェーサーと銀河の共進化史の探求，天文月報，
113，478–487.

宇野慎介，大島 泰，竹腰達哉，陳 家偉，井上修平，長沼桐葉，

丹羽佑果：2021，平面型直交モード変換器の帯域幅を制限する
高次モード発生の解析，第40回天文学に関する技術シンポジウ
ム2020集録．

山岡 均：2020，星の一生に思い巡らせ，東京新聞，2020年12月20
日号．

山岡 均：2020，新天体を見つける，ブナの森新聞，2020年夏号．
山岡 均：2020，オンラインで楽しむ天文学，ブナの森新聞，2020

年秋号．
山岡 均：2020，超巨大ブラックホールに挑む，ブナの森新聞，

2020年冬号．
山岡 均：2020，ブラックホールにせまる！，OKEGAWA honプラ

ス＋子どもつうしん，No. 3.
山岡 均：2021，今年は月に注目，ブナの森新聞，2021年春号．
吉田道利：2020，ハワイ観測所の現況と将来計画，2020年度光赤

天連シンポジウム「データ解析の新展開2020」オンライン集録，
http://gopira.jp/sym2020/3-1-Yoshida.pdf
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9.　和文報告（著書・出版）

縣 秀彦（著），日本天文教育普及研究会有志（翻訳）：2020，ビッ
グアイデア -天文学の主要概念 -天文学リテラシーの提案，国
立天文台，東京．

縣 秀彦：2020，怖くて眠れなくなる天文学，PHP研究所，東京．
縣 秀彦：2020，ハッブル・レガシー（ハッブル宇宙望遠鏡30年の

記録），グラフィック社，東京．
縣 秀彦：2021，月と星座大事典，あかね書房，東京．
暦計算室：2020，暦象年表 令和3年（2021），国立天文台，東京．
暦計算室：2020，令和4（2022）年 暦要項，官報，東京．
本間希樹：2021，宇宙の奇跡を科学する，扶桑社，東京．
日下部展彦（著），田村元秀（監修）：2021，新説 宇宙生命学，カ

ンゼン，東京．
松尾 宏，亀野誠二，小嶋崇文，齋藤正雄（著），中井直正，坪井

昌人，福井康雄（編）：2020，シリーズ現代の天文学第16巻「宇
宙の観測 II 電波天文学 第2版」，日本評論社，東京．

理科年表編集委員会：2020，理科年表 2021，丸善出版，東京．
天文年鑑編集委員会編（遠藤勇夫，川崎 渉，相馬 充，萩野正興，

前原裕之，山岡 均，国立天文台暦計算室，ほか）：2020，天文
年鑑2021年版，誠文堂新光社，東京．

山岡 均（監修）：2020， ビジュアル宇宙探検図鑑 美しい宇宙の謎
にせまる，ポプラ社，東京．

10.　和文報告（学会発表等）

阿部新助，並木則行，松本晃治，野田寛大，千秋博紀，平田 成，
出村裕英：2020，はやぶさ2搭載レーザー高度計LIDARに基づ
く小惑星 (162173)リュウグウの表面ラフネス，JpGU-AGU Joint 
Meeting 2020.

縣 秀彦，瀧澤輝佳：2020，学校理科 組み立て式天体望遠鏡キッ
トを用いた自宅での月観察学習の試み，日本天文学会秋季年会．

縣 秀彦，桑田敦基，岡村定矩，半田利弘：2021，インターネット
天文学辞典：利用状況調査に基づく運用・コンテンツの改良，
日本天文学会春季年会．

赤堀卓也，北山 哲，上田周太朗，泉 拓磨，李 建鋒，川邊良平，
河野孝太郎，大栗真宗，滝沢元和：2020，フェニックス銀河団
の冷却コア（1）ATCAによるAGNジェットの初解像，日本天
文学会秋季年会．

赤堀卓也：2020，不死鳥は甦るか？―冷えた銀河団の中心で生ま
れた若いジェットを発見，2020年度VLBI 懇談会シンポジウム

「VLBIの未来」．
赤堀卓也：2020，MONSTER計画，2020年度VLBI 懇談会シンポ

ジウム「VLBIの未来」．
赤堀卓也，廣田朋也，永山 匠，亀谷 收，高橋慶太郎，ほか国立

天文台水沢VLBI観測所SKA1検討グループ：2021，SKAプロ
ジェクトに向けた科学検討4，日本天文学会春季年会．

秋野大知，岡部信広，梅津敬一，大栗真宗，田中賢幸，宮崎 聡，
西澤 淳，Eckert, D., Sereno, M., Gastaldello, F.: 2020，BARYON 
BUDGET IN THE XXL CLUSTERS II，日本天文学会秋季年会．

秋野大知，岡部信広，梅津敬一，大栗真宗，田中賢幸，宮崎 聡，
西澤 淳，Eckert, D., Sereno, M., Gastaldello, F.: 2021，BARYON 
BUDGET IN THE XXL CLUSTERS III，日本天文学会春季年会．

阿久津智忠，平田直篤，佐藤直久，高橋竜太郎，正田亜八香，
大渕喜之，浦口史寛，池之上文吾，都築俊宏，齊藤 栄，清水
莉沙，福嶋美津広，麻生洋一，鷲見貴生，苔山圭以子，宮川 
治，上泉眞裕，中野雅之，三代木伸二，牛場崇文，横澤孝章，
KAGRA collaboration: 2020，大型低温重力波望遠鏡KAGRAに
おける迷光雑音の対策 II，日本天文学会秋季年会．

阿久津智忠，on behalf of the KAGRA collaboration: 2021，大型低温
重力波望遠鏡KAGRA: 全体報告，日本天文学会春季年会．

青木紘介，黒川宏之，藤井友香：2020，一酸化炭素を考慮した地
球型惑星の炭素循環と表層環境進化，JpGU-AGU Joint Meeting 
2020.

青木和光，Li, H., 松野允郁，須田拓馬：2020，金属欠乏星におけ
る二重線分光連星の割合，日本天文学会秋季年会．

青木和光，Li, H., 松野允郁，Xing, Q-F.: 2021，LAMOST/すばる望
遠鏡による金属欠乏星組成調査 I. 炭素組成と炭素過剰天体，日
本天文学会春季年会．

荒井朋子，小林正規，石橋 高，吉田二美，木村 宏，平井隆之，
洪 鵬，千秋博紀，和田浩二，Srama, R., Kruger, H., 豊田裕之，
西山和孝，今村裕志，高島 健，DESTINY+サイエンスチーム：
2020，DESTINY+が目指すサイエンス，第64回宇宙科学技術連
合講演会．

荒 井 朋 子， ほ か， 渡 部 潤 一， 伊 藤 孝 士， 大 坪 貴 文：2020，
DESTINY+計画の進展とサイエンス，日本惑星科学会秋季講演
会．

荒川創太，大野和正：2020，階層粉体の伝熱過程に基づく彗星表
層の熱慣性の解釈，日本惑星科学会秋季講演会．

荒川創太，Krijt, S.: 2020，CO2氷およびH2O氷粒子の限界付着速
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度，第33回理論懇シンポジウム．
荒川創太，深井稜汰：2020，原始太陽系星雲の核合成起源同位体

不均質：ダスト粒子の移流・拡散・落下の影響について，新学
術領域「星惑星形成」2020年度大研究会．

荒川創太：2021，原始惑星系円盤中の「氷」粒子の付着限界速度，
「自然科学における階層と全体」シンポジウム．

荒川創太，Krijt, S.: 2021，「氷」粒子の付着特性について，天体の
衝突物理の解明（XVI）／第12回スペースガード研究会．

荒川創太，Krijt, S.: 2021，ダスト粒子の限界付着速度とエネルギー
散逸機構につ いて，惑星系形成若手研究会2021.

新谷昌人，三浦 哲，田村良明，坪川恒也：2020，小型絶対重力計
TAG-1の系統誤差評価とさらなる小型化，日本測地学会第134
回講演会．

有馬海里，小野 哲，酒井 剛，田村友範，小嶋崇文：2021，超伝
導体を用いた4–8 GHz帯の90度ハイブリッドカプラの評価・解
析，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

有冨尚紀，ほか，Zhao, Y., Capocasa, E., Leonardi, M., Eisenmann, 
M., 麻生洋一，正田亜八香，高橋竜太郎：2020，重力波望遠鏡
の感度向上のための周波数依存スクイーズ光の開発（4），日本
物理学会2020秋季大会．

有冨尚紀，ほか，Zhao, Y., Capocasa, E., Leonardi, M., Eisenmann, 
M., 麻生洋一，正田亜八香：2021，重力波望遠鏡のためのフィ
ルターキャビティの新しい制御手法，日本物理学会第76回年次
大会．

朝野哲郎，藤井通子，馬場淳一，Bedorf, J., Sellentin, E., Portegies 
Zwart, S.: 2020，N体シミュレーションで探る太陽近傍の星の位相
空間分布とバーの共鳴軌道との関係，日本天文学会秋季年会．

朝野哲郎 , 藤井通子 , 馬場淳一 , Bedorf, J., Sellentin, E., Portegies 
Zwart, S.: 2021，Gaiaによる最新の位置天文観測と天の川銀河
N体シミュレーションの比較，日本天文学会春季年会．

馬場淳一：2020，天の川銀河の動力学構造と位置天文観測，第9
回観測的宇宙論ワークショップ．

馬場淳一，河田大介，Schoenrich, R.: 2021，Age dating the Galactic 
Bar with the nuclear stellar disk and BPX bulge，日本天文学会春
季年会．

馬場淳一：2021，天の川銀河の動力学構造の進展 : 位置天文観測
の立場から，CfCAユーザーズミーティング．

馬場俊介，今西昌俊，泉 拓磨，Nguyen, D. D., 川室太希，中川貴雄，
磯部直樹，大西崇介，松本光生：2021，超高光度赤外線銀河
IRAS 17208－0014の深く埋もれた中心核の構造，日本天文学
会春季年会．

馬場俊介：2021，高分散分光を用いたAGN近傍ガス観測の検討，
G-REX（+中間赤外線高分散分光）サイエンス検討会．

Canas, L.: 2020，100 Years Celebrations of the International 
Astronomical Union: Implementation and Outcomes，第34回天文
教育研究会．

陳 たん，KAGRA collaboration: 2021，重力波望遠鏡KAGRAのた
めの較正手法の開発，日本物理学会第76回年次大会．

茅根裕司，ほか，都丸隆行：2020，POLARBEAR実験によるBモー
ド偏光観測結果の総括と最新結果，日本物理学会2020秋季大会．

Eie, S.: 2020，Long-term spectral variations of XTE J1810-197，VERA 
User’s meeting.

榎戸輝揚，寺澤敏夫，木坂将大：2021，かにパルサーの巨大電波
パルスに伴うX線超過の発見，日本天文学会春季年会．

江崎翔平，単 文磊，宮地晃平，小嶋崇文，鵜澤佳徳：2020，PE-
CVDプロセスがSISミキサ集積回路に及ぼす影響，応用物理学

会秋季年会．
江崎翔平，永井 誠，坂井 了，金子慶子，小嶋崇文，Shan, W., 鵜

澤佳徳，浅山信一郎：2021，サブミリ波帯反射防止構造の開発，
第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

藤井友香，松尾太郎：2020，中間赤外高分散分光による系外地球
型惑星の 大気組成の検出可能性，日本惑星科学会秋季講演会．

藤井泰範，小嶋崇文，Kroug, M., 鵜澤佳徳：2021，Band10 2SBミ
クサ，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

藤田菜穂，堀 安範，佐々木貴教：2020，Orbital evolution of close-
in super-Earths via atmospheric escape，JpGU-AGU Joint Meeting 
2020.

藤田菜穂，堀 安範，佐々木貴教：2020，短周期 super-Earthの大気
散逸に伴う軌道進化，日本惑星科学会秋季講演会．

福江 慧，池田優二，河北秀世，松永典之，近藤荘平，谷口大輔，
鮫島寛明，小林尚人，濱野哲史，安井千香子，辻本拓司，
WINERED開発チーム：2020，近赤外線高分散分光器WINERED: 
Mg, Si, Ca, Ti, Cr, Niの化学組成導出に用いるYJバンド中の吸
収線の選定，日本天文学会秋季年会．

福井暁彦，ほか，日下部展彦，西海 拓，渡辺紀治，田村元秀，
LCOチーム：2021，系外惑星トランジット観測のための可視4
色同時撮像装置MuSCAT3の開発，日本天文学会春季年会．

福士比奈子：2020，4次元デジタル宇宙コンテンツを使ったオン
ライン天文普及，第34回天文教育研究会．

Gonzalez, A.: 2020，ALMA 2 – The 2nd Phase of the ALMA Project in 
Japan，宇電懇シンポジウム2020「極限性能で切り開く電波天
文学」．

Gonzalez, A., Fukagawa, M., Iono, D., Minamidani, T., Kosugi, G., 
Kojima, T., Kikuchi, K., Hiramatsu M., the ALMA Project team: 
2020，Update on ALMA Operations and Development Program - 
Autumn 2020，日本天文学会秋季年会．

Gonzalez, A.: 2021，Reflections on the impact of COVID-19 on 
ALMA operations and NAOJ ALMA Project - A personal view -，
Proceedings of Symposium on Engineering in Astronomy 2020.

Gonzalez, A., Fukagawa, M., Iono, D., Sakamoto, S., Kosugi, G., 
Kojima, T., Kikuchi, K., Hiramatsu M., the ALMA Project team: 
2021，Update on ALMA Operations and Development Program - 
Spring 2021，日本天文学会春季年会．

郷田直輝，辻本拓司，矢野太平，上田暁俊，三好 真，辰巳大輔，
馬場淳一，鹿島伸悟，山田良透，河田大介，片坐宏一，西 亮一，
河原 創，JASMINEチーム，exo-JASMINEチーム一同：2020，
小型 JASMINE計画の全体的概況，日本天文学会秋季年会．

郷田直輝，JASMINE チーム，exo-JASMINE チーム一同：2020，
JASMINE計画の全体概要と進捗，JASMINE Consortium Meeting.

郷田直輝，JASMINE チーム，exo-JASMINE チーム一同：2020，
Gaiaの成果と JASMINEの展望，第33回理論懇シンポジウム．

郷田直輝，鹿野良平，辻本拓司，矢野太平，上田暁俊，三好 真，
辰巳大輔，馬場淳一，鹿島伸悟，小宮山 裕，片坐宏一，臼井
文彦，山田良透，河田大介，西 亮一，河原 創，JASMINE チー
ム，exo-JASMINE チーム一同：2021，JASMINE 計画の全体概
要と進捗，日本天文学会春季年会．

郷田直輝，小型 JASMINEプリプロジェクト候補チーム：2021，
JASMINEの全体的状況，第21回宇宙科学シンポジウム．

秦 和 弘，Kim, J., on behalf of the EHT Collaboration: 2020，Event 
Horizon Telescopeによるブレーザー3C279の20マイクロ秒角ス
ケールイメージング，日本天文学会秋季年会．

秦 和弘：2020，EAVNの現状と将来，2020年度VLBI 懇談会シン
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ポジウム「VLBIの未来」．
秦 和弘：2020，EAVNステータス2020，VERA User’s meeting.
秦 和弘：2020, 将来計画WG銀河班中間報告，VERA User’s meeting.
秦 和弘：2020, 東アジアVLBI共同利用観測ステータス，Nobeyama 

Science Workshop 2020.
秦 和弘：2021，JCMT-VLBI超高解像度ミリ波観測で探る超巨大

ブラックホール，JCMTサイエンスワークショップ．
秦 和弘：2021，ミリ波VLBIによる巨大ブラックホール観測，（サ

ブ）ミリ波単一鏡の革新で挑む，天文学の未解決問題．
浜名 崇，白崎正人，Lin, Y.-T.: 2021，Dilution効果を軽減する弱重

力レンズ銀河団検出法の開発とHSCサーベイ初年度データへ
の応用，日本天文学会春季年会．

花岡庸一郎：2020，地上光学赤外観測の今後～国立天文台のシノ
プティック観測について～，太陽研連・太陽スペース研究シン
ポジウム．

花岡庸一郎：2021，ドームレス望遠鏡でのH2RG赤外カメラ偏光
観測実験，京都大学飛騨天文台ユーザーズミーティングならび
に将来計画検討会．

原 弘久，末松芳法，勝川行雄，納富良文，篠田一也，清水敏
文，備後博生，峯杉賢治，後藤 健，太刀川純孝，小川博之，
木本雄吾，川手朋子，今田晋亮，一本 潔，永田伸一：2021，
Solar-C (EUVST): EUVST構造設計の進捗報告，日本天文学会
春季年会．

原 弘久，末松芳法，勝川行雄，納富良文，篠田一也，清水敏
文，備後博生，峯杉賢治，後藤 健，太刀川純孝，小川博之，
木本雄吾，川手朋子，今田晋亮，一本 潔，永田伸一：2021，
Solar-C (EUVST): EUVST構造設計の進捗報告，第21回宇宙科
学シンポジウム．

原田直人，佐伯 優，柳 玉華，山崎 駿，町田正博，徳田一起，立
原研悟，松下祐子，松本倫明，山崎康正，大西利和：2021，
ALMA ACAサーベイで探るTaurus領域分子雲コア進化の統計
的研究（5）：若い連星GV Tauが付随する分子雲コアの内部構
造，日本天文学会春季年会．

長谷川 豊，山崎康正，増井 翔，川下紗奈，米山 翔，横山航希，
小川英夫，大西利和，立松健一，宮澤千栄子，高橋敏一，前
川 淳，Gonzalez, A., 金子慶子，酒井 剛：2021，NRO 45m鏡搭
載新7ビーム両偏波3帯域同時受信機の開発，第21回ミリ波サブ
ミリ波受信機ワークショップ．

長谷川 豊，山崎康正，増井 翔，川下紗奈，米山 翔，横山航希，
小川英夫，大西利和，立松健一，宮澤千栄子，高橋敏一，前川 
淳，Gonzalez, A., 金子慶子，酒井 剛：2021，野辺山45m鏡7ビー
ム3帯域両偏波受信機の開発 II：受信機概要，日本天文学会春
季年会．

橋本 淳：2020，遷移円盤天体DM TauにおけるALMA long baseline
観測，新学術領域研究 「新しい星形成理論によるパラダイムシ
フト： 銀河系におけるハビタブル惑星開拓史の解明」 キックオ
フミーティング．

橋本 淳，武藤恭之，Dong, R., Liu, H. B., van der Marel, N., Francis, L., 
長谷川靖紘，塚越 崇，小西美穂子，工藤智幸：2021，DM Tau
周囲のリング状原始惑星系円盤における弱い非軸対称構造，日
本天文学会春季年会．

橋本 遼，ほか，高橋 葵：2021，宇宙赤外線背景放射観測ロケッ
ト実験CIBER-2: 感度較正光源の評価，日本天文学会春季年会．

八田良樹，関井 隆，高田将郎，Kurtz, D.: 2020，Asteroseismology 
of a possible blue straggler star KIC 11145123，太陽研連・太陽ス
ペース研究シンポジウム．

平野照幸，Krishnamurthy, V., Gaidos, E., 小谷隆行，田村元秀，す
ばる /IRDチーム：2021，若い系外惑星の軌道傾斜角測定，日
本天文学会春季年会．

平田直之，並木則行：2020，リュウグウクレーターリムの東西不
対称性について，JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

廣田朋也，VERA collaboration: 2020，VERAによる位置天文デー
タのカタログ作成，日本天文学会秋季年会．

廣田朋也：2020，VERAサイエンスの現状と将来，2020年度VLBI 
懇談会シンポジウム「VLBIの未来」．

廣田朋也：2020,VERAの科学的成果の報告，VERA User’s meeting.
廣田朋也：2020，Basics of proposal writing，分子雲から原始星誕

生までを追う～新時代の星形成モデル構築に向けて～．
廣田朋也，Burns, R., 砂田和良，Cesaroni, R., Moscadelli, L., 杉山孝

一郎，Kim, J., 米倉覚則：2021，VERAとALMAを用いた大質
量原始星S255 NIRS 3における水メーザー観測，日本天文学会
春季年会．

廣田朋也：2021，ALMA Band 10 imaging of Orion Source I，ALMA
高周波バンドを用いた星形成研究を考える．

本間希樹，ほか，小山友明，川島朋尚，田崎文得，永井 洋，秦 
和弘，Event Horizon Telescope Collaboration: 2020，EHTによる
超巨大ブラックホールシャドウの直接撮像：現状と今後，日本
天文学会秋季年会．

本間希樹：2020，水沢VLBI観測所の現状と将来，2020年度VLBI 
懇談会シンポジウム「VLBIの未来」．

本間希樹：2020，水沢 VLBI 観測所の現状と今後，VERA User’s 
meeting.

堀 安範：2020，磁場から探る系外巨大惑星の内部構造，日本惑星
科学会秋季講演会．

堀内貴史，花山秀和，大石雅寿：2020，むりかぶし望遠鏡 /
MITSuMEを用いたStarlink Dark Satの等級の評価，日本天文学
会秋季年会．

堀内貴史：2020，石垣島天文台の観測報告11，第11回光赤外線天
文学大学間連携ワークショップ．

堀内貴史：2020，多地点・多色同時撮像によるStarlink衛星の観
測的影響の調査，第11回光赤外線天文学大学間連携ワークショップ．

堀内貴史，大石雅寿：2021，むりかぶし望遠鏡によるスターリン
ク衛星の等級測定，運営会議サイエンスレポート．

胡 博超，野村英子：2021，周惑星円盤のngVLA観測のモデル計
算：ダストの性質への制限，日本天文学会春季年会．

胡 博超，野村英子：2021，周惑星円盤の赤外線・電波観測のモデ
ル計算：衛星形成の条件，第8回衛星系研究会．

幾田 佳，前原裕之，野津湧太，行方宏介，加藤太一，岡本壮師，
野津翔太，本田敏志，野上大作，柴田一成：2021，Starspot 
mapping with parallel tempering for TESS data of M-type flare 
stars，日本天文学会春季年会．

今田大皓：2021，平面波展開を応用したビーム伝播の逆問題につ
いての考察，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

今田晋亮，清水敏文，川手朋子，鳥海 森，末松芳法，原 弘久，
渡邊鉄哉，勝川行雄，久保雅仁，渡邉恭子，一本 潔，永田伸
一，浅井 歩，阿南 徹，横山央明，草野完也，Long, D., Warren, H. 
P., Solar-C WG: 2020，高感度EUV/UV分光望遠鏡衛星（Solar-C 
EUVST）の現状，日本天文学会秋季年会．

Imada, S., Yokoyama, T., Toriumi, S., Shimizu, T., Tei, A., Kawate, T., 
Katsukawa, Y., Kubo, M., Hara, H., Suematsu, Y., Watanabe, 
T., Ichimoto, K., Watanabe, K., Warren, H., Long, D., Matthews,S., 
Teriaca, L., Andrette, V., Auchere, F., Harra, L., International Solar-C 
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Science Team: 2021，Solar-C (EUVST)の科学戦略，第21回宇宙
科学シンポジウム．

今西祐一，名和一成，田村良明，池田 博：2020，石垣島における
超伝導重力計観測，日本地球惑星科学連合2020年大会．

井上修平，大島 泰，陳 家偉，宇野慎介，丹羽佑果，竹腰達哉，
長沼桐葉：2021，広帯域ミリ波サブミリ波検出器のための平面
Magic Tの開発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

井上修平，大島 泰，陳 家偉，宇野慎介，丹羽佑果，竹腰達哉，
長沼桐葉：2021，広帯域ミリ波サブミリ波検出器のための平面
Magic Tの開発，第40回天文学に関する技術シンポジウム2020.

石原大助，金田英宏，大坪貴文，尾中 敬，山村一誠：2020，
Debris disks and Zodiacal light studies with SPICA，日本地球惑星
科学連合2020年大会．

石川裕之：2020，近赤外高分散分光観測によるM型矮星の組成決
定，新学術領域研究「新しい星形成理論によるパラダイムシフ
ト」2020年度大研究会．

石川裕之，青木和光，小谷隆行，葛原昌幸，大宮正士，平野照幸，
Reiners, A., Zechmeister, M., IRD-SSPチーム：2021，近赤外高分
散分光による近傍M型矮星の元素組成比の調査，日本天文学
会春季年会．

Ishikawa, R., Trujillo Bueno, J., Alemán del Pino, T., Okamoto, T. J., 
Kano, R., Song, D., Yoshida, M., McKenzie, D. E., Kobayashi, K., 
Auchère, F., Rachmeler, L., Bethge, C., CLASP2 team.: 2020，
Tomography of plage and network magnetic fields from Hinode and 
CLASP2 observations，日本天文学会秋季年会．

石川遼子，ほか，岡本丈典，鹿野良平，Song, D., 浦口史寛，久保
雅仁，坂尾太郎，篠田一也，末松芳法，都築俊宏，成影典之，
納富良文，原 弘久：2021，観測ロケット実験CLASP2・ひので
衛星による太陽磁場の断層診断，第21回宇宙科学シンポジウム．

石川遼太郎，仲田資季，勝川行雄，政田洋平：2020，畳み込み
ニューラルネットワークを用いた水平速度場診断手法の開発，
太陽研連・太陽スペース研究シンポジウム．

石川遼太郎，仲田資季，勝川行雄，政田洋平：2020，深層学習に
よる乱流場の物理量診断－太陽プラズマ・実験室プラズマ汎用
CNNモデルの開発－，プラズマ・核融合学会第37回年会．

石川遼太郎，仲田資季，勝川行雄，政田洋平：2020，深層学習を
用いた乱流場の水平速度診断手法の開発，第50回天文・天体物
理若手夏の学校．

石川遼太郎，勝川行雄，大場崇義，久保雅仁，末松芳法：2020，
光球スペクトル線幅増大に微小乱流項はどの程度寄与してい
るか，日本天文学会秋季年会．

石川遼太郎，仲田資季，勝川行雄，政田洋平，Riethmuller, T. L.: 
2021，畳み込みニューラルネットワークを用いた水平速度場診
断手法の開発，日本天文学会春季年会．

石川智浩，岩口翔輝，道村唯太，安東正樹，山田梨加，渡辺泉実，
長野晃士，阿久津智忠，小森健太郎，武者 満，内藤丈雄，森
本泰玄，川村静児：2021，スペース重力波アンテナDECIGO
計画（130）：量子雑音の最適化，日本物理学会第76回年次大会．

石塚典義，原 弘久：2020，太陽フレア中のプラズモイドの合体に
よる成長と加熱過程，2020年度太陽研連シンポジウム．

磯貝瑞希，古澤久徳，山根 悟，田中伸広，巻内慎一郎，小澤武
揚，亀谷和久，大倉悠貴，高田唯史，小杉城治，岡本桜子：
2020，国立天文台共同利用 大規模観測データ解析システム III 
計算ノード増設，日本天文学会秋季年会．

磯貝瑞希，古澤久德，山根 悟，田中伸広，巻内慎一郎，小澤武揚，
亀谷和久，大倉悠貴，岡本桜子，髙田唯史，小杉城治：2021，

国立天文台・天文データセンター 大規模観測データ解析シス
テム III，第40回天文学に関する技術シンポジウム2020.

伊東大輔，三澤 透，堀内貴史，青木賢太郎：2020，クェーサー付
随NAL吸収体の幾何的分布に関する調査，日本天文学会秋季
年会．

伊藤 慧：2020，Ancient relation between galaxies’ properties and the 
environment revealed by Subaru Telescope，ROIS/I-URIC 2020 年
度若手研究者クロストーク．

伊藤 慧，柏川伸成，利川 潤，田中賢幸，内山久和，久保真理子，
Liang, Y., HSC Project96: 2020，HSC広視野撮像観測によるz~4
における原始銀河団銀河の光度関数，日本天文学会秋季年会．

Ito, K., on behalf of the KAGRA collaboration: 2020，重力波望遠鏡
KAGRAにおけるレーザーの輻射圧を用いた較正2，日本物理
学会北陸支部定例学術講演会．

伊藤孝士，樋口有理可：2020，オールト雲起源新彗星の力学進化：
新彗星の最小近点距離分布，日本惑星科学会秋季講演会．

伊藤哲也：2021，ASTE Band8受信機冷却部の IF広帯域化の設計，
第40回天文学に関する技術シンポジウム2020.

岩口翔輝，石川智浩，安東正樹，道村唯太，小森健太郎，長野晃
士，阿久津智忠，武者 満，山田梨加，渡辺泉実，内藤丈雄，
森本泰玄，川村静児：2021，スペース重力波アンテナDECIGO
計画（129）：回折損失のある場合の量子雑音，日本物理学会第
76回年次大会．

岩本 凌，松岡良樹，佐衞田祐弥，小山舜平：2021，すばる望遠鏡
HSC撮像データを用いた、2型AGNを宿す銀河の形態解析，日
本天文学会春季年会．

家 正則，福本英也，八木雅文：2021，銀河スピン分布 III：SDSS
銀河サンプルの双極子異方性，日本天文学会春季年会．

泉 拓磨，尾上匡房，松岡良樹，SHELLQs チーム：2020，ALMA
観測に基づく高赤方偏移低光度クエーサーの母銀河の多様性，
日本天文学会秋季年会．

泉 拓磨：2020，ALMAで調べる大質量ブラックホールとその進化，
日本版Astro 2020セミナー．

泉 拓磨：2020，ngVLA時代に期待する銀河・SMBH共進化の研究，
ngVLA Science Working Group 3会議．

泉 拓磨：2020，高空間分解能で探るAGN直近の物理・化学的性
質，ngVLA Science Working Group 5会議．

泉 拓磨，今西昌俊，中西康一郎，Nguyen, D., 馬場俊介，原田な
なせ，中野すずか，川室太希望，河野孝太郎，松下聡樹，道山
知成，NGC 7469チーム：2021，活動銀河NGC 7469における高
解像度CO分子・C原子輝線観測 I. X-ray Dominated Regionの特
性に基づくサブミリ波帯熱源診断，日本天文学会春季年会．

泉 拓磨：2021，ngVLA時代の銀河・ブラックホール進化研究へ
の期待，日本天文学会春季年会．

寺家孝明：2020，VERA VLBI 運用実績報告と測地観測報告，
VERA User’s meeting.

亀谷和久，田中伸広，磯貝瑞希，小澤武揚，巻内慎一郎，山根 悟，
市川伸一，高田唯史，小杉城治：2021，国立天文台天文データ
センターが運用する多波長データ解析システム利用状況，日本
天文学会春季年会．

亀谷 收：2020，パルサーの距離情報より求めた天の川銀河内電離
ガス密度分布，日本天文学会秋季年会．

亀谷 收：2020，水沢10 m 電波望遠鏡の状況と今後について，
VERA User’s meeting.

上塚貴史，中田好一，大澤 亮，三戸洋之，浅野健太朗，宮田隆
志，柳澤顕史，泉浦秀行，板 由房，小野里宏樹，植田稔也：
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2020，非変光OH/IR星の近赤外線長期増光現象の発見，日本天
文学会秋季年会．

金川和弘，橋本 淳，武藤恭之，塚越 崇，高橋実道，長谷川靖紘，
小西美穂子，野村英子，Liu, H. B., Dong, R., 片岡章雅，百瀬宗
武，小野智弘，Sitko, M., 高見道弘，富田賢吾：2021，WW Cha
に付随する原始惑星系円盤のALMA観測，日本天文学会春季
年会．

神原永昌，川手朋子，村上 泉，原 弘久：2020，M1.1太陽フレア
における彩層蒸発プラズマの速度・電子密度診断，2020年度太
陽研連シンポジウム．

神原永昌，川手朋子，村上 泉，原 弘久：2021，M1.1太陽フレア
における彩層蒸発プラズマの速度・電子密度診断，日本天文
学会春季年会．

金子寛明，荒川創太，中本泰史：2020，コンドリュール・リム形
成時のダスト形態のモノマーサイズ依存性，日本惑星科学会秋
季講演会．

金子慶子，坂井 了，大田原一成，小嶋崇文，神澤富雄，三ツ井健
司，勝本達夫，福田武夫，福嶋美津広，鵜澤佳徳，Gonzalez, 
A.: 2020，ALMA受信機用広帯域光学系コンポーネントの開発

（IV），日本天文学会秋季年会．
金子慶子，神澤富雄，三ツ井健司，福嶋美津広：2021，金属

3Dprinter立ち上げ進捗報告，第40回天文学に関する技術シン
ポジウム2020.

鹿野良平，郷田直輝，上田暁俊，小宮山 裕，満田和久，中屋秀彦，
片坐宏一，臼井文彦，山田良透：2021，国産 InGaAs近赤外イ
メージセンサーの宇宙用化と、JASMINE計画への適用検討，
日本天文学会春季年会．

笠木 結，小谷隆行，平野照幸，葛原昌幸，田村元秀，佐藤文衛，
IRD装置チーム /IRD-SSPチーム：2021，近赤外高精度視線速
度測定のための地球大気吸収線の影響評価，日本天文学会春季
年会．

鹿島伸悟，矢野太平，上田暁俊，辰巳大輔，小宮山 裕，鹿野良平，
郷田直輝，山田良透，片坐宏一，JASMINE チーム：2021，
JASMINE望遠鏡新規光学系設計検討，日本天文学会春季年会．

鹿島伸悟，JASMINEチーム：2021，JASMINE光学系の概要と変
遷，第21回宇宙科学シンポジウム．

片坐宏一，臼井文彦，山田良透，郷田直輝，鹿野良平，矢野太
平，上田暁俊，三好 真，辰巳大輔，鹿島伸悟，小宮山 裕，
JASMINEチーム：2021，JASMINE望遠鏡の基本パラメータ再
設定，日本天文学会春季年会．

加藤晴貴，安井千香子，池田優二，小林尚人，WINEREDチーム：
2021，若い中質量星HD 200775の原始惑星系円盤に見られた光
蒸発の兆候，日本天文学会春季年会．

勝川行雄，川畑佑典，松本琢磨，Quintero Noda, C., 飯島陽久，
SUNRISE-3 team: 2020，太陽乱流現象の多波長高解像度観測に
向けたモデリング，プラズマ・核融合学会第37回年会．

勝川行雄，del Toro Iniesta, J. C., Solanki, S., 久保雅仁，原 弘久，清
水敏文，大場崇義，川畑佑典，末松芳法，浦口史寛，都築俊宏，
納富良文，田村友範，篠田一也，松本琢磨，石川遼子，鹿野良
平，Quintero Noda, C., 永田伸一，一本 潔：2020，国際大気球太
陽観測実験SUNRISE-3，2020年度大気球シンポジウム．

勝川行雄，del Toro Iniesta, J. C., Solanki, S., 久保雅仁，原 弘久，清
水敏文，大場崇義，川畑佑典，浦口史寛，都築俊宏，篠田一也，
納富良文，田村友範，松本琢磨，末松芳法，石川遼子，鹿野
良平，Quintero Noda, C., 永田伸一，一本 潔：2020，SUNRISE-3
近赤外線偏光分光装置SCIPの開発状況，太陽研連・太陽スペー

ス研究シンポジウム．
勝川行雄，久保雅仁，原 弘久，清水敏文，大場崇義，川畑佑

典，都築俊宏，浦口史寛，納富良文，篠田一也，田村友範，
末松芳法，松本琢磨，石川遼子，鹿野良平，永田伸一，一本 
潔，Quintero Noda, C., del Toro Iniesta, J. C., Solanki, S.: 2020，
SUNRISE-3気球実験と偏光分光装置SCIPの開発状況，日本天
文学会秋季年会．

勝川行雄，del Toro Iniesta, J. C., Solanki, S., 久保雅仁，原 弘久，清
水敏文，大場崇義，川畑佑典，浦口史寛，都築俊宏，篠田一也，
納富良文，田村友範，松本琢磨，末松芳法，石川遼子，鹿野良
平，Quintero Noda, C., 永田伸一，一本 潔：2021，SUNRISE-3気
球実験：近赤外線偏光分光装置SCIPの開発，第21回宇宙科学
シンポジウム．

川畑佑典，勝川行雄，都築俊宏，浦口史寛，三ツ井健司，篠田一也，
田村友範，納富良文，原 弘久，久保雅仁：2021，国際大気球
太陽観測実験SUNRISE-3：近赤外線偏光分光装置SCIPの光学
アライメント・光学性能評価，日本天文学会春季年会．

川畑佑典，勝川行雄，都築俊宏，浦口史寛，三ツ井健司，篠田一也，
田村友範，納富良文，原 弘久，久保雅仁：2021，SUNRISE-3
気球実験：近赤外線偏光分光装置SCIPの光学アライメント、
光学性能評価，第21回宇宙科学シンポジウム．

川邊良平，ほか，大島 泰，島尻芳人：2020，LMT50m鏡に搭載し
た2 mm帯受信機B4Rによるオリオン分子雲（OMC-1）の高感
度分子輝線マッピング観測：デモ科学観測の概要と輝線同定，
日本天文学会秋季年会．

河原 創，増田賢人，小谷隆行，小玉貴則，平野照幸，福井暁
彦，葛原昌行，大宮正士，ExoJASMINE チーム：2021，Exo 
JASMINE: JASMINEによる系外惑星探査，日本天文学会春季
年会．

河上 瑛，岡 朋治，小嶋崇文，鎌﨑 剛，伊藤哲也：2021，シグナ
ルフローグラフを用いた2SBミキサのRF部を要因とする IRR
低下の解析，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

川村静児，ほか，阿久津智忠，有冨尚紀，正田亜八香，高橋竜
太郎：2020，スペース重力波アンテナ DECIGO 計画（118）：
DECIGOの概要，日本物理学会2020秋季大会．

川村静児，ほか，阿久津智忠，有冨尚紀，正田亜八香，高橋竜
太郎：2021，スペース重力波アンテナ DECIGO 計画（125）：
DECIGOの概要，日本物理学会第76回年次大会．

川室太希，泉 拓磨，大西響子，今西昌俊，Nguyen, D. D., 馬場俊
介：2020，Chandra と ALMA を用いた NGC 2110における X 線
による分子ガス破壊現象の検証，日本天文学会秋季年会．

川瀬真喜子，村山 卓，田中 壱，八木雅文，谷口義明：2021，
Subaru/HSC深撮像観測によるNGC 1068のマイナーマージャー
の形態的証拠，日本天文学会春季年会．

川下紗奈，増井 翔，長谷川 豊，米山 翔，山崎康正，横山航希，
大西利和，小川英夫，立松健一，宮澤千栄子，高橋敏一，前
川 淳，酒井 剛：2021，45m鏡 新7ビーム両偏波3帯域同時観測
受信機 -導波管Triplexerの開発 -，第21回ミリ波サブミリ波受信
機ワークショップ．

川手朋子，都築俊宏，末松芳法，清水敏文，今田晋亮，原 弘
久，勝川行雄，一本 潔，服部友哉，楢崎翔太，Warren, H. P., 
Korendyke, C. M., Brown, B., Teriaca, L., Auch ́ere, F.: 2021，
Solar-C (EUVST) 光学設計の最新状況および公差解析結果報
告，日本天文学会春季年会．

川手朋子，清水敏文，今田晋亮，Andretta, V., Naletto, G., Poletto, 
L., Auchere, F., Matthews, S., Long, D., Thomas, W., Reid, H., De 
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Pontieu, B., Korendyke, C. M., Warren, H., Teriaca, L., Solar-C 
(EUVST)プリプロ準備チーム：2021，Solar-C (EUVST)海外担
当コンポーネント [分光器 ]，第21回宇宙科学シンポジウム．

木本雄吾，島﨑一紀，山中理代，宮崎英治，清水敏文，原 弘久，
浦山文隆：2021，Solar-C (EUVST)におけるコンタミネーショ
ン影響に関する基礎実験計画，第21回宇宙科学シンポジウム．

紀 基樹，高橋真聡，中村雅徳，當真賢二，川島朋尚，Park, J., 秦 
和弘，Ro, H., Cui, Y.: 2020，M87ジェット速度場データから探
るジェット磁気圏の回転角速度と磁場強度，日本天文学会秋季
年会．

紀 基 樹：2020，Activity report of EAVN AGN Science WG，VERA 
User’s meeting.

小林秀行，赤堀卓也，河野裕介，廣田朋也，小山友明，寺家孝明，
砂田知良，永山 匠，亀谷 收，本間希樹：2020，SKAプロジェ
クトへの参加計画2，日本天文学会秋季年会．

小林秀行：2020，SKA の現状と日本の参加プラン，2020年度
VLBI 懇談会シンポジウム「VLBIの未来」．

小林秀行，赤堀卓也，河野裕介，廣田朋也，小山友明，寺家孝明，
砂田知良，永山 匠，亀谷 收，本間希樹：2021，SKAプロジェ
クトへの参加計画3，日本天文学会春季年会．

小池隆太，米田謙太，村上尚史，西川 淳：2021，連星系における
系外惑星探査のためのダークホール技術の開発，日本天文学会
春季年会．

小嶋崇文，木内 等，上水和典，鵜澤佳徳，Gonzalez, A., Kroug, M., 
陰浦俊則，Dippon, T.: 2020，高速デジタイザを用いた4–21 GHz
広帯域 IF受信機システムの構築とその評価，日本天文学会秋
季年会．

小嶋崇文，鵜澤佳徳，単 文磊，田村友範，上月雄人：2021，スカ
ラミキサ校正法を用いたSISアップ・ダウンコンバータのオン
ウエハ特性評価，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

近藤 滉，村岡和幸，西村 淳，藤田真司，大西利和，徳田一起，
Zahorecz, S., 濤崎智佳，佐野栄俊，三浦理絵，西合一矢，河村
晶子，小野寺幸子，久野成夫，柘植紀節，立原研悟，福井康雄，
小林将人：2020，ALMAによる渦巻銀河M33の巨大分子雲の
高分解能観測（5）：106 M⊙ に及ぶ 巨大分子雲の性質とその進
化，日本天文学会秋季年会．

小西亜侑，近藤 滉，村岡和幸，西村 淳，藤田真司，大西利和，
徳田一起，濤崎智佳，三浦理絵，西合一矢，佐野栄俊，河村晶
子，小野寺幸子，久野成夫，立原研悟，柘植紀節，福井康雄：
2021，Atacama Compact Arrayによる渦巻銀河M33の12CO, 13CO 
J=2–1広域観測（2），日本天文学会春季年会．

小西諒太朗，村岡和幸，大西利和，原田遼平，杉内 拓，後藤健太，
徳田一起：2020，NGC 253における12C/13C存在比の空間変化，
Nobeyama Science Workshop 2020.

小西諒太朗，村岡和幸，大西利和，徳田一起，榎谷玲依，福井康
雄：2021，NGC 253中心部における非差動回転ガス成分の起
源，日本天文学会春季年会．

河野裕介，小林秀行，小山友明，砂田知良，寺家孝明，国立天文
台水沢VLBI観測所SKA1検討グループ：2021，SKAプロジェ
クトに向けた技術検討状況，日本天文学会春季年会．

木坂将大，榎戸輝揚，寺澤敏夫：2021，かにパルサーの巨大電波
パルスに伴うX線超過の理論モデル，日本天文学会春季年会．

小山舜平，小山佑世，山下拓時，林 将央，本原顕太郎，竝木茂朗：
2021，面分光データMaNGAで探る銀河内部の星形成の銀河形
態依存性，日本天文学会春季年会．

小山紗桜，伊王野大介，但木謙一，山本 卓：2021，Relationship 

between dust distribution and galaxy formation history in SMGs 
using ALMA，日本天文学会春季年会．

小山佑世：2021，すばる× JCMTで探る宇宙大規模構造形成現場
の銀河とその隠された星形成活動，JCMT サイエンスワーク
ショップ．

小坂井千紘：2021，重力波観測実験KAGRAにおける突発的雑音
解析，新学術領域「地下宇宙」第7回超新星ニュートリノ研究会．

上月雄人，酒井 剛，鵜澤佳徳，小嶋崇文，単 文磊：2020，連続
波を用いたWバンドSISアップコンバータの利得測定，日本天
文学会秋季年会．

久保雅仁，勝川行雄，篠田一也，大場崇義，清水敏文，日本 -ス
ペインSCIPチーム：2021，SUNRISE-3大気球太陽観測実験：
高精度近赤外線偏光分光装置SCIPによる高速偏光変調・偏光
復調の同期精度の検証，日本天文学会春季年会．

久保雅仁，勝川行雄，篠田一也，大場崇義，清水敏文，日本 -ス
ペインSCIPチーム：2021，SUNRISE-3大気球太陽観測実験：
近赤外線偏光分光装置SCIPの偏光変調・偏光復調の検証試験，
第21回宇宙科学シンポジウム．

熊木公亮，西川 淳，藤井紫麻見，村上尚史：2020，Shaped Pupil
を用いたコロナグラフ，第9回 可視赤外線観測装置技術ワーク
ショップ2020.

粂 潤哉，伊藤洋介，横山順一，鷲見貴生，横澤孝章，KAGRA 
collaboration: 2021，オフライン解析によるKAGRAデータの雑
音除去，日本物理学会第76回年次大会．

久野成夫，新田冬夢，橋本拓也，齋藤弘雄，Salak, D., 瀧口風太，
小山 徹，加藤良寛，瀬田益道，中井直正，徂徠和夫，八嶋 裕，
清水一揮，永井 誠，梅本智文，小嶋崇文，鵜澤佳徳，伊王野
大介，長崎岳人，南極天文コンソーシアムメンバー：2021，南
極30cmサブミリ波望遠鏡計画，日本天文学会春季年会．

櫛引洸佑，本原顕太郎，小西真広，高橋英則，加藤夏子，寺尾恭範，
中村洋貴，陳 諾，沖田博文，越田進太郎，小山佑世，田中 壱，
吉井 譲：2020，近傍LIRGの近赤外線複数輝線から探る銀河相
互作用の影響，日本天文学会秋季年会．
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型星フレアの同時測光分光観測，2020年度せいめいユーザーズ
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和，小川英夫，小嶋崇文，上水和典，金子慶子，坂井 了，
Gonzalez, A.: 2021，1.85 m電波望遠鏡による230 GHz, 345 GHz
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トライト -，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．
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6.5 m望遠鏡計画 現地建設進捗状況，日本天文学会春季年会．

百 瀬 宗 武：2020, Recent progresses of the observational study on planet 
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百瀬宗武，伊王野大介：2021，ngVLAの概要と目指すサイエンス，
日本天文学会春季年会．
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行方宏介，前原裕之，本田敏志，野津湧太，岡本壮師，磯貝桂介，
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光子計測データの解析，宇宙科学情報解析シンポジウム．
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ロケット実験FOXSI-4，第3回観測ロケットシンポジウム．

西川 淳：2021，超高コントラストコロナグラフの開発，第9回宇
宙における生命ワークショップ．

西本 巧，上田綾子，牛場崇文，木村誠宏，鈴木敏一，都丸隆行，
野手綾子，山田智宏，梶田隆章：2021，重力波望遠鏡KAGRA
における極低温鏡懸架システムの角度調整機構の開発，日本物
理学会第76回年次大会．

西野玄記，ほか，都丸隆行，POLARBEAR コラボレーション：
2020，Simons Array実験の進捗報告，日本物理学会2020秋季大会．

丹羽綾子，松尾 宏，江澤 元，福嶋美津広，岡田則夫，森野潤一，
黒澤里沙，守屋潤一郎：2020，テラヘルツ光子計数型検出器の
ための0.8K小型吸着式冷凍器の評価，第29回日本赤外線学会
研究発表会．

丹羽綾子，松尾 宏，江澤 元，福嶋美津広，岡田則夫，森野潤一，
黒澤里沙，守屋潤一郎：2020，テラヘルツ光子計数型検出器の
ための0.8K小型吸着式冷凍器の開発，第9回 可視赤外線観測装



204 XIV 文献

置技術ワークショップ2020.
丹羽綾子，松尾 宏，江澤 元，福嶋美津広，岡田則夫，森野潤一，

黒澤里沙，守屋潤一郎：2021，テラヘルツ強度干渉計用光子計
数型検出器のための0.8K小型吸着式冷凍器の開発，日本天文
学会春季年会．

丹羽佑果，大島 泰，陳 家偉，宇野慎介，井上修平，竹腰達哉，
長沼桐葉：2021，マイクロ波用低温フレキシブルケーブルの開
発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

野村英子：2021，原始惑星系円盤からの水と有機分子の高分散分
光観測，G-REX（+中間赤外線高分散分光）サイエンス検討会．

野津湧太，Kowalski, A., 前原裕之，行方宏介，本田敏志，榎戸
輝揚，濱口健二，岡本壮師，幾田 佳，野上大作，柴田一成，
Davenport, J., Hawley, S.: 2020，多波長モニタ観測で探るM型星
フレアのバルマー線の輝線輪郭非対称性 II，日本天文学会秋季
年会．

野津湧太，Kowalski, A., Tristan, I., 前原裕之，行方宏介，本田敏
志，岡本壮師，幾田 佳，野上大作，柴田一成，Davenport, J., 
Hawley, S.: 2021，多波長モニタ観測で探るM型星フレアのバ
ルマー線の輝線輪郭非対称性 III，日本天文学会春季年会．

大場崇義，勝川行雄，久保雅仁，原 弘久，川畑佑典，都築俊宏，
浦口史寛，納富良文，篠田一也，田村友範，末松芳法，松本琢
磨，石川遼子，鹿野良平，永田伸一，一本 潔，Quintero Noda, C., 
del Toro Iniesta, J. C., Solanki, S.: 2020，国際共同大気球太陽観測
実験「SUNRISE-3」/近赤外線偏光分光観測装置（SCIP）の開
発状況と狙うサイエンス，太陽研連・太陽スペース研究シンポ
ジウム．

大場崇義，勝川行雄，久保雅仁，篠田一也，清水敏文，田村友範，
納富良文，浦口史寛，都筑俊宏，原 弘久，川畑佑典，日本 -ス
ペインSCIPチーム：2021，SUNRISE-3大気球太陽観測実験：
高精度近赤外線偏光分光装置SCIPによる観測制御の検証，日
本天文学会春季年会．

大場崇義，清水敏文，勝川行雄，久保雅仁，田村友範，篠田一也，
納富良文，浦口史寛，都築俊宏，原 弘久：2021，SUNRISE-3
気球実験：近赤外線偏光分光観測装置（SCIP）に搭載するスキャ
ンミラー機構の性能評価試験，第21回宇宙科学シンポジウム．

小高裕和，ほか，成影典之：2020，CMOSイメージャを用いたX
線偏光撮像システムの開発V：開発と性能評価の現状，日本物
理学会2020秋季大会．

大神隆幸，冨永 望，吉田道利，柳澤顕史，田中雅臣，笹田真人，
諸隈智貴，新納 悠，鹿内みのり，内海洋輔，伊藤亮介，森鼻
久美子，村田勝寛，松林和也，宝田拓也，小野里宏樹，関口雄
一郎，J-GEM Collaboration: 2021，重力波事象S200224caにおけ
るすばる /HSCでの追観測，日本天文学会春季年会．

荻原正博，堀 安範，國友正信，黒崎健二：2020，進化する円盤中
での岩石惑星及びガス惑星の形成，日本惑星科学会秋季講演会．

荻原正博，堀 安範，國友正信：2020，スーパーアース形成と大気
進化の連成シミュレーション，JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

荻原正博，國友正信，堀 安範：2020，光蒸発による原始惑星系円
盤散逸がスーパーアースの大気量に及ぼす影響，日本天文学会
秋季年会．

大村 匠，町田真美：2020，磁気流体数値実験によるAGNジェッ
トの電子加熱領域の調査，日本天文学会秋季年会．

大村 匠，町田真美，松本洋介：2021，CANS+によるAGNジェッ
ト伝播の高空間分解能MHD数値実験，日本天文学会春季年会．

大村 匠，酒見はる香，田嶋裕太，大前陸人，町田真美：2021，
W50/SS 433の構造形成に関する磁気流体計算 IV，日本天文学

会春季年会．
大野峻宏，柘植紀節，立原研悟，福井康雄，徳田一起，Zahorecz, S., 

近藤 滉，小西亜侑，村岡和幸，大西利和，佐野栄俊，河村晶子，
福島 肇，竹腰達哉：2021，ALMA ACAによる小マゼラン雲超
広域CO探査（2）：CO分子雲の性質，日本天文学会春季年会．

大塚勝仁，伊藤孝士，木下大輔，阿部新助，澤井恭助，船橋和博，
加藤 遼，宮坂正大，長谷川 直，中村智樹，陳 文屏：2020，(3200) 
Phaethonの可視スペクトルとその自転位相への依存性，日本惑
星科学会秋季講演会．

岡 光夫，深沢泰司，成影典之，PhoENiX科学検討チーム：2021，
PhoENiXミッションの科学目的，第21回宇宙科学シンポジウム．

岡本桜子：2021，Subaru Near Field Cosmology Survey，すばるユー
ザーズミーティング．

岡本壮師，前原裕之，野津湧太，幾田 佳，行方宏介，本田敏志，
野上大作，柴田一成：2021，Kepler全データの解析による太陽
型星スーパーフレアの統計的性質，日本天文学会春季年会．

大前陸人，赤堀卓也，町田真美：2021，介在銀河による偏波解消
の数値シミュレーション，日本天文学会春季年会．

大宮正士，佐藤文衛，田村元秀，小谷隆行，葛原昌幸，平野照幸，
原川紘季，工藤智幸，日下部展彦，宝田拓也，高橋 葵，笠木 結，
IRD-SSP チーム：2020，すばる /IRDを用いた赤外ドップラー
法によるM型星周りの系外惑星サーベイ，日本惑星科学会秋
季講演会．

大宮正士，原川紘季，工藤智幸，Vievard, S., 平野照幸，佐藤文衛，
Teng, H.-Y., 葛原昌幸，宝田拓也，日下部展彦，高橋 葵，笠木 
結，三井康裕，小谷隆行，田村元秀，IRD-SSPチーム：2021，
IRD-SSP によるM型星周りの惑星サーベイ：2年目の観測状況，
日本天文学会春季年会．

大西崇介，中川貴雄，馬場俊介，松本光生，道井亮介，磯部直樹，
白旗麻衣，寺田 宏，臼田知史：2021，CO振動回転遷移吸収線
の成分分離による IRAS 08572+3915 AGNトーラス内部構造の
研究，日本天文学会春季年会．

大野良人，美濃和陽典，本原顕太郎，田中 壱，柳澤顕史：2020，
ULTIMATE-SUBARU：MBSE を用いたシステム仕様の策定，
第9回 可視赤外線観測装置技術ワークショップ2020.

Ooi, C.-P., Shimoda, T., Takano, S., Aritomi, N., Michimura, Y., 
Shoda, A., Ando, M.: 2020，Development of Phase-III TOBA 
(Torsion Bar Antenna) for Gravitational Wave Observation (25)：
Achieving Cryogenic Q measurements for crystalline fibres in torsion 
pendulums，日本物理学会2020秋季大会．

Ooi, C.-P., Takano, S., Shimoda, T., Aritomi, N., Michimura, Y., Shoda, 
A., Ando, M.: 2021，Development of Phase-III TOBA (Torsion Bar 
Antenna) for Gravitational Wave Observation (27): Preliminary Q 
factor measurements of cryogenic torsion pendulums with crystalline 
fibres，日本物理学会第76回年次大会．

大坪貴文，河北秀世，新中善晴，渡部潤一，本田充彦：2020，
Complex organic molecules in comet 21P/Giacobini-Zinner，日本地
球惑星科学連合2020年大会．

大坪貴文，河北秀世，新中善晴：2020，地球に接近したパンスター
ズ彗星（P/2016 BA14）の彗星核の中間赤外線観測，日本惑星
科学会秋季講演会．

大坪貴文，高田唯史，古澤久徳，古澤順子，寺居 剛，吉田二美，
浦川聖太郎，HSC 超高速 DB グループ：2021，すばる望遠鏡
HSCデータを用いた既知太陽系小天体探査，日本天文学会春
季年会．

折原龍太，百瀬宗武，武藤恭之，橋本 淳，Liu, H. B., 塚越 崇，工
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藤智幸，高橋実道，Yang, Y., 長谷川靖紘，Dong, R., 小西美穂子，
秋山永治，石塚将斗：2021，ALMA望遠鏡を用いたSY Chaに
付随する遷移円盤の観測的研究，日本天文学会春季年会．

大島 泰：2020，広視野多色カメラによる銀河団の観測，宇電懇シ
ンポジウム2020「極限性能で切り開く電波天文学」．

大屋 真，山下卓也，林 左絵子，臼田知史，家 正則，遠藤立樹，
ほか TMT 関係者：2021，TMT 計画 - 主鏡セグメントの量産
IV，日本天文学会春季年会．

小 山 友 明：2020，Progress report on upgrade VERA for EAVN and 
GVLBI，VERA User’s meeting.

Sagawa, H., Iino, T.: 2020，Recent advances in the solar system science 
brought by ALMA observations，JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

佐川英夫：2021，サブミリ波単一鏡による太陽系惑星大気観測と
今後の展望，（サブ）ミリ波単一鏡の革新で挑む，天文学の未
解決問題．

斉田浩見，西山正吾，齋藤 亮，大神隆幸，孝森洋介，高橋真聡，
美濃和陽典，すばるプロポーザル / 科研費基盤 A, B 構成員：
2021，巨大ブラックホールSgr A*の強重力場での重力理論の
選別，日本天文学会春季年会．

齋藤正雄，杉本正宏，寺田 宏，田澤誠一，楠本 弘，小俣孝司，
岩田 生，臼田知史：2021，TMT計画 -超大型望遠鏡本体の製
造その2，日本天文学会春季年会．

酒井大裕，小山友明，永山 匠，本間希樹：2020，VLBI観測によ
るSgr B2領域の水メーザー3次元速度構造の測定，日本天文学
会秋季年会．

坂井 了，金子慶子，大田原一成，小嶋崇文，鵜澤佳徳，Gonzalez, 
A., 酒井 剛：2020，ミリ波帯誘電体材料評価システムの構築と
誘電率測定結果の妥当性検証，日本天文学会秋季年会．

坂井 了，金子慶子，大田原一成，今田大皓，小嶋崇文，鵜澤佳徳，
Gonzalez, A., 酒井 剛：2021，325–500 GHz帯誘電体材料評価シ
ステムの開発と評価，日本天文学会春季年会．

坂本茉梨江，松岡良樹，小山舜平：2021，すばるHSCによる新た
な褐色矮星の探査と銀河系構造の推定，日本天文学会春季年会．

坂尾太郎，松山智至，井上陽登，波多健太郎，萩原 拓，中村南美，
西岡柚香，田中優人，山内和人，山田純平，香村 樹，末松芳法，
成影典之：2021，PhoENiXに向けた高精度軟Ｘ線Wolterミラー
開発研究の現状，第21回宇宙科学シンポジウム．

酒見はる香，大前陸人，大村 匠，町田真美：2021，SS433ジェッ
ト先端領域における宇宙線粒子加速の可能性，日本天文学会春
季年会．

櫻井 隆，鳥海 森：2021，太陽表面の磁場構造のサイズ分布，日
本天文学会春季年会．

佐野栄俊，山根悠望子，柘植紀節，立原研悟，福井康雄，徳田一
起，馬場 彩，Plucinsky, P. P., Filipović, M. D., Rowell, G., Voisin, F.: 
2020，ALMAによるTeVガンマ線超新星残骸N132Dの観測，
日本天文学会秋季年会．

佐野栄俊，ほか，徳田一起：2021，ALMAによるガンマ線超新星
残骸RX J1713.7－3946の観測，日本天文学会春季年会．

Shan, W., Ezaki, E., Miyachi, A., Tamura, T., Kojima, T., Uzawa, Y.: 
2020，Progress in Device Fabrication at SIS Cleanroom in NAOJ，
日本天文学会秋季年会．

Shan, W., Ezaki, S., Kaneko, K., Miyachi, A., Kojima, T., Uzawa, 
Y., Kang, H., Gonzalez, A.: 2020，A Millimeter-wave Multibeam 
Receive Implemented with Superconducting MMICs，応用物理学
会秋季年会．

Shan, W., Ezaki, S., Kaneko, K., Miyachi, A., Kojima, T., Uzawa, Y., 

Kang, H., Gonzalez, A.: 2021，Demonstration of a Millimeter-wave 
Multibeam Receiver Implemented with Superconducting MMICs，
日本天文学会春季年会．

Shan, W., Ezaki, S., Kojima, T., Uzawa, Y., Kim, J.: 2021，
Technological Challenges toward a Large-format Heterodyne Focal-
plane Array at Mm/sub-mm Waves，（サブ）ミリ波単一鏡の革新
で挑む，天文学の未解決問題．

Shan, W., Ezaki, S., Kaneko, K., Miyachi, A., Kojima, T., Uzawa, Y., 
Kang, H., Gonzalez, A.: 2021，Demonstration of a Millimeter-wave 
Multibeam Receiver Implemented with Superconducting MMICs，
第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

Shan, W., Ezaki, S., Miyachi, A., Tamura, T.: 2021，Modeling of 
Current-Voltage Characteristics of DC Reactive Sputtering and Its 
Application to Superconducting NbTiN Thin Film Deposition，応用
物理学会春季年会．

清水敏文，今田晋亮，原 弘久，末松芳法，都築俊宏，勝川行雄，
久保雅仁，石川遼子，渡邊鉄哉，川手朋子，鳥海 森，鄭 祥子，
松崎恵一，横山央明，一本 潔，永田伸一，浅井 歩，草野完也，
渡邉恭子，飯田佑輔，国際Solar-C (EUVST)チーム：2021，高
感度太陽紫外線分光観測衛星Solar-C (EUVST)の最新状況，日
本天文学会春季年会．

清水敏文，ほか，原 弘久，末松芳法，勝川行雄，久保雅仁，石
川遼子，都築俊宏，納富良文，篠田一也，渡邊鉄哉，Solar-C 
(EUVST)プリプロ準備チーム：2021，Solar-C (EUVST)の進捗
状況，第21回宇宙科学シンポジウム．

下条圭美：2020，ngVLAで開く太陽 /恒星研究，太陽研連・太陽
スペース研究シンポジウム．

新中善晴，河北秀世，大坪貴文，田実晃人：2020，21P/Giacobini-
Zinner彗星の形成環境，日本惑星科学会秋季講演会．

正田亜八香，KAGRA collaboration: 2020，KAGRA腕共振器のた
めの防振懸架系の性能シミュレーション，日本物理学会2020秋
季大会．

庄田宗人：2021，PSP時代の太陽風乱流シミュレーション，日本
天文学会春季年会．

Song, D., 石川遼子，岡本丈典，鹿野良平，McKenzie, D. E., Trujillo 
Bueno, J., Auchere, F., Rachmeler, L., Kobayashi, K., Bethge, C., 
CLASP2 and CLASP2.1 team: 2020，Chromospheric Studies Based 
on CLASP Series: A New Challenge for CLASP2.1，2020年度太陽
研連シンポジウム．

Song, D., 石 川 遼 子， 鹿 野 良 平，McKenzie, D., Trujillo Bueno, J., 
Auchere, F., Rachmeler, L., 岡本丈典，吉田正樹，原 弘久，篠田一
也，Kobayashi, K., CLASP2 team: 2020，Verification of CLASP2’s 
Polarization Accuracy，日本天文学会秋季年会．

須藤広志，森島優菜，山内 彩，谷口義明，中井直正：2020，セイ
ファート銀河NGC 1068のジェット・メーザーにおけるリング
状分布の起源，日本天文学会秋季年会．

末松芳法：2020，Solar-C (EUVST)最新動向，2020年度太陽研連シ
ンポジウム．

末松芳法，Dominguez, C., Mato, A., Collados, M.: 2020, Development 
of micro-mirror slicer integral field spectroscopy for high-resolution 
solar observations，日本天文学会秋季年会．

末松芳法，篠田一也，伊集朝哉，萩野正興，上野 悟：2021，太陽
観測用ニオブ酸リチウム近赤外狭帯域フィルターの開発，日本
天文学会春季年会．

末松芳法，原 弘久，勝川行雄，納富良文，篠田一也，清水敏
文，川手朋子，今田晋亮，一本 潔，永田伸一：2021，Solar-C 
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(EUVST)主鏡アッセンブリ設計進捗，日本天文学会春季年会．
末松芳法，原 弘久，勝川行雄，納富良文，篠田一也，清水敏文，

小原新吾，峯杉賢治，太刀川純孝，小川博之，川手朋子，今田
晋亮，一本 潔，永田伸一：2021，Solar-C (EUVST)主鏡アッセ
ンブリ設計進捗，第21回宇宙科学シンポジウム．

杉森加奈子，田中賢幸：2021，HSC-SSPによる銀河SEDから探る
星形成史，日本天文学会春季年会．

杉谷朱泉，高桑繁久，川邊良平，島尻芳人，塚越 崇，中村文隆，
田村元秀，大朝由美子，坪井陽子，富田賢吾，原千穂美：
2021，超低光度前主系列星 J162656.43-243301.5周囲の transition 
diskのALMA観測 II，日本天文学会春季年会．

墨 幹，竹広真一，大淵 済，野村英子，藤井友香：2020，タイ
タンの大気力学に対するヘイズ層の放射パラメータ依存性，
JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

墨 幹，竹広真一，大淵 済，野村英子，藤井友香：2020，タイタ
ンの成層圏超回転へのヘイズ層の影響，日本惑星科学会秋季講
演会．

鈴木昭宏：2020，中心エンジンモデルに基づいた超高輝度超新
星の2次元輻射流体シミュレー ション，日本天文学会秋季年会．

鈴木昭宏，Matt, N., 守屋 尭，滝脇知也：2021, Light curve modeling 
of the extremely bright supernova 2016aps，日本天文学会春季年会．

鈴木大輝，Majumdar, L., 徳田一起，齋藤正雄，大石雅寿，廣田朋
也：2021，ALMA望遠鏡を用いたCH3 NH2の探査と化学進化へ
の示唆，日本天文学会春季年会．

鈴木智子，小野寺仁人，児玉忠恭，小山佑世，林 将央，嶋川里澄，
田中 壱，Daddi, E., Smail, I., Sobral, D., Tacchella, S.: 2021，Dust, 
gas, and metal content in star-forming galaxies at z~3.3，日本天文
学会春季年会．

立原研悟，山崎康正，徳田一起，藤城 翔，金井昂大，大朝由美子，
西合一矢，深川美里，町田正博：2020，ALMA ACAサーベイ
で探る Corona Australis 領域の星形成（1）：初期成果，日本天
文学会秋季年会．

但木謙一，ほか，林 将央，小山佑世：2021，アルマとハッブル宇
宙望遠鏡の協調観測で探る銀河の形態進化，日本天文学会春季
年会．

高橋 葵，小谷隆行，西川 淳，上田暁俊，葛原昌幸，田村元秀，
永山貴宏，栗田光樹夫，住貴 宏，山室智康，佐藤文衛，平野
照幸，大宮正士：2021，南アフリカ望遠鏡用近赤外高分散分光
器の開発 :装置概要と進捗状況，日本天文学会春季年会．

高橋竜太郎，KAGRA collaboration: 2020，O4に向けたKAGRA防
振系の改良，日本物理学会2020秋季大会．

高橋竜太郎，KAGRA collaboration: 2021，O4に向けたKAGRA防
振系の改良 II，日本物理学会第76回年次大会．

高橋実道，小久保英一郎：2020，ダストリング構造の重力崩壊に
よる微惑星形成，日本天文学会秋季年会．

高橋実道，小久保英一郎：2020，原始惑星系円盤のダストリング
構造の重力崩壊による微惑星形成，新学術領域研究「新しい星
形成理論によるパラダイムシフト」2020年度大研究会．

高橋実道，小久保英一郎：2020，ダストリング構造の重力崩壊に
よる微惑星形成，日本惑星科学会秋季講演会．

高橋実道，小久保英一郎：2020，原始惑星系円盤のダストリング
構造の重力崩壊による微惑星形成，第33回理論懇シンポジウム．

高橋実道，小久保英一郎：2021，原始惑星系円盤のダストリング
構造中での永年重力不安定性，日本天文学会春季年会．

高村美恵子：2020，インバンドファラデー回転を用いた狭輝線セ
イファート1型銀河1H0323+342のパーセクスケールの探査，

2020年度VLBI 懇談会シンポジウム「VLBIの未来」．
高村美恵子，秦 和弘，本間希樹：2021，VLBIインバンドファラ

デー回転を用いた狭輝線セイファート1型銀河1H0323+342の中
心核領域の探査，日本天文学会春季年会．

高野 哲，下田智文，Pin, O., 有冨尚紀，道村唯太，正田亜八香，
安東正樹：2020，ねじれ振り子型重力波検出器TOBA（Phase-
III）の開発（24）：低温ねじれ振り子の運転および改良計画，日
本物理学会2020秋季大会．

高野 哲，下田智文，Pin, O., 有冨尚紀，道村唯太，正田亜八香，
安東正樹：2021，ねじれ振り子型重力波検出器TOBA（Phase-
III）の開発（26）：低温モノリシック光学系に向けた特性評価，
日本物理学会第76回年次大会．

高取沙悠理，ほか，都丸隆行，POLARBEAR Collaboration: 2020，
POLARBEAR-2a運用試験における検出器用較正光源を用いた
光学試験状況，日本物理学会2020秋季大会．

竹腰達哉，遠藤 光，唐津謙一，田村陽一，大島 泰，the DESHIMA 
team: 2020，超広帯域サブミリ波分光計DESHIMA，Nobeyama 
Science Workshop 2020.

竹腰達哉，李 建鋒，陳 家偉，宇野慎介，井上修平，長沼桐葉，
丹羽佑果，藤田和之，香内 晃，中坪俊一，美馬 覚，大島 泰：
2021，低熱収縮率シリコンアルミ合金を用いたホーンアンテナ
アレイの開発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

竹腰達哉，遠藤 光，唐津謙一，田村陽一，大島 泰，the DESHIMA 
team: 2021，超広帯域サブミリ波分光計DESHIMA: 科学観測に
向けた開発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

瀧 哲朗，桑原 滉，小林 浩，鈴木 建：2020，円盤風で進化する原
始惑星系円盤における新しいダスト成長メカニズム，日本天文
学会秋季年会．

瀧 哲朗，桑原 滉，小林 浩，鈴木 建：2020，円盤風で進化する原
始惑星系円盤における新しいダスト成長メカニズム，新学術領
域「星惑星形成」2020年度大研究会．

瀧 哲朗，桑原 滉，小林 浩，鈴木 建：2020，円盤風によって散逸
していく原始惑星系円盤における新しいダスト成長メカニズ
ム，日本惑星科学会秋季講演会．

瀧 哲朗，小林 浩，小久保英一郎，鈴木 建：2021，円盤風を考慮
した原始惑星系円盤ガス進化過程と微惑星形成，惑星系形成若
手研究会2021.

滝脇知也：2021，Historical review on the theory of core-collapse 
supernovae，Supernova workshop 2020.

田村陽一，萩本将都，谷口暁星，山本宏昭，川邉良平，鎌崎 剛，
小嶋崇文，酒井 剛，原田健一，谷口 達，小関研介，田中邦彦，
廿日出文洋，竹腰達哉，河野孝太郎，吉村勇紀，井上昭雄，橋
本拓也，FINERチーム：2020，北半球最高感度ミリ波サブミ
リ波ヘテロダイン受信システムLMT-FINER I.デジタルサイド
バンド分離広帯域分光計ファームウェアの開発，日本天文学会
秋季年会．

田村良明：2021，国立天文台での今後の重力観測，東大地震研特
定共同研究（B）「重力・測地観測技術の高度化に基づく地殻
の流体移動及び非弾性応答の研究」2020年度研究集会．

田村良明：2021，国立天文台水沢VLBI観測所の機関報告，GGOS 
Japan報告会．

田中 壱，海老塚 昇，児玉忠恭，本原顕太郎，服部 尭，田中陽子，
小俣浩司，高橋英則，小西真広：2020，MOIRCSに搭載された
LightSmyth製新グリズムの性能評価，第9回 可視赤外線観測装
置技術ワークショップ2020.

田中 壱，海老塚 昇，本原顕太朗，児玉忠恭，服部 尭，小俣浩司，
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田中陽子，高橋英則，小西真広：2021，MOIRCSに搭載された
広帯域高効率な新グリズムの開発と性能評価，日本天文学会春
季年会．

田中賢幸，村田一心，峯尾聡吾，小池美知太郎，原沢寿美子，
池田浩之，瀧田 怜，HSC チーム：2021，Hyper Suprime-Cam 
Legacy Archive，日本天文学会春季年会．

田中賢幸，嶋川里澄，臼田 -佐藤功美子，GALAXY CRUISEチー
ム：2021，GALAXY CRUISE と機械学習，日本天文学会春季
年会．

Tanaka, Y., Shibata, C., Tamura, Y., Kobayashi, A.: 2020，Calibration 
of portable relative gravimeters toward the detection of gravity 
signals accompanied by slow slip events，日本地球惑星科学連合
2020年大会．

谷岡 諭，麻生洋一：2020，低温光共振器を用いたコーティング熱
雑音直接測定VII，日本物理学会2020秋季大会．

谷岡 諭，麻生洋一：2021，低温Folded Cavityを用いた分子吸着層
の影響評価，日本物理学会第76回年次大会．

反保雄介，磯貝桂介，小路口直冬，若松恭行，田口健太，加藤太
一，野上大作，前原裕之，木邑真理子，VSNET Collaboration, 
VSOLJ Collaboration: 2021，京都大学3.8 mせいめい望遠鏡による
矮新星アウトバーストの初期分光観測，日本天文学会春季年会．

寺澤敏夫，榎戸輝揚，木坂将大：2021，かにパルサーの巨大電波
パルス：X線との相関解析のためのデータベース概要，日本天
文学会春季年会．

田嶋裕太，大村 匠，町田真美：2020，偏波解消効果を取り入れた
渦状銀河の電波帯疑似観測，日本天文学会秋季年会．

田嶋裕太，大村 匠，町田真美：2021，渦状銀河の擬似観測におけ
る非等方乱流磁場の効果，日本天文学会春季年会．

立松健一，宮澤千栄子，高橋敏一，前川 淳，Gonzalez, A., 金子慶
子，小川英夫，長谷川 豊，山崎康正，増井 翔，川下紗奈，米
山 翔，横山航希，大西利和，酒井 剛：2021，野辺山45m鏡7ビー
ム3帯域両偏波受信機の開発 I：目的，日本天文学会春季年会．

鄭 祥子，長谷川隆祥，清水敏文，津野克彦，久保雅仁，伊藤琢博，
岡田則夫，中坪俊一，西野徹雄：2021，超高精度太陽センサ

「UFSS」：Solar-C (EUVST)に向けた試作品によるバイアス誤差
補正法の検討，日本天文学会春季年会．

鄭 祥子，長谷川隆祥，清水敏文，津野克彦，久保雅仁，伊藤琢博，
岡田則夫，中坪俊一，西野徹雄：2021，超高精度太陽センサ

「UFSS」：Solar-C (EUVST)搭載に向けた試作品の開発状況，第
21回宇宙科学シンポジウム．

徳田一起：2020，局所銀河群の分子雲観測，分子雲から原始星誕
生までを追う～新時代の星形成モデル構築に向けて～．

徳田一起：2020，最新電波望遠鏡で星の卵の進化を追う 星誕生の
瞬間を求めて，第50回天文・天体物理若手夏の学校．

徳田一起：2020，ALMAによるおうし座領域分子雲コアの統計的
研究：星なし分子雲コアからファーストコアまで，新学術領域

「星惑星形成」2020年度大研究会．
徳田一起，Zahorecz, S., 立原研悟，福井康雄，犬塚修一郎，松下

祐子，西合一矢，河村晶子，松本倫明，町田正博，佐伯 優，
原田直人，柳 玉華，山崎 駿，富田賢吾，山崎康正，大西利和：
2020，ALMA ACAサーベイで探るTaurus領域分子雲コア進化
の統計的研究（4）：N2D+ 輝線と1.3 mm連続波の比較から考察
する分子雲コア進化段階，日本天文学会秋季年会．

徳田一起：2021，小質量星形成極初期段階分子雲コアH3
+重水素化

合物の観測，ALMA高周波バンドを用いた星形成研究を考える．
徳田一起：2021，単一鏡と干渉計で明らかにする局所銀河群巨大

分子雲の全貌，（サブ）ミリ波単一鏡の革新で挑む，天文学の
未解決問題．

徳田一起，Zahorecz, S., 大野峻宏，柘植紀節，立原研悟，福井康雄，
佐野栄俊，河村晶子，近藤 滉，小西亜侑，村岡和幸，大西利和，
福島 肇，竹腰達哉：2021，ALMA ACAによる小マゼラン雲超
広域CO探査（1）：CO分子雲の大局的分布，日本天文学会春
季年会．

富田晃彦，鴈野重之，松本直記，前田昌志，縣 秀彦：2020，IAU
教育のための天文学推進室（OAE）日本窓口（NAEC）チーム
の立ち上げ，日本天文学会秋季年会．

鳥海 森，清水敏文，川手朋子，松崎恵一，鄭 祥子，今田晋亮，
一本 潔，永田伸一，浅井 歩，末松芳法，原 弘久，勝川行雄，
久保雅仁，渡邊鉄哉，渡邉恭子，横山央明，Solar-Cワーキン
ググループ：2020，Solar-C計画における運用体制構築と成果
創出へ向けた最近の取り組み，日本天文学会秋季年会．

鳥海 森，清水敏文，松崎恵一，鄭 祥子，今田晋亮，草野完也，
末松芳法，原 弘久，勝川行雄，久保雅仁，渡邊鉄哉，一本 潔，
浅井 歩，永田伸一，川手朋子，横山央明，渡邉恭子，飯田佑輔，
Solar-C (EUVST)プリプロ準備チーム：2021，Solar-C (EUVST)
における科学運用とデータ処理，第21回宇宙科学シンポジウム．

辻本拓司：2020，太陽系の銀河内軌道変化と地球の寒冷化，新学
術領域「地下宇宙」第7回超新星ニュートリノ研究会．

塚越 崇：2020，超高ダイナミックレンジ観測で切り開く惑星系形
成過程の研究，宇宙電波懇談会シンポジウム2020.

塚越 崇，武藤恭之，野村英子，川邊良平，金川和弘，奥住 聡，
井田 茂，Walsh, C., Miilar, T., 高橋実道，橋本 淳，鵜山太智，
田村元秀：2020，高分解能多波長画像解析によるTWHyaの原
始惑星系円盤の スペクトルインデックス動径分布の調査，日
本惑星科学会秋季講演会．

塚越 崇，野村英子，川邊良平，高橋実道，武藤恭之，金川和弘，
田村元秀，奥住 聡，井田 茂，Walsh, C., Millar, T., 橋本 淳，鵜
山太智：2021，ALMA多波長画像解析で探るTW Hyaの原始惑
星系円盤のスペクトル指数分布，日本天文学会春季年会．

塚越 崇，武藤恭之，野村英子，川邊良平，金川和弘，奥住聡，井
田 茂，Walsh, C., Miilar, T., 高橋実道，橋本 淳，鵜山太智，田
村元秀：2021，ALMA多波長画像解析で探るTW Hyaの原始惑
星系円盤のスペクトル指数分布，惑星系形成若手研究会2021.

都築寛子：2020，海外出展の実際と効果，科学技術広報研究会オ
ンライン勉強会（国際広報）．

都築寛子：2021，国際広報グループ活動報告，第14回科学技術広
報研究会総会．

都築俊宏，川手朋子，末松芳法，勝川行雄，原 弘久，清水敏文：
2021，Solar-C (EUVST): EUVST 光学系概念設計，第21回宇宙
科学シンポジウム．

都築俊宏：2021，先端技術センターにおける光学設計開発 III－
2020年度のトピック－，第40回天文学に関する技術シンポジウ
ム2020.

上田暁俊，間瀬一郎，辰巳大輔，宇都宮 真，鹿島伸悟，矢野太
平，郷田直輝，三好 真，片坐宏一，小型 JASMINEワーキング
グループ：2020，小型 JASMINE衛星の要素技術検証VI，日本
天文学会秋季年会．

上田暁俊，小型 JASMINEプリプロジェクト候補チーム：2021，宇
宙仕様、広帯域、調整損失近赤外フィルタの開発（JASMINE），
第21回宇宙科学シンポジウム．

上 田 翔 汰， 藤 田 真 司， 西 村 淳， 大 西 利 和， 島 尻 芳 人， 
宮本祐介，鳥居和史，伊藤篤史，竹川俊也，金子紘之， 
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吉田大輔，松尾太郎，井上剛志，川西康友，徳田一起：2021，
CNNによる大質量星形成領域に付随する星間ガス構造同定モ
デルの開発，日本天文学会春季年会．

植田高啓：2020，原始惑星系円盤質量推定における sub-cm波の有
用性，ngVLA sub-working group-1.

植田高啓，片岡章雅，塚越 崇：2020，ミリ波散乱減光が原始惑星
系円盤の質量推定に与える影響，日本天文学会秋季年会．

植田高啓，奥住 聡，荻原正博，小久保英一郎：2020，デッドゾー
ン内側境界での局所的微惑星形成：太陽系地球型惑星形成への
示唆，新学術領域研究「新しい星形成理論によるパラダイムシ
フト」2020年度大研究会．

植田高啓，奥住 聡，荻原正博，小久保英一郎：2020，デッドゾー
ン内側境界での微惑星形成：太陽系地球型惑星形成への示唆，
日本惑星科学会秋季講演会．

植田高啓，片岡章雅，Zhang, S., Zhu, Z., Carrasco-Gonzalez, C., Sierra, 
A.: 2021，HL Tau円盤のSEDおよび偏光観測が示唆する円盤内
側領域の極弱乱流，惑星系形成若手研究会2021.

植田高啓：2021，ngVLAによる原始惑星系円盤観測，ngVLA Joint 
Sub-Working Group Meeting.

植田高啓，大橋 聡，片岡章雅：2021，ngVLAの偏光観測で探る
原始惑星系円盤中のダスト成長，日本天文学会春季年会．

植村 誠，池田思朗，加藤太一，野上大作，磯貝桂介，前原裕之：
2021，情報理論を用いた突発現象の追跡観測に関する意思決定
の自動化，日本天文学会春季年会．

上島 元，苔山圭以子，小坂井千紘，押野翔一，鹿野 豊，高橋弘毅，
内山 隆，山本尚弘，横澤孝章，KAGRA collaboration: 2020，深
層学習を用いた突発性雑音の教師なし分類，日本物理学会2020
秋季大会．

上島 元，苔山圭以子，小坂井千紘，押野翔一，鹿野 豊，高橋
弘毅，内山 隆，鷲見貴生，山本尚弘，横澤孝章，KAGRA 
collaboration: 2021，重力波望遠鏡における深層学習を用いた突
発性雑音の分類システム，日本物理学会第76回年次大会．

宇野慎介，竹腰達哉，陳 家偉，河野孝太郎，大島 泰，吉岡佳輔：
2020，サブミリ波帯多色カメラ用光学バンドパスフィルターの
開発，Nobeyama Science Workshop 2020.

宇野慎介，大島 泰，竹腰達哉，陳 家偉，井上修平，長沼桐葉，
丹羽佑果：2021，サブミリ波帯多色カメラ用光学バンドパス
フィルターの開発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワーク
ショップ．

宇野慎介，大島 泰，竹腰達哉，陳 家偉，井上修平，長沼桐葉，
丹羽佑果：2021，平面型直交モード変換器の帯域幅を制限する
高次モード発生の解析，第40回天文学に関する技術シンポジウ
ム2020.

Ushiba, T., KAGRA Collaboration: 2020，KAGRA低温系の現状 IX
（低温懸架系の制御），日本物理学会2020秋季大会．

臼田知史，ほか，岩田 生，青木和光，齋藤正雄，山下卓也，早野 
裕，遠藤立樹，井口 聖，常田佐久：2020，TMT計画–進捗報告，
日本天文学会秋季年会．

臼田知史，ほか，岩田 生，青木和光，齋藤正雄，山下卓也，早野 
裕，遠藤立樹，井口 聖，常田佐久：2021，TMT計画–進捗報告，
日本天文学会春季年会．

臼田 -佐藤功美子，田中賢幸，小池美知太郎，柴田純子，内藤誠
一郎，山岡 均：2020，国立天文台「市民天文学」プロジェク
トGALAXY CRUISEの進捗状況，日本天文学会秋季年会．

臼井英之，西野真木，並木則行，稲富裕光，大竹真紀子，諸田智克，
臼井寛裕：2020，アルテミス計画参画に向けた月のプラズマ・

ダスト環境に関する検討，JpGU-AGU Joint Meeting 2020.
鵜澤佳徳，小嶋崇文，上月雄人，藤井泰範，単 文磊：2020，ミリ

波帯低雑音SISミキサを用いたマイクロ波増幅特性評価，応用
物理学会秋季年会．

鵜澤佳徳：2020，電波天文学における超電導技術，つくば応用超
電導コンステレーションズ（ASCOT）セミナー．

鵜澤佳徳，小嶋崇文，上月雄人，藤井泰範，宮地晃平，田村友範，
江崎翔平，単 文磊：2021，150 GHz帯SISミキサを用いたマイ
クロ波増幅特性の実験的評価，第21回ミリ波サブミリ波受信機
ワークショップ．

鷲見貴生：2020，落雷磁場を利用した神岡地下水分量の長期観測，
新学術領域「地下宇宙」2020年領域研究会．

鷲見貴生：2020，重力波検出器における雑音注入試験，第5回宇
宙素粒子若手の会 秋の研究会．

鷲見貴生：2021，バースト重力波検出に向けたKAGRAにおける
環境雑音モニター，新学術領域「地下宇宙」第7回超新星ニュー
トリノ研究会．

鷲見貴生：2021，重力波望遠鏡における環境雑音対策，第40回天
文学に関する技術シンポジウム2020.

鷲見貴生：2021，落雷磁場を利用した神岡地下水分量の長期観測，
第7回極低放射能技術研究会．

渡邉恭子，Harra, L., 今田晋亮，川手朋子，原 弘久，清水敏文，三
好由純，西谷 望，堀 智昭，家田章正，河合敏輝，陣 英克，垰 
千尋，西本将平，Solar-C WG: 2021，Solar-C (EUVST)/SoSpIM
の開発状況と科学課題の検討，日本天文学会春季年会．

渡邉恭子，Harra, L., 今田晋亮，清水敏文，川手朋子，原 弘久，
西谷 望，堀 智昭，家田章正，三好由純，陣 英克，垰 千尋，
河 合 敏 輝， 西 本 将 平：2021，Solar-C (EUVST)/Solar Spectral 
Irradiance Monitor （SoSpIM）の開発状況と科学検討，第21回宇
宙科学シンポジウム．

渡辺 伸，成影典之，長澤俊作，南 喬博，高橋忠幸：2021，日米
共同・太陽フレアX線集光撮像分光観測ロケット実験FOXSI-4

（CdTe半導体焦点面検出器の開発），日本物理学会第76回年次
大会．

渡邊泰平，小高裕和，畠内康輔，春日知明，丹波 翼，鈴木寛大，
高嶋 聡，南木宙斗，谷本 敦，馬場 彩，佐久間翔太郎，林田 清，
成影典之，高橋忠幸：2021，CMOSイメージャを用いたX線偏
光撮像システムの開発VII：読み出し系の開発，日本物理学会
第76回年次大会．

Wei, C.-E., 野村英子，Theule, P., Walsh, C.: 2020，原始惑星系円盤
における氷マントル反応による複雑な有機分子生成，日本地球
惑星科学連合2020年大会．

八木雅文，山野井 瞳，竹田洋一，今西昌俊，吉田千枝：2020，す
ばる望遠鏡・観測提案書審査システムPRORESの開発，日本
天文学会秋季年会．

山田智史，上田佳宏，鳥羽儀樹，谷本 敦，今西昌俊：2021，硬X
線観測で探る超 /高光度赤外線銀河中のAGNの構造と降着機構
の進化，日本天文学会春季年会．

山田智宏，牛場崇文，清水洋孝，木村誠宏，鈴木敏一，都丸隆行，
野手綾子，梶田隆章：2021，KAGRA極低温鏡懸架システムの
低振動伝導冷却，日本物理学会第76回年次大会．

山田良透，Löffler, W., 郷田直輝，矢野太平，辰巳大輔，片坐宏一，
吉岡 諭：2020，小型 JASMINEの解析ソフトウエアの詳細化，
日本天文学会秋季年会．

山田良透，河田大介，河原 創，上塚貴史，大宮正士，大澤 亮，
服部公平，立川崇之，吉岡 諭，辰巳大輔，片坐宏一，臼井文彦，
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津久井崇史，平野照幸，福井暁彦，越本直季，泉浦秀行，郷
田直輝，三好 真，矢野太平，Löffler, W.: 2021，JASMINEのデー
タ解析ソフトウエアの構築，宇宙科学情報解析シンポジウム．

山田良透，Löffler, W., 郷田直輝，矢野太平，辰巳大輔，片坐宏一，
吉岡 諭：2021，小型 JASMINEの解析ソフトウエアの構築，日
本天文学会春季年会．

山田良透，河田大介，河原 創，上塚貴史，大宮正士，大澤 亮，
服部公平，立川崇之，吉岡 諭，辰巳大輔，片坐宏一，臼井文
彦，津久井崇史，平野照幸，福井暁彦，越本直季，泉浦秀行，
郷田直輝，三好 真，矢野太平，Löffler, W.: 2021，JASMINEの
Astrometry解析ソフトウエアの開発状況，第21回宇宙科学シン
ポジウム．

山岸光義，川邊良平，中村文隆，鎌崎 剛，島尻芳人，野村英子，
竹腰達哉，徳田一起：2021，ALMA ACA観測で明らかにする
ρ Oph A PDRにおける [C I]放射の2つの起源，日本天文学会春
季年会．

山本圭香：2020，衛星重力観測による火星大気の検出に関するシ
ミュレーション，JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

山本直明，児玉忠恭，林 将央，鈴木智子，Perez, J., 小山佑世，嶋
川里澄，HSC2チーム：2020，すばる超広視野観測で解明する
銀河形成最盛期以降の大規模構造形成と銀河進化，日本天文学
会秋季年会．

山本涼一，岡部信広，西澤 淳，宮武広直，田中賢幸：2020，
DisPerSEを用いたHSC-SSPサーベイ領域内の大規模構造の同
定，日本天文学会秋季年会．

山崎康正，大川将勢，南 大晴，横山航希，増井 翔，上田翔汰，長
谷川 豊，西村 淳，大西利和，小川英夫，木村公洋，Gonzalez, 
A., 小嶋崇文，金子慶子，坂井 了：2020，導波管の周波数帯域
限界に迫る210–375 GHz帯コルゲートホーンの開発進捗，日本
天文学会秋季年会．

山 崎 康 正， 立 原 研 悟， 徳 田 一 起， 藤 城 翔， 金 井 昂 大， 
大朝由美子，西合一矢，深川美里，町田正博：2020，ALMA 
ACAサーベイで探るCorona Australis領域における分子雲コア
の進化，Nobeyama Science Workshop 2020.

山崎康正，ほか，坂井 了，金子慶子，小嶋崇文，Gonzalez, A.: 
2021，1.85 m鏡搭載210–375 GHz広帯域伝送系及びコルゲート
ホーンの開発，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

山崎康正，大西利和，徳田一起，立原研悟，西岡丈翔，金井昂大，
大朝由美子，松下祐子，西合一矢，深川美里，原田直人，佐伯 
優，柳 玉華，山崎 駿，町田正博：2021，ALMA ACAサーベイ
で探るCorona Australis 領域の星形成（2），日本天文学会春季
年会．

山崎康正，長谷川 豊，増井 翔，川下紗奈，米山 翔，横山航希，
大西利和，小川英夫，木村公洋，立松健一，宮澤千栄子，高橋
敏一，前川 淳，Gonzalez, A., 金子慶子，酒井 剛：2021，野辺
山 45m鏡7ビーム3帯域両偏波受信機の開発 III: 光学系，日本天
文学会春季年会．

山敷庸亮，野津湧太，前原裕之，佐藤達彦，野津翔太，佐々木貴教，
佐藤啓明，木村なみ，清水里香，高木風香，坂東日菜，野上
大作，柴田一成，Airapetian, V., ExoKyoto開発チーム：2020，
大気散逸を考慮したM型星周りのハビタブルゾーンの再評価

（2），日本天文学会秋季年会．
矢野太平，郷田直輝，上田暁俊，辰巳大輔，三好 真，鹿島伸悟，

山田良透，片坐宏一，小型 JASMINE ワーキンググループ：
2020，星の高精度位置測定を行う JASMINEにおける実証実験，
日本天文学会秋季年会．

矢 野 太 平：2020，JASMINE 観 測 デ ー タ の 詳 細，JASMINE 
Consortium Meeting.

矢野太平，郷田直輝，三好 真，上田暁俊，辰巳大輔，鹿島伸悟，
山田良透，片坐宏一，JASMINEチーム：2021，国産検出器を
搭載した場合の仕様変更と観測データへの影響，日本天文学会
春季年会．

矢野太平，JASMINEワーキンググループ：2021，高精度星像中心
決定と実証実験，第21回宇宙科学シンポジウム．

安井千香子，齋藤正雄，小林尚人，泉 奈都子，Skidmore, W.: 
2021，銀河系外縁部における低金属量星生成領域Sh 2-127の近
赤外深撮像，日本天文学会春季年会．

横山航希，大川将勢，南 大晴，山崎康正，増井 翔，上田翔汰，
長谷川 豊，西村 淳，大西利和，小川英夫，小嶋崇文，上水和
典：2020，広帯域 IF（4–21 GHz）出力を持つSIS受信機に付加
されるLO系起因の過剰雑音，日本天文学会秋季年会．

横山航希，増井 翔，川下紗奈，山崎康正，南 大晴，大川将勢，
米山 翔，長谷川 豊，西村 淳，大西利和，小川英夫，小嶋崇文，
上水和典：2021，SIS受信機に付加されるLO系起因の過剰雑
音の原因調査，第21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

横山航希，増井 翔，川下紗奈，山崎康正，南 大晴，大川将勢，
米山 翔，長谷川 豊，西村 淳，大西利和，小川英夫，小嶋崇文，
上水和典：2021，SIS受信機に付加される信号発生器（SG）由
来の過剰雑音の原因，日本天文学会春季年会．

横澤孝章，KAGRA Collaboration: 2020，重力波検出器KAGRAの
現状，日本物理学会2020秋季大会．

米田謙太，村上尚史，一圓 光，小池隆太，須藤星路，西川 淳：
2020，高コントラスト観測システムテストベッドEXISTの開
発，日本天文学会秋季年会．

米田謙太，村上尚史，一圓 光，小池隆太，西川 淳：2020，SLM
を用いたダークホール技術に関する研究：計算機シミュレー
ション，第9回 可視赤外線観測装置技術ワークショップ2020.

米田謙太，村上尚史，一圓 光，小池隆太，須藤星路，西川 淳：
2021，高コントラスト観測システムテストベッドEXISTの開
発2，日本天文学会春季年会．

米津鉄平，ほか，川邊良平，大島 泰，島尻芳人：2021，2 mm帯
受信機B4R/LMT50m望遠鏡搭載によるOrion-KL領域試験観測
の解析報告，日本天文学会春季年会．

米津鉄平，ほか，川邊良平，大島 泰，島尻芳人：2021，LMT50m
望遠鏡搭載2 mm帯SIS受信機B4Rによる観測結果の紹介，第
21回ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ．

米山 翔，増井 翔，長谷川 豊，川下紗奈，山崎康正，横山航希，
大西利和，小川英夫，立松健一，宮澤千栄子，高橋敏一，前
川 淳，酒井 剛：2021，45m鏡 新7ビーム両偏波3帯域同時観測
受信機 -直交偏波分離器の開発 -，第21回ミリ波サブミリ波受
信機ワークショップ．

吉田　浩，合田憲人，小杉城治，森田英輔，中里 剛，ルノー・
ミエル，林 洋平：2020，パブリッククラウドを活用した
ALMA 望遠鏡観測データの保管と解析に関する実証実験，
CloudWeek2020@Hokkaido University.

吉田道利：2020，ハワイ観測所の現況と将来計画 ，2020年度光赤
天連シンポジウム．

吉田道利：2020，すばると中小口径望遠鏡，第11回光赤外線天文
学大学間連携ワークショップ．

Zahorecz, S., Jimenez-Serra, I., Testi, L., Wang, K., Fontani, F., Caselli, 
P., Immer, K., Onishi, T.: 2021, Chemical evolution of Galactic high-
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